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序

この報告笞は，佐賀県教育委貝会が日本道路公団の委託により，昭

和54年~57年度に実施した神埼郡神埼町所在の切畑迫跡 ・猿嶽A迫

跡 ・猿嶽C・D追跡，佐賀市所在の鈴熊迫跡，昭和59・60年度に実施

した佐賀郡大和町所在の大久保三本松遺跡の発掘調査の記録であり

ます。

佐賀平野を臨む，脊振山南麓部一帯では，原始・古代以来の迫跡が

大変多く発兄されておりますが，今回対象となりました神埼町・佐賀

市およぴ大和町は，その分布密度が最も高い地域のひとつとして知

られています。本密に報告しました追跡におきましても，縄文・弥生・

古墳時代およぴ中泄の集落や墓地に関する追構が数多く確認されて

います。特に，切畑遺跡は，大きな集落跡として発掘の当初から注目

されていました。また，鈴熊迫跡や猿嶽造跡は，佐賀平野の典型的な

古項群を知るうえで打原な調究であったと考えます。

今後，これらの発掘調査の結果が，関辿する調査・研究等に大いに

活用され，さらに地域の学術・文化の向上に少しでも役立つことを願

う次第であります。

最後に，本科の発行にあたり，多難な発掘調査や整理作業に従事さ

れました地元の方々をはじめ，多大なご尽力をいただきました 日本

道路公団並ぴに関係各位に対し，衷心から厚くお礼申し上げます。

平成5年 3月31日

佐双県教育委員会

教育長 堤 清 行



例 言

I. 本，，,,は，九州横断(I動車道建設に伴い，昭和54-57・59・60年度に実施した神埼郡神関町

所在の切畑追蹄．餃訟A遺跡 ・猿嶽C・D迫跨. I左fl市所在の鈴熊這跨，佐t,郡大和町所在の

人プ久保三＊松追跳の発批即査報告芥である．

2. 発掘潤1i.は．「I水追路公団の委託事業としてIHH札教行委t-1会が実施した。

3, 本，，，，tの執*-fiは，次のとお 1)である。

第 It;r: 潤1/.(7)慨淡,.家 FIii年一

第 2:t,t 地理的・歴史的哀茂•家田浮ー ・川品I)麻理子

第3を迫跨各説

り）畑迫蹄…，...........IIJ平徳栄

依~A迫跡・…·ー・・・・・・渋谷 格

り,.j汲C・D辺跨....・逍構武谷和彦 ・遺物 川品IJ麻理子

鈴熊迅蹄・・・・・・・・・・・・..家 111Pた一

大久保三本松遺跡…田平徳栄 ・ 船Jt~正道

4, f!H界,,の作成および9が理の分担は，次のとおりである。

迫物復元・—••…・・村瀬邦子 ・ j・・1t-マサ子 ・ 奎岡肪代 · 汀:n友忍

fffll茂ぶ-r・・妍野みつ代 ・瀬Iii由規・f・ .新）卜久災 ・IH村芳子 ・田中美穂千

11,nカズヨ .,;1, 内l'ffl::+・森崎和子

迫物実測・ ・ ・ ・ ・・・— ·ffn ~i合了. . 岩井袢子 ・藤田由紀 ・末古由紀子 ・；'ilII稚十

庇子知箕 • 浜9虚其 ・百UIさつき ・炭 在—f ・ 友ITI美和子 ・ 樋渡瑞技

島 "f:+・fflJ悦:',.尾形fill-'{· • 藤原倫子 ・末次なぎさ ・馬場理知

江晶1J111呼 ・中IIJff(子 ・野Ill典子・久保恭技 ，'1:.i4五月 ・村虹 1-f-

江甜lJDH・兵仙美紀 • 森111;/f:志

製 図• ••……木吉1:i:1紀子 ・ 宙fll雅子 ・ 兵勁律：：r・ ・村里ff::(.・江はIJ朋子 ・光石逸子

粕£Eli劣：：r-
迅物写Jitit影•••松尼 f(j_--(- . ,,,-買栄：f・m木伶:(-.田平徳栄 ・；泊瀬哲郎 ・渋谷格

写）'{現像焼付・・・,'if'!栄こ(・.!!.¥木優子

作成にあたって．各追跡発掘潤査机当省，l¥!文化l叩!f査研究沢料至の協力を得た。

5. 発掘関代にあたっては．神埼町・佐n市・大和町の各教打委H会．および地元の方々のこ・

t/,1,)) • こ1近宜．をi!恥 ．

6. *','}の編集は. ·~m淳ーが行ない， ＂崎.iEチが協力した。



凡例

1. 這跡台帳（佐買駐教行委ti会作成）に登保した各遺跡の略号は．次のとおりである。

切畑遣跨・・KHA・KHB

猿嶽A迅跡・・・SDA

猿嶽C・O遺跨・・・SOC・SOD

鈴熊遺路・・SZK

大久保三本松迫翔--・OKB

2. 検出した各遺構の分類記”は．次のとおりに楼記する．

SB: 竪穴住居跡 ・掘立柱追物跡

SC: 石棺廷

SD: 清跡

SE: 11'P 

SJ: 哀棺硲

SK: 土炭

ST: 古lJ't

sx: その他の遺構

3. 迫構の寸法はmlll~. 遺物の寸法はcm単位を原則とする。

4. 迫構図にmいた方位は．切畑遺跡・猿嶽C・O遺粉・大久保三本松這跡は真北，猿琺A這跡・

鈴熊遺跡は磁北である．

5. 本杏に記載した各遺物は．遣物台帳（佐賀県牧脊委且全作成）に登録している．表にはそ

の各登鈷番号を付記する。
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第 1章調査の概要



1 調査の経過

九州横断自動車道（長崎逍）娃設に係る埋蔵文化財関査は．昭和44年6月の遺跡分布濶査に

より！り1始された..:. れは佐買児教付委員会が．建設省九州地方建設局の委託により翔線予定地

域全牧を対象に実腔したものである。その後．昭和48年9月の日本道路公団の路線発表を受け

て．昭fll51年12月まで詳細な分布関査を実施した。その結果．本綱介の対象地成は路線総延長

91. 9kmのうち遺跡数209カ所．総面積約135万面に達した。

発掘謁究はこの結果とエll>llt画に合わせて.!..~ 栖ー佐賀大和間の遺跡から昭和52年1月に間

始された。 次いで佐"fl大和一武雄北方~lJ. 武雄北方一~Tr野間．大和ICとあt き ， 発揺悶査開始か

ら13年次目（平成元年）の島栖IC(オフ ・ランプ）を潤査最終地点として，すぺての発掘岡査

を終了している。

いま，それら多くの関査地点のなかで各地域の主な泣跡をあげると．束から凡栖市本川原遺

跨（古頃） ．都谷道跡（古項），中li;l町令田遺跡（縄文）．東行振村下石勅遺跡（弥生 ・古墳）．

酉石勧遺跡（弥生） •山古買遺跡（旧石店 ・ 弥生 ・ 古墳） ・ 西一本杉迅杯（占Jtl) ・涌111遺跡（古

墳 ・中世） ． 伸埼町忠波屈六＊松乙泣跡（弥生 ・ 古tn) ・ 切畑辺跡（旧石益～中世） ・ ~I 日北遺跡

（弥生 ・古Jtl・近世） ・ 猿嶽遺跡（古項・中世）．佐賀市鈴熊辺跡（縄文 ・ 古墳）•西原遺防（縄

文ー中1仕）・久保泉丸山遺跡（縄文～古墳） ・藉附遺跡群（縄文・近世）・金立開拓遺跡（縄文～古

項 ・六本摂木遺踪（縄文～古項）・大門西遺跡（縄文一古項） ・三郎山遺跡（古項），大和町久池

1暉跨群（弥生一平安） ・礫石迫跡群（縄文～平安） ・惣窟遺跨（弥生～奈良） ・東山田遺翔群（弥

生～中Ill:)・西IIJEEI遺跡群（弥生_,,,世）．三0月町織品追跡群（旧石西ー近世） ・老松Ill遺跡（旧

石若）， ,Jヽ 城町寺浦瓦窯蹄（縄文・奈良）． 寺浦前方後円墳（古墳），寄居遺跡（古墳 ・近世）．

多久市長厄1111拓遺跡（旧石器） ・ 撲分遺踏（旧石苔～近世） •IIJ王遺跡 (I□石沿・縄文）． 武雄市

束福寺遺跡（弥生 ・古墳） ・皿11J窯跨（近代）・甕庄窯跡（近椛）．鳩野町内野山北窓跡（近世）

などがある。

以上のように．旧石器から近世 ・近代までの道跡が網羅され、改めて当調森に係わり記緑保

存された迫跡の代泣に驚かされるのであるが．佐賀市久保泉丸山遺跡のみは唯一遺跡の全面保

存（移設）がF1本道蹄公団の協力により実施されたことは特竿され．現在．野外の歴史公園と

して活用されている。

これらの拓道跡の武l究成果については．その概要を「九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘

湖査概報j第 1-12集で報告しているが．正式報告としては昭和54年度以来．報告苔の刊行を

下記のとおり紐けており．平成3年度までに計15集の刊行を終了しているが．さらに今囮も含

め5冊を加えた全20集の刊行により本n頃業の全てを終了する予定である。
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第 1集大1"1西涵跡 第9集礫石追路

第2集香Ill遺踪 第10集老松山遺跡

第 3集西原遺跡 第II集惣座遺跡

第 4集令立開拓遠跡 第12集西石動辺跡

第 5染久保泉丸Ill遺翔 第13集志波届六本松乙迫跡

第 6集下石勁追跡 第14集郡谷遺跡

第 7集撰分遺跡 第15集朝H北遺跡

第 8集長JUI拓遺跡

さて．今回報告するのは，神埼町切畑遺跡，猿嶽A遺跡，猿嶽C・D泣蹄，佐買市鈴熊泣跡，

大和町大久保三本松追跡の計5遺跡である。鈴熊迫跡は昭和54・55年度．拭汲A・C・D道跡は

昭和55 • 56年度切畑遺跡は昭和お ・57年度大久保三本松迫跡は昭和59・60年度に潤査され．

すでに7-14年という時間が経過した今Elに至ってようやく報告行が刊行されることになった。

切畑遺跡は．弥生時代と占tl'I時代の集落跡を中心とする遺跡で朝鮮半秘系の土益などが出土

している。まな猿嶽遺跡や鈴熊遺跡は古墳j/j,代中期から後期までの慕地を中心とし．特徴的

な墳狡や副葬品が出土している。したがって．本祁はこうした時代の追構と遺物が中心の構成

となっている。

Fig. I 
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Fig. 2 り）畑A・B迫跡発掘渕査l叉位芯勤 (I/4,000) 

切りUA・B遺跡 (KIIA・KHB)

所 在 地 l<l•J俎郡神均"「大字城駆字」．．．俎I El 

湖査面積 5.600m' 

渕査期llll 昭和57年 1月6fl -3月27fl,57年4n 1~1-1on1s 1~ 

副介也：り 立石怒久 • 西Iii和已 ・種涌修 ・坂JI'健二

~l:'fttl当 1-11平徳栄
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Fig. 3 猿汲A・C・O辺跡発掘隣が区位設図 (I/4.000) 

絨嶽 A・C・D追跡 (SDA・SOC・SDD)

所在地神埼・mi神埼町X字城9瓜字沿/(,!・北外

謁fi.1/1j梢 5.400m'

洞杏期1111 昭和55年91・18~1-11/J和56年 1 月 IHI. II/J;f1156年s111111-12n 10n 
潤介担当 ,,, 弁Iii賢治 ・東中川忠芙・蒲1原宏行・堤 安信・種iili I~ 

報・；刊II.当 渋谷1行・武谷./11彦 ・川;/,1)麻理イ・
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Fig. 4 鈴熊遺跡発掲岡査区位菰図 (I/4 .000) 

鈴熊遺鉢 (SZK)

所在地佐賀市久保泉町大字川久保字鈴熊

湖査而積 700111' 

調査期間昭和55年 2月ISEl-3月121'1.4月8El-9月121'1

岡査担当 中牟田賢治 ・蒲／点宏行 ・椙田義彦

報告担当家r£I淳一
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Fig. 5 大久保三本松遺跡発掘潤査区位沢図 (1/4,000)

大久保三本松遺跡 (0KB)

所在地 佐双郡大和町*'f')ILI:字三本松

潤究面積 4 .800m• 

潤究期m,昭和59年 7月2H-21日，昭和60年9月l8fl-昭和61年 3月31El 

潤査祖当 天本洋- ・Ill平徳栄 ・品l)f.biF.道 ・ 訟底聡ー • 本田秀樹

覇査報告 I'll平徳栄 ・副島正道
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II 調査 組織

りJ!!JIA・B迫蹄，餃嶽A・C・D迅蹄鉛熊迅粉の発掘濶査は．いずれb佐賀!¥!教行委H仝が直

党-1,笈として実施した。その先拙潤令および整理 ・屑げ；に係る組繊は， lヽ・記のとおりである．

1fllii, 悶介

総枯 教ft J~

教n次J~

文化諜Jf

文化ぶ参<Ii

古藉 浩（昭和54-57年度） ・志岐常文（昭-fl159・60年度）

小1•q .u: (昭和54年度） . ff・ 山綱明（昭和55年炭）

村岡 11r1 <昭和56年9虻） • 字Iii川勝之（昭和56・57年I虻）

大塚正道（昭和57年炭） ．釈 磁iF.(昭和59年炭）

,:':jf,!; 一之（昭fll59・60年度）・堤 tli之 (ll/l./1160年Jj;;)

, •.-ma大（昭和60年炭）

m,i沿義雄（昭和54•55年度）・藤山 巌（昭和56・57年度） ．

北村一筏（昭和59・60年I.ii:)

古!'l礼三 （昭#154り'・11.t).藤111 巌（昭+1155年度）

佑;i品忠平（昭和60年度）

文化ぶ，→隕¼補佐川久保広松 (ll/!.f1155・56年Iii:)

;-::;t;, 忠平（昭和55-57・59年J.ll:)

1J11llJJ1三 （昭和57年度）

1l拙，鴻-ti.総括 文化，限参;JI l:i島．忠平（昭fll60年J虻）

くりJ灯!IA辺跡＞

くり）灯Illぶ3蹄＞

＜猿~A迫跡＞

文化諜諜1~補佐ぷj島，也I―l (ll//.fll55-57・59年度）

宮原義宰•).む形苦郎（昭和60年度）

文化，煤i'/.l"lil

, lt1.t第If系」と

指祁_£'I(

ぶ島忠平（昭和55年9父｝

沿jf.~.·ぶ平（昭和54·55年度） ・ 樋渡放fl~(昭和56 · 57年1支）

•I• 牟田賢治（昭和59・60年J父）

坂 JI'随二 （昭和57年度）

文化財保;i.lil:'li 、:r.ィ i泰久（昭和56年度） • 西lll:fllビ（昭和57年度）

t~ ;!f 棟 浦 ·~(昭和56年段:)

指;rJ・l"fi Jli'II・健二 （昭和57年度）

文化財楳殴 l:4i 西山相已（昭和57年度）

文化l!,j(公渡 Mi '11'1ミIllff治（昭和55年度）

指;.f/,ic •Ji 

＜紋嶽C.:・Di立跡＞

藩Jf.i宏行（昭和55・56卯没）

文化II~保渡 1, •Ji 束叩Ii忠;Ji(昭和56年度）

JI~ 託 堤 安 信 ・純浦修（昭和56年1父）
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＜鈴熊迅跡＞

文化財保渡1:<I> •l• -1,IJ I賢治（昭和54年度）

指i;Y-1M> liii"滋：j'j-(昭和55年炭）

縣 lf 11Jm義彦（昭和51年I_!!'.)・1J11JJ 正（昭和55年9女）

く大久保三本松迫跡＞

(!!; 務

文化財保護 t:if,II.I平徳栄（昭和59年度） ・天本洋一 （昭和60年度）

指；g心I> /,¥lj知l道（昭和60年度）

駈託 船底聡一 （昭和59年度） ・,!.II」秀樹（昭和60年度）

文化諜¥1/.l"lH

庶務係Ji

-1, 1r. 

£,1, 

廣川 II-(昭和55年l虻）

片渕l洩（昭和54年度） ・131川 ・11・C昭和55年度）

,＂「f女:.il'.(昭和56・57年度） ・菊池丈夫（昭和59・60年炭）

北/.~打1リ｝（昭和55年炭） ・1J1下行夫（昭和59・60年度）

fi'A4返二 （昭和54 '1疲） • JflJ茂芙（昭和54-56'1渡）

森1.11紀-,・（昭和54-56年J虻） 1l1IJ 肪（昭和56・57年度）

111卜行夫（昭和57年度） ．束炎n)J (昭和57・59・60..!f度）

II'原裕+(昭和57・59年度） ・紐IIIIIJJ美（昭和60年度）

竪問 ・料訥（平成 4年度）

総括

教rm
教粁次・!~

文化財諜長

堤清Ir
l:/1; ,I: • 川久保袢JIJI

品i~.Iぶ平

文化財諜14:補佐 中か,m賢治 ・湘籾1n,貨

整陳 曲介係・!~ 硲瀬哲郎

~: ti -1. 石奉久

文化財保渡 l::,li 家IJJ浮ー ・武谷.f11彦 ・渋谷 格• 川~I]麻理；（·

狐れ H崎JI呼

約 i'I 管理係1~ 111平徳栄（り）llllA・8迫蹄，大久保三本松辺配11.:''1)

文化lり1紺護」:Ill 'ii<:Jlli伶ー （鈴熊jft翔担当）

渋谷格（猿~A追跡l.!l当）

式谷和彦 ・ 川~I]麻理子 （秘伐C ·D辺路/11.,", )

庶務 文化森庶務係・艮＊松和久

」： 査 浜ff清十 ・小林宜fY.
i: •Ji 松 瀬 弘

~ JE /j! 川ヒサ・(・
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第2章地理的・歴史的環境



今'"'・船＇；する佐 nm神J奇！［神均町「切

畑J.「り遺A・C・D」.I姐輝「鈴熊J.

大和町「人久保三木松」追跡は．広大な佐

t'l'l'ffの北f.1のf沿hit系 ,♦i麓に位沼してい

る。

地理的環境

この0'/!<111系とふIi勤 1よ＇）西部の和lllll

系は、いずれい;:!,:':ii.OOOmiiii後のJI.I々 から

なり ．佐買県を地理的に北部と南部に祈・r-

するように佐代'I'野の北沿にそびえている。

.: .: から派,,,する段ri:f:l.-1: として神埼町

の城If.Oil以~(の東部地）戌に発追し． これよ

り以西は.if,i頓川に代表される北部山地に

源を発する).:.小のj,f川の屈状11•11!によ って

形成された税，::,5mJiり後の低平なさ1'-Yfが広がっている。

20km 

＇ 

Fig. 6 迫跨位沿図

Iiり作の段li:は.Tfl!l山総よりm側に向かって細北＜延びるもので．代表的なものでも．市野

ヶ.'Iぼ；陵 二塚1l11i・.陵． 姫1流陵などの~:生時代ないしそれ以粋の大集硲やt(t淡などが形成さ

れたli険力'llられる．

また．後行の扇状地形は．東部より木水川.IU手川．城9点）II. Iゴ．勢川.g, 瀬川．祇園川• Ii,'/ 

如 If,今即11.河川流域に兄られるが．中でも嘉瀬川流域は比較的広大な面積を有し弥生時

代以店の1Tiぼな辺踪が多数形成されている。 しかし．この店状地も現況ではti明海より少し雌

れた，:・:;位の地枚になっている。すなわち．これよりさ らにード流破では全国一の千滴差（約 6m) 

を誇るがIJf海の潮i夕作用に因る・I;砂堆積印IIと.ti: 戸時代以降の人 r.的なI'柘によ って形成さ

れた低地がこれら!,J状地の藉ilfriに広大に広がり．今[Iのl'i:Tl平野独特の故観 を形成しているの

である。

ー 】4-



Fig. 7 佐1~平野地形区I(I /300.000) 
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II 歴史的環境

＇即i項で慨観した佐双平野のうち，行にこの九州横断道の娃設される山麗部は，ここから延び

る丘陵地滞とと 1,1こ泣粉のペルト地岱とも表現できる追跡の集中分布地滞である。この山雑部

のうち．神）か町の城ri;im流滋でも先；l:沿（旧石苫）時代から江戸時代にかけての多くの追蹂が

分布しており，切灯I)辺跨猿嶽這跡はこの城IM/11の右岸に位閻している。一方，鈴能辺跨は佐

i判jの東北部． 久保泉町川久保の鈴m山(~窃187m)のjfj範の舌状に延びる」t陵」；に))'.)也して

おり．）し州横浙l'I珈Jl迫路線内においては隣り合う迫蹄ではあるが．帯際iJ」や早稲限111などに

よって駁てられてる．別の泣跡群である。したがって．本項では前者と後名の辺％について別々

に記述することにする。また..k久保三本松追跨は．さらに凸方の嘉瀬川右Jjlにあり．この追

翔については迫跡各JJI.でf~I別に述ぺられる．

I. 切畑・猿嶽遺跡

ここでは．神埼地域及びその周辺の迫踪の内容と各時代ごとの様子を概観していく 。

IIHi岱時代の迅跡は．阻 'l県全J,!!を兄渡してもその分布例は乏しく ．また潤査例も少ないた

め． この昧則の様~l'Iなほとんど明らかではない。 今(illの対象地域である神埼町周辺でも .'i•l点

町姫方追跡 • 町1+.i迫跡．凍布扱村1l1古竹迫跡．神1が町古野ケ里迫筋 ，切畑迫跡笞で．ナイフ形

ィi岱 ・マイクロコア等が採集されているだけである。追構もほとんど1灸出されていないが．数

少ない渕究例のひとつとして．神J印町船塚迅跨が掲げられる。ここでは2If! の文化肘が確認さ

れており ． ナイフ1f紐i沿 ・ 台形イi岱 • 制）'i尖頭沿等が出・(:している。その石店の製作技法につ

いては.i頓が1勺系とされている．

縄文時代辺跡/;1. やや増加の傾向がみられるが，その分布破についてはl[I石，.1時代と同様に

山範部や低11:陵部にあリ，ヽ ，r.地条件的にはiiり時代と人さく変わることはない。遺跡の例として

は．束粁抵村戦場ケ谷迫跡 ・タケ里辺跡，,,,原町i'flll遺跡．神埼町では城1(.lJll・三本松川を臨

むJI!!成に船塚迅跡・志波届六本松迫跡が知られている。 また． その他にも朝 □ ~t · 北外 · l~il'i'

原地lえに舟塚迅跡 ・志i皮吊ーの坪迅跡 ・志波用六本松迫路が知られている。また．その他にも

朝 ll ~t · 北外 .,;輝 l!.i地区において，良好な沢料が採集されている。殊に， 4軒の後期llJ形tt.

屈が莉認された志波m;,本松迅跡については，平野部における縄文時代住1;r:終迅構と しては稀

少な例であり）T（要である。 しかしながら．この時代の道構 ・迫物の検出例は少なく．全体的な

様利を襄うには沢科が乏しい。

弥生時代になると迫跡は急附L.その分布1点についても.ii;if¥: までの丘陵部から下って平野
もょうな人 にしいしな9

部へと延びる.iiijJ)]の辺跡は. q, 原町町南這跡．束脊扱村洒石射／迫跡.T・(¥:;IIl町上!!.11Hl塚．

神Jが町，り野ケ •11,迫料肝 ・焼1登fill塚・りJ畑泣跡亨があ I). il'i代の縄文時代に比ぺ迫跡の分布は
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大さく広がりさらに,Ii下していくという状況が兄られる。 しかし．規校的なものを芍えた場

介．島沿あるいは硲としては未だに人・きくないようである。中期は．上峠町切通遺跡 ・船石迅

蹄 • 一本谷迅枕 ・ Ji.本谷迅跡．束脊飯村下石動遺蹄 ・タケ黒遺跡 ・三ti!水Ill辺跡．中1仮町u訂j

涵蹄 · ii切:nr.i道路千代田町；；~Ill洒分ll塚 • 姉貝塚． 三根町本分l'lll!. 神埼LLF的Ji.本患木遺蹄・

川寄辺蹄群 • 利II.I柳泣跡 ・ぷ波馳9跡群 ・IE.浦滋翔等の追跡が知られている．中期の特徴は．

分./iii史の広がった前期の集沼 ・ ~),!1の規坂がさらに飛9召的に拡大したこと ． 銅位 · 鉗剣 ・銅オ・

搾の,'濯松やや鉄剣 ・鉄斧ぅの鉄硲．鉗型守のいわゆる金属西の広範な澁{I;を示す bのがIIしl:迫

物のなかに多くみられるようになったことである。これば大陸伝米の稲作を基礎とする伐耕

社会が確火に定?{/し．さらにその大9を文化の影唸を受けた諸様相が．大陸との窓日である玄界

濯沿/;117)みならずイjllJI海沿/,!でもかなり'i'・くから祁人され，受け入れられていったことを示し

ている。この状況は．後期の段階でも続いており ．追跡の分布は中期の広がりとほぽ成複する．

叩原町）f.i,';t'l三本谷泣翔．神埼町古ffケ黒迫跡等では，集落の間IIJIを沿でIii!む曰濠巣落が兒ら

れるようになる。このうち古野ケ雙迫跨については．前代からの集裕が大規仮化していったこ

とが知られている。

, t;J/1時代になると.tiり期の辺跡は.1i1i代に比べると一転Lて少なくなるが．そのq,でJ/1秘の

例のみが多くりい見されており．集裕の例は非常に少ない状況にある。項袋のタイプは．古mと

)i形If.Ji,!滋に分けられる。 前~の例としては．東F損村丙一本杉迫蹄 ・1l1古買辺跡. l• 崎町刹l

ff ,t;J/1, flo:fioli銑イ・塚，りJJ'I,後者の例は.,i,, 原町姫1i迅蹄．上峠町二塚Ill追跡群である。この

分イtiから兄ると. ,';J/1の例は少なく ． 斤J~T釦部のみにl-:在しているが．方形周溝墓については．

印剣部から'l'-ff部にかけて広く造られている様＋を短うことができる。古用と方形問溝岱につ

いては．咽llli1iJJI(箱式十→i -tirl からは変形l閲限j~ • ?;H.製1cii!II,i!!i一本杉迫跡ST009古IJ'l(木棺

裕）からは舶故餃I',・等が111.J.:していることから.,,, ・用の俊位性が強く示されている。中期は．

、'i'項の大屯化と分布数の州加を特徴とする．まず．分布J如の,,,心のひとつが嘉瀬）II東部流/,!1に

あり．例として. ft11叩t)jには熊本1l1;1,Jll · IIJ 'じ山古項 • 西原古Ill・久保泉丸LIJ,'-;Jft · Iiり~J'l

tlii1,JI! 等が掲げられ."! 内でも大問の前方後l'IJJIやlり項が数多くみられる。更に．西部枚にも

人:.fill町に11!ドJi~人・のjjij方後1-'Jl!Iである船塚，りIllが存在する。このことから． 中期の段陪では、

佐Ti平野でのq,心域のひとつが．この滋瀬川一俗にあったことは明らかである。後期になると．

l前方後11111!からみがI•心地成は，l¥!東部のJ.刈柄地域あるいは三Ill川町II遠原地牧へと移ってい

くようである。 11i沼の地戌には岡寺 ・ 剣松 ・ 灰•I•堂塚．後者の地域には稲荀塚 ・塚LIi・想塚な

どのll'iJi後「'I項群として {j.在している。

り!~II辺％や猿嶽這跨の所在する城駆流1成ではjjij期の朝 nも玲以後は•I•期を通じて大型Illはな

く後期になって北外． 二7・山 (!Sm),fHTIJL1l1 (28m l などのiiり方後l'J JJIが絹絞的に造·~"l; され

るが．これらは全JHOm以下の小型項である．おそらく 61り；紀後半以降は城ir,i川1,:倅の ド三津
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洒 (52m).伊勢塚 (80m)などの大型1iif方後l'I項とのIJ!J述が強く想起されるのである。また占

ll't峙代も,,,期から終未期にかけて山麓部から •t•lliなどに数多くの群集項の発達が兄られるが，

当り）灯II返路や紋依追跡群もその(91の一つである。

飛氏～奈良時代の迫跡は． 主として低丘陵部及び~'ff部において集沿が分iii している。この

時期になるとそれまでの各地J,!!111)の関わり以 1-.に.l:tiltil: 的な状況変化の中から以前とは汎なる

様相を示す迫％がみられるようになる．それは Jこ蛉町堤土烈跡等の城摂辻造物．および束布

阪村辛.tJit寺蹄」；峠llf塔ノ塚税寺跡内の寺鉢．神埼町吉野ケ限迫跨等に兒られる官而跡であ

る.::. のような状況は．弥'lo時代の伝統的碁笠の I:に功）J を保っていた各地I~の古代栄族が．

'flt令体制という ,~·,i(の枠糾みの中に紺lみ込まれていく過程を探る上で）T（凄なぷ味を持つものと

サえられる。

平安時代以降については．さらにJ.:地利JI!の範1用が拡大し.111上から漏際に至る広範囲での

逍跨の分布を追うことができる。これは．律令体制Jul坑後の中llt武-1:団の/J',現 ・沿動に依ると

ころが大きい。殊に．城館築迄における I:地利用形態は．極めて対照的な様相が兄られる。 一

つはいわゆる中世111城といわれるもの． もう一つは淡をめぐらす城館（哀淡集新）である。中

111:111城は各地1A1の窃皮な1LIJJi部分を中心に配沢される。/;)fil"(はIll麓部に近られるが.11渭i部を

多く利Jllする例は他に時期にはほとんど兄られない。 例として． ．む栖iii防尾城粉 - -~龍城跡．

叩~(町綬部城跡． 神埼町勢掘寺城跡容がある。 また． 城館は. 'l'ff部の低湿地•:l}において入り

糾んだ水濠を防御に布効利Illしたもので．佐!'l平野独特のものであり．他地域にはあまり兄ら

れない。 例として ． 千代1111~:恥城跨神埼町姉川城跡 ・本告城蹄 ・横武城跡亨がある。

以上のようなことから，神埼地成は佐買平野一滞の歴史を探る~-で. lfl石岱時代以米煎姿な

沢料を楳示している。特に弥生時代から古項時代にかけては極めて先進的な様相を艮期に亘っ

て保持し絞けている．これは単なる一地域の1111題にとどまらず. 'り時の西九州と大陸との交泣

をサえるうえでも放裂であり．様々な問題に波及する内容b含んでいるといえよう。
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2. 鈴熊遺跡

本迫防は.!IGは嘉瀬JI.11(は滞隈11.J.早稲隈1l1などによって区切られる佐買郡大和町から佐

mli久保./11泉町に広がる東西約 5kmの範lfllに分イ6する先.:I'.岱時代から中 ・近泄におよぷ迫跡群

のなかに位沢している。
e"• 人 とうつ"

先I:?;,時代については． 佐1'.(il"i大I'~遺跡から尖頭岱．藤附E辺蹄から台形石岱．細石；；l. ;k;f11 
く し い いヽ,,,.,., . う S

町久池JI'一本松遺跡と惣1¥.追跡からナイフ形石俗などの折迫物がIll上しているが．今のところ

明確な這構を作った迫跨はなく .,: の地域の当該期の様相は;i;明雑な点が多い．
にし,,. ' げいずん霊...

縄文峙代になると．鈴熊遺跡の四方500m-2畑には.!!.-:Ti市西9点遺跡（晩期），久保呆丸TI」
IA••· 今いたく るつばんく..

遺lllF(l,t-晩期） ， 藤附A辺翔（後期）． 金立 l咄i遺跡（平 • 前．後期）．六本m木逸踏（前，
だいしんにし

後 晩期）などが分布する。さらに．洒方の大和町には大l"l迫跡 (1ioi,後・晩期）. *'"'西遺跡

（後期）などが知られているが．現状では．中期が希源である一方．後 ・晩期から追蹄の分布

卸父が品くなることが指摘されてお ＇），金立111-ltli迫跡では後期末の住屈跡の他．後期後葉～晩

l叫）Jl)Ji. 西Jr,(滋跡や鈴熊辺％でも兄られた晩期の甕柁なが検ll',された。特に久保和泉九Ill迫跡
っニ

や大和町茂石A・B迫跨などで弥生時代まで続く支石秘は．この地1戎の特徴的な返構の一つと

,tえる。

絞く弥生時代では．久保f11泉A1L1迫跡に代表されるように縄文晩期から謀絞する媒地を中心

とした辺路が忍速な広がりを兄せるようになる。金立開拓遺跡では前期末～中期ii•l'ドを主体と

する炎棺硲と後期f(,沖の箱式石i棺裂が2阿の発掘調脊で明らかにされている。まな 三＊掛＊

迫跨で l>ii•i 期木_,,,期初め，大l"I迫況では中期の喪柁込が発見されている。また．六本!I.¥木迫

跡では． ,ヽ,期の災棺硲と石滋Jこ嬢松が糾み合わさ った二列埋葬が検出された。
くもい

集沿としては，人和町久池11,c迫蹄で前期の竪穴住lliが発兒されたbのの．弥生時代の早い段
., .. ~. 

附のまとまった規校の集落は発見されていない。 中期以粋になると佐双iii琵琶9点辺跨の他，大

和町惣牝泣降で曰濠をもつ拠点集浴が発兄されるようになる。弥生時代の後半には，特に拠点

巣裕を中心に社会的なまとまりが位化され．次の古IJ't時代の開始へとつながっていく。

古1n時代になると．この地域ではm内でb打数の前）j後fl]墳の集"'地・岱である。嘉瀬川左岸

の大村1町一岱には應F-1、le).;の船la(古墳や風楽寺 ・道普寺jjij方後1111.l'tなどの池ノ上占Int洋が兒ら

れるが.''i嘉瀬川和；！でも, 4 II! 淑'.Wr-の大Jftliii方後Pill!とLて有名な全此98mの佐Tl市銑子

塚古項や，51ll: 虹 i・ドの大和町前隈山・Mn. 5世紀後半の佐tiili西原古項や1関行九古墳.6 Ill: 

紅I•頃の人#I町の築II』古項などが兄られる。また.jjij方後1り項ではないが.4世紀末-5椛紀

冊 位の熊本111古項111:1'1(1古1nゃ5世紀後'I'-の西原占Illなどの人形lりIJ¥もみられる。いわゆる群

集,nもll,:t'lrliA1l1迫跡などで.jl";J-11時代前半期に迅営された bのが確認されており， 当鈴熊迫

枕bその類例としてiR要なものである。また．後期群集1nも．大和町礫石古項群．佐買i!i/1.!J.:

, ~(,'ill! 群．金 if. l~l拓迫跡．洒Jr,i泣跡など大規校なiヽ；項群を形成している。以上のうち． 特に当
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I. 笛,n,1,1車龍石
2. 煎*HI古1n
3. 神籍池窯鉢
，I. 小ti/兵衛,u古in
5'閲frJL;!itn
6' 花納k,•;in
l. 鈴煎遺跡

8'洒『i遁踪

9, h11J遺％

10. ~"i遺終

II. 藉附這終 21. 六*'.'-1木遺％

12. 11, 壬,u古1n 22. *r'Jt!i追降

13. 藤附K;llllf 23. nr6遺踏

14. 籍附R・C遺終 24. 三郎Ill遺路

15. 藉附A這llf 25. i!iら9古in
16. 金立間16迅M 26. I籍却6這跨

17. 三本！＇1木窯枕 27, 銭-r-~.•;lj\

18. !!.¥七原古墳群 28, 肥前国分-1ff
19. 乱斗Ill古11¥fft 29. 築,11,1;1n
20. *r"J古墳群 30. 肥IMl.!I分尼寺翔

Fig. 9 鈴熊迫蹄！、月辺這蹄分布図 (1/50.000) 
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況．随石B追肱
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“．久池1t-C迅跡
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36. /HI迫％

37. 愁序迅杯

38. 肥1Jillll府筏

39. 友(i遺跡

40. ;:,;*城址



遺跡1/.i辺では，阿蘇疑灰;::を加：［した舟形石棺を納めた熊木111古墳が4世紀末の廿＇長裕として

注LIされる。また，久保呆丸,r,遺跡でも 9ヽ世紀末-6世紀後半まで迅続して辺営された古項群

であるが，竪穴式石屯から横穴式石室への変遷がわかる良好な迫％として注Hされる。

古項以外では，集硲蹄が（幻 1rli西原迅跡． 梵琶1紀迫躇． 友 ~l這踪， KFLL町1紅 DB遺跡などで

検出されているが， 詳員IIな1/J向の筋1111は今後の課題である．また．須忠沿窓跡では．佐T(ifi神

龍池烹％が知られているが. 51り；紀代の;J;式の須忠益を焼成している注uすべき窯蹄である．

またこの窯跡のn後で．当滋料の東方約 lkmにあたる -:;rn~1L1の面斜1fiiには．因史杯のJi!~即IJ

神椛~iが残っている。

奈良時代になると.J,fll町久池JI'地区には肥Jjill.£1/f.f跡がある。館認曲在の結果，市北104.5

m, 束i"i72,2mの国Ii'跨が良好に残っていることが確認された。また，この南側の尼寺地区に

bll巳新j[J!I分，'サ蹄. l •·J分1ビ寺蹄．そして国分寺瓦を焼成した窯蹄などが存在する. 111分寺跡は方

二町の寺城をも つことが知 られ．紐物碁壇跡．築地跡やJr,i位沢を勅いた状態の礎石が往時の!Iii

影を残すのみであ ったが発掘絢査により．中l"I.金堂．講堂． JヽヽT・I)}などが南北方向に並ぷ

伽必配沢が惟出された。

以上鈴熊涵踏の所〇：する，佐11市北部の金立．久保泉地区と佐買郡大fll町の窮瀬川左J社地域

の歴史を尤I:四時代から古代まで概観してきたが特に弥生時代から古代までif(妥な遠跨が集

小している。当鈴熊這跡は．縄文時代と古lll時代の追構迫物が確認されており．以上の諮迅跡

と密桜な！関係をし った迫％ということがゥえられるのである。

苓ク文献

蒲瓜J:!i'I也編 r令 如llllli滋翔J佐買l¥!文化財潤介報M'l'第77集 佐t'(l¥!枚r,委U会 19泊

如l •JI(忠 J!KI 「久保泉丸Ill辺ffJ IUUI! 文化財祖介報l'r芥第84染 佐!'lmf.<fl委i-1仝 1986 

111·1過深紺 r礫イ i迅％」 佐賀m文化眈辿在糾-;•;芍第91迅 ft!';l¥! 教'(f委t¥全 1989 
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第3章 遺 跡各説



切畑遺跡

迫跡名 ．．切畑追跡（略号 KHA・KHB) 

所在地：神埼郡神埼町大字城原字上朝日



切りII滋％

切 畑遺跡

1 遺跡の概要

l. 遺跡の立地と歴史的環境

ti)糾l迅跡は，神／奇町をmに流れる城脱川が行恨111地を抜けて平野部に流れ出るあたり ，渓17

部西J;!のfr駿 I: (揉，沿約35ml に位沢する。 東側に拡がる谷部とは約20mの比は必をもつ。 •J!ll!

部としては比餃(I¥J狭く ．洒側には111が迫り 、南北lヽりOIiは深い小渓に袂られ．眼下に城厭川を兄

ドろす地形にある。

切~II追跨の時代に関係するl,~l辺の泣跡を見ると，まず. IH石西時代では神均町船塚這跡で瀬

戸内系の石岱制作技法が認められることが注目されるほか．吉ffケ具追跡や東行扱村山.,,,.賀遺

跨などではナイフ形イi岱や媒沿が採集されている。縄文時代になると辺跡の数はやや斯加する

が．逍蹄の分鉗は1111.i岱峙代と,.. , 様に11.J詮，丘陵部を中心とする。束行飯村戟楊ケ谷迫跡は縄

文・11'・ ・Iiり)91を,,心とする佐釘平野の代表的な縄文這跡の一つとして知られ，まに近年の瀾査

では神埼町忠波屈六本松遺蹄で後期の翌穴住店跡6棟が渕究されており，佐双平野においては

純文11,f代の竪穴11'/tfi-/fの希少な例となっている。

弥生時代にな ')て1m辺の状況は一変する。 l~li~l>lo'な出米事は切畑遺跡の東1ti);約 2kmに
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I 迫悶の概汲

後期終水まで地域の核として舶消な発艇を示す．当然ながら，古野ケ見逍跡の('{,は周辺の集

I寸lにとっても熊関係ではなく .I司ーの地戌勢）Jとしてその中に糾み込まれていったしのとクぇ

られる。集沿遺跡ではりJ畑遺跡もその一つと理鮮されるであろうし．求l'fl!l村瀬ノ尾遺跡．タ

ケ黒泣蹂などもJ,;J様であろう．また，1/J辺の甕柁な地では，古肝ケ児遺跡のはか．神埼町の朝

叫t辺跡．四＊！！，＼＊遺跡 A+迫肱，志波届六＊松乙遺跡．東弁扱村三津iklII追跡， ド石動迫

跡などが代表的な例である• II! 下でこれまで潤究された甕棺必の数では、-~にその約半数がこ

れらti野ケ里迫蹄とそのj);j辺の辺糀に集中しており．喪柁硲の最密集地戌といえる．

＇り1n時代では．吉野ケ軋追跡の集i谷は1既に・鮮1本”し，斤．駿部や111尻部では東存扱村タケ!It

迅粉とりJ畑迅蹄以外には顕ヤな集甜這跡が兄られなくなる。おそらく 水lH部の1111発に伴って；I" 

体は平野部に-f'って拡がったものとサえられる。古Illの動向を出う限りでは'jjij期にまず東W

版村の西一本杉STOOSり・trt(111項）が出現する。fク買平野では位古式の上tJ眩遷を供献し．割竹

形木棺に鉗煤膏球の鉄媒多数や紅l載錢9ヤを副葬していな り）畑迫跡に近接する神埼町甜IFli1ii;li 

後FL間は全長27mの小形頃で2ふの箱式石柁をl'i部主体とし．小形イカ製錢とそi釧の副枠が知ら

れ．吉ffケり！，遺踪では小影jjijJil麦方trtがII¥現している。後期になってもjj;j方後r『Jtnの築近は絞

さ，りj畑迫跡,ii方に神J奇町北外占IJ't,二子山古II¥といった小形のjjijJj後Pl項が近られるが．こ

の地成での主体はその東側にあって．神埼町伊勢塚1iij方後PJJJ'lが県下でも:/i数のleiえi横穴をも

つ全長78mの1Fi1i後f'I項として登場． 束粁鼓村下三i•lllai1iii方後i'Jli'Iは全長53mの規1及を有する。

しかしながら'fir.tiギYf全体を比渡すと， ・,1;,n時代後期になって有）Jな古項群としては東南方

の上峰町H達屈古JJ't群や，f.lfi和Ii柚比古頃群が目立つようになり．地域勢力の浮沈に大きな変動

が I:じたことを段わせる。 11:1辺における後期の群集れでは丘陵の東ffi1J1範部を中心に｛紺＆古項

群，城111,t;Jj'l群. ~JJF1J.·tt11ばなど20碁前後からなる古Jrtfit-が優りである。

奈良時代には古野ケ児丘陵を断ち切ってfir.Tl平nを東西一直線に西海道が通り' [Iの9只111に

蜂が沢かれたと推注され，吉野ケ坐迫跨にはff衡的娃物群が登J↓}する。東ff飯村辛 Kけt寺. I: 

峠町1苓の塚廃弁といった私寺が造られ．伝統的地域勢力の健在を示す。じょ...
その後戦1・~,時代には切畑返跡の四方，辿祢城 1111こヽJヽ弐氏の/J;城である勢福寺城が築かれた

が．大内氏に破れ．古い格式を誇った戦届I大名としては早々と姿をil'iしていった．

2. 遺跡の変遷と特色

切畑迅％はIll石器時代から • l • iltにかかる複合逍跡である。但し. 11]1確な遺構を残す集落序が

形成されるのは弥生時代以i:t.で． そのうち弥生時代と ，l;JJI時代を中心とする。弥生時代ではii•i

期末～中期初．中lU14'-後則前半の2時期にわたる集硲が形成され．古項時代では後期になっ

てまず南側の谷筋に古項群が．次いで集洋が形成された。さらに平安時代から中世にかけても
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り）畑道趾

土地和JIiiがなされたが長馴の集落を形成するにまでは全らなかった．このIIU.各時期の集落

は比餃的短期Iii!でしかし断絞的である点に特徴がある。これは地If多上の制約によるところが大

きかったためであろう。

迫跡は小さな谷を挟んで西側のり／畑A迅跡と東｛！りの切畑8遺跡とに分かれる。その内，8迫

％はIi:駿溢の狭い平ftl.部にあリ，弥生時代かと息われるJ:演数基が比められたが，迅構として

の性格が明らかでないので．＊報告ではこれを省く 。以下は．切畑A遺跡を切畑遺跡と・乎び,.,,,

えて ~l1';-することにする。

り／畑心％の地形は丘陵先端のわずかな平沿部を利mして岱まれている。匹南部は洒側の北」：

方か ら流れる深い谷が南側にlo!り込んでいるため．自然の表土流失によ って迫構が大きく 1りJ'(I.

されている.l1(1♦J部は谷に向かって傾斜しながら退構の分布が拡がること明らかであるが． 渕

究I>!'.を外れるため，範1mについては不明である。また．北備はB迫跡との間を分訴する深い谷

がl~l り込んでおり ， 濁fi.区境界が,;1.ぽ迫跡北限にちかい。関究区の西測には谷筋に沿った山辺

があり．このIii道を西北）iにせって行くとなお数基の古項が点在している。

今 1~,の潤査範訓は栢約50mの格線内に限られたため．遺跡の全容を明らかにすることは困腹

である。ただし．閲査は比較的狭い丘陵平溢部のほぽ中央を通過しtふことから．遺跡のおおよ

そを理耕することはある程度可能である。調代Ii.はf史Kl.. 西fllりの11」道を挟んでa地区と b地

llに分け．さらに路線が束溢のわずかな・I'坦部をかすめるあたリを C地区と呼ぷことに したが．

本米.-述の追跡であることにかわりはない。 したがって，遺構番号も a・b・c地区を通し

て•f·.-l,ことにする。 追構の大部分は b地区に集中 しており• a地区は這跡の西外れにあって古

J.n5).~ が集q,するほかは比較的まばらである• C地区では弥生中期の甕柁 l甚と，やはり弥生

時代と推定される只方形土痰 1碁及び方形土場贄2碁を検Illするに止まった。

く旧石器 ・縄文時代> IEI石,1時代ではm•ヽ石のナイフ形石器と糾l石｝］を各 1点採集した。縄

文時代では早期及び前期の:t器片約20点が出土したが，苫形を知 1)掛るような沢科には忠まれ

ず． 他に~-i鏃． 削匹等の石岱を採集しただけで， 迫構も不明である• 11:1石岱から縄文時代にお

いては．いわゆるキャンプサイトとして利Jllされるに止ま ったためであろう。

＜弥生時代＞ 弥'I,時代では削期＊から中期初頭．および中期水から後期il'i半の2時期に分か

れて小規校な巣沿が営まれるようになる。

まず．柑iNばから中期VI頭にかかる時期の追構はb地区の竪穴住1因路8棟 ・上炭24碁.CJ也

区の：I漿 3粘である。b潟査区に限って兄れば．竪穴住届路の分布ははぱ東半に集,1,しており．

円形竪,・o棟．方形竪穴4棟を数え．西側に1棟躍れてP・I形竪穴のS8066がある。住屈群として

はJl,Jl't区のさ らに東南側に拡がると見られるが．全体の構成はイ珊lである。tHIされるのは大

形のIり影竪穴fl:l,~JfSBOSlで．径約10.4ml;i~む全に（也に抜きん：I Iて際立っている． 集落の•I•の集

会場~-特殊な機能をも った娃物と芍えられる。 」湛［は全体として瀾究区の北備に偏って分布
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Fig. 2 切畑遠蹄逗構分布図 (1/400)
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1 遺跡の概要

する。 大部分は町滋訟；かと名えられる。 平面形態は様々で）j形 3基， 長）i形が]2)~と最も一

般的で．これに類して溝状 3駐．そのはかに惰円Jf多4基，不笠Jf多2基がある。全体の配；孜はと

くに規則性は兄られないが， ただ， t昇状土濱の場合は西m―東北)j向に並ぷ~i曲があるように

息われる．

次いで，ー・定の空1'.:1期間を因いて中期末から後期1ioi半には竪穴住居跡18棟 j湯貨J4碁．溝l

条がある。 竪穴住居跡はS8056が J!il(のみ1•1形， 他は全てJ,\A<的に＆方形である． その内では西

側の1』1形S8056と方形S8031・S8093の3棟が'-i'期末に切って他に先行する。群は叫瞭でない

が.$8013のみa区に離れてあり．この時期の巣沼全体としては潤査区の南偏にまで砿がるよ

うである。また．土炭は惰円形が2甚．長方形6基 Jj形5基不整形 l碁と様々で．とくに

集,,,するような傾向は認められず，多くは貯蔵穴と巧えられる。とくに注慈すぺきはS0014溝

の存在である。 ちょうど集裕の西1ll1を限るような形でjf;j北一直線に伸びる断面v•;;r,'1/.で．紺は

約3.5,nとかなり広い．そもそ b遺跡の立地が背後にLilを背ilい.itJ偶から東側にかけてIFI代を

なす品所にあることを息えは＇ ．防御的な恨能をもつ溝であるとしても．異とするには当たらな

いであろう 。この点は，弥生峙代における切畑遺蹄の性格をゥえるに当たっても大いに関係す

るところである。 追物は． 竪穴住居跡を中心に， 1廂期末一ヽI•期初及び•l•llll末～後期,wr-の土岱

群が多批に出I:し．一部に朝鮮半幼系の土器が含まれる。他に若干の石蓋予．類紡錘lli,鉄

召等が兄られるほか、？与殊な例としてはSKI15:t1廣から未焼成の投弾110個以上が出土した。

く古墳時代＞ 古項時代では前期に遡る迫柄は兄当たらず．後期になって，まず5tit紀後・r-か

ら6世紀前半にa地区の丘駿匹溢で古用が造られ．次いで6世紀にb地区で集沼が形成される。

古inは5基を詞介した。潤究1区西北方の谷筋に沿ってさらに設基が分布するが雌れており．

一応'5碁をも って一群としてよいであろう 。5基のうちSTOOSは北IJIJ半分が潤査区外.STOOi 

はt.n形不111]であるが．竪穴形横Cl式石至を内部3:f本とし!,只も古い様札Iをしつ。他3基はいずれ

も横穴式石室を内部主体とする径6-8m1iij後の小形円Jttである。

集浴l悶係では翌穴住1廿路17棟，土濱9屈溝4条を検出した。竪穴ftl岨j跡は多くがblKのm
側に偏って分布しており.il'!l-ti. 区外にまでさらに拡がる形勢を兄せる。いずれも1嘩iは-J;形を

基本と し，17棟の内.11棟がカマドを付設する。竪穴住居跡どうしがりJり合うもの．あるいは

接するものが2.3あることから．先の弥生時代の集裕に比べてやや存絞期間が長かっfふこと

を息わせる。土疫は円形または惰Pl形4基長方形2碁．方形 1碁の各形態が兄られる。小に

は＊棺土被俗状の揺形もあるが．土若等の多拭の出上状況からみてその可能性は考えにくく ．

いずれも性格は不PJJである。その他，溝は同じ東西方血2条．況形］条がある。

這物は． 竪穴住居跡を中心に． 土師若が多祉に111~:した。とくに注目されるのは．須忠西の

杯を板した豆富な上師器外の111:tで．供給不足を補足せざるを得なかった当II与の須恵硲の流ji{j

状況を表すものといえよう。SK146上吸から完形でIll土した角杯も.=I: 師1.1としては我が国で初
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めての例であリ，やはリ須恵岱に対するつよいあこがれを感じさせる。また．竪穴ftl和％の多

くから容岱や餃． クJ.1•.等を校した手捏土岱が出 tしており．住居内で行なわれていた然祀行名）

の一沿を収<.: とが出米る。その他．ぶ＇干の紡錘限鉄呂等がり 1土している。

く平安時代以降＞ 時則は1り1節でないが．平安時代と推定される溝4条.;I: 漿 4枇 揺 立 柱 述

物跡41東． および•I沸：と推定される溝 3 条． 土萩 4 基を検出した．

•J! 安時代の溝は東西あるいは南北方向の区11lij溝である。掘立柱建物跡はいずれも /J•,;:遺物か

ら時期を帷定でさないが， S13173のようにJlJIらかに古f!I時代の追構を切るしのがある.::とから，

ここでは..,,. 安時代としておく ．

'-iofll. の溝はいずれも 求illi溝である．性格は,f-1り1であるが，時期は中Ill;末と推定される。

Tab. I りI姐l迅梼這情一位表

遺楕番り・ 種別 形態 法 j,!:(m) 摘 茨 •.t 期

STOOi ,<;rn ,,,,nか •nli:.-•IJl. 慣11ょ＂石守 .~in浪期

ST002 ,1,1n l'Jlft I~!}. 約 .3 憤；tべ什＊・ l/.lf/l-US1'003関［青l!UJられる ,,,,41良閉

ST003 ,,;,n r•r•n l~ff-_J/7.S 情六パィ；＊ ,1/!AflllJI 

S1'1>04 ,•;1n 1•1,n I~ 径約6.5 償六式石寮.1/.l漬はST003糾頃にり）らItる .~1nr1c問

STOOS _.,,n 1111n ·~ 径約，4 椒穴べIi室か.1111-船はl'ltllメ．外 ,l;!Bf負期

SK螂 t嘘 惰l'l彬 2.24Xl.5 平安馴のS8173と重なる 古Inf良馴

SKIMl9 l・l費 )jKJ 2.26X2. 偲 WIがI •期よ

SKOIO 1息贄 If/I'm Ill傭欠失 'l"U末か

SKOII I:~ 責 惰Iり彬 平安*か

SOOl2 溝 ,Wltill 髯約1.7 平安木

$11013 翌六u,1,1 JU; 員クか $,OX R区の翌穴{F.IJ!応では,,独 灼；'HI負馴か

l;l)Ol,1 情 ,lilt溝 ば約3.5 晰面v・;:1ぅ，，，濤で島ぶのH辺を1え'"する 弥!Ii後馴前半

SII015 引六!Iル： J!Jifj 5.0ヽx,a.2.a 50089! こりJらItる 弥,1,1&馴前下

$KC116 l・JJII ltll'IJ! 2. IXl.5 S00141こり）られる 分生、l•lllW

SB017 ”穴m,,, /jfクか S001' とり）’パ~” 弥'"'良期前干

SBOl8 '!'.;・,1ti0: J;,S -l .•2X<l.20 ・ti囁召If多炊出i:,SH051をVJる J;lnfl馴

SUOl9 翌穴fV.1,o; Iii! か 4.2'lX S80\?7を切る， 1ij僭1ふ躙'lir~外 J,•n後馴

SBOW '».;'<flfl,•f JWJI 5,82X< .20 58027を切る 弥'"棧期前平

Sll021 '!<.;・,uぶ JW •.76X,L6·1 古in後馴

Sll022 翌；'(fl必 Jl/i影 5.J2X4.J2 S817211! 立II.I!杓と叔なる 分；'1 ,•l •Jl/lllJ

S1lo2:1 ~i.,·m,,: JとJW S8055を切ふ fij叩·ぶ胃111~外 体生後馴,i<J•r-

Sll024 翌>¥ff.11: JU; 駐 .a.5(いく SKIOOと重なる jl: 生後期iFl'r-

SK(l25 I・ 裟 瓢丸~1,11 1.7X1.0 l•I雌馴">SI如1こ近代 ~'l:'I'期 ♦JJ

SK<l26 I. 藁 lltfil'IU 2A3XO.S S1!143を切る ~-•n憧期

Sll0Z7 ~i. 六11,,,; /;fl力• Sll019・Sll020にり］られる. ,11謂は真1'1.~クト 9り；•I』 IJIIIJ

SIJO岱 鳩 ,•, 北｝` ば約0.5-1.0 幅が炊くやや,l'tlflな1/(ll(!~ ド`'Ii,!<
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I jlt跡の概要

退情番’・｝ 棟別 影慈 法版(m) 摘 咲 ,.r則

SK02'l l:l賓 泊 l:~JifJ 3.60Xl.05 渭し,,からi:tij. 改:Iii: jj; 生•l •llllm

S細 竪六(tl/J JifJか 111傭欠失 弥,~,負馴か

S曲 I '!1.t,fl1li J!Ji彰か 4.8X4.S d/1111欠失.S8030にUJらllる 如 ll'i'Iり1木

s狐℃ 翌穴,rc,,; liV 4.2'X4.II ,';tn浪~,

S匹 漏 I~ 北l/1/ ピ約1.0-1.5 絞 （蛇!Jする,M,lt!膏 ·1 ~·uか

SK匹 I: 賓 ,m l.90XU0 'ドな木

SKO笠 I: 蠣 惰l'JfJ l,7X I.I ィ渭I

SK040 I:! 責 笠^{! l.3X0.9 'l''/,/CII 

SK041 I: 縞 J,1; 彩 1.0>.0.7 小囀l

soo』3 竪,,ft~i lifJか 3,S,x Sll04•1 を切る 占JQ後馴

SBO』,, 税；・<OM JU-U 5,,10 X 4 .,14 i;q:/灸馴iFi'r-

SK045 I: 鴫 JWIJ 2.2Xl.5 SK016とり）り合う ~'Iii! 馴か

SK046 I; 讚 惰I'm i.3XQ,95 小胄l

SKOH I: 横 111111A l,50Xl,25 イ渭I

SKO埠 I: 嶋 JifJ I. ぉx0.88 沐生棧IIJl!ii'~

SK049 .,, 鴫 Jと”形 1.0X0.6 1111賣

!;KOl鳴 I: 績 Iとw形 I ,06X0, 78 •"引
Sll051 榮穴fV)/1 r•m ff約10.Z kl! 翌六.SBOl8lこ＂ら ILる.Iii傭潤ti.I,(外 体生01°1川1/

S図52 翌穴rni.J “七11 5.28X•.S 沐1:•1•111.!sか

SK知 ＇：啜 Jと1;!1 2.s;xo.91 s郎 1と貨なるがた後心" 1渭I

SB054 翌・,,ft!/.i Ii形か 如ti麦副力•

Sll055 翌;',ft.ぶ ,mか 5.94Xa Sll(rlJとり,.,令う ，11illlll出綱;"iiべ外 ,';IR後期か

58056 竪•;"r.w l'I彬 t治約2.8 弥'I~小駅木

SK051 I: 寮 "彩 2.2x2.1 8fQ後期か

Sll058 翌>W;.1/l Jl); 影 3.52X2.S2 炸生後JIiiか

S0059 漬 東西漏l に約1.0 ばの快い1n:紺iR •l• llt 

SK濶 I: 廣 惰l'lfl 1.SOX0.95 ;c,111 

SK的I I. 獨 );fl 3.08X3,•5, 人•もで硯込みは浅く紐託状 弥生か

SK062 I'. 讀 JjfJ 翌穴化,,rの.., 範t'Hあるが批“が浅（イ渭II冑 心 VI

S8063 竪,';It.ぷ Jl1i駐 4.10X3.38 SK012.t蠣ばかをり）る 古lt¥lt川I

SKぬ 1:l賣 J;fJ 1,4 X l,3 s昭 4にり／ら1しる ~:'l-:.1l•JUUn 

SB066 翌,tl~JJi 1•m ft約2.1 SI泣81:~Jられる 弥生11•XIJtJJか

SK067 1:l賣 1111'1彰 0.5 X ct SKO岱,~vJ ら 1しる 弥1~11 1.QfMか

SK知 I: 濱 惰1•11ぅ (l,7X<t ~,,~ 後期ull'『

SK1169 I: 疇 11/i影 l.05X0.6 弥生後則

SK01U .t讀 Jjfj l.8X l.6 弥'li •l •NIW

SK011 1:1賓 Mi影 2.0X 1.5 •11 Ill: 

SKon ·I:• 惰l'l影 SK013を＂る ~:1:•11111 W 

SK073 U膚 i肩状 3.,18X0,9 分：生01°1111,i

5B075 竪穴Ir.Ill 1;11か 1辺Sm以J: .t:r.fZil/. 多孜出 t.1litlll:,,l!l':i.l>(外 古lA後Ill
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遺枯番サ 種別 形態 法は(m) 摘 裂 s,t 期

SKQn l;l賣 円 l.9X I.• SK031を切る 占IQ後期

50078 翌火1~1'1 }j形 ,1, l7 >c: ヽ.~ S8079を切る 古int良馴

S8079 翌火rnM llii形 6.72XS.72 土乙多な1h土 弥生後馴；；11' 

SK080 l:J. 賓 岱11.*)ili 2.l5X2.0 S0079にり）られる ~; 生•l•JUI切

SK愧l l:l賣 貨lllllilJ 約4,2XI.I 弥生•1 • 1'1!1)

SK釦 1:l賓 UJ; 形 2.75X 1.35 弥生•l •Nlfll

SK083 l:l賓 nnv 3.48Xl.6 5~91こり）られる 体生11,xiun

SH08< 翌;',IE~l J; 形 3. 綿X3,09 弥生1曼期前干

S8085 翌六ft~l Ji影 s.oox, . .a2 SK0861こ＂られる 弥生後期前半

SK幽 1, 犠 l'IU 1.6Xl.4 古1nr隻期

S0087 漏［ 最洒i膏 ば約1.5-1.8 短くやや弧影 平安末

SIXIR9 1/11 東州蹟 ばt'J0.8 Sll059に並＆ •l• ftl: か

Sll090 翌；t住lり /iV 4.JOX T'代土お多改ttl± 古Jfl!隻馴

SK的I I: 凛 -r-:a影 大.. , 紺り込み イ渭I

SK如 1:, 賣 JU; 影 約l,7Xl,4 SK072を切る 体生•l•JJl!JJ

SB093 翌；•(住Iii ¾Ii駐 •.2SX3.38 SK095と<JI')介-; 弥生•l•Nl-1(

SK釦 I: 攘 i鼻 5.J2X0.85 ~ 生,1,111m

SK畷 I; 讚 k方影 2.IXl.25 11:'t•l•l:IIIJJ 

SK切6 I; 蠣 JUi形 1.<0X0,88 不彎l

SK097 I:! 責 贔11.nlilJ l .Sx0.85 弥生ヽ1•11111/Jか

SI沿捻 翌穴ft~; Jill J.87XJ.82 体生•I、 ll)lfn

SK⑮9 I;! 賓 n方影 3.Sx 1.7 体生中期りJ

SK!OO 1攘 ~,m 58024と切り合う

ィ'"'
S8101 翌穴ft.I/; ”杉か 6.06X ，＂傭欠失 古,n後期

SKl02 I;! 賣 JiV Iii傭欠失 古in後期

SIIIOJ 翌，~WI!

“‘’ 
5.18 x•I.SO $11105を切る 古）Al負Ill

S81妬 翌パfV)JI )</j影 5.36X、1.12 jj:q,f負RIか

S81偽 翌六ft)ll Jiもか ililll欠失 J;JQflRI 

SKl07 t擦 /j影 2.3X2.I 体生.,.馴木

S8108 翌火f~)J) “む 4. 邸 xii.ll 古JQI負馴

SK109 _t嘱 l<1W 2.8X 1.4 体生•I•副In

SKIIO 1-.l霰 円影 大Q攘形 古）月後期

SDJJI 溝 東llii鼻 l;ir.,u 縄mこ曲がる 平・u,;;i馴

SK112 上濱 Ii影か 約l.6Xl.5 体生•l•I月 In

SBJJ3 竪穴1以 nJ; 彩 7.28><4.98 沐り；棧期隕干

SKll4 I: 饗 !<Ii影 3.2X 1.6 $81411:. 噴なる ,•; 墳後期

SK115 ，．．擦 J; 彩か 2.1 Xa Ill憚多数lilt 沐1,l曼Rl1R'ド

SBJJ6 翌）,l~/Ji “彬 4.SSX iii償欠9 古墳後閉

SKll7 k饗 隅.IL!!Jill l.8X l. I 沐生中閉Ill

SKI!~ l:l責 llJi影 2.9X 1.6 沐1,後期か
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這構番り・ 棟別 形態 法 1ithn) 摘 要 貯期

S8tt9 竪穴rn店 Ii杉か 4.'IZX 58123を切る，市傭欠失 古lll/長期

SKl21 上凜 lt1i杉 l.6Xl.2 弥,1勺力‘

SK122 k凛 t/11'1駐 l.8XJ.0 不明

S81?3 翌火住しり ・1;11 4.38X4.10 ,NIii! よ調令区外 jj: 生f負閏,nキ

Sll12• 竪穴w;,, ”駐 4.23X<,23 紐渭 古Inf臭別

SDIお 漬 iii北渭 “約.3-0.5 占1n後JUI

S1)126 慎［ 縫状 4.4+、.6 古1n1負問

SKJ27 t嶺 i'lflか 1111化か

SK128 k凛 不笠影 I.SXa 5D125と切 り合う ~,~ 月

SK129 t. 漿 /jJ多か 58116と切り合 う.IN讀欠失 不'VI

$K13I J: 饗 ・1; 彰 2.2X 1.9 弥生か

SK132 _t蠍 1; 影 I.ISXI. 的 ,(-IYI 

SBl33 姑立1.tttlil市北械 6.68Xヽ.7< 3関,c2111! 平安か

581鴻 竪w版） JI/ill <l.27Xa 弥<r後期か

SKIJ9 l:l賣 JU; 影 3.3X約1.3 >1:'1, か

5D140 f鼻 不竪弧状 i、1!~出 t 占IQ!麦閉

SBl<I 翌；、住 )j影 3.62X3.50 古墳後期

SK l•2 I: 績 隅II.ft/ill2.6X I.S 弥＇ヤ•l•llll!D

58143 翌穴It店 円’’
托約6.3 沈ヽじ•I•期fn

SKW t積 氏）w l .75X0.9 弥生•Iヽ閉末か

SKl<5 t讀 不塁`＇ 2.IX≪ 3饗民介 沐生後期麻半

SK1•6 上擦 RIIIL1W 2.2x2.o 沐生•l•lllfll

SKl48 t擦 /,Ji影か 2.6Xa S11149にり）られる 炸生111期切

SU1<9 翌六住Iii l<H形 5.16><4.38 S8!S7t切る 弥生I負閉面半

SK150 土嘱 ;; 彩 1.12><1.10 ィ囀I

SKl51 t肇 潟Jtl<)/1/2.o&SX約1.8 ,ilc'~ 後期か

SKIS2 K蝙 惰lり形 2. 船 Xl.63 沐り：中期 Ill力•

SK153 t藁 J!J; 形 l.82Xl.02 古墳後期か

SKIS4 上纂 イ；笞形 l.57X0,98 弥生中馴 !JJ力•

SKl55 t藁 不霞影 l,9Xl.7 ,, 髯i

SKl56 I: 濱 Ji彩 l.35X 1.00 中lit

S8IS7 竪穴(F.lil J; 杉か SB149とtJ)')合う 沐<I;ヽ1•'11末

SKl59 k凛 " 咄 l.68X0.8 体生•1•111111

SKl63 T蜜 塁A長Jill l.3SX1.I 約製石鏃111.t 体生中期!IJ

SD!&、i翼 ,~ 北溝 紺約0.3 輻の秘＼ヽ 直線漬 古墳後JJIか

SKJ69 _t憲 UJW l.8XI.• 体,1,後期か

5D110 Ill 11(1"'溝 輻約I.I SDIIIを切る •I• 世か

Sll171 算¥)'.!以!Ill il1北ぽ 10.0↓ X(7.04) ffitr31Ul 東Ill往＂イ'"I 'I'安か

S811'1 祉立It.注物 窯西械 11f-lt10.04 !l!IIII IJ日 --~·(<か

S8173 孤立往紐掬 Iii北械 s 1111x ?llll 4ド安か
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II遺構

1. 弥生時代の遺構

＜概要＞

1iiiJU Iぶ-'l•JUJ;JJ, 及び•I渭1:-1<-後期j府‘ドの 2 時期に分かれて小規tS(な集落が常まれる。

まず，IIりJgj,!(-'111111切ではb区の竪穴IP.店跡7棟 ・：l:炭2s;基がある。竪,',:,jJ:居蹄束OMに偏っ

て分布し.・1嘩形では111/f.多がS8051・ SBO邸 ・S6143の 3棟．方形が$B022・S8027・S8098の

31東を数える。1主屈群としては渕査1えのさらに東ilHI日に拡がると兄られる。注Hされるのは径

10.4111の人形l'llf多竪穴11:居跡S6051で．集治の中で符殊な機能をもつ建物かと クえる。土疫は全

(-1'に出1/.lx'.Q)~tflり． すなわち台地の枯辺部に偏って分布する。大部分は貯蔵穴であろう。但し

'I勺fri彩は様々で.}j形がSK064・SK070・SKI46の3J.~. 長方形がSK025・SK080・SK081・SK082・

SK092・SK095・SK097・SK099・SK109・SKI 17・SK142・SK 148・SK163のmt,1;:品も一般

的で．これに類して池状のSl<029・S1<073・SK083・SK094の 3基．その他に怜l'I形のSI<OL6・

SK072・SK152・S1<154の4基．不笠形のSK112・SK154の 2基がある。全体の配tliはとくに規

fill性は兄られないが.i,Y,: 状 1湯名の場合は洒mー東北方向に並ぶ栢1:.1があるように観じられる。

次いで．一定の空11期間を沢いて,,,期＊から後期ii年ドでは竪穴住店蹄22棟．」こ漿13基．酒 l

条がある．竪；，{r:li!/跡は5B056が 1棟のみI'll!多,f也は全て碁本的に長方形で殆どは主釉が束に傾

さ.SBOl3・SBOl5・SB017・SB020・SB023・SB024・SB030・S8031・SB044・SB052・S8058・ 

S8079・5B084・S6085・S8093・S8l05・S8l13・S6123・SRJ38・S8149・SRl57の21棟を孜

ぇ ． その内では~GOiiのSB056 · SB03 1 · SB052 · S8093の 41東が中期末に遡ってやや先行する。

弥'Ii時代辺惰分布図(I/120) 
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II 泣 構

集沿全体としては潤究区の1♦ifJUJにまで拡がるようである。また． :I: 哄は怜flfJI'クがSK067・

SKO邸． 長方形がSK045・SK069・SK118・SK144・SKJ51・SKJ69. Ji形がSK009・SK048・

SKI07・SKI 15, ::(遠を形がSKI45と様々 で， とくに集中するような傾1:,1は認められない。注慈す

ペきはほぼ集落の西側を限るSDOl4m北溝のO在で、追跡の:Jr.地から兄て，防御的な横能を bつ

湛と芍える。

(1) 竪穴住居跡

2時期にわたる計291原について．原則として追構番乃順に図示する。
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切紐1辺跡
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32.5m言こ 三 m
'''  ゜` Fig. 5 S8013・S13020竪穴住居跡 (I/6-0) 
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S8013竪穴住居跡 弥生後期か

形態 比Ji形竪穴

法量 東,ti璧長約5.0m

慨要 悶1i区の西外れの • Iスに隧れて位沢し．
洒北部 2分の 1以」：は岡査区外となって

和VI.上面を後世の掘り込みに荒らされ

ている．兌謡された部分の東111部を中心

に．床面上に甕片と小餞が散らばる．

SB020竪穴住居跡 弥生後期前半

形態 悶丸長方影竪穴

法量 5.8mX4.2m 

概要 Jtj隅は悶査区外．四11.iに債溝を巡らす。

中央に大形の浅い惰P'J形の炉跡があり．

炉の東1♦i!i6に礫群．東市吠際から甕． 西

隅際から鉾出土．

S8022竪穴住居跡 弥生l• JJHJJ
形惹 J~ ガ彩竪穴

法量 S.3mX,(.1m

慨要 渕.11.1が凍溢に位沢し.m悶は S8023とり）

')合う.J: 面を S817況屈立柱建物跡に切

られるほか.,, 決のやや北測を長'jj影土

磁また南悶をィ整長方形土漿1こ荒らさ

れている。ただし時期は異なる．柁穴な

らびに炉跡不•n。 甕 ．鉢~\ ;I:.

Fig. 6 S8022竪穴ff.Ill跡 (1/6-0)

S8172掘立柱建物跡 平安--~代か

形惹 lllllX !!Ill東洒棟， 1,RN30'E 

法量 梁11112.lmx桁行3.ln>

概要 柱掘形は1i形またはI"」形3 柱梃不明•'I'
安時代と推定する．
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切畑遺蹄
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S8023竪穴住居跡 弥生後期Iiがド

形態 !Ui形翌穴

法量 1叶lti!!Ja<J7.Oin 

概要 潤1i.lK束沿1こ｛ぶ設し.~t隅が S8022と ．
またS8054・ S8055とし切り合う．斯IA

l!!l係はS6023→ S8054-S8055. 束南部

2 分の 1 は潤究区外。 注穴=r-•11. 快人石

斧I• ,fj斧 1:11-1.:. 

S8024竪穴住居跡 弥生後期Iiり・r-
形態 .lkli形竪iしか

法量 成1tlー西北長4.5m

概要 北僚を削平される。また中央はSKIOO艮

) ,.If.I-I: 城に況らされている鵠束茂際は 1

段．俗状に硲くなるようであるが．機能

ィ"り,.段 ドに1ぷ面一約2沈mの北）i形枇

り込みが付設されてお 1),甕 ・!ii!・碗亨

が/ill:した．

S8054竪穴住居跡

形態 方彩または長1i影

法量 :f,11/f 

概要 ともに潤査区外となる部分が多く ．また

切り合いが笞しいため．詳細不11/l,S13054

は小形の隅九竪穴となるか．

S80渥穴住居跡 弥生後期か

形態 隅）lの艮方影または）i形

法量 不明

概要 北傭の S8031竪穴i~居跡を切る。また市

儒は濶在区外．柱穴守の詳細不明。甕 ．

碗 ・平捏.ti;";出土．

Fig. 7 SB023 · S8054 • S8055竪穴住居14'(1/60) 
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Pig. 8 S8024・S8030竪穴住居跡 (I/60) 
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Fig. 9 S8031・SB-044竪穴住居跡 (I/60) 
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S8031竪穴住居跡 弥生中期末

形想 !i)J形竪穴か

法量 ,~ut長4.Sm

概要 ifi傭を削平されている。東憫の不整l'I形
炉務からは炭化材が/JI土し，燒土がその

東側に散っていた。柱穴不明．床面北憫

を中心に襄 .,I. 呂台のはか石包T2i!.O:
が出土した。

S6052竪穴住居跡 弥生,,,川l末か

形態 長台形竪穴

法量南北!H.3m,北双:U4.Sm.Iii璧長3.4m

慨要 I引周に側溝が巡る。 lliOり床面を多くの掘

り込みに荒らされている。高杯 • 石包T
1点出土。

S8044竪穴住居跡 弥生後則前!~

形態 Jり方形翌穴

法量 5.4mX4.4m 

概要 西北間を占JJl時代の S8043翌穴住1公％
に切られる。また弥生中期の SK064土廣

を切る．中央に惰円形炉跡. P. J・1'.21j 
主柱穴。 東jij!(t際の惰円影：I: 漿は人口施

泣1こ件う福り込みと巧えられる．甕 ・壷

/tぼ．．

Fig. 10 S8052竪穴住屈跡 (l/60) 
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S8058竪穴住居跡 弥11;後期か

形態 ，I ヽ・形のJ~}j形竪穴

法量 3.SmX2.8m 

概要 ，.lilltil!・'l'll!. が問．住穴不明。

S8056竪穴住居跡 弥生小期水

形態 fCI影竪穴

法量 径約2.Sm

概要 中央に4;!卸 I影炉があり．東傭床画にI:
；；；片が放在していた。 P.I・ P. 21:t主:}t

穴。P.3は斜傾して趾込まれており．主往

穴には当たらないと息われる。甕 ."''. 

滋 ．碗 ・沿がl¥l:,

5B066竪穴住居跡 弥生•l•M月1/)か

形慇 円形翌穴

法量 径約2.lm

慨要 東情上面を中litの SD028溝に切られる。

,,, 央に浅い惰円影炉があり ，その耐脇に

いわゆる松荀里タイプの I:往穴P.I・I'. 

2を配する。打製石芹出土．

Fig. II S8058竪穴化居跨 (I/60) 
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Fig. I 3 S8084・S8085竪穴住届跨 (1/60)
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口

S8084竪穴住居跡 弥生後期前半
形態小形の方彩竪穴

法量 3.7mx3.lm 
慨饗 上面の削乎が著しく，酎隅の

壁立ち不明。中央に大形の炉

をもつ。往''不明。東北側を
中心に甕'i)台が出土した．

5B085竪穴住居跡 弥生後期前半

形態 方形竪穴

法量 5.0mX4.4m 
概妻 北{l!Iを中世のS0087溝に切

られ東北{l!I緊不詳。また南隅

付近を古墳時代のSK086土
擦に切られていふ中央に惰

円形の炉を掘る。主柱穴不明。
床面からは甕・蛋 ・碗が出土

した．

S8051竪穴住居跡 弥生中期初

形態 大形の円形竪穴

法量 径約10.2m
概要 上面を平安時代の S8171掘

立柱姐物終に切られる。東南

祁は一部綱森区外．中央に石
敷きの円形炉があり．石斧 I
点が出土した。壁に沿って深

さ60cm前後の柱穴が巡る．
甕 ・壷 ・蓋．鉢・ 高杯 ・支脚

のはか．石沿は太影蛤刃石斧

1 点削岱 • 石匙 • 石館 ・石

鏃が出土した．

-・コ

＼』
――. -

g 
—---ー一. . '"'-~•- • 宮

33.0m 

量 1'0り 遺籍出土魯9

゜
2m 

Fig. 14 S8-051竪穴住居踪 (2/60)
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$B079竪穴住居跡 弥生後期Iiり'f.
形態 長Ji形竪六

法量 6.7mX5.7m 

概要 中央に浅い円形炉をしつ。主柱穴不明．

束酎閑をn,1時期の掘込みによって荒らさ

れる。炉脇および巾倒から甕・蛋・笞台・

硲坪 ・支綱 ・絆 ・碗多数が出 I:した。

Fig. 15 S8079竪1,住居i',1:(J /60) 
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$B113竪穴住居跡 弥生後期fiiげ

形態 k方形竪穴

法量 7.3mx5.0m 

概要 四間に側溝を巡らす。 中央に惰fl)形の炉があ ').i!!i隅に焼土がllilまりをなす。東唸

際小央の低り込みは人口厖設に関係するものとゥぇられる。峡院数力所及び中央付

近から哀 ・盗 ．碗 ．硲杯 ・岱台 ・支脚 ・手捏：t岱のほか紙石 1点が出土した．

Fig. 17 SRll3竪穴化）狙跡 (l/60) 
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$8149竪穴住居跡 弥生後期前半

形態 /Vi形竪穴
法量 5.2m X4.•m 
概要 S8157と切り合う．先後関係は S8157→

S8159か.,,,央にfl.f影炉ををもち，巾隅と

束隅にそれぞれScm,¥Ocm程度のペッ ト
状i：・れまりが見られる。 東南竪際中央の方

彩掘り込みは入n施坂に関係するものと

ゥえられる．

S8157竪穴住居跡 弥生中期末

形態 方影または長方影翌穴

法量 不Iり1

概要 洒市墜,,,央の半Pl形揖込みは入日施餃に

関係するものと巧えられる。西南部の一

部しか残{i,せず．詳細不叫．甕出土．

S8138竪穴住居跡 弥生後期か

形態 ・J!cJi形竪穴

法量 西北一束南長4.3m
概要 曳立ちが5cm程度しか残っておらず．詳

細不明。床no上の小穴群もこれに作うか

どうか不明．碗Ill土．

S8143竪穴住居跡 弥生中期初

形態 l'I形竪穴

法量径約6.3m
慨要 北側璧は古墳時代の SK086に．またjllj南

側は弥生後期の SK144に切られる。上面

削平により東傭のit:.tちがわずかに残る．

柱穴 P.1-P. 6が呟に沿って一周する．

炉跡不明。

Fig. 18 S8149・S8157翌1ct-l:l;l;ff(I /60) 
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11 這構

(2)土壌

2 時期にわたる~1·38甚を •[<1(11形態によって， a溝状長方形， b方形， C.f<方形. d ..f(整形他

に区分し. '点 UIJ として遺構番サ顛に図示する。大部分は貯蔵穴かと名えるが土器のlt.~1:状況

芯からはその確団がないので．ここでは土漿として扱うことにする。

a 溝状長方形土壌

E
s
.MC 

葺 NO.U追1"HIt書~-

mo 
SK073・SK092 

..... d拿

o' 

。
2m 

SK029土壌 弥生中期切
形態 溝状II方形 法量 3.6mXl.lm
概要 埋上中から多炊の土とが投げ込まれた状況

で/1.¥土してお＇）．埋葬痰と 1がりえにくい．
甕 ・ 壷 • 鉢 ・碗 .i:;J'(. ・匹台 ・支脚等の土
岱が多数/1.¥土．

SK073・的2土墳 弥生中期初
形態 滋状k方形．長方形
法量 SK092約l.7Xl.4m
概要 3基,SK092は濃底が鉛底状で．液!'.fi炉）がll:t

巾から甕・涵・硲井・支脚と4環が'f,干出土．

Fig. 21 SK029・SK073・SK092土擦 (I/50) 
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切畑遺翔

SK081 I 
一 っヽ

/ 門
＞ 附鯰

0 "0.J 

l 
憂:.o.,よ遺掬出上書',}

SK081土壕 弥位,,期初

形惹 i鼻状I~方形

法量 約4.2mXl.lm

概要 iliOり弐は直にちかく急に深く掘込み.llllilい溝状を呈す。漿庇は中央が

わずかに下がる.jij端は弥生の S8079に切られ會また平安時代の S8133
掘立柱建物跡の往穴に荒らされている。土城邸中央から甕 ・壷 ．鉢が/J¥
上した。盗 1点は朝鮮撫文土苔系の長頚蛍．

SK083 

~ 

E
O
.c
c
 

。
2m 

SK083土墳 弥生中期初

形態 溝状長方形

法量 3.5mx 1.6m 

慨妻 4壁とも，もに深く掘込み．痰駈は平坦.ifj儒の西咬際痰底から硲杯片等

が11.¥:l:したが．状況から兄て副葬品とは名えにくく.J.: 漿の性格につい

ても埋葬濱とは断定できない．梨 ・濠出土．

F'ig, 22 SK081・SK083こI;ぶ『 (I/50) 
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n 遺溝

3
4
.
0

m

 

~ 

34.0m 
~ 

。
2m 

SK094土墳 弥生小馴初 Fig, 23 SK09U場~(I/50) 

形態溝状長方影
法量 5.lmX0.9m

概要 束北側の僚梵一方を SK095とり）り合う。 4壁とも忌に探く

掘り込み．細長い溝状を皇す．被邸は東北側に向かってな

だらかに下がる。洒術0靭の漿庇から甕 ．祓・支脚がIll土。

b 方形土墳

ノ’
SK009土墳 弥生中期末

形態 ｝］形

法量 2.3mx2.lm 
概要 a区に離れて位霰する．穴れ状に深

＜塙底は平坦て．．堕際に深さ20cm
弱の掘り込みを bつ。中央付近を中

心に，濱底からやや浮いた状懇で多

くの咲が投げ込まれており. ..: れに

漏じって甕棺片 ・甕 ．蛋 ．鉢 ．碗 ．

店序• お台．石錐が/J¥j:。

弐 函ふ必遠浜gこ互34.0m

。
2m 

Fig. 24 SK009土濱 (I/50) 

-57-



切畑這跡

SK064 

□ 34.0m 

SKI07 

., 

33.Sm 

‘̀
 

k̀
 

仁 35.3m

SK115 

心 NO、I

"' 
豪 NO.U遺l'ollll:呂,,

SK064土填弥,,,.,.. 籾／

形態 隅JLガ影 法量 I.4mX I .3m 
概要 lこi/,jをS8031・S8044にり）られる。1項IT形

はやや;;i,,幻f多ながらもし本的に力影。漿狂か

らやや浮いた状態で褒/';が若下出I:。

SK070土塙 弥,,,中期・!JI
形態 J;形 法量 l.8mXl.6m
慨妻 吠立ちの残(?がせいぜい20cm粒度で．上

tfliの人・部分を削平されているたの形状が不

明確．凶北隅11l)L影は湿＇ ）すざか.!!!m・t:, 

$Kl07土墳 弥生日Pl衣
形態 方形 法量 2.3mX2.Im 
曰要 平而形は笠った方形で．穴蔵状にほくfれに

舷り込む。漿底は平Jtl.• 如 lり上．

SK115土墳 弥'"後期前・r-
形惹 Ji形か 法量 2.lmXa
概要 東側限は SIう1061こ切られる。平面形は笠っ

た方形であったと推定され.1,i磁状に直に
櫂り込む．演狂は平mで.11(南部にむ千の

錢,;・と礫が残ってい'"· iヰIt悶で埋如l • fl
か ら100債を超える投弾が．数点の北岱,;・t
共にまとま ってII¥」こした。投弾は全て未焼

成で．」A賓のJり！没盗I•に投げ込まれたもの

と巧えられる．

ー 3"1.0m

。
2m 

Fig. 25 SK064・SK070・SK107・SKll5土猥 (l/50) 
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II 遺 構

SK131 

ヽ

二 こ 33.Sm

皿
|
|
|
ー
伯

m
s
・r.r.

SK131土填 弥生か
形態 方形 法量 2.2mXl.9m
概要 洒南隅を Sf>077J:疫と切り合

う。平面影は比較的整-,iこ方形
で．穴蔵状に面に砿り込む。 損
底は平坦。時期は不詳であるが．
弥生時代と推定する．

SK148土墳 弥生中期り）
形態 た方影か 法量 2.6mXa
概要 西jij焚は 513149と切り合い、ま

た西011は多くの闊）込みに荒ら
されているが．本米， )j形の穴
蔵状竪穴であったと名えられる．
墾は直にちかく深く糾り込み，
漿底はほぼ平Ill.炎・蓋出土．

SKI祁

筐 ニ~.Sm
2m 

Fig. 26 ゜SK131 · SK l48.:i湯~(I /50) 
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り）畑遺跡

C 長方形土墳・不整形土墳

SK025 

お

『~.Sm 三こ室至芝ぎ竺竺ヨこ、,.、

SK025土壌 弥岱I•期Iii
形態 累）u~ 方形
法量 I. 7m x I.Orn 
概要 l・.iftiは竹しく削平されてい

る。演庇はllぽ平坦で. •I• 
央に浅い111形の伍り込み．
叫漑に小穴をしつ。 甕・
壷 ・鉢など多拭の上岱Jヤが II↓0 
痰底からやや浮いた状態で
出上した。

SKOSO土墳 即 I,中期初
形 惑悶丸u方形
法量 2.2mx2.0m 
概要 北備は S8079と切り合い．

東側は弥生後期の S8141
及び平安時代の S8133に
り）られる．漿庇ちかくから
'I'd'・ の甕・並 ・支脚が出上．

灯inf!

三二二戸•Sm 苫

且

SK082 

Om 
33.0m 

も 。

SK095 

言
臼

E
s
・
t
t
 sm 二

¥― 

SK082土墳 弥生中期11}
形態 ・及方形 法量 2.Smx1.4m 
慨要 」：面を中世の S0087に荒 らされて

いる．茨狂ちかくから．復没盗111こ
裕ち込んだ状態で甕・盗・溢・支脚の
はか土製紡錘~t -太形蛤刃石斧·石包
,. 石文•石錐・石銭が11\.J.: した．

SK095土墳 弥生中期初
形態 不笠:lJ:方形 法量 2.lmXl.3m
概要 洒北辺がSK094と切り合う．四只は

直にちかく念に掘り込み．濱底は平
坦をなす．

。
2m 

Fig. 27 SK025・SKOSO・SK082・SK095:I域 (J/50) 
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SK097土墳 弥生中lfJIJJか
形態 隅1L~1i影
法量 J.8mX0.9m 
概要 四限はllとんど直に深く低

り込み．演底は乎坦。土痰

藝の"r能性もあるが．断定
でさない。

U 遺揖

SK097 I 

ーピニ〕―
m
 。

5
 

3
 

3
3
.
0

m

 

35.0m 

SK109 

ィ

唸

SK099土壌 弥生中馴切

ー一形態 長方形
法量 3.5mx I. 7m 
概要 .t.l(1iは洒~t側でやや紺が広

＜． 漿駈は西北傭に向かっ

て上がり気味に船庭状を旦
す。 3カ所の小穴は後11tの
砿り込みか．埋上小位から

哀 ・壷 ・鉢 ・支脚が11¥:1:。

SKI09土墳 弥生中期M
形慇 長）i影
法量 2.Smx 1.4m 
概要 」•面は大部分が荒らされて

いると ll.られる。漿bfは東

北働が一段窃く削＇）だす ．
束市焚際の濱底ちかくから

甕 ・支脚 ．磨石が出土した。

; 33.5mエニニ二 。
2m 

Fig. 28 SK097・SK099・SK 109:J概 (I/50) 
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切畑這粉

亘

門
E

o・ ~t 

~ 34.0m 

.,,, 

芸 戸
33.Sm 

E
 
u
s
・££ 

SK117土墳 弥'l;•I情WI
形態 限1Lli1i形
法量 l.8mXl.lm 
概要 濱託からは 2カ州に分かれて虔 ・索 ・女脚お

よび紡錘）111点が；11-1: したが,l,111~{品といえ

るよ うな状況ではなく．辺構についても涅葬
荻とはゥえにくい。

SKl18 

ヽ
◎ 

二

SKl21土壌 弥生か

形態 長方形
法量 l.6mx 1.2m 
概要 四弐は急に掘り込まれ，漿底は平坦。時期

を館定でさる遺物がなく味期は不詳だが，

弥生時代に含めておく ．甕Iii土．

匡。m E
 
o
・t
t
 

SK139 

SK118土壌 弥生後期か

形愈 長方形

法量 2.9mXl.6m 

概要 平面形は碁本的に長方形

だがやや不整形で．紺は

束南側がやや狭くなる。

甕 ・碗/11:1こ．

SK139土壌 弥生か

形態 k方形

法量 3.3mX約1.3m

概要 平面形は基本的に及Jj形
だがやや不整形で．輻は

京南側がやや狭くなる。

時期は不詳だが．弥牛．時

代に含めておく。

3
3
.

S

m

 

コ
二。33.5m

2m 

Fig. 29 SKI17 · SK118 · SK12I · SK 1 39·I場~( l /50) 
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＂追構

SK144 -I 

全 二-
'"o
・c
c
 

&, 

SKJ42土壌 弥生小期初

形態 累IL!と方形

法量 2.6,nX I .Sm 

概要 四壁は比較的急に深く掘り

込み．墟~~は限際が絞く立

ち上がる。裡J:下位から

堕 ・盗等が比較的多く 出土．

SK!44土墳 弥偲l• J9ばか
形態 Jl方形

法量 l.8mx0.9m 
慨要 SBI43をり）る。漿庇は北011

が約25cmほど一段深く掘

リ込まれている。 ：I場l~の

•f能性 l,,ljえられるが. ,,1 
舘ではない。甕/l¥・t.

SK163 

一

SKIS! 

lお

□`1 万
SKIS! 土壌 弥生後期か

形態 隅:Idと方形 法量 2.5mX約I.Sm
慨要 'I'面形は基本的に長方形といえるが1存f'J形にちか

ぃ．吹は比較的急に伍り込まれ．疫託は平坦を!i!
す。 甕等Ill土．

SK163土壌 弥生中期初

形慇 隅丸長ガ形 法量 l.9mXl.lm
概要 小形土製．濱底の中央にPJ形の拙り込みをもつ。

35.0m 擦底ちかくからえ守の土器）ヤと甕 ． 礫 • 印製石鏃

1点が出土した。

。
2m 

Fig. 30 SKl42・SKL44・SKIS!・SKI63:I: 城 (1/50) 
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切畑遺翔

~ 二
SK016土墳 弥'E中JJIM
形態 ;r; 整惰l'IKt
法量 輻 2.lmX I.Sm 
概要 伍側を中世の SDOJ4にり）られる．，又什

が汲＜ ．煤底は丙間に向かって下がる．

束fl!I墟&fから甕 ・壷が1-'/干出土した。

E
0
.S
c
 

屑

3,.0m 

3
4
.

S

m

 

SK112 

SK061土墳

形態 f'I形
法量 3.lmX3.Sm 
慨要凝胚はやや丸く . !\~ は綬＜

立ち上がる．大形の浅い掘

り込みで，仕格不明．

弥生か

~ヽ

、:;、し三三三三三已
SK112土壌 弥生中期切

形懇 方形か
法量 約J.6mXI.Sm 
概要 J.:jlijを中世のSDIIIに荒

らされ，形状やや不明俄・

漿底は巾央付近で一段深く

なる。 甕のはか，駁石 ，石

箪 ・鉄鎌がIll土．

~34.Sm 

。
2m 

Fig. 31 SKOIG・SKOG! ・SK I 12'1ぶ'(I/50) 
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ーー
＼
ー
叫
口

3
3
.
S
m

SK!45 

二

SK146 

SKI45土壌 弥生後馴i府・t-
形慇 ;r; 整形

法量 2.lmXa 
概要 1ti側にし接して土演が染,,,

して揺り込まれ形状祁よ不

明確．甕 ．如 l¥j;.

SKI46土壌 弥生中期初

形態 隅・丸方形

法量 2.2mx2.0m 
概要 束傭は別の屈り込みに荒ら

されている。墟底は饂底状

で．限は綬く立ち上がる．

SKI59土壕 弥生,,,期M

形態 不竪惰円形

法量 I. 7mX0.8m 
概要 平面形は瓢欧形にちかく ，

壁は直に掘り込み．漿註は

ほぼ平1且をなす．凌 ．濠出

土．

33.0三二三三工言
E
O
.
c
c
 

。
2m 二三 戸

E
 s・
z
t
 

32.9m 

Fig. 32 SK145・SKl46・SK 159土演 (I/50) 
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り）畑遺＂

(3) 溝

a地区と b地区とを限る「紆北溝である。断面はV字形に掘られ溝庇が幅の狭い平坦をなす。

規Ii:!はいi3.0-3.8m,深さ1.0-1.2m,:Iしから南方向に溝底が下がるが．排水機能より も丘駿を

切断して集活を防御する機能を bつものと巧える。埋±.中からは遺物が殆ど出土しなかったが．

a断面付近で溝胚から弥生後期前半の壷等が出上している。

山
＼
 辺

a(W-E) 

I 、-------
／ 

ヽ、←
, 9 

l 
.、,,
, ・' 34.0m 

~ 

b(W・E) 

35.0m 

。
2m 

Fig. 33 S0014溝 (I/40) 
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II 這隅

2. 古墳時代の遺構

＜概要＞

古JJ'1時代では後期になってから．まず 5世紀後半-G・tU: 紀前半にa地区の古地西沿に;1;tttが

造られ．次いで 6世紀に b地区で集落が形成される．

古川は5l店を潟査した。邸l査区外北側の谷筋沿いはさらに数碁が分布し．合わせて一群をな

す。いずれも削平によって項丘は撫＜．主体部も甚部程度しか残存していない。STOOiは小形の

竪穴形横口式石室を内部主体とするが.JJ'lli-. の規阪．影状は不明.ST002・ST001の 2基は径10

mli•i後のPl項で． 未発達な狡迅を特徴とする横穴式石玉をもつ, ST003は径約9mの14JL'lで．ゃ

や大きめの石材で横穴式石奎を築く 。STOOSは径約Smの小円項であるが.:It孵朽分が濶究区外

で内部主体不ll)Jである。時期は，石室形態及び辺物守からみてSTOOi・ST002・ST004・STOOS

が5世紀後'i'-6llt紀り）。中でもSTOOiがJ,H古い石玉形態をもつ。さらに.6世紀前半になっ

てST003が築造されたとJi€定する。

6世紀後半をヽ ,,心とする集落に関係する遺構では，竪穴{ti泊跡17棟.±墟 9)ふ溝4条を検

出した。竪穴fj湘澤は,SB021だけがやや東に離れるが.! 也は b区南側に比較的まとま って分布

し，さらに渕森区外にまで拡がる勢いを兄せている。いずれも平面形は方形または長Ji形で，

171東の内.111成がカマドを付設する。互いに.i!il反するものが2.3あるがり）り合いは殆どみら

れず．集蒋としては比較的短期Iiりであったと推定する。.I:疫はfl]Jf多または怜円形のSK008・

SK026・S1<057・S1<086・SK 11 O. 長方形または方形のSK077・SKJ02・SK114・SK153・の各

形態が兄られる．中にli:.t<ll'i:1:演硲状の掲形もあるが．多抵な1:1.'l-の出j・・状況からみてそのuf

能性は低く．多くは貯蔵穴であったと名える。その他．渭はr,llじ求西方位をもつS0125・

S0164, 及び褐形に曲がるSDl26がこの時割に属す。何らかの区悧溝であろう。また.S0140か

らは土師苫の1り杯が出土した。

i
 

~ 
古tt¥峙代遺構分./ti図 (I/120) 

j_Qm 
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り）畑辺跡

(1)古墳

STOOi古墳

潤査区の西沿に位沼する。周溝が確認されず。）n丘の規楔．構造は不明である。

石衣もJ-.面削平のため石積は2段程度しか残っていない．東北束が頭位に当たると兄られ．

N58"E。規模は床j(ij内法で縦長1.38m.横糾0.55mである。石室の構築方法は．まず3.0X2.0m

程度の松ff)影硲啜を掘り込む。石材は花岡岩角蝶を用いる。石積み基段はJllln部に当たる市南

ー

＼
 

戸～,.,., 
¥..., ーバベ―〒

I.,,~ 

34.5m 

。
4m 

Fig. お STOOi古Ill(I /100) 
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II 遺 1111 

西開の小Uのみ疫胚に直接石材を沢く以外．他3辺はさらに碁部を揺り込み．奥堕 1石．函債

2段目以上は平石各 3石を基本的に横及に並ぺ，石柁状に立てるようにして据え付けている．

石を平沿きにして積み上げており ．もともと 3.4段程度ではなかったかと推測する。控え積

みは行なわず，持ち送りも弱い。石奎の幅から見て，数枚の板石で天井を塞いでいたであろう。

床面は小礫を比較的丹念に敷き並ぺているが，

石室内から~IJ葬品は検出されなかった．

凍北東部分は破坑されている。

築返時期については不詳ながら．石玉の形態から，調査した 5基の内では!1とも早く ，

後半と推定する．

5世紀

34.Sm 

E
 
s
・
i
t
 

ニ翠翠言戸三
。

ws・tt 

2m 

Fig. 36 STOOi古lit石室 (I/50) 
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切畑迫胚

ST002古墳

横穴式石生を内部主体とする径約7.SmのflJJJ'tである。

周溝は糾約1.4-2.0m,束m,はST003古項と間溝を共布し．西側は石前面付近で切れて一9月し

ない.,tifl!IJにある弧状の浅い溝．は後世の溝である。ST003古頃の間滋の形状を制約していること

から兄て．それより先行すると芍えられる。

ィ,:nはその,,,心がJJ'tl'i-.のほぽ中央に位沢するよう造られている。削平のため．石積みは基段

／ベ--.,.-ー＼パ三
＼
 

＝ ~ 
34.01 

＂̂"
 

＝ 4m 

Fig. 37 ST002古1/1(I /100) 
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II 迫 情

の一部しか残っていない．両袖式の単室構造で． 主軸方位>149'E.規I及は玄1,11'1法で測って縦

長1.9m、横鮒約1.om. 玄I'~部には袖石を立てた痕蹄があり．餅約0.8mと推定できる。但し．

羨道はもたなかったとクえる。石宅の構築方法は．まず2.SXI.Sm程度の隅丸長）i形のi氾廣を掘

り込み．基段で奥墜 1石.il!i北!JII壁？石の花ji,j岩礫を碁本的に横長に立て並ぺている。東南側

壁は抜き跡か ら見て 3石程度か．また．玄室床面には花r.i沿小礫を敷き並ぺる。追物は．周溝

北東債から上師沿溢が出土した．

築造時期は．石室の形慇及び/l¥土土僻から 51仕紀後半と推定する．

E
s
.H
C
 

~ヽ

34.!;m 

3
4
.5m~ 

s
 

w
 

。
2m 

Fig. 38 ST002古in石至 (1/50)
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切灯II遺討

ST003古墳

横穴式石玉を内部主体とする径約7.SmのI・'間 である。 前面を削られている。

闊清．は糾2mi前後であるが.:It傭は荒らされて広くなっている。西側はST002古墳，東側は

ST004;1;tnに制約された形で1i~滋を共有しており，両古項より後に造られたと芍えられる

石'i,は淡道部が破炭されているため明らかでないが．単寂栖辺であろう。主軸方位はN25'W

三~34.0m
0 4m 

Fig. 39 ST003古JJI(1/100) 
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II 迫 構

である。石梢みは基段の一部しか残っていない。規板は玄点が1勺法で横紺約1.5m,縦長は玄奎

内敷石の残存状況から2.3m程度と推定する。石室の構築は，船約4,5mの閑丸長方形慕挟を揺り

込み，甚段の配石は奥22石を縦長に立てて据え付ける。両側壁は各 1石しか残っていないが，

もともと 2石を基本的に縦及に立て並ぺていたと推測する。石材はすぺて花因岩で他の3基に

比ぺて大き目である。また，玄奎床面にはm函岩小礫を敷き並ぺている。追物は，石室北隅か

ら街 ・金交具.7J子などの鉄沿残欠．また．石至前1面あた 1)から 5柑：紀後半須忠僻杯が出土し

たが，jilij脇の古項から混入の可能性bある。築迅時期は石室の形態，措迅から兄て 6世紀1iil半

に,..ると推定する。

34.Sm 

E
 s・i
c
 

F'ig. 40 。
Jm 

ST003古墳石塞 (1/50)
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り｝畑遺跡

ST004古墳

横穴弐石点を内部主体とする径約8.5mのr•itnである。

ST004 

＼
 

／
人

人

／
人

／
人

／ペ／
 

三
3-1.0m 

~ 

。
二4m 

Fig. 41 ST004.!illl (1 /100) 
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（（ 遺構

JM溝は絣約1.6mで．求r材/IllliST003;l団の周溝に切られ．一部共布している。北東側約半分

は途中で切れているが．おそ らく削平によるものであろう 。本米は一/tiしていたと芍えられる。

北東側のS0012は平安時代の溝である．

石当はその中心がlt'l丘のほぼ中央に位沢するよう迅られている。5基の内では柏もよく残っ

ていたとはいえ削平のため．石積みは祁段しか残っていない.Jj!.'¥. 構泣で主紬方位N46・E。規

雪 34.5m

E
9
.
w
 

ヽ

3
4
.

S

m

 

山n•t

゜l' —, ~ , I'  袖

Fig. 42 ST004古in石ii,(I /50) 

-75-



切畑遣"

校は玄杢内法で汎9っ て縦1~2.Sm, 横絣は奥堕際で1.4m,玄門際で1.0mである。玄r・1部には抽

:{jを-sr.てた紙蹄が兄られず. !, ともと無かった可能性がつよい。 当然．羨道も撫かったと名＇え

られ．入II部では硲被胚が忍に上がって終わっている。

石室の構築は．まず約1.2X2.5mの隅九長方形の秘灰を掘り込み．さらに碁部を掘り込んで基

段の石材を据え付ける。黙体は 1段しか残っていないが．全て化Iii岩で．奥壁及び玄l"Iに各 l

石,Joi祁FILL限に各Hiを．基本的に横Jをに立て並ぺる。また．玄室床面には比較的大きさの揃っ

た¥E簡府小礫を敷いている。

追物は石窄j!.J及び周溝北囮から須返益坪片のほか、刀・1・または9態の茎2点砥石 1点が出土

したが．点数は少ない。その内、石室内II',土の.rt恵器から．築迅時期を 5世紀後半と推定する．

ただし.J/;f溝即,.. 上の須忠岱によ って6I仕紀前半まで下って追枠があったと芍え られる。

STOOS古墳

潤査区の11,西端にあって,lJ't丘の東iり（闊半分のみ岡査するにJI:まった。 主体部は不明である

が．径約6.4mのfIJ項である。

閑清．は糾l.5miiり後で．束市側が切れていることから．石室のIりla方位が推定できる。

辺物は開溝東(JIiiから須思器の界 ・把手付碗 ・甕 ・返及び土師苫芯r,q;が．破lヤながら比較的

まとま って11',:l:した。その他,JM溝1Ji信9から沿石製紡錘,111点が出土している．

須恵?:.~の時期は 5椛紀後半で.ST002及びST004と同時期に造られた古ll'lと推定する。

(2)竪穴住居跡

竪穴11:1廿跡は. 17棟を検出した。時期は 6l!tAとでも後半を中心とする。いずれも平面形は方

形または1,/f.多にちかい長方形で，規楳建物方位は開査区南辺部のSBI16・SBIO! ・S8106・ 

SB! 19・S8124・S8075では南北を甚本とするが．以北のll棟は東開あるいは西側に傾く傾向が

あり．方位が乱れるように兄受けられる．

規t$iは小型のS8141が3.6X3.5m, 大型のSBIOIが 1辺約6m, 平均的には 1辺4.5m前後で，

U渾積にして約20m'である。主柱は 4本を基本とする。17棟の内.11棟が竪穴の匹収際あるい

は西北壁間の壁際中央にカマドを付設していた。 このことから入日が南側あるいは東側を原ll•J

としていたことがわかる。カマドは削平のためいずれもJ::面不明であるが．構造は.S8021・ 

SB043・S8103・S8116・5B124が咽際に枯土で両袖を迅＇）．その内 5B103では憶道が咽外に伸

びて掘り込まれていた。また. S8106では両袖に石を 3列ずつ立てており.1石だけ残存する

S80901.,I叫1様な構迅であったと推測する。その他.SB063・SB090は茂中央が奥に窪み.S8018・ 

SB032・Sl3!08についても明確なカマドの構造は検/JIできなかったが．いずれも壁際に焼土が認
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u 返構

められたことによ って．カマドの位因がわかる。

各竪穴住居跡からは比較的多炊の土路等泣物が出：I: した。カマド及びそのJ:,I辺からの出土が

多く．とくにS8063 · S8090·S8103•S8106などでは甕や杯が脇に沼かれるなど．当時の食生

活の一均を生々しくとどめていた。なお．出：I:遥物では土師器の甕 ・壷といった生活土紐が主

体を占めることは当然ながら．須忍器杯を阪した上師苔坪が殆どの竪穴住居跡から出土してお

り．しかもJ,tが多い．また．手捏の校造・t製品b多くの竪穴住/;i湛で兒られ，住居内祭祀が広

く行なわれていなことが成われる．

以下.J紺(I)として遺構番り刈iに図示する。

屑
・-.;.; ヽ

△
、
2
蛸

I•" 

ピ制

d) 

----

3
3
.
S

m

 ~ —~ 戸ta~33.5m

O
'
 

2m 

5B018竪穴住居跡 古墳時代後期
形態 ）；形竪穴

法量 4.4mX4.2m 
慨妻 壁債J中央に竃跡があり．燎土が残る。柱穴は P.1-P. 4の 4 本。 11(!\.t ヽ t•央の方形土

漿は入口施設に関係する掘り込みか。竃の間辺から土闊笞杯類が多数1111:した．

rig. 43 S8018翌穴即，昨跡 (l/60) 
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り）灼l遺翔

一

□

999Eu~

～c
 

$B019竪穴住居跡 古1n訪代後期

形態 方形竪穴力、 法量 4.2mX、
慨要 1.li開はiilll1f.lえ外となって不明.I'. I. 

P. 2はHi穴．西北隅からか卜が出t
したはか，東 僚 がl心に土師召の

堕・ ,i1・祇 ・文脚 ．碗・手代土岱，

須忠店のifI点が散らばっていた．

S8021 

S8021竪穴住居跡 古項時代後期

形態 方形翌穴 法量 4.8mX4.6m

慨要 洒北吹のりI央からやや東寄りに竃を付設。娩迅が

繋外に,,,びていた痕％が認められた。中央の浅い

fll形掘り込みは性格不明．西内側の 21,はいずれ

bi父＜ ．柱穴不明．竃l勾から若干の土偽笞の甕 ．

盗 ・ff.・碗 ・応杯が出：l:した．
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Fig. 44 SB-019・S13021竪穴仕屈跡 (I/60) 
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II 遺 惰
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忍゜
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恕
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要

形

法

慨

$8032竪穴住居跡

後期

方形竪穴

4.2mX4.lm 

西閃際に竃粉が認めら

れ，燒上が残る. JI(側

の窪みは枯・I:を嬰めて．

平m.な床itiiをつくって

いる．柱穴不1111,鼈付

近から甕 ・>f.・甑 ．碗

がIll」：した。

,1,tn, 寺代
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゜
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偽
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$B043竪穴住居跡

期

方形竪穴か

3.5mXa 

Jl(ili傭は弥生 後期の

S1304-1を切るが．岡査で

は床面iを十分確認できな

かった。西北壁の中央か

らやや西寄りに竃をH設

する。柱穴不明．磁内か

ら屯汗の土岱片が出土し

た．

古墳時代後

惑
量
要

形

法

概

—―一~デ 34.Sm゜ 2m 

Fig. 45 S8032・S8043竪穴I柑居跡 CI/60) 
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切畑遺跡
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冗 32.0m

5B055竪穴住居跡 古項昧代後期か

形懸 Jj形竪穴力、 法量 5.9mx≪ 
概要 北僚は弥生時代の S13022を切る.m側は

潟査1幻外となって,i;明。また束悧は後世

の溝で荒らされている。

$8063竪穴住居跡 古IJI時代後期

形恕艮方形竪穴 法量 4,lmX3.4m 
概要 洒北隣を若7こ・中世の SK071土被に切ら

れる。平,r,i形は i♦i~tにやや長く，西茨際

巾央に竃跡があり．焼上が残る。 P.1-P. 
4は注穴．窪内およびその悶辺を中心に士，

輝苔の甕．涵・祇 ・坪 ．碗が多数出土し

た．

直
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 Om 34.0m 一知雷至竺竺~
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fig. 46 Sll-055・S8063竪穴住店跡 (l/60) 
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II 追 構
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Fig. 47 S8075・S8078竪穴住居跡 (I/60) 
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切畑迅蹄
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$8103竪穴住居跡 古れ時代後期

形態 /j形竪六 法量 5.2mX,l.5m

慨要 西北1it~!の中央にIii柑！が残る竃を付設し．

莉迅が吠外に11,びる。東西両悶に炭化物

が認められた,P. l~P.4が柱穴．竃の泊

脇に甕が;11かれ．そのJ,IJ辺にJ:師店の

史 ・甑 .-~ . ,(, ・碗 ・沿；杯 ・手Jl!・I:店の

破片が散らばっていた。他.,(_j緊紡錘車

1点Ill.I:.

S8090竪穴住居跡 叩n時代後馴

形慇 ）i形竪六 法量 4.Jmxcr

慨要 西南墜は平安時代の大影：I: 漿 SK091に荒ら

されている。西北双際の巾央1こ硝％が認めら

れ~ 火床を窪めて脇に柱状礫を沢いていた。

P.1-P.4が柱穴か．ただし.l'.lは位沢がず

れる。竃内とその周辺から甕 ・流 ・牙:.東北

隅から欧付に作って杯と手捏碗が． また．西

1¥J峡寄＇）で 2群に分かれて）/-(-. 杯類等が出

I: した。総じて， ．＂出の ・I:製餞2点 ・上閃勾

玉1点 ・碗等の祭祀品が多い．

S8101竪 穴 住 居跡古項昨代後期

形態 方影竪穴か 法量 6.6mxa

概要 1ffOIICふ潟社ド外．床面が行しく荒らされており，詳細不""・西閃ちかくには焼土が

残ってお＇） ．窟等の施設が付ばされていた可能性がある。P.Iが柱穴とそえられる

が.f也イ；1111. 焼」・，付近から史，,:r,等が11¥1:したはか.I'. 1・P.2付近及び東.[t隅から

甕・杯・甑 ・必杯、了が/.11・1:した。 SKI021れ住居跨に伴うとみられ.i:Mi?.'iの壷・高杯・

J+. 牙1思沿坪IllL:. 

fig. 48 S8103翌穴住IA跡 (I/60) 
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II 逍 情
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S8!06竪穴住居跡

形恕 力影竪）＼か

法量 5.3mX4.4m+a 
慨要 咲は浅く残(f,し．柱穴和りI.ifti限,,決付

近に親を並ぺて抽とした竃を布汲する．

竃のIii脇に央がmかれており．また. ft. 
1//1勺中央部から束9懸にかけて土匹・礫が

散在していた。illllllは潤査区外．

占n峙代後期 $B108竪穴住居跡

形態方形竪穴

法量 4.7mx4,lm 

慨要 illli.'lr.;l•I• 央1こ屯を布設した跡が認められ

るが.P. 71こ荒らされ1週I餃.P. 1-P.4 
は往穴,P.5-P.7は後恨の趾立柱娃物跡

の柱列と見られるが．全体のプラン及び

•$,JIii不""· 中央部を中心に衷 ・涌Jヤが放
らばっていた．

古項時代後期

S8116竪穴住居跡

形態 方形竪穴

法量 4.6mXa 

概要 ，h側3分の 1は潟査区外。西竪際に磁を

布設し．焼J:が残っていた。柱穴不明．

竃の前面に炭化物及びJ:Z,片が散らばり．

西北隅および東北隅を巾心に上師むの

甕・壷・沿j,f..,f.. 鉢 ・碗が破片も含め

多く．他に7)子・11.'.I・金父.fl.I点が1111・..

古JJ¥I寺代後期

Fig. 50 S8106竪穴u胡~( 1 /60) 
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2m 

S8119竪穴住居跡 古m訪代後期
形慇 方彩竪穴か

法量 4.7mXct 
概要 酎鳴3分の 1は潤:.'ill{外となって;i;1111.

P. IとP.2は比;;.東閃際に方影：I: 咳力’
あり．埋上J:1fli か ら土師~.q.類及び炎,;-

が出J:したほか．洒4t悶に K師区の褒 ．

杯・碗および須忠召の＂、片が散らば って
いた。

S8124竪穴住居跡 古ti!時代後期
形態 方形竪穴

法量 4.2mX4,2m 

概要 南悶は四査区外となって4;1111。西-lt繋院

の中央1こ竃を布没する。竃はそれぞIL院
を衣いた社袖の燎」：基部が残り，内邸か
ら 斗,,~--の上閥岱凌 ．甑 ． 鉢 . ,,.・・碗．瑣

必岱杯が：11.L: した。P.1-P. 3は~m.

S8141竪穴住居跡 ，~-1n時代後期
形態 方影竪穴
法量 3.6mx3.5m 
概要 北隅は 5B133掘.¥!.柱込物粉の注穴に切

られ．また.•I• 央を占れ研代のSK114こL:
城に大きく切られている．柱穴不明．西
隅付近から」・.MiZlの甕．甑 ・J:f.片が出I:
した；I: 西片が咋f,'l.¥:J・・した。

Pig. 53 SB14 l翌穴仕店翔 (l/60) 

SK114土墳 J渭1時代後期

形態 ¼)j形

法量 3.2mXl.6m 
概要 梵は直1こちかく ．なに枇り込み．被邸は・1<

坦.J渇賣秘状を',¥するが．性佑不明．」：

師呂の杯 ・窃/:f-11',土．

(3)土墳

土漿は9甚を検Illした．分布はSK008がa区にある以外は全て b区にあって．とくに集中する

ような状況は認められないが．竪穴仕居跡に近抜する栢向がつよいことから．多くは住屁に付

属する貯滋穴等であったかと推測する。平面形は楕I']形または1可形のSK008・SK026・SK057・

SK086, SKUO. *方形または方形のSK077・SK!02・SKll4・SK153の各形態が兄られる。

SK008・SK026からは多店な」冷店が税棄された状態でll¥..l:した．

以下．原則として追構番号顛に図示する．
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切畑遺跡

SK026 
ノ’

SK026土墳 古JJ'l•-~代後期

形懸 長附円形 法量 2.4mX0.8m
概要 平面形は清状に紺が狭く．墟庇は船底状

に両沿がなだらかに上がり.ftl沿に径約

30cmの掘り込みをもっ..ft(J~Jjl:1: •I• 位
からから土師岱の甕 ・壷・杯 ．甑 ・碗及

び荘がまとまってIll土。

SK077土墳 古項時代後馴

形態 隅丸長方形 法量 l.9mX1.4m 
概要 咽は比9交的綬<Jlち上が,,. ~to~ は別の

拙り込みに荒らされている。墟庇は平l!l
で中央を約10cm掘り込み．漿庇ちかく

には礫が投げ込まれていた． 」：師~;の

杯 ・困；l"f'が出土。 -

SK077 I 

SK008 

-¥¥寧
賓 .,-血

間 '-

: 34彗疇墾青
SK008土壌 占項時代後期

形慇 楕fTJ形 法量 2.2mXI.5m

慨要 a 区に離れて位沢する。 漿邸は鎖~f状で
哭が綬く立ち上がる。埋..t• I •化から土閥

笞杯及び多出しの礫が出I:。

SK057土塙 .!ill¥時代後期

形態 FLL彩 法量 2.2mX2.lm

概要 、r•面形はやや不整のf'I影．・しは直 1こ立ち
r. がり．墟hIは ~!JIJ.

E
O
.
c
c
 

・33.0m 35.0m亘二二ニロニニニ眉

。
2m 

Fig. 出 SK008・SK026・SK057・SK077'1'. 城 (I/50) 
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SKl53土墳

形慇 艮）i形
法量 l.8mXI.Om 
概要 ,,, 面形は西隅がやや銭角をな

す長1;形．咽は直1こちかくゑ

に立ち上がり．咲妊は平l!l.
I: 傾石q;111±.

3
3
.S

m

 
室 ~3. 5m 

。
2m 

Fig. 55 SK153 I: 痰 (I/50) 

(4) 溝

4 条を検出した。 S0125 · SDJ64は南北小i界である• SOHOからは角坪が11',:t:した。ここで

は．何らかの区画溝と見られ．土母が多拭に出土したSD126のみ図示しておく。

SD126溝跡

形態筵状

法量市北4.4m -r ~(西4.6m
概要輻0.5-0.6m.全長約6mの細長い溝で.,,, 程

で5屯/rJに11りがる。前隅は平安時代の SK1271こり）
られる。墟庇はほぼ平坦であるが，西から東方

向に向かってわずかに下がる。埋土中に多蚊の

礫が投げ込まれ． 土緬召の甕 ．涵・祇 ・碗 ・J,-
及び陪描き板状品が出；tした。何らかの建1訳等
の区両清．と芍えられるが．南部に飲当する這111
が兒"iたらない。

SK127 

富ヽ:o.u遺11JH¥t・II<} 

剌

,g贔

。9
L

0'"' —~ 
/ 0 なm

Fig. 56 S0126溝粉 (1/50)
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S0125 aJI.W-E) b(LW-E) 

b(W-E) 

~ 
C壁宝

c(W-E) 

三 33.Sm

a(LW・E) 

$0140 

乙竺き33.4m

b(LS-N) 

—- ~35.3rn 

。
2m 

F屯.57 古頃時代の溝 (I/40) 
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II 迫構

3. 奈良•平安時代以降の遺構

＜概要＞

揺立柱娃物跡 4棟．溝 8条．」：漿 6基以上を検出した。この内．柑立柱建物蹄4棟はいずれ

も柱穴から明確に昨期を示す遺物が出土しておらず．断定はIii米ないが．弥生時代及び古吊時

代後期の竪穴住居跡を切っているこ とから ． ここでは一応． 奈良 • 平安時代としておく 。ただ

し.,,, 世に下る可能性bある。

掘立柱述物跡はa区で 1棟.bliで3棟がlT.いに離れて分布する。S8172を除く 31東の

SB173・S8J33・SBl71はいずれも南北棟で．主軸方位がわずかに洒に傾き．．互いにちかい1関係

にある。規模は5B173が5X 21間の長棟， 5B133が3X 2 llll, 5B171は3X 2 IIIJと見られ，柱揺

形は大形の方形で.3棟の内では仙b大型の揺立柱建物と兄られる。S8172は主軸-Ji位が大さく

西に扱れ．規校も小さい。

溝は． 奈良 • 平安時代では a区で南北溝S0012, b区で南北i,'I/.S0028・S0033及び束洒溝

S0087・SDlllの5条を検/JIした。掘立柱娃物跡容に関係する地割りに伴う溝と芍えられるが．

性格は明確でない。 IJ'..:I:した若T・の土暉器から．時期は平安0年代末を中心にすると推定する。

中世では b区でS⑳ 59・S0089・SDJ 70の3条を検IJIした。位ぼ及び方向から兄て．平安時代

i
 

Fig. 58 奈良 • 平安時代および•l• lfl:辺構分布図 (I/l20) 
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末の束洒溝の機能を次ぐものであろう.:I: 墟は．ある程度時期が推定でさるものが少なく．平

安時代ではSKOIO・SKOll・SK035・SK040が潤査区の西側に砧って分布しており，方形やたは

椿円形を呈す。 出土した迫物が少なく確定は困難であるが、平安時代末を中心とすると推送す

る。中世ではb区でSK049・SK071・SK!27・SK156の長力影や1-'l形の土演が知られる程度であ

る。

(1) 掘立柱建物跡

奈良 • 平安時代と推定した掘立柱建物踪のうち．2棟を遺構番外馴に閃示する。

二
L

、A

5B133掘立柱違物跡

形態 1行行 31111.菜IHJ21111の南北棟

法量 6.68mX4.74m. 柱11112.23m
方位 Nll'W 
概要 弥生後期のS8079および古tn

後期のS8078を切るが． 一部の

柱は検Illできなかった。 1主掘影
は碁本的に 1辺0.8m程度の方

形だが．不整形なものも混り全

体にやや雑．柱艇約2和"•

，
 ．

．
 

•, 
9

,

し

。
2m 

Fig. 59 S8113械立柱狂物跨 (I/60) 
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11 遺構

叫
3
3り

531

ヽ

S817I 

S8051 ヽ

..-

V 

ヽ

S8171掘立柱建物跡

形態桁行3lllJ. 捻問 2間の南北棟か

法量 10.04m><(7.04)m 
方位 Ns・w 
概要 SllOSIを切るが，東西の111行柱列は検出でさなかった。柱

屈形は碁本的に 1偏約I.Omの方形。柱艇径不明．

J
J
l
l
 

。
20m 

ぉ
S
m
 

Fig. 60 S8171揖立柱建物翔 (I/60) 

-93-



切畑迅翔

(2) 溝

奈良 • 平安時代ではa区で南北溝S0012.b区で南北溝S0028・S0033及び束洒溝S0087・

SDlllの 5 条がある。S00 1 2は糾約 1 .7mのm~t溝で. S8173揺立柱建物跡やSK010土披等の近校

する同時期の迅情と1関係するかと兄られるが．性格加りI.ST004古項の束但9をかすめる。 S0028

はS0033と南北方向に並注するが.jjij者がほぼj{(線であるのに対して．後名はllll線を描く 。その

他， S0111は謎形に曲がるかと芍え られ.S0087はカープし，いずれい暉溝が一部だけ残存す

るにする。 S0111から平安時代,i;j期の土師岱がWt土したが，氾じり込みの可能性がつよく ，時期

はいずれも平安時代木と推定する。

中世では b区でS0059 · S0089 · S0170の 3 条がある。いずれも直線またはi~:線にちかい束jllj

溝で，何らかの区画滋とサえ られるが，性格は不明である。

S0028 
叫匹l 匹）

S0033 

a(W・E) 

竺

~ —ノ三35.0in
b(W-£) c(IV-E) 

ャ—―

三 E 3s.oni 

S0111 a(N-S) 

三
S0087 a CS-N) 

互 34.5,n==¥,. 巨 .Sm

SD059 a (S・N) b_{S・N) 

三戸三 三言32.5m

5D089 a(S-N) !l_(S・N1 

33.0m 

ニニ 。
2m 

fig. 61 l\'i良 . 'I咬騎t~および,,,世の淋 (I/40) 
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Ill 遺物

1. 旧石器 ・縄文時代の遺物

＜概要＞

遺輝/I嘩iからla石岱時代の石器2点が出：tした。また．遺構検111中に．あるいは弥生時代

以悼の埋土中から縄文土笞片が約20点はど/J¥:l:した。ただし， 当該する時期の遺構は検11¥され

なかった。

(I)石器

旧石岱時代についてはナイ 7形石器が］点と細石刃 1点が出：I:した。 ）はサヌカイトのナイ

7Jfク石器で、わずかに一方の端を欠く。残存長3.5cm.拍大糾I.Icm書 1出大l'l,0.5cm.頂さ1.6

gである．縦糸I)ぎの糸I)片の両11!1面に二次的岡整を加え｀鋭利な刃部をつくっている.2は!!.¥躍石

の細石｝）。長さ1.15cm.船0.6cm,厚さ0.15cm.直さO.Igである。連絞剥離艇を残す縦剥ぎの

小最I)片で．打Pliffi!に潤整瞑が見られる。

喜』[
乙

。
= 

2.5cm 

2
 

Fig. 62 IEI石四 (l/I) 

縄文時代の石苫については．石謀 ・ 削器 • 石匙 • 石錐などがあるが．遺構を伴わず．また．

弥生時代の石器と明確に区別できないものが含まれることから．後述する弥生時代の石器と一

括して図示することにする．
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切畑逍肱

(2) 縄文土 器

縄文時代斗 ・前期及び晩期のt沿が出土している。但し．いずれい船IJヤがほとんどで．沿影

まで判るものはすくない。

3~6は早前後梨～末葉にかかる押型文系の鉢IfゑI;僻。 3はn舷部がわずかに外反し．外面

に押型文．内面の上端には縦方向2段の条痕文を仰る。 4はn緑部が1本部からつよく屈1!11して

大きく外反るタイプの屈1111部にあたるか。内面ナデ．外面に比較的E1の細やかな押型文を施す．

5は外面を目の机い押型文で製整し．内面はナデ. 6は塞ノ神式鉢。i本部からk1!1U1して外にlijl

く口粒部にあたると見られる。口抒部に反I)突文．外面に2段の原lj突文を施し.1/.J両はナデてtt

上げる。接合部で割れているのが観察できる。 7はPl筒形か。 1.1絃部はJ'Jif1iナテ．外ihiには簾

状に4段の剌突文を丹念に施し．やはり接合部で割れている。

次に, 7~12は晩期前葉の条痕文系の深鉢および浅鉢。 8は1.1様部がほぽff(行する深鉢で．

外''"は条痕文のあとナデ．内面はヘラミガキにちかくT寧にナデて岡整する。 9liJ:l蘇部がほ

ぽ直行する棋製の深鉢または鉢で．内外面とも条痕文のあとナデ。口緑下に焼成後の穿ILが兒

られる。 10はIJ籍部が屈曲して内栢する粗製深体で．外而は条痕文のあとナデ,1/.J面iナデ。 11

も口様部が屈1lhして外反する粗製深鉢で．内外1(0とも条痕文のあとでナデ。

12は1-1昏部に山形文を節る.till友浅鉢で．口絃部は2段にliil1ll1し，内外面ともヘラミガキを施

す。復元33.3cm。13もli1J様なつくりの浅鉢であるが.12よりは深い。復元9本径28.2cm。ともに

やや妙拉を含み． 褐色を呈す。

（図番り・一実測番号）

3 -87000846 4 -90001638 5 -90001872 6 -90002668 7 -87000840 8 -90002724 

9 -90002989 10-90001873 11-90002725 12-90001666 13-90002720 

2. 弥生時代の遺物

＜概要＞

竪穴tHiJ跡及び·l欺を中心に生沿土協力,m:~に出土した。他に石若 ・弔類・ 紡錘）ll • 鉄？ふが

ある。また，特殊なものとして.SKl15土痰から未焼成の投弾が大拉に出 I:している。

土岱については．ある程度まとま った1itの/1¥-l:を兒た遺構を中心に図示する。時期は弥生jjij

馴末から中期初にかかる一群と，ヽ ,,紺l末から後期前半にかかる一群との2時期に分かれる。石

苫は磨製石店とす「製石沿とがあるが．縄文時代のものと明確に区分しにくい一部の打製石店に

ついては．ここでflt-せて図示することにする。その他．五類 ・紡錘）It等は点数が少ない。
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切畑辺蹂

(1) 弥生土器

まず,11'1期末から小期切にかかる土沿群の主なものについて．竪穴住9月跨と土猿とに分け．

9仮QI)として図示した滋構則に概略を説明する。床面あるいは炭胚からの出土品を中心とするが，

浪人の可能性のあるものも含め一枯迫物として取り扱うことにする。

図示した各沢科の詳細はTab.2による。

S8015 (Fig. 64) 

喪 ・ 盗 •j/;j>(- • 鉾 • a1台が/JU・.した。褒14-21には大 .,,, ・小があり.ti: 部は比較的安定し

た平底ながら．古付き哀17が出現する．「I絃部は「く」字形に屈tUIするが.15のよ うに中期的

な様相を残すものも兄られる。 f/11は22が下船み胴部をもち.27は洪形の小形品である。 if:i17'23

は鋤先状「U点で杯部が浅い。鉢24-26• 28には大 ・中・ 小がある。磁台29・30は褐が大きく開

さ後期の形態をもつ．、旧l末～後期,i卯f.

SB024 (Fig. 65) 

炭 ・濠 ．鉢が/1'.I:した。甕は安定した平胚で, 1:1紐部はり消l的な平l!!~lt知の名残を止めなが

ら.31のような「<J字形「I枯も兄られる。壷35は広い平駁で，球状胴部の,ヽ,位に突・：tを巡ら

す。鉢36・37は小形で．深体と汲鉢とがある。 中期,Ii-後期jjijキ．

S8052 (Fig. 65) 

祭祀;:":j牙、38は丹後りの精製品。鋤先状 I I粒は上面を•to·文で飾1). 杯部が比較的深い。 中期末

ー後期jjij半．

S8031 (Fig. 66) 

喪 ．濠 ・沿台 ・哀柁）ヤがIIけ：した。衷は安定した平庇で.□ 緑部は平!IJしながら内側にわずか

に突出する39と.I本部から屈1111して溢部がやや I・.向する40とがある。 41は立沿式の褒柁片で．

'l:if; I: 店に混人していた。｛本部は」・・位がつよく締まってn紐部は平坦泊iが内傾する。岱台45は

休部が筒状に,,,び.46はやや人形.tJt期末～後期前半．

S8051 (Fig. 67) 

甕 - ~ - 1蔽・鉢• i:":i杯 ・支脚がり¥・I:した。災48・49・51-551i ll緑部が断j/(j三1『1で.n緑,--

に突-:::-または沈線を巡らせ.Iii: 部は脚台状のものと平ti:の2様が比られる。 l'i11Jilf.殿の忠jいJI」

笠形'11.47を伴う,:,¥l501i fl頻部が一体となって胴部から大きく外反する。鉢56・57は断面三角

の浅鉢と小形深鉾とがある。ただし.56は庇部に焼成後の穿孔をもつ。 t:il7-58は関の筒部が沿j

＜附が人きく 1り1 く。前期As-•!•刃l初．

S8056 (Fig. 68) 

疫・澁 · i世 ・外・ 沿古 ・ 炭棺片が/1\:1・・した。衷棺)~61 · 72 · 73は_,{.沿式。 ~,,活土苫では．甕
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追 物

62-64はn,点が9本部から折れて端部がやや l:1b1する。壷65は頸部が大きく外反してlり1き．錫先

状1:1絃をのせる。岱台は70が上位で締まる後期の様相をボしており .i比人(/),if能性bあるが．

床面からの一括迅物として図示しておく 。中期末～後期iioi'I'.

S8017 (Fig. 69) 

炭 ・体 ・僻台が/1',1:した。襄74-77は口粒沿部が平坦から上向する P:i'ilf•Iがつよく ぷすように

なる..,, 期末～後期iiり'"・
S8023 (Fig. 69) 

炭 ・ 壷が出t した。 炭80·82 · 83は「 <J 字形 n様で平h~. !ii181は頚部あま 'Jilliかずに外反

して立ち上がり．鋤先状11籍をのせる。中期木～後期liii'I'。

S8079 (Fig. 70・71) 

炭柁片 ・甕 ・盗 ．硲坪 ．鉢 ・苫台ほかが出土した。甕棺片84はjf沿式で．生活上沿に混入し

て床面からII'.土した。哀85-91には大 .,,, . 小があり．安定した•Jt駁であるが． 台付炭が氾じ

る• Cl絃部ははは「<J字形にちかくなる。壷92-95には人 ・,1,がある中で「I絃部に鋤先状．

湖爾i形．袋状の各形態が兄られる。泣淋96・97は鋤先状n粒をもつ浅＼ヽ坪部に大きく附が1111い

た窃い脚をもつ。鉢98-101は98がL字形口絃の大形品.99は台付さ鉢．岱台102-105は •l•f'((あ

るいはやや.I:で締まる。 104のみ文脚に似た小形品である。その9也...t製勾；Ii.I点が111..tしてい

る。中期末～後期'iiii'f..

S8085 (Fig. 72) 

甕 ・藻 ・鉢が出土した。甕107・108は'"'一同体かと兄られ, II象対部F字形の平駁である。 ,Jヽ

形炎棺1こ9如II可能な法址をもつ。埋土中から/1¥tした。炭109-112は平底で．叫紺部は屈1111し

て ［く」 ,,:影にちかくなる．泄113• 114はI]粒部が胴部から折れて外反しながら1り1き，平底．

115はi/(nの小形体である。 中期末～後期葎; •r-.

S8113 (Fig. 73・74) 

甕 ・蛮 ・硲杯 ., ~ ・ 碗 ． 岱台 ・ 支脚ほかが出土した。炭ll6-126には•I•形 ・小形が兄られ．

安定した平庇で.~· 緑部は平Jill~様にちかい116を含むが．「く」字形を主体とし.n~ 部に稜

をもつ楊介はつよく屈1111する。1w.127-130では.127が直;'(.した頸部からCl絃部が短く外に1肘

さ.129は袋状「IJ1,の特徴を残す。 130は憮頸盗。l:i坪131は坪部がやや深く鋤先状平Jt.!rl緑をの

せる。窃.17-139は手捏，出。鉢132は体部が急に立ち上がり深い。 鉢133・ 134には梢製品が含まれ

る。苫台のうち135は脚裾部が短く屈1111して開き小形. 137・138は上位でしぽる。文糾1136は樹

部が外反気味に1り1き．二次がJ/ill熱を受けている.,,., 期末～後期麻i'r-.
S8123 (Fig. 1,1) 

遵・壷・ ;::jJf・碗 ・沿台 ・支脚が出 I:した。甕140-146はnは部がややあまく屈1111するよう

になるが.•I• 期の特徴を残す140が混じる.al: 部にはやや不安定な146が含まれる。151・152は
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切畑遺跡

小lfj台 I寸さ痰の/J.~部．益147は袋状~,籍と兄られ， 148は丸く張る胴部に外反気味の直,~紐が付

く。碗149は不安定な平底でl)U部が短く立つ。応坪150は裾が大きく間く。岱台154・ 155は未

だ裾の1り1さが少ない。中期*-後期jjijキ．

SK009 (Fig. 76) 

甕 ・盗 ・硲杯 ・怪台が出土した。哀156-160には大 .,,, ・小があり.□ 絃部は甚本的に平坦

ながら「く 」字にちかい bのが含まれる. S~J6J- J63では163がとくに大形である. ;:ijlfは鋤先

状J.I粒で. 164はI+:部が）Lみをもち棒状脚が付く。 165は大形で開きが大きい。沿台 166• 167は

同一l・月体の可能性bある。最小径ヒ位に訳くが．裾の開きは未tご少ない。.,,期末．

SK029 (Fig, 77・78) 

甕 ・溢 ・壷 ・鉢 ．祁杯 ・沿台 ・支脚が/l',・I:した。 168は1点のみ小形災柁の破）すかと見られu

緑部は外反気味にIUIいて沿部に未発達な平坦口紐をつくる．甕169-176は断ifij三角形または未

発達な平坦n絃で．「I註下に突幣または沈線を巡らせるものを主体とするが.175のように如衣

形口絃をもつものも含まれる。近177は捐りが大きく．位設が邸い。壷178-182はn頸部が一体

となって馴部から大さく外，J(する。大小があり,180は記部との税を沈線で段状に兄せる。図示

しないが．窃杯は先の58と同形である。鉢1邸 -186は体部が内il'J気味に立ち上がり．太い大小

鉢と断面三1りの口該部をもつものとの 2様がある。支脚187-189は断面四角と椅状の2様，岱

台190は鼓形を只す。中期!)}。

SK081 (Fig. 79) 

甕 ・藻 ・体が出J:した。 甕191-195は日絃部が断面三fりまたは未発達な平坦n給で.n緑下

に突帝または沈線を巡らせる。疫197はf本部上位が盗状に締まり ，未発遠な平坦u絃をつくる。

とくに注慈されるのは摂色閑研の長顕壷196である。胴部は平底で球状に張り會沈線2状をおい

て顕部がiii.立し.nは部が綬く外反する。朝鮮半島の無文土西の系謂に繋がるものであろう。

, jij期末-,i-,期初。

SK082 (Fig. 80) 

甕 ．逍 ・蛍 ・支脚が出土した。衷199-201・203・ 204は1こl紐部が断面三角または未発述な平

坦口紐で．口絃下に突帝又は沈線を巡らせるものを主体とするが， ~II双形口緑の203(,見られ

る。壷205-209は多様で.205・206は頸胴Ifりを沈線による段あるいは突俗で区切り.l:J頚部が

-f.j,: に大きく外反する大型砒208が球状を．臥わせる胴部から頻部が急に直立し口粒部が外反す

るのに対し.209は顕部が不明敗に折れて短く立ち上がり口唇部が外にめくれる。 207は低くつ

ぷれた張りのつよい肥部から Cl緑部が短く立ち．紐lLをもつ三角突ぶ9をめぐらせる。前期末_,,,

期初．

SK083 (Fig. 81) 

甕 ．磁 ．硲杯 ・支閲が/1',土した。喪211-2131:t.rl絃部が断lrci三角または未発遠な'l'liJIJ舷で
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n粒下に突岱を巡らせるものを主体とする。 •ぷは214が沈訟をおいて n頚部が外反. 2151よ頚部

がつよく締まって短く立ち．未発達な平J:IJIJ絃をつくる。

SK092 (Fig. 81) 

甕・盗 ・邸坪 ・支脚が/J¥:I:した。炎は216が口i.;蛉部を外方に1111げてやや＂．＜ ．突・：i:-文系の特徴

を脱して平坦口註にちかくなる。 217は直口舷で口仔部はナデ．口緑しドに突岱を巡らす。218は

接地面が小さくやや不安定な平底．蛍221はややHが張る田部から頚部が締まり.n籍部は急に

弧を描いて開く 。,::;杯220は節状脚で謝が大きく 1#1き．ヘラミガキを施した桁製品。 219は上1fri

を窪めた筒状支脚。中紺WJ.

SK094 (Fig. 82) 

甕 ・溢 ．鉢 ・支脚が/!',・I:した。哀222-225は口粒部が未発達な平坦n枯で．口籍..ドに突滞を

巡らせる。滋には甕滋226と壷蓋227とがある。体は228が復元径では極めて大型となる。前期末

～中期初．

SK099 (Fig. 83) 

甕・ 蛍 ．鉢 ・文脚が出土した。緊231-234はn緑部が断面三角で．胚部は脚台状と平駈との

2様が兄られる。日枯下に突滞を巡らす。小形壼236はm部がつよく張り ．突滞をおいて頚部が

急に立ち上がる。汲鉢235は口抒部をナデて小さな平坦ifiiをつくる。237は筒状支閲。 前期末～中

期初．

SK117 (Fig. 83) 

襄 ・壷 ・支脚が出土した。 炭238-241は1:1藉部が未兌逹な平lllロ舷で.'"*ゑ←ドに突岱を巡ら

す。坐242は胴部n位がつよく張り．無頸．紐JLが一対残る。支脚は筒状で.244は上下油とも

外に張り出す。前期末-•l•NI 初．

SKJ42 (Fig. 84) 

甕 ・ 'i~ ・鉢が/11土した。245はl1,';i, のみ小型寝棺の破片かと見られ.IJ舷部は外反しながら1り1

いて溢部に未発達な平坦口はをつくる。甕246-249のうち.246は口粒部が断面三角で17絃1-・1::

突術を巡らせる。 fl!:部は脚台状と平底とがある。濠は250が1こ1舷部を大きく外反させる大形壷，

251は球状胴部から顕部が直に長く仲びるかと息われる。前期末～中期初。

SK!63 (Fig. 84) 

褒と盗が出土した。壷254-256は胴部が丸みをもち贔大径を,,,位からやや上に因き平庭．釘i

部はつよく締まって刷部からS字形茄いて立ち l;がり．口枯部は外反して17号部をナデて肥"

させる。 254は頸胴間に沈線 2条を巡らす。いずれも外面ヘラミガキ.m製品である。 前期末-•I•

期初。
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Fig. 64 SB015/ll:I: 弥生土苔 (J/4)
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Tab. 2 弥'l:I:召観烈表

t4番り・/~J: 捻点 召 H 法'.item 形態 ・潤笠の特徴．その他

I 4 s即 IS
「<J・;:111丸 IJI合芯r:内外 dヽナデ．貨沿!!:.

90001011 魂 I:
災 11lt34.6 

I 5 S0015 
II! 11!.f.30.0 

LLLT応はイ溝1餃に1,11111t.外/;Ill<.Ill閲fiドJ;がやや;a,こすIUるか.1令

蜘 01070'1'1: 芯外紺9ヽケメ後ナ・r. rtナテ• 'VI茶褐色．

l 6 S0015 
棗

zi,514.8 馴置卜、ドは,~瓢から駈らみをbって.,,.らI'.がる．馴.,m約 9かヽ ヶ,/,内ヽ ，；ナ

細 1048 汽IJ: ~fl 1., 'I'. 出色．

I 7 Sl3015 
f;(t!!! k~ 往 7.< 、l•fU;f./喪の託澪. /; 加はぶ（． つよく外），'IC汲る．内外,,.ナテ．出色．

幽 01064 』'Ill:

I 8 s即 15
望 ttf侑10.2

小駐央.lilt儒は綬く短く外J;に j~れて，な郎をJL'>と IIはMlおよび馴蔀

9()001啜 堰 I: 外1Aiハケノ棧ナヤ．龍ナデ.!tl色．

1 9 SllOIS 
~ ＂往 18.0

IIUfflllが不111.UIこ ~I曲し，外反~\昧に間＜ ． 馴沈（い 1が汲らずにJl馴；し'-le.

90001磁 虎 t 馴祁内外“‘‘ケ,I, Ill直郎ナデ．沿色

2 0 S8015 
吏 ~If. 8.6 

胴郎 f・Nnt駕から“線的にKさく1111いて,r.ちI:がる． 馴部卜,.~摺II!外,Ji,ヽ

900010, 氾 環 t ケ，，．内直へうナ;-.褐色・

2 I S0015 
畏 mt6.2 

駁謂Ii小さく ,,,~1さと失いはじめ．割甜 r'1'c:t1'芯とイ9鰭1鰍な"をなして；r.

90001仮3 虎 t らI:がる• II陽ド·r-n-;un,a-t-デ．内~iへ ,1-;,. •~Ill色．

2 2 ~8015 
邊 馴径15,9

Jヽヽ影壕．馴応は卜、ドがつよく知る．馴部外鉦9 ヶヽパ麦-1'1',内面ナヤ• Zl~! 
90001お6 渭 I: が~/.ぃ．褐色．

2 3 SBOIS 
ぶ井

11ru9.o q;m1は比較的i叉(.·~ 状11>'1'mnt卓をしつ．“記内外,,;ヽ ウパ&.1,;・,,. を

90001仮n ｝覧I: 8品 6.3 かる（ナデ．町茶出色．

2 4 SBOIS 
＂粍 2<.<

1+:~11~r·r• がやや2にすばえ•}, Ill点mが近が,rr.、r.公峠に，tっ．外jfi,ヽケノ

90001即 '"'. ” 後ナデ，内曲ナデ.IU色

25 S80l5 
絆

"粍12.8 体船は小さく．やや1濱;,.剛ffllは内渭しなが,,、Yら I:がる．体忠は外,Af--
90001050 "II t 石,::;8.5 ヶ，，f負ナテ. ·~ 面ナチ.,,, 茶褐色．

2 6 Sll015 lli}.13.6 託郎U)<きく安定し/c11itで, f~~lll直捻的1こSI.らI:がる• I~ 聟は外Iiiヽ ケヽ

90001お1 J'l¥.f: ” 石、;;6.7 バ＆ナデ．内,,;ナデ．褐色．

2 7 S8015 
小杉滋 tms.2 

小杉最• ~l慮fよやや人珠をしら． 馴却は1ft.il した後にH即がll,1こ折9じて＂．ち

90001狐9 汽~- J:がる.111111内外面ナテ．褐色．

28 SUOl5 
鉢

tiff 9.1 ll邸Ii小さ くィ安定．体閲lit/i.ぬ的にIiiさ．＂は部付近でヽ tっ．内外面とし

90001052 l'll: 石、沿S.< ややfil<Iけナデ．褐色

29 $ll01$ 
＂代 10.2

体船は"'-祁に向かって絞く外反しながら1111(.外鉦ハケメ ,l'illliナ れ 出

90001075 汽 I:
召台

色 珀 は そ のl''l'か．

30 S8015 
召t ll!1"!5.4 

体郡UMが大さく開いて安定し，窄lllit外Iiに6ヽ11tる．内外1紀ヽ 7バ負，内

90001076 ,, 1・. ili-tt'. 印褐色

3 l $ll024 
哭 ＂往 7.2

「(」 -~nは. nu高はナテ．馴闇は外,lli-tテ．内面ハケ1をlkす．馴部外

90002≪6 遭 I: 鉗に煤什i/'I.褐色

3 2 S8024 
哭

11ms.2 ~I ll\茸は2,1:lt!曲して外);1:111さ．胴認は I:位でつよく製る．＂＇責郎ナデ．

91)j巫 7 床;~:••1 召，名19.7 馴印は外,m,ヽ ケム l't面9ヽケノ後ナ・た剛繹外而に煤r中11.Ill色．

JJ Sll024 
妥

nftl6.3 IUAIZllややかり11111こ ~I曲して溢停が噂<. Ill船U」:flに紋人:If.を沢さ.・u 一5

1~1/(t<o< B窃19.3 定したN¥.IIH澪ヽ ケヽ，，後ナデ．胴霜fj外討9、.,.,,, ·~ 面ナテ．茶褐色．
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f,1)畑遺％

悩番号 出土地点 呂往 法絨cm 影態 • 関笠 の特徴． その他

3 4 
SB02,t 棗

llif.14.Z 小U!I!,IIはlllll』やや不冑l覧1こ藷tLで l'ijlJこらかくIll(. 体祁はやや{,安出

90000益 石7.r.14.1 でJ'f.,,.nit/,JJ-t-デ．副謂内外iill--'rパ 負ナデ.a1褐色

3 5 Sll024 
蓋

馴i愴18.2 球 馴tztLがMi.やや→I: に突QiI朱を這 ，ヽす．“閲は広く安定． 馴邸は外

90000'-€0 !l<in'.N• I 氏程 8.5 illi'ヽ ケム内面9 ケヽ バ負ナテ． 褐色

3 6 S8024 

” 
II往 9.0

f~ 郎Ui/1:諒的に'1.らI・.がり．“郎がl'/.ぃ．外i(i,ヽケ,I,内直ナテ.i真出色．
90000,ol J;ii/(N•l 1:l,% 8.0 

3 7 SB02< 
体

lift 7.7 
f~ 部はつよく I~笥しながら LヽらI:がる．外面ヽヽ ケ/.内幽ナ7',褐色．

90000561 Jl'J: 呂芯 4.3

3 8 5B052 
窃％ n穫23.7

片'l!'ll/lM・l:Zl.Jf部は比較的深く 鋤先状平坦IIU.l1'郎および日郎の外繭

8700062ヽ 床,~~t 令体にヘラミガキを織 し.OllJ: 面をへ,,11文で鰤る．公地tが1111)色．

3 9 SBOJI 
喪

Lil治36.1 汁~11 !/lll.t;z;. F·r-影~·坦IIはで，IIU ドと馴 lllll~漸日祐 3ヽの突・沿を巡ら

90001859 (,Ii必~- 2 呂芯28.0 す.ni• 郎からIMllll外面に,,文嵐ヘラミガキ．内iii-I'チ．茶褐色．

• 0 S四 I
史 n粍J.1.6

II~ 郎uよわく屈曲 しでl'ijJにらかく 間 <• II知UlUりが少なく ．苔吠が得

90000798 汽 I・. ぃ．嗣郎は外面9 ケヽ,1.内轟ナテ．馴i11l外面に煤f.1'11• .,, ぷ褐色．

4 I s邸 I
安棺,.,.

＂粍<3.• ＂往郎はつよく縁まって馴高が人’さく膨らむ• nH笠は 1渾i内傾， 馴間l• R

90002797 f.lii/i..'lo3 馴穫お.2 に穴沿を2朱温らす．嗣詞は外LLLIヽヽケ;,l'illliナ'I'.褐色．

• 2 s晒 I
安 lliY! 7.S K蕩lj安之した平l'f.尉狂囀i[t近は外 か` ケヽ，，．内蝕ナテ．褐色

900017団 碍 t.

4 3 Sll031 
也 伐Ti-5.6 ~\記は安定した平庇．嗣“部付近は外iii• ケヽ,.内面ナ"'・ · ~ 褐色．

90001854 涅 t.

4ヽ s邸 I
'1< 丘程12.8

氏鴛は安定した平既で．嗣郎が人きく1111<."託郎け近Ii外ヽ Iヽ ケヽ"・内直

90001852 '1ll: ナテ．褐色．

4 S SIJ-031 
む七 tltl12.0 

体置I•位1:nil.クt昧で．屈1:小さくLLLLさ． 濯鄭を,,ずかに外9こ釦1ける．外面

9()()01856 "1¥1: ハケメ． 内面は囚還へうナテ．僭鄭ハケ.I.褐色．

4 6 S8031 
お古 底!U9.6

州は人さく開さ，嗜駕tがi屯11;.Ja鳩する．外直ヽヽケ.I,内直は猷郎9ヽケバ麦

細 1855 哩J: ナデ．褐色．

'7 
S臨 I 甕直

II穫29.2
U:llllは経(kさくIllさ.'I<井郎を窪のる．内外鍼ナテ．褐色

引如9』 5硲12.0

48 58051 
復 lllf.22.6 

lilt郎をJ小 所ヽ鉗三角突岱でつくリ，刷忠1:1栄 '}がなく ，c,u-ドによ茫達な

90003011 w,n: ぬ 3 突~· 条を迅らす．内外面ナデ．氾色．

4 9 SBO;t 
虔 11m2.2 

rrJ拿釦を)'/.ぃ厨創三角天俗でつくり.IIはドに人い沈船を1条迄,.す．内外

細 1016 り濯l'."45 面ナ.-. ·!!I出色•

5 0 S8051 
濠 nlttS.9 II顆部I:馴高から絨いて弧状に大さ く 外反． 内外贔ナテ• IU色．

90001邸7 tt,IX 

5 l 
SBOSI 古付聾 m治9.2 託部は外）iにつよくIllく綱台Hき．馴旺加f.t近U内外,,;ナデ． ＇りJIil色・

凶~3

S 2 S8051 
甕 庇穫 S.8 とU謁は中央がl'.ll!tイ''Ii.A!な平111:,内外面ナテ． 褐色．

90003018 ]Iii/(~• 2 

5 3 SB051 
甕 庇It8.2 ttl忍は中央がれt,分,1-,,111台付さ. ·~~... .,. も 剛茶褐色．

90000邸9 床,o:~.3
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Ill ill 物

図番'-} /]¥土地!.¥¥ 岱械 法炊cm 形態 ・潟整の特徴． その他

5 4 SB-OSI 
喪 •~fl 6.0 庇祁は小さく安定し1ごl'tt.馴託謡付近は内外ヽヽナテ．沿色．

9000双19!I/iii. 地 5

5 5 S8051 
喪 “往 6.2

託部は.,,央が1'l!Ct1>Pが •l!lrif.t さ• IM~ 翡lf,t近はl'ii籍へうナf'.外暉ナれ

90003020 ぽi/(,SoS 剛褐色．

5 6 $13(151 ＂穫 12.6 小彰外のll駕に外惰から-後9孔を轟L,甑として虻JII.体甜は,~: 1(,1的に

如碑~2 9ぷo/(N• <
トヽ

Zlt$ 6.3 <t. らI:がる．内外ifliナチ．玲褐色．

5 7 S~I 
$le "程26.8

f<I'郎u汲<. IHtill!U小さな断,m三P,突⇔を印ゑ状にぶらす．内外il'iナデ．
9()00如 床if(,<•3 褐色．

5 8 
S8(151 ぶ％ 銭ぶ12.1 I祖状図部から岨諮がKさく1111(.外鉦へ9ナ1'.糾駕内fけ.,,,・,,1褐色．

9000細

5 9 
SB-051 え,.

石ぷ 9.6
m.t状でヽI•位に IfLを通す．ナテftI: げで~lll. Iり1褐色．

9()00四 駁1苓ヽ .5

60 SIJOSJ 
女” ~ !l 6.5 ＂牝状で ， 1ヽ'1¥.がやや締2る.+'l'ft-1'. げ． 褐色．

9()0(螂 じ応6

6 l S磁
喪棺J¥・ II穫53.2

＂頸忠はつよく峰まり，外Ii.~\~の平ltifll≪t'つくる.111郎が人さく製る．

印001紐6 氏此ヽ5 副部は外"'"ケ.II息ナデ，lliflliナチ．綱JIil色

6 2 S碑
甕 H/?34.2 

＂“部は「(J-~ れ昧Iこl1l1U1.II甜1:-;iiリがよわく. 15限が信ヽ•• II忠1:外

00002420 !Iii{(池12 両ハケメ，内両ナテ．町茶褐色．

6 3 S碑
甕 II穫34.0

＂籍部は平#lにちかくやや心9111(1こLTL曲．馴都は外面9 アヽメ後ナデ．内11iiナ

蜘 01621 床心2 デ． 渇色．

6ヽ S畷
甕 I―HJ.; 渇，2

IIIJ郎u 「 ( J'召~\昧1こ11!11!! , 胴郎はあまり 位らない• IIは都J・画ヽヽケ,/.

蜘 016勾 床直立2 馴郎11外涵9 ケヽ/,内面ナテ．褐色．

65 S螂
壷 ＂穫お.8

ft'農 •I Mfl:tZl. 頸郎1よ紐<kさ（外／えしながら開さ．内償に穴出恐をしつ

90002416 U直,,,., ギm11uをのせる.11111都内外面ナた 1:,.1,,,111.沿色．

66 SB邸
ll. 1:1苓s.o天井祁わずかに•~. I; ヽd1'l!I.内外ヽ 9ナテ.191茶褐色．

畑 2,103床成8

67 S碑
虔 “穫 7.S 畠t郎,;安:.rした平騒 馴託駕f.t近,;,.;記ヽケム内i紺ナテ・••JIil色．

9000241鴻 lliol: 池 4

6 8 S磁
聾 ttlt 9.1 託侶Ii安定した＇内底．馴IHIIH近は外tdヽヽ，，I,内1日ナテ．褐色．

90002419 ば戒..10 

69 Sll056 
II' IHU4.4 体這l:'1'がほく弧状に立らJ::がる．内外鉱ナた 褐色．

90001612 ふ:;紀s..s
7 0 Sf磁

Sr; 
Uftl2.2 体缶はnは1ll1らかくで締ま'). ,f•(tから Illにかけて.~:紘的に1111(.外llliヽ ケヽ

90001627 Jllil(油 2 ll/,Y,Z0.8 /, 内irliUUII,饗と附部l•I近ヽヽケ/ , 池ナ1'1~1t. 氾色．

7 1 Sil臨
B台 lttu3.i 

体郎は法杉にらかく .II! 郎はあまり間かず， 嗜鸞を外Jiにl~llfる．外1Afハヤ

90001799 床直No.I I. 内紺は附記什近9 ケヽメ．鳩ナテ．

7 2 s珈ん
史!Ill'; lllt謁.onu講11つよく Hllllf して外反~,昧,:阪＜閣＜．馴恙111:代が絃状9こ汲る．馴

90001628 !iii[滋 5 蕩外面ヽヽケ;,内面ナ.,,,褐色．

7 3 SB臨
甕棺,.,. 馴lf.60.3

,"闇は中ftがつよく 必り，突l. 2 条を逼らす．召吹が薄い．刷高r:~w, ケヽ

900016乃 llii的池5 I, 内面ナテ．褐色
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りJ畑辺枕

図番サ` 出土地点 店植 法依cm 形態 -rll!豆の特徴．その他

7 4 Sll017 
喪 lllf.33.4 

＂は高r:やや上,:.iする'I'坦nはで.,,~. をJct,る.1H祁は汲I)がよh .ヽ.1H 

90001674 Jl<1/(N•• 郡内外,r,iヽ ケヽメ.Ill色．

7 5 SB017 
壼 ti! 紅24.3

Illゑ駕r;やや•'明ばな「<J 7-影1こIt!薗,.1H甚I:化がやや』る.1H祁は外紺

細 1679 1li1/(No9 ハケ，，．内ヽ dナテ．ぬ色．

7 6 S8017 
喪 llf惰13.0

II有りのIt;製J:IS.馴部I.If化がつよく綸まり．小さくイ冴ばな•~tlをつく

90001鵡 IJ;iil(N•6 る • II繹外面へうミガキ，内“ナデ.1:, tfj茶出色

7 7 
s即 17 安

＂径 15.6 小形甕• llltllf. は不剛厭な「く」・刃影1こ1,11111.馴即は l•.(tで汲 'I. ド'Y.から

900016刀 己ぷ17.3 -~ 澪9こか,1て＂くつくる．馴高u外,,;,、 'T~. 内創へうナテ． 褐色．

7 8 S8017 
鉢

111怜15.3 I~ 饗,wはlillft近で内笥~Weiこ rヽ.ち,,がる．外創ヽヽヶパ＆ナテ.I勺r,iナテ．

9000167Q 仄面池7 召,::,9.8 褐色．

79 Sll017 
召わ

llf呈13.1r-1-高1よ州がややKさく間くが．妓影の杉りを残す．外,n;,ヽケメ, I~ 創<JIiiゑ

細 1677 !Iii(地 9 乙ぶ13.S 江とド下をヽヽヶノ後ナテ，穐ナテ．褐色．

8 0 S0023 
!!! ＂粍iZ?.9

101泣1こし,1,111-tる 「く』 ・r,杉LIH.嗣祁1よlfl~が汲るか．馴郎外暉9 ケヽメ. I~ 
87001700 ,,LI: 贔ナテ."'出色．

8 I S四
,il ＂粍四 .8

tt'l!'IIII製t.Zl.頸illlU綬く外Ji.1l心にIiiさ．内償に突Ill船をbつ平l!!IIは

3;001691 噌 I: をのせる• II頸笛内外面ナデ．船l:IJ浪褐色．

81 
SI切23 浸 m侑8.0 “郎uやや不安定なi'託.Iii¥: 躯付近は外1籠9 ケヽI. l~~jナ"'· 汲剛褐色．

89000616 

8 3 
S~3 棗 ht!l 7A tliffllは安定した平駁．馴bt饗H近は外直9、-,.,1,I'! 面＋テ.tr, ぬ色•

87002904 

34 SH079 
虔棺 I lff33.6 

Jヽヽ影堕棺. ll!l祁1かつよく峰i•J. 編た状 ·l'ttlllU をつくる• II籍郎いこ交

90001026 1,.;r,: 泣 0 岱 I条を巡ら-t.IIは高ナ7'.褐色◆

8 5 
5B079 安 Iii消31.9

＂は部"r < J -1-駐に11t1ll1L.外反,w,1:開く．馴祁,:,,位でややつよく心

90000545 る．馴閲外illiハケ人内直ナ'i'.Ill色．

8 6 
SBo;g 妥 1Jlt2u 

111./1闇uゞr,,,a-.,ら「 (J·r-彰ICし, 11閉． 馴釦がi'f>.f.t近で製る． 副茄外~iヽヽ

90001661 ヶ,, 1'111• ナテ.'"褐色

8 7 Sll079 
塁

1』ll23.2 "'がlilllS[(J'r.fJIこし雌11して111<.馴悠UUtで•U•I, '114! した 1'-1~をつ

―%  lliifi.N•l0 石,r.29.3 くる.111$闇内創ハケメ後ナ"'・馴llil'i外ヽ ,;ヽ ケヽ ;.鱒LLLL色

8 8 $1!079 
七i中央 tHtl0.8 綱台は外Iiにつよく恨って((.っ..Uf-f; 氾け近は1勺外f,i,、.,.,.褐色．

90000,';6 Jll1~'.N•ID 

8 9 
Sll079 曳

111伶19.4 ＂は 甚11r < 1・ 初f.11こ,111111してIJI(.馴甜はあ直.,汲らず近く .'/;)i:し101<

90001邸 乙硲16.9 IHつくる． 馴郎外1位ヽケ~. 内“ナテ．出色．

9 0 S8079 
!!! 

11mi.2 小形!!!,IIは祁は 「o・r.形に阪<1111111.馴即が1ヽ（が．やや 1,でつよく汲'I.

900蜘 6 lii~(So.1% 石t:115.0 安えした・J<t'(;をつくる．劃部外面ヽヽケメ．内繭-t-1'.Ill色，

9 I Sll079 
復

II(怜10.9 小駐甕,Ill虫部はややイ；彎1筐に短く ,r.られ味1こし,11111.馴郎は虻<..,_;;jt, ~t 
叫砥17 llit/rN< 1 乙ぷ11.7 ぶとの9とはややあまい• II船外直9ヽケ人内面ナr.褐色．

9 2 
S80~ 軍'" 

111紅26.0 I'((駕,:外l又れ蛛ヽ こヽtちI:がり，苓闇 ド帳の1<m11uが東る．嗣祁は!I位がつ

90001臨 乙ぷお.3 よく知り. •Iヽ位と預馴間に突笞. Ri胴印u外9籍9ヽケ;,和,;ナデ．茶褐色

93 Sll079 
黛

11ft. 9,6 馴澪iがI•代やや上でillり文街 1条を；；；らせ，'I<'.!しな'I'底をつくる．馴lilll勺

90001037 床'-N.5 石ぶ31.0 外1籍ヽ ケヽ/.褐色．
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Ill 這 物

図番号 Ill頃点 沿帷 法l,l:cm 形態 ・潤笠の特徴．その他

9 4 
S以79 ,I! ll{W.6 

""綿はつよく緯まった顕船から紐いてKさく外Ii.しながらIll(• IJ預加は

9()001017 外面9 ケヽメ,I'll記ヽ ケノ1&+ヂ．褐色．

9 5 
S0079 "" 

11m,.2 
lllt謀は頸知と9だをなして内i内公昧に折り返1・;1u:11... 頸馴船は-w化し

知 011)19 てなだらかにf'I.突Ji:・でfl切る．罰馴郎は内外贔ヽヽヶパ灸ナテ．ぷ褐色

9 6 SI切19

““ 
111!23.8 

¥芯は比代的浅く．内憚に突出した＇ド JIU<はを東せる. lllt忠-~面と“茎外

'!000102> 床巫9 直,:,ヽ ケメ後ナデ.l'f. 郎内創ナデ.Ill茶出色

9 7 Sll079 
ぶLF nms.i 

“澪fl大さ く外以しながら 「ハ」 ・r-形に開＜．鵬加外直ヽヽケバ＆ナデ．内直

細 01041床応11 ナテ．褐色

9 8 s即 79
~ 

llff23. 7 11H芯IJ平Illながら」｀心し昧でな書をんめる.'"・''は．安定し'"'公ヽ ・託船を

90001045 床直ふ3 石ぶ14.7 つくる.If部は外i籍9ヽケ，， ， 内直ナテ．囀1茶褐色•

9 9 SBO乃
f;l,ISI' 

ll!Hl.6 mぷ忠1:-1~化して凡昧を bら．窃く外）,IC汲った綱台がH<.I*甜外ヽ がヽ

畑 OSIO広直S.19 乙応 8.3 ヶノ後ナデ， ftナデ．剛褐色．

IO 0 
S13079 “ 

1Jil 8.0 
ヽl•ftU. fl'茄はややえに (I'.らI・.が＇）．．比とした平 It.内外面ナテ． ＂＇褐色 ．

90001011 l.lli, 5.3 

IO I 
Sll079 u. 

lllf.13.0 rll貞名は)/,((折れてIllさ.1~111:tt Jヒ餃的il<.'/.i:i! し/c'l'lt.U:~• 外鉦9 ，ヽ，

90001042 召ぷ 5.5 ，， ．内,,;ナデ．明茶Ill!!,.

IO 2 
S以)19 i;t; 

IIIU0.6 
1111~ の妓駐で.,.位が緯まる．外直は柑く指ナデf.tけ，内,r,;ナテ．出色．

90000611 石岱i;,o

IO l s珈 9
Sh 

llftl2.2 ＂烈郎と阪部は大さく Ill くが， w闇tが"代のやや卜で給え •1. ;1vのI.I~~

畑q 0'>09 床直ふ" ZlX$16.5 残す．内外,,;とい引くナチ． 褐色．

IO 4 
SBOで 召t

I ill 7.5 ,r,vz;t:. lt: 郎11J:位でわずかに締i.,. 令f~に召咽がrtぃ．内外面と bijl

90000531 石{.f,9.9 く指ナテけけ，内直 l・,l:Qd>みヽ ケヽ,.褐色．

l OS SII079 
石六

1111 7.J 小彩Zlh.fl'illl<バ＇位のやや Kでt•). ヤI:溢をナデでl'l!!につくる．外直

900006<-I lふ/(Nl¥8 む硲11.6 はへ9ナヤ1羨指ナテ．内面ナテ．褐色．

I O 6 
Sll079 1J Ii. ，＂と 3.5 f-l~llの 1:tl勾£. ~ll弧状で断直l'lft. 預郎欠失．褐色．

90003507 

I O 7 Sil磁
史

111142.6 .k~! 哀• IIは郎u馴属と剛餃なほをなさずにJ:1;,1,l昧に加lbするF・・r-tllll食

87005()52 渭上11• 召硲10.0 で，編澪を丸める．馴おは外,,;,ヽケ,I,内illiナテ． 茶褐色• IOSIHt船か．

l O 8 SB磁
喪

111110.0 MJ甕．胴渾は託田からKきく閲いてヽ ［ち.I:がる．割高外而ハケメ．内贔ナ

87磁 <9 渭 l:111 召ぶ11.7 デ．茶褐色．

I O 9 58085 
l!! 

nt治30.0 Lllti!IIはやや不剛誼1こ「く」・;,影ヽこ1,1111J.嗣i!IIIれ9位で公ふ 110はその111;11:

87001694 9ぶ＇（（贔2 lS,!;;27.0 か．馴澪外雁9 ケヽ,.内而ナテ．外iiiこ煤HR.1'1褐色．

I I 0 
SBO邸 衰 駁穫 9.0 褒l~聟．馴謳外jfij,ヽケ,.内川i-rデ．明褐色．

870(蜘

111 S8085 
良 II粍17.0

!II関の小形菱.nu沼は屈くしill計．馴澪11!.lc祁に向かって一れにすぽ3る．

811)(呻 J.1l t •I• 馴船外"'は阻くナデの後9ヽケ~ . 内直＋デI-ti/,外凸に煤什11.~.\褐色．

l l 2 Sij085 
喪 ll/lil2.8 

＂は郡(1やや外反~\昧の [(J ・9形 IIH, II祁1111位で!ll!o.II誂外暉9 ケヽ

870<蜘 ~,.11, ;, 内直ナチ． 茶褐色．

I I 3 S8085 

* "粍18,7
llltlllは馴闇から不IVf殷に折llて，外U,1味に大さく 1111く．尉郎u外紺9 ケヽ

37000lltl? 判―-t• l1 ノ，内鉗ナデ．茶褐色．
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切畑遺跡

図常,.} 出土地点 岱 糟 法祉cm 影態 • 岡竪の特徴． その他

I I 4 58()85 II郎は中位で汲り．突岱 l条をを迅らす．嗣闇外面9 ケヽ .I.内轟ナテ.i没11)

87000!!03 1".:t: 中
濠 11程 7.2

色．

I I 5 51)(185 
体

llft 9.7 
（小船はやや之にtち I:が る． 体部外'"ヽ ケヽメ, l~ifli-t-r. 賣汲褐色

87000羽3 ,,. ・t・,,, 石応 6.2

l l 6 
58113 ll! P!J36.6 

n11e,: はJ;、•l~lll:に~1,111するL'ヤ＇れ1籍で,:11:は)l.t,る．馴1l11外,,;ハケ,.内

90001816 齢ナデ． 褐色．

I I 7 SRll3 
蔓

11lt23.8 やや外反~I味の「 < J·r-11111合で. un都tが1屯！にナテる．馴澪I:ややnが

87000611 111・1沖 石応28.8 汲る• II郎外鉗ハケ;. ·~ 創i,,ヽケノ後ナデ．外jijlこ煤f中ll,褐色．

I I 8 $8113 
甕

L1ll20.3 やや外反汎止に間< r<J・r影lllt,馴讚IIがl• tt ·r-毀’）．安定しtc'l'ltをつ

8i000801 tl1,n:No13 石窃27.6 くる • II岱外ヽ iハケ;. l~ilill」こ ·r• tliナデ． 卜:•t•ffiナ和 鱒1褐色．

I I 9 5B113 
甕

nms., nu院は不町111に(Iii!~し（外方に人さく間（ ． 嗣即がI•位で汲 ，） ． 人•さ，，の

9000胡17床iil:~•6 5応18.0 安定した平狂をつく る．外面9 ヶヽ;.内aiiナテ．剛褐色．

I 2 0 S8113 
復

llftl8.< つよ く hi~ll "t る「 ( J'i項JIJQで. Ill令部は＇ドれにナデる ．馴駕URがつよ

87000609 Uii0:~• 8 1Jtl21.2 く製る．嗣郎外a,ヽケ"・ 内面はJ:'ドヘうナヤ.r-r-措ナ'i'.•Alfl色．

I 2 I Sllll3 
寝

ll'<U6.2 ""高,:やや1渭Ill!に1t1動する 「<J字影""・1H置心輯It!の』9りに安とし

87000西 床,n'.Nal5 Dt.120., た平氏をつく る.lMlll内外面ハケ"・胄l褐色

I 2 2 
S8113 曳 ＂程 12.8

、Iヽ形甕• Ill≪ 即IJ紅<r <」・・r-mこ屈創する．尉郎外轟 ,ヽ.,.,,,内面ナt',

90001珈 崎氾色．

I 2 3 $Bill 
史 II穫23.4

,~ u高はあま く 「 ( J 字影9こ｀り曲• II郎は比較的浅(, 」1とで製る．馴聟外

90001碑 Jll,I(紐12 llliヽ ケヽ，，．内fl-I-デ．＂＇茶褐色．

I 2 4 SBllJ 
!I! 

tlft.19.0 Uは駕1:n1;,こ人さく1111<ru・r-形uu.刷部はJtl雑約j夏<.'Ii'<した平

870007飼 Iii直S.18 乙ぷ14,4 底をつくる．嗣聟外面ヽヽ ケ;,I勺孤板ナデ.!tl色．

1 2 5 S8Lt3 
甕

llfl¥l2. ヽ IIH鵠Ii~峡が濱(. 「(J字彰C:阪（訊曲• II駕Ii低く つぶれて日とで出

87/X畑 lliitiふ,2 石硲11.S ＇)．安 定した平贔tをつく る．嗣聟外面ヽ ケヽ,. 内面ナ'I'.疇l渇色．

I 2 6 SBll3 
甕 n111s.o 

小影甕.""'郎tよ石璧が信<. 「<JY.Vにll!IIIJする．尉N!llよ）しく汲る．馴渇

90001843 !lii/i. 油 6 外1Ai,ヽケ，，、 内贔ナデ．褐色

I 2 7 
S8113 ,i! 石lli9.5 

Il lが国は頸郎からa慣l~\•~<:k さ く 外方に1111< . 頸馴箕は一体化してなだら

畑と814 かにドる．聞馴間に突岱 ）lt<. 頸11部外轟ヽヽケ;,内,i.,.チ． 茶褐色．

I 2 3 S8113 
盪 駁往 7.0 馴おは上位でつよく汲る．外贔9ヽ ケ.I, 内面ナデ• ~I茶褐色．

87000印8 床~7

I 2 9 5B113 
濠 rr径 8.0

II頸缶ltl.ii ( つよく締虞 ，） ， 和り1筐に屈曲して1~111のつよい袋状 II几頸嗣

90002802 9ぶi/i... 13 駕1:-fj;化してs・r-形を緬＜． 釘馴紀外面9 ケヽ ,I,内面ナテ．鴫l茶褐色．

I 3 0 58113 ,. u往 8.8撫頸li!.馴鄭Wl•ttやや、Kで栄り. I: 半がつよく内傾する．内外1紺ナデ．茶

90000627 仄心II 石、~ 11.8 ぬ色．

I 3 l S8113 
(.:,fl' tlf彰 ，4

杯饗,:ややifl線的に1111さ．平坦LLLTを東せる．外iiiへうミ ガキ.l'iilliナテ．

的001850 床直必 7 叫褐色・

1 J 2 S8113 
体

n穫12.< ""忠lj深 く．ややl?.1こ'1'.ち lこがる．外創は9ヽ ヶパ&. Ill食部(、t近.,.デ• I~ 訓
90001841 床心6 匹ぶ 8.0 ナデ．剛褐色．

l 3 J 
S8113 沐

n往 9.0
r+. 謂はややんに,r.ち.I:がる． 外~dfj, ケヽメ. ,~,; ナデ．択褐色．

87000802 苔，:l;s., 
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Ill 遺物

図番{} 11¥i: 地点 ?.; Et 法Jitcm 形態 • 閲竪のl.?徴．その他

1 3 4 
Sllll3 鉢

Oil 7.5 
t~I置1!2,に立ら」'が').IJI台状底慾をつくる．内外直割くナテ．阻褐色．

87000607 石,;;,s.i 

I 3 S 
SHIil Z,f; 託往10.4 綱閤は附が2に屈曲してUく間（。外紺9ヽグ ~. Ill直ナデ．鴫1褐色

畑 803

I 3 6 Sll113 
支`’ 託1Ul.6 州駕が絞 くIllさ.iiぃ．内外i1iiナテ．灰褐色．

＆如78Jlil((池 5

I l 7 Sll113 
.at, IJlflS.4 

IIU濾が,~細から絞いて外反~\払に1111(. fl: 部外直ヽ ケヽ,I. I州創ナデ． ＂は

90001842 床,~:N.6 甚ナデ．髯l迅色．

I 3 8 S8113 
召f: 託1112.4

州属1が1•代から外Ji.~\11<に問いてな闇を外に,:,,o る． 体忠外,,; ヽヽ ヶ,, l'l111i 

90001846 床紅s.7 ナデ.l'li祁付近ナデ．彎1褐色．

l 3 9 
SIJIIJ 岱杯 ,~;.r, 5.1 fflll予l¥ll・・'"・褐色．如 812

I 4 0 
SIii公 甕

11ll36.2 lllj閉はあまくII!曲する1、、r彩Ill拿で．溢郷u卜硝してtJ!I加をJLのる..IM芯

90001862 己応 6.0 外暉9 ケヽ,1, 内贔ナテ．褐色

141 
SBIね 曳

11 if.30.1 
「(j字VIIはで．＂＂船は, ,.,,ふ尉船外幽ハケ,. 内ヽ iナr.褐色．

如 978 ar.s s.o 

I 4 2 
SBIお 甕

I―lll28.7 
「(J'i'影llliで.110部は丸のる．馴祁外,t,i"ケ,. I勺~iナチ．褐色．

90001860 z;,:., 8.3 

I 4 3 
S8123 史

ll!f.29.l 
あまく ~11111 する「 < J·;,vn11:. 111忽外面ハケノ.I'll而ナデ．褐色．

90001861 石硲 9.7

144 
S8123 虔

1111 6.4 ・1;;;: した平峰 馴置外11,jヽヽ 7,.l'il、ナデ.,/i, 褐色．
90001863 お応 9.6

I 4 S 
S8123 虔

Ill治1渭I
小さくやや不安之な.,,~. 1H郎 f.'ドは·~外ヽ dナデ．褐色．石t$l2.I 

87000620 i:;r.r,12.1 

I 4 6 
S8123 史

Ull¥ 7.5 )Lil,; し昧の不安出な'~t't. 馴墨1ド・r-は外面ハケバ麦ナテ. I~'° ハケ;.Iり1出

87000876 石応 7.5 色．

1 4 7 
511123 召硲 5.0

頸駕iれきで>I:.¥珠の割部からぃぃて細くぶち卜がる．頸馴lli!IO'.だlll2条と迄

87000!!BO 
壷

らず．内外i111ナデ.·~ 褐色．

I 4 8 
S8123 ~ ＂粍12.9

u顎饗は尉部から1渭Iぽ9こ屈曲して立ら.I'.がり ， 11 1•名外J公• 馴糀1:11位で

87000874 んく膨ら(/.内外面ナテ． 褐色．

I 4 9 
SBl23 碗

llftl3.I ll聟t:.q.駁~lll!でイ液定,Olt蔀'"和置からかすか1こ折れて11.ち~-が,,. u 

呻 179 召窃 8.0 fjlJIIをIll<ナ，，，る.fl'祁外jl,j,ヽケ ／後ナ，，，，内涵ナ-r.沿色

I 5 0 
SBl23 ぶ杯 日佳 4.3

片塗 •) !lf~·ti.. 脚閲は上位から料にかけて一9しに大きく1111(.外1ヽヘラミ

90001871 ガキ.it.1,1: 茶褐色．

l 5 l 
5B123 聾 “往 6.4 小彩哭迂郎か．調台は短く外方に製る.~~ 郎付近内外両ナテ.,/,¥II)色．

90001総

l 5 2 
S8123 虔 庇程 7.8 分J'f.い叫f;状窮I,!;,内外，，1ナデ．茶褐色．

87000877 

l 5 3 
S8123 支脚 狂往 7.3 射1111さの柱状,ftlいナテfl:.J-.lf.茶褐色．

81000818 
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切灯II追祷

t-'I香サ 1111: 地点 召穫 法慎cm 形態 ・曲竪の,.1徴．その他

l 5 4 
S8123 i:;t; Ulf.14.0 

IIU/1:(ifギ1111か t,l,lいて大さく外9ぺ~""に191 (• IIは北r'lrr,iヽ ケヽ,.f~ 忠1よ

90001868 外鉗9ヽケム内面惰ナデ1-tll.111色．

l 5 5 
oK123 乙台 “往12.2

fl'船11f'r・であより1;1かず. II(濯配が．＂拿状に外） iにw,る．外繭ヽヽケ,.

90001870 内llliJJ;ナテH<t.出色．

I 5 6 
SK幽 寝 Ill浸48.0

大駐摂 Ill食祁は 1•.1ra~\味IOl!lli!JするF字彩 I.I Uで．な襦を Jt.,t)と 11u·t突

87000826 ,'l;J朱を迄らず．嗣部外ヽiヽ ヶヽ人内,,.ナf'.19)11)色．

l 5 7 
SK009 棗

, ,m2.o Ill点郎はやや上釦1するじr-ttm食.11111ドキは鳩まりがなく.ltlllが広い・"

~1000605 召硲21.0 は船J:u"ケ1.嗣船外直ヽヽケ/,I勺直ナデ．内,IiiにIi慢柑1-171.褐色．

I 4 8 
SK009 哭

u往16.2 11i• 甜はあま< r<J -r.m:1t1創して外反気心に間＜ ．馴郎はあまリ汲らず

87000604 召，；；；11.5 安定したtl饗をしつ．馴聟外盃は9ヽケ，，後“”ャ.,~, けれ褐色．

l S 9 
SK009 哭 ＂袢真 ，4

",. 郎1れどをなさずにつよく i暉1 して外U.~\砧にIf!さ．珀船を入，，る。馴船

870028Ji は上位で製る．副霜外面ヽ ,.,.,.1り直ナデ．鴫l茶褐色．

l 6 0 
SK009 

m「000827
塁 u抒36.8 lljj部は l•Jr11するし・ト影 IIU. II閲外鉱ヽ ケヽA 内1/i-rデ．ふ褐色．

I 6 I 
SK009 "' 狂径 8.•

庇祀Iょ"Ii定した -~ilcで．馴缶は外Iiに .k~(1111いて ，t ら I:がる.II郎外1籍9ヽ

81002816 ケ,.Iり面＋デ．貨褐色．

I 6 2 
SK伽 体

1.111,15.5 休愁IJ'1-J;に大さく 1111いて立ら上がり．比較約itぃ．内外(Iiヽヽケ 9 の後• II 

U碑 23、1 乙ぶ 6.1 It忽H五と I~闇l'i面ナテ.(I, 褐色．

I 6 3 
SK幽 w 

nfft21.s ,.,t,1,1! はややあtOIi貞Iする1'flt11i..1i証はな出した平氏から外方にKさ

87000f,06 口硲15.1 (1111いて＂．ら I・.がる．馴llll外g,ヽ ケ;.内涵ナテ.,I濁色．

l 6 4 
SK碑 品ti ll!J.19.0 

斗駕｛よ汲く ん峠をしら. I引償に突出しf;1'坦Ill負を東せる．“郎内外;,;にtf

U匹 25i 喰り ll)ti(料あり．舶l:ltl員出色．

I 6 5 
ぶ“ llff: 刃.6

IIIJ箋は1州111,こ穴出しにI'肌llll¥・内外iriにn屯りのf(Jfあり．船 1:1がりJ沢
SK009 

trl(IOi且12 褐色．

I 6 6 
SK009 召台

llltl3.I Illゑ闇はあまり大き くIll!力•1'に． 笞忠やや内笥．外創 9 ヽケ,. 内“ナチ．褐

810(応 I Zぶ8.0$ 色・

1 6 7 
召台

ll[tlU 11'/l:Ul:Rからその:ll紺にいかって開さ I'll/I:を外Jiに向ける．外1砧ヽ ケ

81000829 
SKOO<J 

Zぶ13.4 ;, 内値ナテ．褐色．

I 6 8 
SK四 定 111(34.4 

lllt/1:f:~I心影にIllいたニ諜 ~-~•all; I: 沿を東せてよ梵追な -~~lllUをつく

細 3190 'I, I; ドIt芯にヘラキずミを織す. II はillll~l1di-rテ．号1褐色．

I 6 9 SK029 
史

ll!l27.9 rllllllllこJ,llli・l'Jf!な附直三角宍沿を巡らす．馴即UIぶ心で9い）, Illゑト・l!,I;

870!)0名0 U11~:N穐10 z;,;32.1 兌注な2条突沿.l1'園(.I小さくぷ1,/定．外釦べ煤H≪.1~11-,; ナ'f'.沿色．

l 7 0 
更 flft21.3 

＂は沿怠はつよく紐 Lio如凡・逼らせ．紐追バ/II.Ill倉をつくる．畑

“如181
SK029 

に煤rtn.内外而ナチ． 褐色．

I 7 I SK!m 
哭 ll!f.16.6 

小彩遷 I―11•溢邸に訴“三P1突9けを貼りf.tlj. Ill• ドに~:;}t;;;らす． 内外

9000:1183 W,~:N•II （1iナ，，，． 褐色．

I) 2 SK029 
喪 nfl25_0 

II籍部はやや内傾して断直三角突名を逼らす．馴船はド1iに,r,rかって2に十

9000317』 Wi/1:~•8 ぼ立る． 外~iiこ煤IW. 内外藷ナテ• II/)氾色．

I 7 3 SKO公
更 llil26.0 

＂は沿郎に I'/.い啄~;三~.突名を；；；らす．胴嵩は必りがよ,,く，Ill合ドに突：｝

9000317'! w,nJ、●●？ 1禾内外do-t-デ．鰐l褐色◆
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Ill 辺物

囚番サ 1111: 地点 召棟 法炊cm 形態 ・ J'l~の朽徴． その他

I 7 4 SK029 
渠 ll!f.2;,S 

＂籍溢に l直 •[IJll.な洒函三h如 I,を迄らす． 馴加のii') は少ない• Ill>! flこ

900030.,1 U直llo.11 1n1畑の広い2朱沈録を巡：'す.ill祁外出iヽヽ ケメ， l'l1iiナデ．沿色

I 1 5 SKO沿
哀 Ill位 1.0

副濯は l;!tで,,-rかに締:t-,た後.nは祁が匂14Ulこ外1えして間(.Ill,¥澪

畑 JOお 床i/i,"'19 ＋デ．馴出Iii外1位ヽグ~ . IIJ?:i褐I!!.

I 7 6 
SK029 翌 mt 6.8 I'/.( 外 /jに~ •1111 した111か状庇芯． 託祁什近はl'I外直ナデ． 褐色．

9000細

I 7 7 SK029 
星

llf紅~-2
Iこ(1il:lli.く平川で．猷祁が人さ く外／え,l『:leiこ間 ＜． 内外而・rテ ： I.IIU色．

況002ぶ氾 Iii~.... zit;,u 

I 7 8 
SK029 "" htll 6.< 馴郎は球状に缶・）．やや Jヽヽさ，，の 'l'l~をつくる．内外,,. .,.,. ・"fill色◆

90003総

I 7 9 
SK029 涌 llfU2.8 Illゑ祁Ii預芯から綬いて外灰．内外廂ナテ．褐色

900031的

I 8 0 SK029 
喩 頸!Us.J

l11芯は1f祁力• ら2に外以汎心に rヽら I;がる．頼馴Ill!に低いで岱を 1公ぶらせ

9000~179 liit/i.S.12 段とつくる,l!i瓢l'i外面ナデ．ぷ沿色．

I 8 I SK029 
'≪ 、nf.S.6 "''~ 闇か．内外曲ナテ．沿色．

螂 33Z“直ふ12

I 8 2 SK029 
蟻 mt 6.4 It駕は文出;\If- で． 胴褐が大さく開いて •r． ら I.がる．内外面ナテ． 凶褐色．

9幽 2335 111,11. .. 2 

I 8 3 SK0'29 
JI. llft31.6 k'l!W. ft,~;i; 内ll')しながらやや念,:it. ちKがz..1'1n11ヽ ナデ• Ill色

90003);6 w,r,:s.1 

l 8 4 
SK0'19 外 Uitl9.0 ""駕のみ．外幽ヽ ケヽ"・ 内llli-t'f'.茶沿色．

9000.1180 

1 8 5 
SKO四

” 
n往13.0

rll負ね応9こ晰鉗三h突岱を；；；ら・t.r~ii11ややもに,,.ち 1,がる．内外面とb

9000311〇 ナデ.'"茶褐色．

1 8 6 
SKO四 “ 

llfl,15.-1 nu.i惚1こlll'iJi:C:f'I突岱を;;らす. t~ 紀t;td(紘的にヽtら」：がる．内外鉦とし

9200'l331 岱,:l;JO.lナデ．沢褐色．

I 8 7 
SK0:19 必 &tlf 7.8 J;tt~:/i.NI・ ナデfl 1・.<r. Ill茶褐色．

9'/00ZJ.13 

1 8 8 
SKO公9 xtll ltl洛6.1 i;m~x綱． ナテfJ:J.:lf. 鱒I貨褐色會

9200四 2

l 8 9 SKO四
“粍 7.6 lf~Iは日状でード溢でややJi, くなる．内外lniナ-f'.囀1褐色．

躙 03191 Wi/i..'•6 
え'l!I

I 9 0 SK029 
苔わ

＂径 1,1
令体が妓彬で. u笞がやや2にIll(. 内外,,,ナr.'VI茶Iii色．

9200ね雌 床必ヽ8 r,~ll .6 
I 

I 9 1 SK08I 
虔 II程.27.3

＂は船は つよく文と した駈面三角突⇔を；；；らせ.I渾 ・円坦．馴闇はあまり忙

MOOOl78 
!Ii此""'' ら1',Lll#'FIこftい突甚 l<l':を巡らす．＂高内外訓ナテ ．沢褐色．

I 9 2 
SKOSI 褒 ＂径 Z3.0

"は溢郎は射紺三角欠名でつ<,,. 111,ftclll: い突僭を 1条；；；らせる．馴涅；

畑 l798 l:(l内外偽ナテ．貨褐色．

I 9 3 
SK081 饗 11ll33.2 ＂は公郎は訴而三角突名を；；；らせる．馴駕」；位内外dliナデ．貧褐色．

840001i5 
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切畑迫翔

図番サ :~ 土地点 店稲 法fi]:cm 形慈 ．潤笠の特徴．その他

I 9 4 
SK081 甕 nf差28.5 nu喩部は断幽三角突名を迅らせる．馴駕J:lt内外面ナテ．沢褐色疇

8400017< 

1 9 5 
SK⑯I 史 llflU.S 

llU駕1かつよく宍出した断緬三fり交⇔を逼らせ， l·.1r. •l'~l. lllt悶l(f近は内

84000172 外,mナテ．沢褐色．

I 9 G 
SK蚊1 Jl頚漏

rlfi¥11.6 :!J色~J/IJ:召． 馴氾u球·~成で，沈紺 2 条を云いて頸郎が窃<N•Y. Ill* 
8ヽ0001邸 r,P.21.• 墨外反• II預闇内外illiと馴鵠外9紺へうミガキ. Ill高1勺~rナデ． 船 I'.貨褐色．

I 9 7 
SK偲 l 哀 ＂往 IS.6

Ill拿州IIかつよく天Iiiした斯贔三角交0を迄らせ.J:, 炉I'此馴111111"来に•I・

84000177 化がillる．馴澪I勺外蘭iナテ．沢出色

I 9 8 
SK08I "' 残，~6.• 体部は比較的汲(, ~.'Mょ1/(訟的に計9びるか．内外,r,+デ．沢ぬ色．

8'000176 

I 9 9 
SKOSI 甕 U径37.2

K影丸 n綽感はl!iii三Pl突悩．馴部は,.,.拿ドに沢い突~· 灸を逼らせる．

ll7002857 割胡はあまり出らず， 2にすI?まる．内外面ナテ．灰沿色．

200 
喪 I lft28.6 

11m1u1: 断紺三iり突;;, Ill. ドに沈訟2ll<を迅らせる．馴部llllとんど函ら

87002845 
SK082 

ない．内外1信ナチ．汲褐色．

2 0 l 
SK082 尖

nff:23.4 IIU,lilJは断1(11三角突口で.J:t,f1'肌．馴芯r.t馴澤はあま ＇バ駁らず．小さめの

87002830 召硲28.7 1,,m:.1味の“郎をつくる．内外面ナデ．褐色．

202 
SK閲2 直

llft26.3 

870008:>3 5祐10.4
体船は,r,:絲的に大さくIllさ．料がさらに外反する．内外帆iナ，，，・ 褐色

Z O 3 
SKO泣 渠 1Jll2i.6 

酎郎は l;llで"ずかに嬌ま•). flll /'llll!~I.I!'. 影に外Jえ して間<• ni, 下に沈

87四 50 以2釆と溢ら1"."I茶褐色．

2 0 4 
SK磁 :I! ~lf. 8.1 綱台状の甕庇部．馴庇駕H近は外直ヽ ケヽ.I,内幽ナデ• ~I茶褐色．

8700:!l! 加

2 0 5 
SK081 "' 預往13.6

馴聟は預笞から57'影を品いてなだらかにドる．鉗馴IIIJUヘラでかすかな8
870(1211.';< をつくる．矧郎外直ナ.-.II部は外面ヨコヘう ミガキ．内曲ナチ.j~lf.l色．

2 0 6 
SK知 ＊ U1U7.8 

II頚闇"馴忠から競いて人さく弧を贔いて外'""・頸馴1日に糾u突否• II頸屈

$7001691 は外i/!i?テ．内幽ヨコ）,,,., のヘラミガキ．馴闇外,nfヘラミガキ．岱ぷ沿色．

2 0 7 
II径14,2

LLLT笠は紅(-Ji.<こ紳びて三角次魯を；；らせ，IIH¥.を穿ける．馴祁に低くつぷ

87如 ll14
SK082 "' ILで1ヽ化がつよく製る．真C和り112ながら外涵にハケメK(あり．浚褐色．

2 0 8 
SK磁 ... u穫12.0

頻 Uほで.,の馴置からイ渭I貌1こ1,1111,してj((・,r.した後,IIは駕外以.fl鮒U

810028,49 と11記 I:代は内外暉ナデ.II! 褐色．

209 
SK082 II径16.0

頸“は短く外1/.¾味に立ら，1llt濯慾が外1ilこnくれる．頸嗣閲1こft!Q2朱

87002848 
"11 

温らす• rr頸園内外贔ナテ．汲褐色．

Z I 0 
SK082 x.11111 “程 7.4 U淋：父"'·f溢ltJ:1rl'l:~\昧. -rチfH<f.•ll出色．

87000859 

2 l l 
SK083 !!! r,ff.2.8.0 

＂＂池jj_ふ化遠な •~ttJ.lllt. 馴闇tが1•11.やや I:で・lい/, Ill食ドに飲い吹~I

90001711 朱を..;,,す.nH/'11-t近ナデ．刷芯外鉗ヽヽケ,,_内面ナデ．氾色

2 l 2 
SK083 遵 Iii斧'26.7

IIは祁はややつよく内傾してr/.い三fq突Qt逼ら1".IllじZf.t近は内外“ナ

90001712 テ．剛ぷ褐色．

2 I 3 
SK083 嗅 ＂往 2U

Ill≪ 部1バf.い三111'.:l!,'r,を忘うす.111:ilU fltに,,,,かって．，aにすI?まり，,,,.

90001707 ドに低い・欠0を1未;;らす．馴恙I~外椒i-1'デ．褐色
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Ill 遣物

t:<I番¥7tl¥J: 地点 沿椛 法梵cm 形態 ・況整の？柑徴．その他

2 l 4 
SK08l rlft.17.8 

II頸応は副忠から一~\Iこ外反して人さく Ill さ．預111111に沈駄 1 来を迅らす．

90001705 
;I.: 

内外占ナテ．沿色

2 I S 
SK083 '"' ll!Y<JJ.O 

＂聞郡（』 つよく締出 って直で.,の馴忠から頸忠が奴く＂．ら」：がり．＊兌述な

90001106 平ff!UUをつくる．内外贔ナデ．褐色

2 I 6 
SK四 II! n1t2u 

Ill倉高C:,/.く未叫な'1'11!111拿をつくる． 馴祁•:汲りが少なく.Ill卓fに小

90003007 さな断lfif;fる突l!fl朱を；；；らす．内外漏＋テ．囀l閲色

2 I 7 
SK磁 哀 Ill治28.1

LL LLL闇は濯忠 ~-面をナデて肥＂•させる. w記は I:代から~I!す1:まり. 111• 
9000100B ＂こ突岱 1条を忘らす. l~~~n-t<f'. 沿C!!.

2 I 8 
SK092 錢 bHf, 6.2 ll!lt園．外鉗ヽ ヤヽ;, ,~u,1ナデ． 茶比色．

87000789 

2 I 9 
SK如 父脚

I llf. 6.7 
Uぶ支1111.・t面をI'll:せ． ・ヽ沿がわずかに広がる．ナデIll:げ．茶褐色．

87()00791 お硲11.9

2 2 0 
SK匹 必杯 残硲II.I

Rtl:U f~lkで， 汽置がKさく外以して1111{. 外面ヘラミガキ'.,郎内遍ヽ ;,ヽ

87000792 ヶ~,隻ナチ． 汲茶褐色．

2 2 1 
SK如 彙

lllt15.0 馴闇uぷ1がつよく汲ってん4を b ら• II顕部は馴闇からs・r,uをl,,いて人・さ

810007邸 馴1126.8 く外li-t る• II 頸駕·~而ヘラミ t1キ．外ヽ dナテ.1H忠·~~"ナテ. /:i褐色．

22 2 
SK094 棗

lllf25.2 Illが1£1;1~/.ヽ•断“三角天沿を逼らせてJ;t,iを 1'1りにつ く る． 馴即に下I~で2
8"006168 石,,,;30,0 にすばまり狂即Itlc<fllti.. UI食ドに突岱1条．内外9籍ナデ． 貨灰色

2 2 3 
SK09』 I!! n穫30.Z

IIIJ忠,m:ふ浙1/,i三角宍;;-,e迅らせ．馴郎uuu・ドに突岱Ill:を巡ら1・.l'I 

91MI02949 外,iiナデ．褐色．

2 2 4 
SK<J94 望 lllf36.9 

＂は閲1よややつよく内傾L.f•f. いll'i面三角突Gft;;;らせて t鉦を •f~lにつ く

畑 2947 ふ尉負1は1111ドに突沿 1条をぶらす．内外lli・/-・'1'.氾色．

2 2 5 
SK091 棗 b¥lJ. 7.5 分l'f.い”台状~l忠． 内外鉗ナデ。褐色．

如 939

2 2 6 
$K09,1 汲 桟窃10.1

!<Jt, 郎u、";<'I'll!で．体船lti'fl;(;し珠に人さく 1開く．内外iiiナ，，，・内1Aiに煤

900029鴻 Hl'I. 彎l褐色．

2 27 
SK09,I 汲 II! 怜13.8

mヤ閲u,H.II,! はやや~'翌形。 1111.2 il'Iが残る..1:,,iヘラナデ. l~Thi指ナ

90002951 .-. 褐色．

2 2 8 
SK094 IF ll{f.42,8 ).;fl詳.IIU聟U*/!達な・ド坦IIUをつくる．内外面ナt'.船色．

90002950 

2 2 9 
SK094 ,~ "往27.6

II象＊臼IU断ui::fq*f,''を忘らす．体釦は比較的浅<:,:らKがる．内外鉗ナテ

90002945 か.·~ 褐色．

2 J 0 
SK09,I え” ＂穫 1., Hヽt父彎．体忠{jげく， ド喩がわずかに1笥＜．内外面ナテ.'Vi褐色．

細、2940

23 I 
SK099 史 111{30.0 ＂は船はつよく突出した火沿を温らせる• II槃内外血ナデ• •II褐色．

8700161!4 

2 J 2 
SK099 虔 I.I穫20.0

nは邸はつよく突出した浙1'1i三角突Sでつくる.1M部はあまり汲らず.1111< 

87001682 ドに低い穴佑 t>l:を這らせる．馴船内外,,;ナデ.fえぷ褐色．

233 
SK099 吏 tlllf. 8,2 “郎は分J'tく．外J;につよくg1り出した閲h状．内外u'iナ"'・ 汲ふ褐色

81001688 
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りJ鉗1逍跡

図笛サ・ 出 I:地点 岱樟 法飛cm 形態 ・潤梵の1与徴． そのi也

2 J 4 

ij7000793 
SK099 喪 •~ff. 6.9 甕ttl!ll.外両9 ケヽ，，. ,,, 面ナグ-.汲伝沿色．

ns  
SK099 

” 
ll!f.24.0 

f4'部は浅(. UHU心 l;miを1・デて小さな'1111ぼ～うくる.mm心01.,~ 湛

~7001685 内外llliナf'.鱒1茶褐色．

2 J 6 
SK吟 豪 I皿 3.2 小駐豪．刷祁は低くつぷ"て•J•位がつよくlll'J.小さなが氏をつくる．預繹

860061砂 馴ft9.6 は-~;;を；71いて内矧しながら急に，rら I:がる．内外tiiナデ.I災褐色．

2 3 7 
5K函 父祠

llif 5.7 
IUk/i. 見 l:F"'溢がかすかに外力に開く． 外till!<+-・1'1,tft.Iりl沿色．

，＂螂 n 己出11.3

23 8 
SKL17 炎 lllf.31.G 

fll釦寛はつよく内傾して~f., ,浙＊三角突沿を迄らす． 「,wドに突~I :!>. II 

90002的 ltll:f中近は.~外幽ナテ●•1褐色

2 3 9 
SKll7 曳 nius.s 

IIU,/1は以ヽヽ浙“三角安，:；fを温らす．馴部はあ立り~!l,1', 111• ~Iご欠;;)Z

ーぶ ぶ剛氾·~外面ナテ．町出色．

2 4 0 
SK,117 提 IIIU•U 

LLLT笠に翫釧三Pi次!~i-;;; らす．，1H縞"あj ., 出らず• IIはドに突沿 1条．

畑細 馴芯I'!外,n;ナ，，，・ 掲色．

2 4 I 
SKJJ1 曳

lllf.23 3 Ill負紀1;耐面=. ~,突岱を；；；らす.Ill箔はあ:•)~I らず. lllt fに突岱 1条．

9000'1妬I ’ 馴苺内外,,;ナデ。IIJ!lj色

2 4 2 
SK111 ... ll!J.14.8 

鰹預...馴部はヽ 1が丸昧をし ってつよく烈,,. n籍郎IH~ (:r, .,て1直を'I'

如 919 坦に1-'f'る．胴駕1勺外llliナチ．褐色．

2 4 3 
SKll7 女訓 絞往 8.4 体おは日状に((.ち．褐祁が低く外JiにIJIく．外t,il1fflナテrm.,,,出色．

畑 2162

2 4 4 
SKll7 

狂粍 7.8
tt~ 文II.l:F,i;,:iが瓜く 外）iにIll(,外Iiiナた fl!褐色．

拗 06165
Ji.糾i

召ぶ10.8

2 4 S 
SK1•2 費 llft<0.3 

lllt祁u外反~l昧に1111さ ． 端志 l;il1iに1,\1:やを釆せて ·f~ilRllltをつくる．

90001689 外溢ぼt:1-・,こ＂＂ ・"'*茄f,t近ナデ．褐色．

2'6 SKl42 
史 II往25.Z

llloilllはl'f.ヽ •断両：：：角~ll} を；；；らせてつくる． 馴1111は l '. flでやや~l'I . lilt 

89009』96 Iふい;,,g ドに飲い突,'lltJ;;らす．内外'"ナテ．，＂褐色 ．

2• 7 SKJ42 
浸 m消6.8 ややl.<rlもいに氏郎r中近l'i外,r,iナデ．褐色．

90001683 Iふ/(,'•2

2 4 8 SKJd2 
棗 印往 7.0 哭I¥郎．悦成後に'!l'(I.し歓にH川してぃる.·~~. 扁ナ7',lij色.

90001697 W1n:N•8 

2• 9 SKl42 
直 l~ft 7.9 1+:lllllHil'f.<. 外に必'llhl.tc詞む状.JI降·~外暉ナデ.Ill(!:. 

900016潤 床れ~.3

2 5 0 
SKl•l2 .. Ulf30.9 

＂は郎は,«.>Y.~\Ol<の頻高からゑにKさく外JJ. して笞忠ド窮.11頸紺内外,n;ヽヽ
9000169'J ヶ,/fJ,,LIは祁付近ナデ．茶褐色．

2 5 I SK142 
<lol 

煎ll9.0 諒状酎応から頸且1がやや~""諏に罰出してA立,l<I<に・t ら I·.がる． 馴預部,~
畑 I匹 llii~-~• I 馴II12.6 外貞ナテ．褐色．

2 5 2 SK142 
絆 111122.2 

I~ 郎は比餃的浅く，ぼくカーアしながら1111いて，r.らJ:がり， 11¥lr.11が外Jiに
虹Mil縞？ Jj;,l(No2 めくれる． 内外面➔·r. 褐色。

2 5 3 
SK16.1 哀 11II17.5 

11~• 闇1よ•t• ・后訓ヲ角突岱を迄らせてつくる．＂濯 ll1:flでやや吸り .'"*

如 7齢 flO低いで岱を温らす．内外,,,ナデ• IIJ出色

- l:l4-



Ill 迅物

図番{} 出J:地点 岱往 法lil:cm 形態 - ~整の特徴． その他

2 Sヽ
SK163 喝

11010.1 馴閲はJL(,,, 位でつよく恨•J.nJ<r郎us,r-杉を茄いて大きく外反する．頚尉

90002780 馴i洛16.5 間に2条沈臥馴船外繭と fl顕高内爪iヘラミガキ. rtナテ• Ill灰色．

2 5 5 
SK163 溢

U径10.0 馴郎は九< •l• (tでつよく製•1. n頸郎はs:;,vを描いて人きく外｝えする．外;,;

畑 777 馴穫l<.8 ヘラミガキ。 I~面はLIil粛へ9ミガキ，馴郎ナデ．峠氾色．

256 
SK163 涵 11':径 4.2

馴部は4さめ,,,.託からゆる<~ちJ:がる．馴廓は外面祖いヘラミガキ．．，＂

如 778 曲ナデ．惰褐色．
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切畑迂跡

(2)投彊

SK115土扱の西北隅を中心に．埋土中位から投げ込まれた状態で多位の投弾が出土した。いず

れも未焼成であるため崩れやすい保存状態にあ ＇）．制作途中で何らかの事情により廃棄された

ものである。全部で123点以I:を数えるが，ここではその内の39点を図示しておく．

つくりはいずれも一迫しており．あまり砂粒を含まない粘土を適他手捏で紡錘形にま るめ

たbのである。両端が鈍く尖る。法拭もあまりばらつきがなく ．図示した39点で見ると．平均

で長さ4.2cm.I蘇径2.5cm,if(さは平均18.9gである。

通常．弥生時代の集落跡では竪穴住居跡や溝から投弾がしばしば/Jは：するが多位である例

は少ない。しかも未燎成であることから，制作状況を幾うことのできる廿煎な例といえる。

時期は後期iF1・r-である。共伴した土器を図示しておくが．炭257は日絃部が 「<J字形に屈曲

し．日格部はナデてまるめる。日舷部f.<Jl(Q及びf本部外面iにハケ.,,を残しながらナデて仕上げる。

復元n径34.5cm,明褐色。 258は喪底部。安定した平庇で，外面ハケメ• [A]jjjjナデ．庇径9.Ocm. 

明褐色．

（図番号一実測番号）

259-93001451 260-93001452 261-93001453 262-93001454 263-93001455 264-93001456 

265-93001457 266-93001458 267-93001459 268-93001460 269-93001461 270-93001462 

271-93001463 272-93001464 273-93001465 274-93001466 275-93001467 276-93001468 

277-93001469 278-93001470 279-93001471 280-93001472 281-93001473 282-93001474 

283-93001481 284-93001<182 285-93001483 286-93001484 287-93001485 288-93001486 

289-93001487 290-93001488 291-93001489 

戸一~ -\(57
,' 

，
 ぃ＼

―
。

1低m

Fig. 85 SK115/l¥;I: 弥生：I:?,, (II 4) 
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Ill 遺物
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Fig. 86 SK 11511¥土投弾 (1/2)
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切畑遺跡

(3)玉類

採集品も含めて 4点が出土した。292は採集品の土製管玉。 長さ2.3cm。一方がやや太く船0.9

cm, n月褐色で砂粒を少し含む。沿部をわずかに欠く 。293は土製丸:f..。$B124竪穴住居跨埋心11

から出」：した。長さ1.3cm,径1.5cm.節褐色で細砂粒を少し含む。294は治石製小3し S0033

溝埋土中から11吐した。径0.7cm,灰色を旦す。 295 も J;;J じく滑石製小3<•。 SK077翌穴住店跡床

面からIll土 した。径0.5cm。灰色を星す。

（図番号一実測番~:-, 292-90002841 293-90003505 294-900035Jl 295-90003510 

G) 

゜
c 

I 
I 

I 
〇工） az, 

⑨ ① 
294 295 

292 293 ゜
5cm 

~' ig. 87 Ji類 (2/:ll

(4)紡錘車

採梨品も含めて土製品3点が/1¥±した。296はSK117土痰Ill土。径5.1cmと大形で.I'/. さ1.4

cm. I;-側から径0.6cmの 船Lを穿ける。JMttはナテて九<ltJ: げる• ll>J貿褐色で砂粒を多く含

む。半分を欠失する。297はSK082七濱/J',;1:。径4.Ocm. ~/. さ1.1cm,Jヤ側から径0恥 mの軸孔

を穿ける。全体に丁寧なつくりで，周籍はナデて棧をなす。llt.褐色で細砂粒を少し含む。298は

採巣品で時期は不明であるが．ここに図示しておく。径3.8cm.I'!-さ 0.9cmで．片側から径0.4

cmのrLを穿ける。IM籍は柑くナテて仕上げる。"II褐色で砂粒を少し含む．

（図番,;;-ー実測番分） 296-86006163 297-870028鵠 298-90002694

r戸 こエニ）
:、こーニ・エ:

297 298 

。
5cm 

Fig. 88 紡鍾lit(l / 2) 
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Ill 迫物

(5)石器

打製石器では削笞 • 石匙 ・石錐．また，府製石器では石鏃 • 石文 • 石包T・石斧 ．砥石が出

土しなただし．縄文時代の迫物の項でことわったように．す「製石岱では縄文と弥生との区別

が困難なものも含まれることから．こ.:では改めて縄文時代の打製石器もiJ~せて図示する。

a 打製石器

削器 (Fig.89) 

299-304はサヌカ イトを使用した削匹．不定形な知l片に潤整を加え．｝）部をつくりだしてい

る。 299は縦長化JJ'iの片rliiに一次潤整で刃部を成形した後．さらに反対面に細1かな"})部i,J整を/JU

えている。蔽大長5.5cm。5D126埋土出土。300は縦長紺JIヤの片面側方に柑<JI部凶整を行なっ

ている。 1此大 J~4.Bern. S8051111-t.:。301は横長桑I)片の一}jの片に両lf1iから絹＜泉11離を加えて刃

部をつくる。1,t大長8.4cm。S8015埋止叫：。 302は横北/tllJ'iを長方JI多状に成形し.fl訓ilii片面の

西側辺にmく刃部潤般を行なう 。最大長6.4cm.検出而出土。 303は分厄い断ifii三fりの例片に両

面から刹離を施す。 1,,,大長5.6cm.S13110J: りU:出土。304は三角形の不整形剥／＇（に片面のみ賃 IIか

な刺雌を施して刃部をつくる。品*・Jz5.6cm。検/J¥ilii/1',±。

（図番号•一実測番号）

299-93003571 300-93003575 301-93003577 302-93003572 303-93003576 304・93003578 

石匙 (Fig.90) 

305-308はサヌカイトを釦ll した石匙。 305 · 306は薄い縦•長俵IJ片の碁部を台形状につくり．

長辺の1ヤ (I瞑lから先端にかけて片面のみ刃部詞整を行う 。 共に検/11, Ifii採集で最人:J~は前名が6.4

cm. 後者が6.3cm。307は横長桑IJ片の弧状舌状晶部の付近と側辺片側に両ihiから刃部潤整を行

なっている.SBOSJJ見L:/1¥」:• 11, 大長7.5cm。308は横及叙IJ)ヤの一方を尖らせ．折mと兄られる

一端を除いて全9月II月を弘i面から}/部糾競を施している。S13149埋;J;/1','I:.1ir,i、•長5.6cm。

（図番号一実潤番号） 305-93003568 306-93003567 307-93003570 308-93003569 

石錐 (Fig.90) 

309-315はサヌカイトをf史用した石錐。 311と314以外は先嬬を欠失している。313が棒状、他

は象,u;-の碁部を-!.~本的に三角形に成形し．先溢を細長く鋭利に糸,,雌潤整している。 309は残存・J{

3.3cm. 検/I遁i/ll土。310は残｛隅 2.7cm, SB05ll禾配J',:t..311は長さ4.1cm, SKOS2塊こt/1¥

.:I:, 312は残(?fi3.3cm,S13018埋土出.I;。313は残存長4.7cm.検11¥fffilll..t,314は長さ3.9

cm. SB013-! 旦叩II」:。 315は9反存長3.7cm. SK009埋土血I:。

（図番サー、火測番号） 309・93003573 310・93003566 311-93003583 312-93003565 

313-93003574 314-9:l003582 315-93003584 
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切畑l遺蹄
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Fig. 89 石~; <削お>(2 / 3) 
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305 

"- _'¥ 

,..---~ 306 

こ二＞
307 

-31
9

叩

爪
[
脅い
。

り^

U

一い

309

h1
"
 一いこ

18 

こ 313

0 314 0 0 5cm 

l'ig. 90 石おく石匙 • 石鉗>(2 / 3) 
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石鎌 (Fig.90) 

316-334はサヌカイ トあるいは烈耀石を使Illした打製石鏃．碁部の祐徴から基本的に，平基

式316.基部の袂りが少ない317-323.袂りの大さい324-329.三角形で平碁式にちかい小形鏃

330・331. 三角形で袂りの大きい332.平坦な基部に大きな袂りをもつ大形鏃333.舌状碁部の

334に分かれる。 329は粗製の知）片鏃である。このうち.324・328のように袂りが深く縄文時代

後・晩期の特徴を bつものや， 334のように1り1らかな弥生時代の鏃はあるが．多くは時期を11)1分

しがたいので．ここでは一括して図示しておく。

/l'ot追構別に は.316(よ5B056,320はSK040.322はS8032,324・334はS8051.325は

SK082, 326はSK047.327はSK112.332はSK008.333はSK045.その他は検1.1'.ifri/ll土あるいは

温入品である。

弥生時代の庖製石謀335・336は薄い褐色の粘板岩製．共に平基式で．鋭い先沿をもつ両刃を

付けている．長さ4.0-4.lcm,1iii者はS8103埋心!• I.I\七後名はSK163出土である。

（図番号一実測番り・）

316-93003548 317-93003542 3!8-93003545 319-93003553 320-93003540 32!-93003538 

322-93003549 323-93003552 324-93003544 325-93003539 326・93003557 327-93003549 

328-93003559 329-93003551 330-93003554 331-93003541 332-93003550 333-93003547 

334-93003558 335-90003502 336・91002222 

b 磨製石器

石包丁 (Fig.92) 

337-342の6点を図示しておく 。337は立沿殺の耀緑ほ灰岩ではぽ完形にちかい。S13052出

I.:。全長13.8cm.蛭4.2cm,338はSBIOl/lU:.。II存灰色の咲如・:系石材を使用する。 339は薄い

あずさ色の滋灰沿製で．破りlした石源の転n,であろう。 S803!出土．残イi長 13.8cm.:最大紺3.8

cm. 340は9ヤ成む製で．船JI後の補9多によるものか'ii訊が一方に寄る.SK082/I止。 341は検

11¥[hill¥土.342はS8116/J¥上で．共に9趾成.::製の大If多石包 rである。

（図番号一実測番';J-)

337-90003504 338-90003503 339-90003098 340-91003503 341-90002496 342-90003100 

石剣 • 石文 (Fig. 92) 

343は石剣の先と見られる.SI<0821.'l¥土の比餃((,}」.:面から/J¥土。全体に凪化と})こぽれが逍

み.}J部の途中で折りししている。!!.¥灰色の火成むを使Illし．両面を研磨しているが．石材のU

が机＜節理jfijが表れている。鉛を造りIi',そうとしたな図は認められるが、11JJl'1でない。残イi長

10.1cm、船5.9cm.I'/. さ1.6cm,

344はST004f.t近で追構検Ii',而か らII¥土した。石父の甚部にあたり．先方約3分の2を欠失す

-142-
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Fig. 91 石岱（石謀）(2/3) 
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切畑迅跡
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＜二二＞ ゜
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Fig. 92~; 荘く{:j包T・石剣 • 石父>(I/ 2) 
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切畑迫跨

る。身iれ折 り．碁部も両而をJI部状に窮 リ下す。紐通しの

2./l及び基部の一方が突出する特徴から．比較的忠実に銅文を忠実にm以ようとした立図が行

取でさる。石材は暗緑色の蛇紋岩を使Illする。残+f.-長は6.7cm.碁部鉗6.4cm,

（実油1 番，•ヤ-:¼ill1$',}) 343-97000925 344・91002113 

石 斧 (Fig.93・94) 

太影蛤刃わ芹345・346は共に今tlll:llの玄武沿を使用する。345は2つに1印れているが．ほぼ完

影にちかい．全/f.ll!ilを丹念に研磨9成形し横町Iiiは紡錘形，]]部は鋭利に研がれておりJJ.:.ばれ

は殆ど比められない。全北24.4cm.刃部幅8.1cm.iv. さ約5.0cm,SB05JJぷmrn1:1:。346は1)部

を欠失する。残#-Jを12.8cm。SK082埋・l・./ll」.:。 347は1丸人片'})石斧で．中位の袂I/部付近がわず

かにfN+する。 ~jt~·は.:.ti灰色の:rcn。横断1/iiは方形で．船3.4cm。S802311¥・Iこ。 348は11/ilfiiが砧

平にちかい石刀状で．光を打rlllするが一定の低で細長く伸びる。基部に袂りをもつことから．

柄を付ける石斧状の使JI!が想定されるが．正確なJII途は不明である。石材は今ill殺玄武I':で．

残('{-長16.2cm.糾4.6cm. J,~).;J'7-2 . 15cm. 表採。 349は打製石斧で．汝1)離性のある火I反;・;の1,ij

傭辺に両側から刃部潤毀を行ない．先端をヘラ状に博く仕J:げている.!~ さ17.0cm.i,~k糾1.6

cm, I'/. さI. 3cm. SB066/l', I:. 

(t月番分ー実測番1;-)

345・91002209 346・91002220 347・91002218 348-97000924 349-87008407 

砥石 (Fig.94) 

砂料の沢砥と提砥力'111上した。昧JUI不詳なものも含め3点を図示しておく．

ill砥350は,,14面をイ史Illし．薄く研ぎ減＇）して lit巣されている。元々のmさは6cm程度と兄られ

る.S1<129/J\」こ・ 提砥351は伐｛浪10.4cmで裏面は最I)硲している• SK129l11:t。352は3面に使

Ill痕を残す9訟で11¥i&ill¥・I:。

（図番り•一実測番サ） 350-91002223 351-91002224 352-90002497 

磨石 (Fig.95) 

時期祖fなものも含め4点を図示 しておく 。人形と小形の2種烈がある。唯一完形品の357は

函1f1jが后ij'ドにちかい石材をf史Illし．扁Itりはわずかに1り張るがほぼ丸く整形されている。とく に

決ま った妓打面はなく．全,~1が使用されたと兄られる。 最大径9.8cm。 検/1', illi/J'. t。f也はいずれ

も破捐品で．＂．みのある~j材をi!l!Jll している。 355はS1< 112. 357はS1<109.f也は検出面からの出

Lである。いずれも火9戊沿を徒mする。

（図番号•一 尖測番サ')

353-91002219 354-91002225 355-9100222] 356-9¥002214 357-90002558 358・92000002 
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切畑這路

ぶ心：9

‘’ー，

，
 

入・・・・4

、
-（い、．ヽ・

ゞ
‘
¥
｀

『、 . ,. 
' .  
f •• 

,1-1・, ヽ~., . ,,-'), ., 
• • l ~f> <' ',.: ,, ii 
， ., ヽ
. 

D
 

354 

＼
 

芍ベ．ぞf

ぶ
¢
)

11l'＼
 

、¥1I 

355 

,
9
-

ヽ`

．．
． 

3
 

疇ヽ．
 

9
.
 

~
 

．
 

'., 

356 

358 

。
10cm 

Fig. 95 石伝 <15石>(2 / 5) 

- 148-



Ill 遺物

(6)鉄器

わずかにSKJ12土坂現土中から鉄2.>2点が出土した．

359は先を欠失した曲刃鎌で．甚部上端を折り曲げて柄を付ける。両面にこれを包んでいた麻

布と凡られる目の粗い布が付済している。残存長10.虻m,刃紐2.5cm。360は断面形が中央のf'l.

いレンズ状で剣先のように兄えるが．銹化が行しく確証はない。やはり両面に麻布ををいた跡

が認められることから.359と『l一固体かとも芍え られるが．刃ff,や鈷の違いから別固体とじて

おく 。残存長6.1cm,2.9cm。

（図番'-}ー実汲4番号） 359・97000918 360-970009 I 9 

359 

。
汝：m 360 

..-~ 笏>

Fig. 96 鉄磁 (2/3)
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3. 古墳時代の遺物

＜概要＞

a地区の古trtから名干の」・閥岱 .iii忠j>;jが出t また.b地1ヌを,,,心とする集裕枕では竪六

11=1; ぷ跡や・I湯名か ら1ボ,ti岱がm;i;に出J:した。他に紡錘）Itと鉄岱が数点ある。

占JJI/J',I.: の上師岱 .JIほ澤は 5他紀後：わから 6IU: 紀前半に限られ， b地Iメ．に集裕が形成され

る以1iiiの様~IIを示すものである。竪穴住柘跡及び：I場t 溝からの出·I:」：岱は 6 '111:紀後半を中心

とし．多litの土糾i岱に須恵岱が数点浪じる。とくに須忠岱の杯を氏倣した」；師岱外が多く ｀当

昨のクn忍器に対する渇叩と・杵及状況の税度を窺うことができる．朽殊ないのとして．やはり須

忠岱を校した十．師おの角杯が 1点/1',I.:した。また竪穴ltl.•,跡の多くから：I¥ I: した予捏のミ ニ

チュア」・・岱等は、住,.,,内でこのような土岱をIllいた祭祀が｝閥逼的に行なわれていたことを示す

興味ある沢料といえる。

(1) 土師器・須恵器

.l:.r,il澤 ・須心沿については．古項と集硲蹄関係とに分ける。集浴跨1関係では竪穴wm蹄， t

城及び溝の駈1こ．ある程度まとま ったはの出」．．．を兄t;迫構を中心として.JWl•l的に辺構番'-}に

従って概•各を説明する。

M示した各沢科の詳細はTab.3による。

ST002・003・004・005 (Fig. 97) 

II¥」:点数は少なく ．いずれも9月溝からのIll.I.:であるため混入の可能性もあるが．築迅時期の

→温に関わるものとして個々に斧げておく。但し.STOOSは悶溝が検Ii',されておらず．石;j~から

も/1¥・I'.品はなかった．

ST002からは上師岱）L庇濯361で布留式の名残を切める．

S1'003/l¥上の須息岱1:<,362はたちあがりが短くやや内栢する。

ST004からは須恵岱杯363-365が出 I:した。逍364は大形化して天井部が九<.n粒部がやや

短く立つのに｝いし.1./.363・ 身365は5世紀後'r-に遡る古式須恵沿の範民1に含められる特徴を示

している。

STOOSからは須思岱の甕366・367.把手f.t碗369.杯370-373.土師笞の硲杯374・375が出J:

した。 m患岱tT-及び喪の特徴は築辺時期がST004とはl;J:同時期であることを示す。369は丸底気

味の浅いll!f杓部から短く球い「I粒部がヽtちleが ＇）．沿文を飾った把平が付く。初期須忠苫に兄

られる把手f,t碗で． 県内では他に蝶1iB辺路面方古Jtl,T-塔IIJ滋蹄などからも/l¥J:しているが．
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例は少ない。」沿i~器硲杯は 11絃部が(,f,:部からそのまま内約して、:iちJ:がり低く 1り）いた脚部を

もっており .JHI'した須思苫よりは新しい追葬の時期をぷすものであろう．

..:.れらの迫物の時期は 5世紀後半から 6lit紀前・i,を中心とするものとしてよいであろう．

ST002 ST003 

~ 362 
)
-

SCD363 三~364 戸65
STOOS 

只 て ;'v 

7
L.
 

370 已 371

こ

~ 72 ~ 7:l 

゜I " " '  

10cm 
＝ 

Fig. 97 ;!;!JI/I~, 」:.J:Mi?;; ・,ti忠店 (1/ 4) 
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SBOIS (Fig. 98・99) 

土師;t;;の甕 ・蛮 ・甑 .IT,, 及び手捏-~-沿が出土した。 甕は un,部が9本部から1り1敗に屈曲する

ものとしないものとがあり，底部は376のようにわずかに平底風のものも見られる。盗383は小

形丸駈で頻部が直に立ってから日紐部が外反する特徴をもつ。甑384は日粒部直行。385・386は

海を模した手捏品である。

坪は，須恵呂をIiiしたいのが多く ：l¥土した。笠と身は分けがたい点bあるが．口紐部が面に

下るかやや外に1り1くものを蕊と して区別する。身に比ぺて全体にn径が大きい。近は天井部外

面ヘラケズリ .1-1紐部から内面にヘラミガキ．身は屁体部外而ヘラケズリ．たちあがりから内

iftlにヘラミガキを施す．共に糾色磨研が多い。 なお會これらの須思絡を阪した七師西坪につい

ては．他の竪穴住居跡等のJl,j合も同様に．次のように形式を分類して説明することにする。

杯蛮A…n紐部は直立気味に比餃的長く．稜が明誼で天井部が低い。

B…n緑部は比較的短く.f/i. に立つaと外にllll< bがある。段は明瞭で天：Jト部が九(1:1;

ぃいのが多い。11径がi4cmを越える大形品 （類と12cm前後の小形品II類とがある。

C…n緑部は短く外に開く 。棧は比較的明瞭で．天井部が丸<tr. いものが多い。口径が

14cmを越える大形品 l類 と12cm前後の小形品II類とがある。

D…稜をほぼ梢失し• IこI樟部が天井部と一体化する。

杯身A・・・たちあがりは恥立気味に皿（内長く ，受部が明瞭で底1本部が低い。

B…たちあがりは比較的短く ．直に立つaとやや内傾する bがある。受部は1り1瞭で底体

部が九味をも つ。 口径13cmを越える人形品 1類と11cm前後の小形品 II類とがある．

C…たちあがりは短 (I川頼し．受部は比較的明諒で，駁i本部が丸味を bつ• n径13cmを

越える大形品（類と.llcmi前後の小形品II類とがある。

D・・ 受部をはぽ梢失し.IJI東部が底'*部と一体化する。n径が13cmを超える大形品 （類

とllcmliり後の小形品11類とがある。

そのような分類に従うと.'liは.387・388がi?iA.389-3941よ滋Aa,395-398は笠Abで共に

I 類と II類とがある。 399もltAbに類するが． 大形で天井部がとくにj';:jい。 401• 402は蕊Cで．

大形の（類に屈す。なお， 400は身の可能性もあるが日径の大きさ搾から査Baに類する逍とし

ておく 。一方．身は.404が./.!'A.405-407は身BaのII類.408-410は身Bbの11類，411-415

が身Dで 1類と 11類とがある。

S8019 (Fig. I 00) 

土糾i器の甕 ・ 壷 ．甑- ~ ・碗，及び手捏土器に混じって須忍器杯が出；l:した。甕は日絃部が

体部からlり1瞭に屈1lhするものとしないものとがあIJ,442では頸部がjilといってもよいはどつよ

く締まる。小形哀423・424は丸邸で布留式系統の古い形式を追うものであろう。 小形壷425-427

bl叫様に古式土糾むの系fltに述なる。杯には須忠器の査428が兄られる。返りは退化しているが
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＂籍部は邸<u昏部にシャープさを残す6世紀初の特徴を示しており．他の土r;,1;岱杯の時期を

示唆するものである。土師苫坪は逍と身が数点/JI土した。盗には滋A (428), 蓋Bb(429), 身

には身Bb(430)・身C (431)・ 身0 (433)がある。 432は身Baに含められるが．とくに薄くへ

ラケズリされている。 434は広日の碗• 436-438は手捏土若．

S8021 <Fig. 101) 

..l:t.ili西の甕 .:;,;, ・杯 ・碗 ．窃外が/Jほ しな 甕439はU紐部が短く外反しながら立つ．盗440

は日絃部を欠くが）L底で須思店の追に類す• 441・442は杯の逍Baタイプ。碗には大形と小形と

がある。 l:i坪445は脚部裾が短く Ill!<•

S8032 (Fig. 101) 

:L:師西の甑 ・疫 ・坪 ．碗．及び須思器杯が出土した。土師器では．祇446は1松部がわずかに内

濶しながら直線的に立ち上がる。髪は小形でU紐部が殺く屈曲する447と短く外反しながら立つ

448とがある。坪澁449・450はli.Baで.450はとくに小形である。坪身は453が身Ba,451が身

Ba. 452が身Cに含められる。須駆器の杯身455は,_,径が大きく立ち上がりがつよく内傾する 6

世紀jjij'化の形態をもつ。

S8063 (Fig. 102・103) 

土師器のftli・甕 ．杯 ・碗が11¥;I:した。甑456・457は｛本部が而曲しながら立ち上がり ,D籍部

が綬く外反する。把手は鍵形に長いクイプと短いクイプとがある。甕は大.•l•., トがあり．＊

形では458が広n短胴.464が類部がつよく締まって直立し不安定な平狐 465は口緑部がつよく

締ま って長胴丸庇と迫いがある。中形．小形では九底で口籍部が綬く屈1111して外反が、462は広

日直日の短胴.Jif'l/.466-472には溢Baとl!Bb.坪身473-476には身Ba・身Rb・身Cがある。

碗には丸~~で深い477と浅い478とがある．

S8075 (Fig. 104・105) 

土糾i硲の甑 ・凌・ 壷 ・杯ほか．及び須思岱の地・坪が/JI土した。土師器のうち甑488はf本沿jが

比較的低く ．日絃部は1/i日にちかく ，曲がりの少ない把手が付く。甕は大形の479は口緑部がつ

よく締まり .481は短く直口気昧にSr.つ。中形482・483は口紐部が体部から綬く外反し．小影484・

祁5は球胴で口緑部は内面に稜をなして開く。盗は小形丸庇である。杯は点数が多い。 490•491

は格））1J大形で．セットになる可能性がつよい。盗は492-496が辺C.497-499がltBa. 身

500-511には503のように:zi.Baに含められるものbあるが主体を占めるのは蛮Cである。須思

若は追489と杯513-515がある.516・517は錢を模した土師器の祭祀店である．

S8078 (Fig. 106) 

..L:r. 耐蕊の甑• 安 ・ 碗 ． 鉢 ・ ；岱打ヽ ・ 杯等が出上しな 甕は•I•形 ・小形があるが．それぞれ口粒

部の変化が大きい。碗524はf本部が九く深い。硲杯526は杯部が深く口絃部が稜をなして立ち上

がり脚部は裾が短く (ijJく。杯滋は,527がn径の大きさから迫と兄られ滋A.f也528-530はBa.
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531は溢Dである。532は身Bb.533は身Ba.534は身Dでとくに IJ径が小さい。 535・536は・I:師

器のミニチュア容岱．

S8090 (Fig. 107) 

l絲岱の甑 ．凌 ・壷 ・碗 ・杯ほかが出1:した。甑537・538はJU夕的小形で直IJにちかく，提

形の長い把手をもつ• 543の尖り ~l.味の鉢形容硲の底部に焼成j)ij穿孔を施している。甕540は球

状14'部に屈1111して短く外反する口は部が付 く。激は口の広い小形丸底壷である。杯蛮は溢

544-547は滋Ba.546はn給部が1引栢気味であるが口径の大きさから滋と Lてお<.If身548・

549は蛮Ba及び溢Sbである。祭祀土岱は比較的多く ．容岱形551-559.勾弔形560,l/1形561・

562が出土した。

S6103 (Fig. 108) 

土師沿の甑 ． 喪 ・ 棗 ． 鉢 ・ 碗 ． 窃 J:(. • J:(.ほか．及び須思料の杯が出」；した。」；師岱では．甑

569・570はIJ絃部がわずかに外反し．鍵型に長い把手が付く 。安563はやや縦長の球状f本部から

n籍部が折れて外反する。疵567は小形丸底浙.564は大形鉢。ぶ牙:563は高い脚に須思岱を I~し

た坪が戟る。同形のbのがS13031からも出・I:している。 ・l::t,面沿の坪笠574-578は溢Baで人．，卜が

あり .578はとくに大影．灯、身は578が身Aaである。ミニチュア容岱566が混じる。須必岱の杯滋

571-573は1:1絃部が高くシャープさを失っていないが．返りをm失しかけている。

S6106 (Fig 109) 

土師沿の祇 ・甕 ・i(ljlfヽ・杯ほか，及び須思岱の述・>fが出土した。上閥i沿は．甑5871:l:n註部

が絞く外反．甕は580がやや下馳らみi本部から IJU部が折れて外反気味にllllき．他の小屯．小形

甕も碁本的に同様な「il¥li部の特徴をもつ。 589はミニチュアの祭祀土店としてよいであろう。土

師苫の杯澁は碁本的に'liBaであるが.592はt=I径が大きく返りをil'f失しかけている。595は材

Bb。須恵沿では．追590は日籍部が二段にtlrllて大きく ！り1く。591と同一(&II本であろう。596は大

形の坪身である。

S8116 (Fig. 110) 

土師器の甕 ・壷 ・高坪 ・鉾 ・坪が：Iは：した。褒597・599-602は人形．小形に分かれるがいず

れもf本部は球状に張1), 1-1緑部が屈1111して外反しながらが開く特徴をもつ。疵は丸底でn頭部

が直行し，598は大形である。沿i.lf'604は坪体部が諮1111しながら1りlき閲部船が外に反ねる。鉢は

丸底605と深めで不安定な平底の606とがある。杯溢は607・608が滋A.609-612は1iBaで.612 

はとくに大形．身は613-615が身Ba.616は数少ない身Cである。また.617・618は須忠岱杯の

形懇を離れている。

S6119 (Fig. 112) 

I: 師沿の哀・碗．及び須恵沿の杯が/J¥j:した。：t:Cili器では.623は碗としておくが.Ui忠岱杯

に似たn粒部の特徴をもち．底邪あるいは天11部のケズリが不十分ななものとも 苗える。 1こ師
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岱杯逍は619が笠Ba,620・621が否C.杯身は身Cである。須患岱杯では．溢625-626が未だロ

舷部は為いが返りをj~j失している。 身627は i本部が浅く ． たちあがりが短く立つ。

S8124 (Fig. 111) 

土間店の甑 ・疫 ・邸印碗．及び須恵沿の杯がIll土した。」：師岱では．甑628は日絃部がほぼ

直行し． ＇・I• 位にJlhがりの少ない把手をもつ。；［；j杯633はi:1絃部が体部から絞いて大き〈外反し．

脚部を欠く 。杯では634が蛮l:lb,坪635は須恵岱の形態を雌れている.636は須忠沿杯身である．

SK026 (Fig. 112) 

J: 師沿の炎 ・溢i・甑 ・杯が出土した。甕637は完全な球状で. 11絃部は明敗に屈1111せず綬く外

販しながらtち.638はrr緑部が大きく 1111く。濯640は日紐部が下膨れ気味の刷部から屈tillして

外反しながら伸びる。甑639は深鉾状の岱形をもち．底部は焼成jjijに穴を穿けている。杯蓋は

641・642はJJ径の大小はあるが.Iご！籍部が比餃的邸<1lつAクイプ。 6心は1-1紐部が内洲して汲

ぃ會薄手の碗である。

SK077 (Fig. ll 2) 

土師苫の;::;~ ・坪がi'll・L:した。 杯溢644-650は~Ba及び笠l:lb. 杯身651・652は身Cである．

邸Jf653(が存罰が緩く消!Illしながら比較的深く立ち上がる。

S0126 (Fig. 113・114) 

土師岱の甑 ・甕 ・壷 ・鉢 ・杯はかがII',土した。祇654はn絃部が紐く大きく外反し. •I• 位に上

向する北い把手をもつ。 甕655 •657-661には大形．小形の別があり．いずれも丸庇で. IJ粒部

はf本部からk1iilllするものと不11/J瞭に折れて1l11くものとがある。662は丸底盗で.Iこ9頻部が長く (11,

びる。杯では．逍663-672が碁本的に．菟Baまたは査BbA.身673-675が基本的にBaである。676

は直[I枯の杯である。677は．全体の西形は不IIJJながら．円頭の:t: 板で両面に楕描き文様をも

っ.m途は不明であるが．共作道物として栄げておく。

5D125 (Fig. 114) 

: Uili岱哀678のみ図示しておく 。長胴丸底でn粒部が締まる。

SK077 (Fig. 114) 

祭!Iじ1店が11',iこした。ミニチュアの容岱影679及び勾王形680である。
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Fig. 100 SB0!91L¥;l::l: 師硲・須恵岱 (1/4)
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り）畑遺跡
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Ill 遺物
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切畑遺跡
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S8090 

Ill 遺 物
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切畑這路
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切畑遺跨
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ー 遠 物
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切畑遺肱
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111 遺 物
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切畑遺跡

$D12~ こ663 三工三664 ~奎~665
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Fig. 114 S0126/lU::I: 傾召<2 >. S0125・SK077/ll:t土繕笞 (I/4 l 
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Ill 遁物

Tab. 3 占l(I時代のJ;師岱 ・ 須忠?.';I氾；~·長

図笛o;，' IP.J: 地点 岱投 法址cm 形態 ・岡整の特徴．その他

3 6 I ST002 J'.14石 口IJIJ.O 小彩丸れ濠．珠状胴芯からLilt郎が外,~1 して 11びる．胴高は内鉗へう，，ズ,,

90001635 邸鼻北棗 ,. .IH!ll3.5 外i屠ナチ,rrtt/111よ内外illiヽヽケバ麦ナチ．鱒1褐色

36 2 ST003 須患石
nm1.6 

9柑胃は全体にん止をしち．たらあがりは信くやや内向して綽び.llll船,:釘

87005031 州庭 '1'4 ,,,:-,. テてItをつくる.14'郎外鉗ヘラ，，ズ,,.外創灰色. l~1Ai茶灰色．

363 ST叩 項逗Z
「IIJ.IL8

R!I覆；は比校的平坦で．純い棧をつくる• IIは部は品 (, llfi郎を象..., にナ

細 1648 邸貴北 杯辺 テて鋭く U:.I:げる.X/11屈全体ヘラケズ''・"'色．

3 6 4 ST叩 項忠曰
nt}l2.6 

Jijj邸 rよ丸く凸く ．飩い!tをつくる. n絨謁1:1 屈くド •i. nn缶をlli>にナ

90001649 閑清北 “丑 デて悦((l:J:げる.)<井郎全SJ:へ9ケズ,,.灰色．

3 6 5 STOOi 絹返Z llltll.O 体釦は比較的浅く ．受おは外/jにつよく突111./; らあがりは内傾'.¥14-にfll:fi

90000656 閑1鼻駅 )l<I; &,ti 4.8 して祐<.nu鄭は斜のにナテて伐<tl:J,げる.l1'1Jllヘラゲズ •I. 灰色◆

3 S S ST¥10.'i 須憑石
n!l,21.s 

nu聟u外Ii.しなが1,k~<111さ . nil諮は外）jに向けてやや肥広口籍r
如 606 閾溝東 哭 に沈線 1条逼らす．灰色．

361 ST005 川逗Z nm9.1 rll)聟は績く外反加しながら間さ.llll諮r:I餃肥J'f.させてi隻を直くナテ上

90000059 !~i貴巣 ll! 石芯 5.7 げる．＂ は下に突I.I条．頸部に彼状文.Hi色．

3 6 8 ST姻 絹忠Z
IH!J.18.0 

珠胴駕.q, 位ややドに沈1111条を逼らす．馴郎は上・rにカキ/,託憎1付近

900磁 JO 閑i/11東 '" に9クキ，，を残す．灰色．

3 6 9 ST磁 須!!lll n往 9.6 託f~儒は一'"に）凶~i ら. uは配は外/.i.~し珠1:,tちI:がる．体部に突≪'<2 

90(碑 0 悶1賢東 l1il 苔窃 5.5 未と波状文で111る.1e1-は潟文を残して欠失.~ 祁へうケズ,,.灰色◆

3 7 0 S1'005 珀,!!:O U往13.9 K・片駕は平坦な卜、0からなだらかに.Fり．鋭い1塁をつくと II紐紺はやや外

9畑 58 悶i鼻ll( fl-¥!! 石必 -1.8 向しながら1忙1こ,,,びる．天,~胄冷：体へうケズ＇）． 灰色．

3 7 l ST姻 禎忠臼 ＂径 11.8 ltU俎いながらfl[(. u緑忠はつよく外向しながら北<i!I:にIPび， nUI団は

90002切3 凶t鼻JI( 斗滋 召芯 <.5 ＄ヤうにナデて飢(ft上げる．尺片即へうケズ'I.灰色．

3 7 2 STOお 絹恵乙 LI径11.2 11:11'即は全体に人心をしら．受船が外力につよく安/IIする．立ち1,が＇）はや

9細 55 屈清東 lf'1 石;II;5.2 や内傾しながら外以れ昧9こ姦く伸びる.nr和郎へうケズ •J . l;li色．

3 7 J STOOS 須恵B n穫11.0 託郎は平1!1でw船が浅（．受部がつよく'Ji/II.たらみがりはやや内傾して”’

90000657 悶清東 'i'll 石ぶ 3.9 び，Utt毎をIJI.(fl:l:lfる.m~ 部へうケズ,,.灰色.tlifliにヘラ;ii:,;.• 

l 7 4 STOOS J:t-'Z'l 
II程1,.6

杯郎itU.饗からIJI糾冒2で紐くカープをIiiいてtち上がる.,.,. 費IIHI』U郎ナ

90002釦 ~,lf1i東 ;a;,,: デ，体知は外面へうケズ I} 後， 内外凸ヘラミガキ• I!(茶褐色．

3 7 5 SToo; 上閾召 ＂往 16.2 杯部は比餃的ilt<.PU記が1111<,Ill駕,:屈い百郎から州忠低くで定して人

900(岬 JM清東 ,&r,ij: 乙必 9.3 さく外）jに開く． 外蒼へうミガキ， 内面は杯郁ナ ，，，• 明茶褐色．

J 1 6 
S以 18

I; 閾已 II粍IS.O 剛船は下膨IUこ）tl1'汎昧の駁111lから大きく弧をi-~ -~位でぷに締まる.IJlt 

姻螂 甕 己ぷ26.7 塙Uく外以.IIU郎ナテ．胴祁lj外曲ヽ ケヽメ. ·~ 面ヘラグズ,,.ぷ褐色

3 7 7 
S8018 

:t:r.Jz; 
＂程,a.•

U粍部tかつよく給3って短く外反する.n緑部ナ，，，，胴饗は外面9 ケヽメ，1勺

一 塁 面へ.,.,.ズ,,.囀l褐色．

l 7 8 $BOIS U導笞 II径20.8 丸llで， 馴芯はつ よく隕に'l!l•I 出し， nitおはやや外！え~,昧に l•l く 111:lr して

知 00808応“泣5 髪 i:i;:::21.5 広n.馴卸は外面ヽヽケメt隻←卜,,r,ナチ．内面へうャズ＇）後ド Pナデ． 剛褐色．

3 7 9 
S6018 

J:r. ぉヽ I.I程lヽ., II郎は絃状・丸tl.nit駕は嗣部から.,明庫に屈創して,r.ちJ,が＇）．沿部が短

90000870 甕 石~18,6 く外反．尉忽外面ヽヽケ I.内面へ9 ケズ •1. 褐色．

3 8 0 $8018 1: ぶヽ 己
＂往 17.8

nhtftDUl'i面に尉船からItをなLて・,tち」；がり．塙郎がほく 外I-<.馴部外直

90000517 床直必28 甕 9ヽケ;,l'i面へうケズ.,.褐色．
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切畑迅％

図 番，.；． /1¥-t:J息点 岱種 法依cm 形紐 ・関整の朽徴．その他

J 8 I S8018 l:t.f召
＂粍 6.0

IIU駕は•~tdに1皇をなし外1ぷ＼昧9こ Ill虜I してm< . 14芯外~iナ.Y,, 内鍼へう

9000245< Wi~:N逗 伐 グズ ,,. 氾色

3 8 2 $ROIS l:t4tl 
lll'.13.6 

馴闇はUがなI!らかに ド •I . IIU属1$.l/,に設く外/JI.,副澪外釧9ヽ ケ.I,内,r,i

90000ざ13 w,~:,.1, 喪 へうケズ,,.'"褐色．

3 8 3 S8018 l:t;f~ lllt 8.8 M~. 馴閲1バ責につよく出って訳<. n'tlll lliから Ill創澪外1ふ Illゑ~I外,m

畑泣3 仄紅ぬ逗 ＊ 乙ぶ13.S ヽヽケ パ負ナ ，，，．内直ナ ，，，． 馴船外Iは9ヽケ~ . l'i1rH:'1'ヘラ.,.ズ'』 .'"渇色．

3 8 4 SUOIS J:t.、召
lllt27.4 

l•.'N1かすかに内IJ'I;\珠なが /,i/(1こ伸びる． 外,fl! .ヽ.,. /llへ9ナヂ．内“ヘ

90000的？ t.11,n: ~. 13 祇 ラケズ11.~llll色．

J 8S 
$8018 

1,r, む
9知:,;1.2 m,iの f-11!... 褐色疇

90000543 l・N.lil 

J 8 6 
SllOIS 

J:r. 苫ヽ lllf. 2.3 
Ill~ のflY.li!.褐色

90000544 l!l!lil ;c;r.r, 2.5 

l 8 7 SUOl8 1,r.-r. 11ll14.0 >l!l•lilill .ll味を しら， 1mr~をなしてIIはり頃：ヽr..·~ 外鉗ヘラミガキ．外“

90000511 JふIi;~ 1ヽ8 杯基 石,;,5.3 茶褐色,l'il籍:!.llllC!!. 

388 S8018 1,r.t召 lltf.14,6 X.!t-,,:c:J, 昧をしち.!ill~tなして lllt祁がやや,~河~I.Itに ii.',. X.! 「111:

90001lall r,li岱 10 “直 むぶ ◄ .9 ヘ9ケズリ ."は祁とl'ln'iナテ．彎1褐色. t'ltfli玲褐色．

389 S閲 18 1,r,.;r, Ulf.l~ A Xlt-船IH直が ·1•tttでmH1をなし. 1-11$祁が俎く11(1:111<.)IIぼiへうケ

90000815 ／ぶ此S.11 “必 z,,,,; • .o ズ•) . llltl饗と内面ナデ・ ＇り1茶出色

390 
S以 18

troili苔 nf令15.8 llfむがKさく. ftはかすかな役をなして"'-郎がl,i(III!(. 内外~iへうケズ

90002472 1(-1, 芯，は3.3 ＇）．剛 111色で.m色'l! Afの~(騎あ り．

3 9 l Sll018 1:8.iiZi Ill消12.1 X)Pffllは l •. liiが ·1•tt!でmmをなくし,llll/11がi/(1!、Tっ．外直ヘラヶか）．

90000813 I.Ii此S.16 lfll. 召，；；； ,.2 内,iiナテ．褐色．

) g 2 SBOl8 I: 綽乙 Ill厨12.6 XII祁u店をしら. ltll純いRをなして II~闇'lf.,r..)i/1'/:G外贔ヘラケズ

90000513 9ぷ 心6 11';!! 召，;;4.8 ,,. 内l;ナf'.IIは1i11ナテ．褐色．

393 SBOIS I; 鯰5 llff.12, I Ji.I~ 祁は Jl>II をしらながら比較的低く ， ばu~をなしてIll拿船い：妬し"'・

90000814 1,11釦 42 lf'li 召ぶ 4,0 }</f忠外訓ヘラケズ•J. 内“ナデ• IIU<罹；へうミガキ．茶沿色．

394 S以 18 l:laliZl llff.13.0 xJF郎r:A<. Ifは純い役をなしてIf樟閲がやや外I~'.\昧に ，tつ. xJI'沈外

畑 512 床巫10 lf.ll 乙ぶ 4.6 ’’ヽ ヘ9ケズリ， l'i直ナテ． ＂‘糾冨ナテ．褐色．

395 Sll-018 I: 輯乙 "程12,8 >i.)t, 忠fj屈 l:~ ち.ltUI~ をなしてIllが駕がややIll<.>IJl•/111外,,;ヘラケ

出細811 t.lii/i. 池 13 ~11. Zitfo •.3 ズ,,. ,~,,rナデ. IIU鵠ナデ．“

396 Sll018 U論Z lllf.12.• J<Jri翫は紐をしら.Itは役をなしてIIヽ*Iii:,((ヽ:r..J<Jl'IJ: 外面へ9ケズリ．

一llii/("419 ¥必 召ぶ ,., 内,,..,.デ• lll*l:!J1"テ．鯛l茶褐色．

3 9 7 S8018 I: 紬乙 II{量12.8 尺Jt-茸Uktliを b ち.mmを なして IIは釦I忙立• Jilt-沈外,niヘラケズ'),

-~76 llii/C~•37 1/.,11 石ぶ 4.2 内1籍1-'I'.Ill食即ナテ.,1,111色

3 9 8 S8018 l:J'.Cil.l II捐11.8 N.J~ 芯はKくぶく .ItはIll失.111t,n: Yヽ~ 郎が紺{Ill{.N.lt-外ヽ 0へうケズ

9000051• ぶ,Ii.Noll ff.I.I. D1:r. 5.2 リ， l'i直ナテ.nlt/J: ナデ.lllf!!. 

3 9 9 SII018 l:t,t召 II! 量12.6 Jf.Jt-高"'涌iが吋t凩で·~は段をなし. IIU船がやや外にISi<.Jf.JI嘉 外t,iへ

州畑12 Jlii/(紐必 ),(,lf. 石品 4.1 9 ヶズり ． 内iliヘラミガキ• 111•/lllヘラミガキ． 褐色．

4 0 0 S1!018 1:14石 IIIJ.12.7 X!I灯；U)LOllをしら. Itは反をなしてIll貪祁がややm<.X!I繹外＊へうヶ

畑 Slll l.li1~:N心9 lf.ll 石.(:;、1.3 ズリ ，1,;,r,;ナた 111.i濱ナヂ．嶋1褐色

-174-



Ill 迅物

図番~} /~I: 地点 岱往111凜cml 形態 ・湖笠のt:抒徴．その他

4 0 1 S閲 18 I: 暉石 UUl3.6 fl.1~ 忠は人く 、ぢ<.ltlletをなしてnit祁が紅く外にIll<.:fl.I~ 郎外釧ヘラ

900008!0 Iぷ岱 •I f{-li. 召ぶ 5.9 ケズ ＇） 後に内外曲へうミガキ• LIiゑ霊へうミガキ.'"褐色．

• 0 2 
S0018 

1:r, 石 ＂佳 13.0 i<JF郎IU面が-~坦でlfl~l'i をなし. "'ゑ仰は外1;[しながら/f.っ．内外ヽ ,11

的碑,1 ).(-ll. 召ぶ』.3 色厄謂．天11・忠外面ヘラケズ'』,l'liit nl*郎ヘラミII知，い出色．

4 0 3 
S以18

J:r. 石ヽ
111怜13.0

JI!~ 缶は飢<. Iさは iff失して UH謬が内~,1;l砧にltl ilb L Lヽつ. Y. 片lll,外晶ヘ

90如 476 M汲 うケズり1食に内偏ナテ．出色・

• 0 4 SllOJS i:11#む ＂往 12.5 h}忠は比較的1•11しで．交郎IJつよく外ガにIll ~ . loらあがりは内関して伸び

90碑 16 tふれ冷32 £(.It 乙硲 4.2 る.~ml外幽へう，，ズ ,1, I位＋デ• (I沿(!!.

4 0 5 SI切18 1:r.t溢 II径12.4 m糾郎はんく .1! 想lj段をなし．たらあがりは渭<,n: 立.ll!l~ffl; 外葎へうケ

9000081' 床応15 11'!! 石ぷ 4,9 ズ •) . 1•1 11iiナテ. JIは部ナ'I'.'II出色

4 0 6 SIIOIS 士繕お ＂往 II.I 庇体祁はJしく .'l'I:高i:9'をなし．たらみがりは外Kしながらtっ．底高外両

90000SJ8 tふ'"~•J l(.jt Zl.% 5.4 へうケズ •J . w忠から I.I I釦都およびI~ ,ヽ;ヘラミガキ．茶渇色．

ヽ07 S13(118 ,. 閾乙 ＂往 12.0ilifい覆1はJLく.-!.! 椙!!Uをなし,lこらあがリ はやや外関~lOI!に立つ.klWl.i 

如匹13 I.ti直N•S lfi! 己ぶ 4,5 外llliへうケズ ,,.fll卓郎と1勺i面へうミガキ.'IJlllilll色．

• 0 8 S8018 且~i:; ＂粍 12.1成f~讃IU九く．受郎は段となし．たらあが,,はやや内,,,~t"''"'r.っ.1~(4'郎

90000811 床,«J.•8 Jf!J 石ぷ ,.s外面へ9 ケズ •I. Ill汝郎と l'i贔へ9 ミガキ• IIJ! 茶褐!::.

• 0 9 Sll018 tt4tl ＂往 11.3 t¥;f*茄は低く丸昧をしら，そ記はflをなし．たらあがりは内Mしながら直に

90000817 応的•ヽ.↓I lfQ 乙必 u 忙つ・外“ヘラミIfキ，内IAiナテ・外面Iii褐色，内,r,i褐色

4 I 0 S8018 it.f石 rll'l.10.•I 託f~郎はたり,¥妹の丸してで.-'l! 謁は仕をなし．たらあがりI!外傾しながら,r.

90l如 0 f.lii((So49 11-Q 石ぶ ,.1 っ• l.lil~ 駕外紺へうケズ •1 . 沌ナチ.'"茶褐色．

4 I I Sll018 I '1:t~Zl II程11.6 託i←IUUJしく.~忠は段となし.leらあがり,rr.<r..m~ 船外llliヘラケズ,,.

90磁 12 床1的/"36 呼 お必 u 池ナデ• aは駕と 1引面ヘラミガキ• 'II 褐色◆

4 I 2 S8018 .tf,CiZi Ill洛II.I
訳f~即iいLt¥;で深く,IIは笠内傾．託即外直へうナヤ．他指ナチ．剛沿色．

90000S2I 床i邪o9 /:{.# 石ぶ 5.4

4 I 3 SBOIS 1:f.JZl trftlJ.6 <\,W船は)Lt~で浅<, nl~iilill屈く内情, llf切外J,iヘラグズ'I後， 1勺外面へ

90000819 Cl:,~:N<>24 ffu 石ぶ..8 うミガキ． 内外~i!l\(!:Jf'I酬. lf,J: 褐色事

ヽ14 
Sll018 

tlf 
U往12.8

託体船は尖ヽパ心とを息,,ゼ. llltillは頃＜紺く直立.llil~ 置外1紆へう＋？

9如 i1 )f身 他ナデ.'"褐色．

4 I S SUOl8 tU石 umu 
ttW配は人駅で尖 0):1¥はに深く.flit澪t.t~H ,柑河.tlf>忠外,r,rヘラナテ．

9000247ヽl !111((~•50 ll'~ r皇ナデ． 褐色．

ヽI6 
Sll018 

I: 鱗石
II往11.6

Ill~ 記iリし駁で又 •J ~\~にほく.IIIJ.'liはIi,((内汽,<l(,I;謬外面へ；；ナ，，，．

90002475 紺 他ナテ.'"褐色．

• I 7 S80l8 _tはi石 i¥11'聟は丸“で火 ');¥味9こ!li<.LIi負駕1:lliくとつ.ll{W忠外創へうナデ，

90002<73 f.liu'(S•50 !/.k 
lit治10.5

fl1ナテ．町出色．

< I 8 SBOl9 I: 綽Z
tlfnJ.2 

馴lllll!liがんく張,,. nl會悶IU地にEl曲してとら」こがった1灸外反,I IIJ屠ナ

“碑62 w,n:,.1 塁 デ．嗣甚外面9 ケヽメ．内川iは9 ケヽ9復ヘラケズ'),IV)褐色．

ヽI9 
Sll019 

l:t>lir. 
Lil治23.、l

馴配Ill!があ:t'llllらず.auば1よ粒<S・r.影に外｝ぇ・""芯外iniナデ，9勺1箱

90000!¥61 I! ヘラケズ,,. 1H舵外jlli,ヽケ"・r,;面へうケズ•J. 'JI褐色．

4 2 0 S13019 I: 糾召
tlfl23.6 

n11<高,:r <」 ·r-i,,」 bl曲して外I,(~\心にm<. l llt澪外鉗ナテ• I勺直ハケ

“畑55 lふぃ：N• 1 哭 .1. 胴毎外鉗ハケ;. l'i血ヘラケズ11零彎l褐色疇
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切畑迂跡

図祐,;-81土地点 笞 .ff.法蚊cm 彰態 • 関 整の特徴． その（直

4 2 I S閲19 土閥石 n程16.2 鉢杉正体悠はん訳で.f杓謬は深く笥IUIしながら/f.ら1ヽ．がる.w駕外釧9ヽ ヶ

畑 0859 床磁ヽI 恢 む窃12.7 メ．内直へ9ヶズ'J.lllt鵠ナ'f'.IVJ褐色．

4 2 2 S以 19 .1:r.-z. 
llff.15,< 

尉郎1がl•llで球状に9が）. IIは加i:~に H瀑l して ,t ち ~.hらた後外以• IJは

90000860 床心I 菱 祁ナデ，馴甚外ofiiハケメ，内foilが→鸞9ヽ ケメを残しへ9ヶズIJ,Iり1褐色．

ヽ23 
S8019 

~:r .. ~ ロ(tl3.0 馴部u 卜Jlで汲•)丸託珠状• II紐111111ややあま<r <」 nうにlttllllしてi/(1こ

畑 謁4 裏 i:.;r,;14.3 1111(. lllJ褐ナテ.1H愕外1Mナデ．内,Iiiヘラケか,.褐色・

4 2 4 
SIJ019 

土鱗乙 n径13.0 ltlllllHIが製•},"既れ止の丸~- IJは悠は忍に屈曲してヽtらI・.が•）外反．

90000587 壷 苔応15.3 ＂は部ナデ＞馴部外釦ナデ. ,~,; へ9ヶズ •J . 船色．

4 2 5 
S以 19

上i.zi u粍 6.3 小紗九狂峯．馴部は.,.位で慣につよ <ill'/.IIIJ忠 は い」・r-影にt暉Iして

畑 586 減 召;a;7.6 短<Ill<, 11 は郎ナテ• l!llll外創ナデ. I~ ヽ dヘラケズ,,.褐色．

4 2 6 
S8019 

t騨己
11119.0 

馴1:1lはあ1')lflら1',Il l食高liS字影をl~いて閲く外反~\味に ，tらJ:がる．外一8

壷 ,iiヘラミガキ．内面1: 111ゑ甚ヘラ ミガキ．馴船へうケズ •J. 茶出色．

4 2 1 S以 19 土顧Z ll!f. 8.1 馴郎1ょ.,.位で慣につよく製 'I.Ii.~で.lllt/:il直ゞ r..nは釦内外面ナデ．馴蔀一5

床応2 囁 岱必 9,7 は外甜,..,..I後ヘラケズリ ，内面ナデ."'茶沿色

4 2 8 
Sll019 

頂ぷS ＂径 Iヽ.2 犬井部I:丸<. Itはあ~ ')生らず,~をなす• lllt閉Iい:;(!JI さ~\味に ii. ら．

引畑93 “甚 r，石 s.o llf! 諾Uiinにナテる• XJ柑墨外面ヘラケズ,,. 檜ナデ．褐灰色．

429 
Sll019 

上鯰乙 Iii角12.8 天I~!じ1よ）いをしち．棧1:12となしてnu高IIは郎がIll<Ill<. >i片饗外面

％細95 杯溢 石出 ，ヽ9 ヘラケズIJ,fflナた褐色

4 3 0 
$8019 

ャ，鯰1a ＂往 12.5 釦 朽駕は丸昧t-bって浅く立ち I:がり，受閲は段をなしたらあがりがはく

虫細9< 杯U 石i!:i4.6 内傾.m柑覧外面ヘラケズ •II麦. Iり外戯出色lffllf.

4 3 I 
SM19 

.t綽石
llfft2,6 

既f<I'郷11)しく ，受祀11段をなL.たちあがりが渭＜俎く l~lj\亀 lil!W祁外1籍へ

畑 a,o LFLL 9ケズ＇＂負， 内外~·ヘラミガキ• Ill色．

4 3 2 
SB-019 

ヒ鯰Z
＂程12.2

“体褐ll)t.111をし って汲く立ら」：がり.1,! 高は段をなし たらあがりがやや

900知 7 'l'/,t 内傾公昧にii(立．［小体郊外面ヘラ9ズ＇）後. laナデ．外,r;ふ色船H冷ii;.

4 3 3 
S勤19

:ti贔ら
nm2. ヽ

hlf.j: 諮(j丸(i:l!<.Ill卓船はlrlrlllしてつよく 内傾.ttll'悪外面ヽヽケ人他ヘ

損細;o 11,/,/ うミガキ• ~I 荼褐色．

4 3 4 
Sll019 

J.:Mi2i ＂程 14.6 ll/4'閲は Jびしをしって浅く立ち」；がる． 庇1~11!:外,,;ヘラミガキ.1/J白iナデ．一j.j
鍼 i5t:I 4.2 IIU肥ナテ,1'1)11)色．

4 3 S 58019 土騨召 J.f程 7.6l'f. f• の祖製閾.ii'嵩1:,t,:1二立ち I・.が/,I.Ill饗でやや内笥.,.. ヘラナテの一9

床直N47 碗 口ぷ 8.6 後． 内外~,i指ナデ付け． 褐色．

4,3 6 
S8019 

.J:~ 石 II程 3.l 
柑賢の小駐碕状 t.笞．外t,iヘラケか,.渇色

91!000591 口状 s,~3. 1 

ヽ37 
S8019 

±!f!i nff, 6.3 
flt関の小影蔚.w加ljf, ヽ」 ・r-形に開く．内外'"'ナデ付け．褐色．

90000;92 碗 Z名 4.8

4 3 8 S8019 .t閾召 II({ 3.1 
訳江が不安定な1'tlのl'!l!tZI,褐色．

90000590 lliilf.~•9 手代凶 a硲 2.2

ヽ3g 
SI切21

土“石
l.lft20.2 

Illが高'""船からs・r-uをIiiいて内伯し．虐llll外1x..11u郎ナデ．馴澪外鉗＋

870(成 ―、J 史 -,,, 内而へうケズ,,. ~, 沿色．

ヽ40 
S1!021 

J:t.f召
馴穫12.9

馴国は球状のMl蛋.lilt祁（：：つよく屈罰1し，1111さながら祐(tr.ら」：がる．

秋％ 螢 l~lll外暉へ9 ケズリ ． 位ナ ;-. 牙褐色．
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Ill 追物

訓香サ au地，'',i 岱種 法欣cm 形態 ・潤整のn徴 ， その他

●ヽ 1 
$H021 

l:t.fitl 
llff.13.4 

1良IJfltをなし. Ill・紅祁がややIiiさ)l'li<C{f.っ． 内外~i と~!!.\色へうミガキ．

87000WI •~-,I! 祐J:褐色．

4. 2 
5B021 

U濤Z
＂粍 12.0 ltl: 役をなし.nは部,r,:,r..内外鉗と b出色ヘラミガ年 la1;1り1ふ出色．

87畑 9 l{,'ll 

• 4 J Sll02I I: 科己

寧 906 カマドIり 碗
llft.)5.9 Jし店で.f,1-紀はJtl郊的浅<kさく111いてヤ．ら1がる.JIil/! ・が"誼．褐色．

.'. SBOZI 
M湯E U粍 9.1tl郎はぷ如とな4と代で. r¥ 霜r;t!る＜笥,11,しながらヤ．ち I・.がる• ¼l出·t近外

87碑 21 鍼 召品 3.8 面へうケズ,,.I皇ナ"i'.Ill色．

4 4 S 
SB021 

l:~Zl 
~ff. 10.S 

“盟1欠失． 闘閑11~1;1 さが少なく. IllがかすかにPrllて以（外！えWillに111(.

87000622 ぶ杯 闘部外‘｀ナチ, Iり鉗ヘラケズ •n•l'lf沈ナテ． 褐色．

ヽ46 
$1!03? 

t鯰乙 Ill治23.4 ,~ 船I!ドドが直に間いて 9肛び， '"'~からゑ9こ，Yら I:がる．疋 r、イ；冑I.外,w,ヽ
叩 )00681 涵 己応25.1 ヶパ負ドltナテ．内晶ヘラケズ,,.

•• 7 I: 綽S 日 HIJl:U馴祁から心II駁に ~I劇して 1111<. lllt郎ナテ.1H芯1れ川Aiへう.,.ズ

細 611
Sll032 

哀
Ufl.16.0 

•J. 外,m綱曰ィ渭JUI,荼褐色．

4 4 8 
S8032 

I: 絨呂
llftl3.D 

nはばljtfitlから心に外l:i.昧しながらilちI:がる.11111£ ナチ，馴船内直＾`

ooooo函 安 ラケズI)債ナテ． 褐色．

449 
S呻

l:Uia 
lllf.14.0 天JI甚はJI.(. fどは,1!dl1 と化して Ult忠oh• ;r_ 内外暉ナデ. II)色．

細 06話 ¥溢

4 S 0 
S細

l渇卓召
nm1.o 

小影>/.li.幻 l'/llllいL味をしら， iだは突IllしてIIU濯,n:.;r.,内外鉗ナ"'・!I;
損I0006S< “丑 色．

4 5 I 
S8032 

J:I贔召
IIIU2.6 

It体ぼはJ<.(.',/:謬ばRをなす. m•t:11は以く直,r.. 内外ヽiとb!!I色ヘラミ

細郎70 'fl/ ガキ.lfii: 褐色

4 5 2 S8032 I: 輝む lllf.12.0 託体芯はス り 1\01'の凡“で． 受知は［交をなして Il l釦置が~;くつよくl'i傾．“一11
床心4 l(.R 石/,/,4.9 Wilt外,r,iナデ，Iii面ヘラミガ知 LLLT忠ヘラミガキ．＂！出色 ．

4 5 3 S~'l2 l;r4ii lliU2.4 l~f-1'繹l;ltl郊的i又＜．受細はかすかな11をなして JJU祁はやや内HI,\昧に“

90000656 ぷ由,SoI •t4 Bな 4,7 ,・c. ll'f.f+: 船外直ヘラケズリ， l'i繭 ナ た Illが閲へうミガキ．褐色．

4 5 4 S岬 J:r. 召ヽ IJ様10.4 託ff:!il{j汎IBI しながらやや~Iこ //.<,I:がる．外1はヘラケズ'JI羹ナテ．内面ナ

蜘 00676床応9 'i-U 石tr.s.o テ． ぬ色．

4 5 5 
Sll032 

項!l/.15
lltf.10,4 

底想は平坦で体肥はJtt雑的桟<.*部は外）iiこ恨り出し，n籍高がつよく内

9000067ヽ

““ 
傾してれに仲びる.m~ 船外i籠へうケズ,,. 位ナテ．灰11色．

4 S 6 S如 」:"'召 Ill清ZS.6 r午忠卜C•~U1il;に関さ.•l•I~ で~•=兄ち I·.がり LI~忠緩く外,,..1er•u隧Illこ
&9009、92 休盈凶し11 llli 石ぷ24.3 曲がる.w闇外而9ヽ ケメ棧ナ"'・ 内釧ヘラケズ,,.尼 f•ヘラケズ,,. 沿色．

4 5 7 S如 l・.flfむ ＂往 2,.2 r本忠u笥曲 しながらtちlこがり. ni• 配c:かすか1こしり1曲して1111(.f俎精1内外

90001製H 仄直1'>21 団i 乙ぶ25.0 面ヘラケズ＇）後外t,iナた nu濯ナた IHへうケズ •J . 褐色．

4 5 8 S如 I: 閾己 ll径26.0馴駕IVぷ絃状で情に似 •J. uは 即 ふf"9J誼1こIii、lして外IXLながら111<.

蜘 01083床必ヽ16 吏 乙ぶ2<,8 ＂は111lナテ．馴郎外面9 ヶヽ ,.内illiヘ9ケズ＇｝．鱒 1褐色．

< 5 9 s瞑 3 l:t.fll llffU.6 嗣部はJしb~ ド膨ヽl~\帖で. IIは郎11心り1餃にhillllして外反しながら111(,II 

9()001磁 広直~20 提 石硲18.2 鯰郎とれ苺.,.チ．嗣船外1!かヽケム内tiヘラケズ 'I• ぷ褐色．

• 6 0 S瞑 3 t.t.fli ＂程 14,2 ＂郎 UJしl'En馴9いしで.IIU船ij,f,l!JllftこM曲して外1J(しながら間<, IIU 

的U碑 勘応17 渠 i;, 名19.0 謂と庇聟ナャ.If船外u'i•ヽケ;,内面ヘラケズ,,.ぶ褐色．外ヽ i煤(./'n,
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り）1111這％

図番-.;- ll¥l: 地点 岱種 法l,tcm 形態 ・因整の朽徴．その他

4 6 I SJI063 l:t.Jti 111'-IZA 嗣11:ltJtl~でl•llややJ.が餃り.lllt高はイ：胃1位に屈tiltして外反しながら，t

一U/1/(Nol< 曳 乙ぷ16,0 らI:がる．馴沈外1Aiヽヽ ケメ，l'il面へ9ヶか,.nu高と tfffll·/'デ• Ii.Ill色．

• 6 2 SII063 t綽召 n m u  酎笠は,,が汲,,. 飲くつ.l:ILでl't(,I IIJ芯は不明比に~1111 してli.lt.,し吐に

9!)0006rl l約/1,N•2< 提 Zぶ10.0 こ̀tっ．内外曲ナ.-.外藉にか色絨IP~飢船I・・褐色．

4 6 3 S1!063 l:t.、召 ll!UO.O 尉lf;llltlt紐で.Ill會祁uややあまく「<J字杉tこ屈1111.1H忠は外直9 ケヽ

90, 燃 a lliil岱ol 哭 i:;,, ・~10.7 ，，．内,,;ヘラケズ.,. .,,. 部と出饂ナた茶ぬ色．

ヽ6ヽ Sl,!063 l:t、乙 I.Illお.0 馴忠はUが汲り~,,紀とな，I'll.rlfflllllは~"VI位に111 1繭してやや外傾しながら

90暉邸9 ll<,~;N•IZ ＊ おぶ25.4 tっ．罰諮ナデ．馴闇外面,-yI. I~ ヽ dt:ヘラケズ'/後卜,.rナf'.褐色．

4 6 5 S8063 l;t,tz; JJIUS.7 馴11;1よド膨,,,,しl!<)L,I~でI:れがつよく締＄と""'即(jややあt<£< J・t

89009493 w,n:N•IG 曳 石硲34.0 IJ<:l1!ill1. erは11:ナ*・ 馴部は外直指ナヤ!flt.内銭ヘラケズ,,.囀1褐色．

4 6 6 511063 l:r. 召ヽ IJl#,12.8 l!.¥色氏嗣 I:石.; とはわずかにnをtlして""忠がt(,r..mけ［外漏1こヘラケ

90000602 1-1<,~:~.15 杯直 む硲 4.G ズ''"を伐し．内外1厖ヘラミガ紀給J:ぶ褐色．

• 6 1 Sll063 l:n●む ll!'f.13.1 !!.¥色1111:7.:,lだはわずかにf~を残して IIUJ'llltl!il.~.. XII'船外'"'こへう

9000060, 床,~:~•6 >fil 2:.1;::j 4.3 ケズ’｝りtを残し，内外1Aiへうミガキ.1/;1:茶褐色．

4 6 8 S8063 t:r. 石ヽ iilJ.13.1 !I.I色序fJfl:石, I皇llflをなしてnl•忠がやや外反公止に，r.っ.}/JI甚外.,こ

900006!>< r,li1/f.N•I ヽI lfD 石品 ,.1 ヘラケズ•I~{を9又し．内外t,iヘラミガキ. !(;I: ぷ 出色．

4 6 9 Sli063 1:/,f召 11!fl3.6 !!.I色名l1ftZl, ft lよれをなしてU lt.°11がやや外以~\昧Iこ立つ, li.Jt-lll外創1;

90000639 曲,r,,.z
““ 召硲 u へうケズ'I>(を残し．内外而ヘラミガキ．尉:I;褐色．

4 7 0 Sll063 1:r. 召ヽ Ult.13.0 N.JI溝：は凡<.ftU段をなしてn1ゑ聟力'Ji.!くi/(u.する. x11• 芯に外直へ9ヶ

90000635 Iふ“~.5 •fR 己、公 3.9 ズ'If(をf.QL. l~iliナデ. Illゑ讃1ナ1',Ill色．

4 7 l s啜 3 1,r_, 召 niる）3.fo >1月細は1ヒ較的平tt!で.mi,, ずかにDを伐して IIは加n.•~• kit-I応外,,;に

90000606 ll<,f(,'-28 17-i! %;,!:; 4,0 ヘ9 ケズ＇げ（を伐し，内外直ナテ• IIJ褐色．

4 7 2 S匹 1 I; 碩召 II往12.9 !!.I色窮餅 f•.Zl, ttUJiを残してn1.1<11:が,h:'1..J<J『も外創にヘラケズ，11/{を

~9009<90 床＾泣3 IHi 石芯 ~.8 残し．内外1籍へうミガ＊・'"褐色．

4 7 3 S以163 1:8"召 ＂粍 12,0 m+: 船はILく, 1.!lillは純＜汲•HI\L , たらあがりuやや1り傾.t(f小郎外,n;,こ

89009,189 9ぷ此"-1 ““ 
召，!:;4,4 ヘラケズリ~(. 内外創ヘラミガキか．外dれにm色~0,01, 1:1.t•II褐色

4 7 4 S向 I: 絨召 Uftl2. ヽ •ti糾illいしく. 1: 祁ur~をなして．たらあが＇）が,~: ,£. ,ti~ 外面にへうケズ

畑 633 t~,'l)、"18 “身 召芯 3,1 •J diを銭し．内外廂ヘラ ミガキ． 茶褐色

4 7 5 SI如 」こc,i;i; Ill令II .~ i.;v. 墨!/!(;頂思石に但てシャーブにftl;げる• !l体駕11!1.(.たらあがり一34
1.11,1(四 ¥It 沿ぷヽ ，3 は9層く1り傾L,1: 心が親く1りI<.t~Wlill外'"へうケズ,,. f負-t-;-.11)色．

4 7 6 SB00.1 K騨5 nltl2.2 出色"11lftむ.&I:!<!-祁lllLく..:; 郎1;しilllilとrtしてIll會祁が祉(1/(ol:.外,,1

911000603 9木 ~"'-32 l{-l! 石必 <A （いXf卜祁ヘクケズ,,.lilt配ヘラミガや内,r,iナデ．粘 t渇(!:.

4 7 7 S以)63 l;t,liil:l nftt3.0 r本氾fill!<.Jt,ltから高直Iして I・.位で,/(Iこ,・r.らI:がる.,IIf紅憫；外,,,,こへうケ

畑 ,;10 Wtli. 池 13 鍼 石;!:I7.6 ズ'11:'1'.を残し．内外ffiiナ'I',茶褐色．

478 Sll063 ば~;!I 111~1,.8 休芯9よ汲{.)Lt~から9ヽ<,'f.t,J:. 力"I,llltl,II・ でややるに＆く ；r.っ.ltW忠

螂 蜘I Iii~ 滋,, 鉗 ll'，必 4.0 外1籍にへうヶかltlを銭し．内外紺ナデ．褐色．

4 7 9 Sll075 I; 釧iiG
II穫19.9

馴江は,;u,,がつよく.II籍部lll'il紀はに,,.ちしがってるに外Iii:,lllt芯ナ

匹 511 I.Ii~(ぬ13 !'! デ．創駕外帆iナデ. J~t,iへうケズ,,. 彎'"褐色．

4 8 0 
Sllll75 

t綽Z
ll!J.12.3 

馴墨はヽ Iが汲'I. Illゑ閲i,11即から hi曲して外反~l昧に2に i!ら I ·がる • II 

訂碑12 ~ ,. 澪ナテ．馴~.外直9 ケヽ,1, Iii葎へうケズ,,... , 沿(!,.
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Ill 泣物

閑番サ 11¥l: 地点 苫柱 法£km 影態 ・潟勲の特徴． その他

< 8 I 
S8075 

1・.llli石
lli'f.21.8 

嗣部はI~<',!り.,;;11でIll食悶1が以<,n:-r. してな切外Iふ Il l~謬ナデ．創臼I

s;, 蜘 1 史 外` ＇ナデ. I~ 爪iヘラケズ,,.彎l貨褐C!:.

4 8 2 Sli075 t~Zl 
nffl6.9 

nは忠t』 11置から1~ <,,11111 して外l:i. しながら1り(• 111•/lr. ナ1'.llllll外~i- ヽ

90000;?2 床；n：~•25 史 ヶ;,l'i直へ9ケズ,,.II.I色．

4 8 3 
S8075 

1:U!l 
nft11.s 

llltllllt:11紀からs·r-彰を Imいて Kさ（外9又• nは部ナデ．馴甜I!外,(i,,7

87蜘 37 き ，，．内直ヘラケズ,,.'"在褐し

4 8 4 SB075 l:t-4iZl UltlJ.2 馴船lj絃状丸屁.Ill合/IC!jlfぼとIiをなし1111111して111(.Ill負芯ナテ，馴悶i

90000'm9 床,n:池20 曳 召必18.3 外、iiハケ J.IA! 面ヘラケか,.沿色

• 8 S Sll075 l;/;j! 召 111¥12.3 馴郎は絃状凡it.llU/liは副謬と位をなし~hUIして外反 '.,lllelこ Iii( . 1111! 糾

90<,0, 磁 床直N●19 哀 召，c:IIU ナデ，馴芯外,ru,ヽケメ， l~lfiヘ9 ケズ ＇）．茶比色．

ヽ86 
SU075 

1:UZl 
嗣iせ10.8

小u,払尉l'llfよkitで飢くつぷれ. Illが出は,ri:tr.み¥llj.でu..11.外曲9 ケヽ，，t良

86000252 ＊ ナテ，内贔ナデ．胃l茶褐色．

ヽ87 
Sl3075 

I: 閾召
馴!Y¥13.3

馴祁u1-1~ でつよく節まり. 111.tm1u「くJ・r.m:111慮1してIllく．馴FFLL内外

8700氾 3 ~ t,i十デ• 'VI茶沿色

• 8 8 s凹；5 1•.t.f石 ＂粍26.8 “郎（“ぼく笥曲しながらヽYら,.• がり. Ill~ 芯ur~,Aiをナデて信 (ltl:げる．

90000879 床1'1N"23 糾 i;;i::;22.s •l• Rに氾 f,. f,j: 駕外ヽかヽケ,. l~~iへうケズ,,. 茶出色．

4 8 9 
Sll075 

UIぶ臼
馴惰10.1

馴霜1いtが知り．沈駁に1く両さLLて憐協さ液状文を；；；らす．内外,,れナテ.·~ 

8700匹 9 i! 11i色で一応(I繁積がり卜かる．

4 9 0 S以15 J:r,fお Ill令18.8 天11,内外贔とい!.¥色名絣の人影l1'll.Nil証は丸(,Itはねとなしてlit紐i

知 M紐 Iぶi/(,ヽ 3 杯溢 aぷ 6.6 が阪くIllされ珠9こ(f.っ． 内外;,;ヘラミガキ．粕 I:茶褐色,091とl,Jをなすか．

4 9 I Sll075 l・.r.fZI ＂積 17.CI 内外~; とし出色釈＂の人む.,.~. 託1~忠はまる<.,i地はflをなし taらみ

知000887床必No.6 If.II Zi1J, 7.2 がり内kl,Ill峯11-,r,;にヘラケズ11d(をl~L. I'! 外ヘラ ミガキ．船 1,茶 沿色．

4 9 2 
S8()75 

1:r.t召 111U5.0 天111.じはJしく. Itは,~をなして 11は~Iが~j(,,.っ• >!.Jt-M.l'l,,ilこへ9ケズOJ

邸 06242 1(.li. 乙ぷ '・ヽ Hiし． 内外,riへうミガ＊・ 外,nilこ J"t町,n·,1, •J. !~Iぷ出色．

4 9 3 
Sll0'/5 

1:r. ヽ 召
Ill苓14.2

!<I~ 部はんく， i足rt段をなしてIll虐郎がIi<、・r.つ。 lllt船付近fよ内外,r,iへう

8i000892 l(,.J. ミガキ• ~I茶褐色．

4 9ヽ
S即 75

l:C• 沿 lllU3.9 }<}fl.iiはA(, Itは,~をなして IIは~.が阪くIll(.l~~triともへう十ヤの後

U細 251 ,,. 滋 Cぶ 4.3 かる＜へうミ f1キ• Ill色．

4 9 5 SII01S l:r.4i召 II! 量13.S 出色序1111:む. Ji.J~ 祁はんく, !tll彎II!(な段をなLてIllが出力‘孤く外／え',(II;

沃 249ll<,ti. ふ9 杯磁 5硲 4.8 にヽ Tっ．内外幽ヘラミガキ．馳t茶沿色．

ヽ96 
Sll07S 

I: 繕召 11lll3.0 )<j~ 忠はJし(.''はかすかなr1をなして1111,/j;が紅く..,.っ.'"''澪外1Aiにヘ

86006243 が必 Zぶ ~ .7 9 ケズ •/ ~(を It し. I~ 外面へう ミ ガキ． 外!Iii-高に ）ド~ •J K{. ''I茶褐色．

4 9 1 S8015 I:~ 召 11m2.6 天1t-忠はJしく .l4は段をなしてnu甜が，Y-っ.mt-t呂外lflif·.l~Iこへうケズ,,

90000883 ぷ直S.13 'f.ll 已硲，1.9 虹をl~t,. 内外直ヘラミガキ.11111)色．

498 Sl!OiS k糾召 II ifl2. 7 )<Jf墨1;丸く ， iさはかすかにr1をなしてliltぶ,!i~r.. ><Jt-.'lll外i/ifC'ヽうケズ

引碑70 l,111(ぬ20 'f.1i 石硲 4.9 リ麻と伐し．内外偏へうミガキ．内,r,1!1.IC!!i(あり．船 I:沿色・

ヽ99
S8075 

I: 師石
llff.12.7 

天Jt-lllr:x.く，憤rがりriv.な段をなしてIll糾船が111<.Ji・Jt-1出外1til:Rにヘラ

86006241 lfli ケズ'I~(を残し．内外'"へ9 ミガキ．ふ出色

500 
58075 

U囁Z
ll!f.13.9 

内外1籍!!l吃 •!. tlf-1'祀rいLく.1; 氾rょ段をなしてたらあがり が泣く内傾• l¥ 

81碑 95 lf4 WIil外面ヘラケズ,,.ftナテ．枯i,.. , 褐色．
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切畑追粉

t,I番1;,11¥J: 地点 z, 種 法likm 形態 ・潤整の特徴．その他

SO I 
SB07S 

l:t.li石 111怜13.8 k体名は）しく．全/.1:ISfltをなして,.らあがりがIll く立つ• l~,,: 外1付ヘラナテ．

86006244 “↓' 石茄• -~ 儀ヘラミガキ．へうケズリをれさZi'.tがJ'f.い．茶褐色．

5 0 2 511015 U頃B 111U3.0 内外紺,.1賽＇』．恥fギ祁1:!A<.-!<閲!;!fltとなしてならあがりが説（内閲．狂

一Ill,((ふ10 J:fk Zi/.r, 5.4 体艦外討へ9ケズ.,.庫ヘラ ミガキ.!~I: 褐色．

5 0 3 
Sll075 

l·.$11~ II径13.3 11,f,t,:l,llll Jし(.:';!l,llllt'kをなしてたちあがり;,・.r.内外而ヘラミガキ．約I:

如 l00世 """ Zヽiu褐色．

5 0 4 
S8015 

_tl>liz:l llff.l?.3 麻fl'fllSt;.)L(深く．受郎1mをなしてたらあが,,ががつよく内閲.tt体高外

以 246 •~# 召ぶ 5.9 漏ヘラケズリ．沿ヘラミガキ．祐 1:IU色．

5 0 5 s励 75 ＂事召 11m2.1 l\W/IIUJしく、そ忠はかすかに段をなしてたちあがりがつよく内傾• l~ 墨外

86006245 !lioh'.t<.9 "'" 石必 4.7 面へうケズリ.Haヘラミガキ．＇り1茶出色

5 0 6 S8015 .t鯰召 9ヽ径ll.9 内外;,;m曹 1i.m<1-郎はJしく．そilllliか十かにIJtをなしてたらあがりがつよ

以 碑？ lliili.Noll "''~ 石ぷ ;,o （内傾.,,11: 外直ヘラケズ,,デ．伯ヘラミガキ• 111茶褐色

5 0 7 
s即75

U諏Z
Ill印1.8

“体岱li!i.<.',!祁1;(kをなしてたちあがりが内傾． 屈郷外創へ9ケズ •1.

87碑 9 ll'tt はナ-r.外11i鰭褐色． 内函'"茶出色

5 0 8 
Sll075 

tl'Pil:I ＂径 12,2 託fl'篤Iiん（，受郎は段をなしCたらあが')が内伯する• ltli!l外~.ヘラケズ

87000細 jf~ 召ぶヽ.s りか．饉ナデ,ltilU色．

509 
SMi5 

ti,i;z; II粍12.6 内外tlli!!.l'lt0J.~ 芯U小さな ·r•川をつく＇）．受船はflをなしてたちみが＇）が

岬2~8 年身 石沿； 4.5 設く つよく内閲する．“郎外面へうケズ'/.他ヘラミガキ．・茶褐色．

S I 0 
SBOぉ

L: 師石 11{112.4 t~f~ 郎Iりしく．交氾は段をな してにちあが')が瓜く内閲• l~ 讚；外贔ヘラケズ

U碑 247 lf!t む必ヽ.5 ,,. rtヘラミガキ.· ~ 茶褐色．

S I I 
s切75

t糾Z
＂粍 9.8

小9が1-.l"fWIIIU 丸く ， 受澪(j~をなして,,らあがりがやや内関してtつ．

3;000891 “身 llfl'郎外面ヘラケズ,1, I亀ナテ．内訓i!.l'tOJ か．外直·~褐色．

5 I 2 s印 75 I: 細石 I.I穫13.0 内外d韮11!1り.f~ 謁はん恥~~ った~1111から王に立ち I:がり，IIは胄Iほぼ,((

90000881 床必><.8 ff. とば;4.3 ＂．．“郎内直へう-1-1'.ftへ9 ミガキ． 貼 L:l~lり色．

S I 3 S以15 瑣返石
llfl12.0 

klal卜船1:1t穀的没＜．受~uつよく ！貴に恨 •J. たらあが＇）が内関しながら,~

810050,10 床此"'" •H々 びてシャープ1こtaげる, ll芯からI~茄2分の Iiでヘラ，，ズ,,.灰褐色．

5 1 4 Sll075 碩忠乙 ＂往 15.3 7ilぼIUが州で.ntt船はやや2に 卜"J.11¥l部1$糾の,:ナチてシャープに

90000880 l,ji,I(四 1 l{-l!l 石、~; • .6 I~ I: げる．灰色．

$ I $ S8075 須也召 l l f引 3.• k~I+: 郎Ui~(. 交郎はつよく慣1こ汲'I,たちあがりがI~傾しながら 11•1.1'る．

OOOOO~RG Ui,i(No.l •f4 召，岱3.8 “講からド高 2 分の 1 までヘラケズ •1 . 1<色．

5 1 6 58015 J:輝石 Ulf. 3.5 
l~ 州iに..,たるmれ'¥illi,111: 漬んでつくり．剣突孔1を守ける．褐色．

870ll5015 広応16 予!l!ll 笞ぶ 1.•

S l 7 s即75 i: 閾乙 Ifft 3.7 
l~t,11こ名たる l'<fj凸lfli. 鎌u鳩んでつく,,.創安ll1を穿ける． 褐色．

8i0050<6 床“池16 fャ捏絞 r,, 名 I.I

5 I 8 
sao1g 

」:r.n; 
＂粍24.0

r+: 郎l'.'f・はわずかにiJ'ldtlしながら立ちKがる,fl'記は外Im'ヽケ9慎ナテ.l'I 

900016S7 甑 両ヘラ ケ ズ •1 . IIは訓ナデ．褐色．

S I 9 Sll078 ci:r-'む
lll}.22.J 

胴部rJ•I•位で紐＜汲'!. rrH芯はかすかに1見をなして外）)(しながら立ら I・が

90000763 曲心7 喪 ふ Ill倉聟ナf'.11.11は外di"ケ，，1隻ナ'f', l~iliへ9 ケズ,,. 叩茶出色．

S 2 0 
SB078 

1,r,. 召
llt¥12.4 

剛郎は公りが少なく J<.tl.n ~ 福fjが9暉1こ111曲してlが 開く.nは船付近

90000764 虔 ナデ．馴/!;Ii外而9 ケヽメ，1勺面へ,,,ズ,,.茶渇色
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Ill 迫物

図香1;- 11¥-1: 地点 岱種 法炊cm 影態 ・北I登の特徴．その他

5 2 I SIJ078 l;t.fll ＂粍 16.0 尉ぼrがi'Rでぴ捻 h状に配らみ.Ill負甜は「<J・r.mこltl粛,.胴忠fj外11かヽ

!!0000620 Wileも 4 甕 z;t; ケ，，t良ナデ， l'i贔ヘラケズ,,後IIHilll(,tiiナテ．褐色．

5 2 2 
S8018 

l:ftfU llll¥15.7 Ill貪郎U~i直Iこ'"餃な IえをなLて ~1~, し').;,さく外以."'*闇ナテ．胴聟外

90001怨 喪 z;,:,; ,,., ヽ ヤ，， ， 内暉ヘラャズ •J . Ill色．

S 2 3 SB-07R l:t.f石 ＂往 14.0 馴偽Iょ•l'!~~,:U•). IIU/lllがいVI泣にl\11111 して外反• IIは郎ナ乞馴芯外訓

90001応2 床ifl:1/ol< 災 石＆ ,、ケ;,内'"へうケズ,,."郎l'I面に“伐柑fttl.茶出色．

5 2 4 S8078 l:t.jiU lllf.12.6 fl'部はILltから2,1こtち I:がり.IIは部やや1ぷ笥..I¥! 祁外鉗ヘラケズ,,.re. 
引碑15 曲邸•3 It< 石出 ナテ. II)色．

5 2 S 58078 ＂冷召 llff.16.0 “郎はかすかに ·1•1tをつ（，），酎閲UIIが製と"は郎は「く」、刃影に111111

90000597 w,~:x.13 退 むぶ12.2 して沿記がiJ(I~l;げる．酎塙外,,;ヽ ケヽ,,良ナテ．内鉗ヘラナテ． 褐色

5 2 6 5ll078 U噂乙 11mu 杯郎IHIUがかすかにほとなして If.らI:がる．闘祁UIII力‘絞くIii<.I{-郎外

90000767 w,n:s,i 品“ 召ぶ11.2 創へうケズ •If免ナ3/, I勺直ナテ．＂讚；外 1層へ9ナデ."'褐色．

5 27 S1!078 I: 細S Ill肴13.0 J</t-11:C:Jt較的低く.Iさは純く公って,,.い5がやや内枡れ味1こぶく,.,.,,.}< 

畑 598 w,n:r1o12 l(.・ll 召ぶ 3.8 It-部外1籍 3 分の2 ヘラ，，ズ •If負内外直へうケズ 'I. 'II茶船色．

5 28 Sll073 t: 綽乙 llif.13.0 内外直出't'I.JiJI祁はJt較的低く.IどはflをなしIIは江が坂</(_...,_内外

90000613 llii/l:t-.11 rf.lf. ぉ，名 3.8 、dヘラケズ11.11)色．

5 2 9 
S8073 

k絲石 Ill治13.3 XJt-高C:11.(,! 々はかすかなIiをなして Ill食祁が~H ,r, っ.Xlt-郎外鍼へ9

細 0599 lfll 召ぶ 4.3 ケズ,,後内外創へ9ミガキ．氾色

5 l 0 SI如 8 t紬お 1 lftl3.0 Ji.Jt,I冒は人<.illiflをなして""澤が短<IJI<. Ji.Jt, 繹外~i2 分の 1 へう

叩 Ml0600 llio/J:~15 ¥溢 む硲 4.6 ケズ,,. rtヘラミガキ• •~Ill色．

S 3 I Sll0'/8 」：絲召 llif.12.0 外贔ふ色顧1-1芍(J;, Ji.It-船 I'.、Ill比較的 'l'~lで. Illがしが問さ ~w.に，・lつ．

90000612 ば直S.16 If.II. 召ぶ 3.8 )<)~ 瓢外而へうケズ,,.内“ナt',IIは団外耐j,ヽ ケ,. ·~ 創ナデ．茶褐色．

~32 
S臼

l:r, 召 111l13.• 内外,,.:11冷I)の.ktlll'!t.託体聟fj)tく．受却<1(1をなしてIIUffllが坂く I'!

蜘 01的I •rn 乙ぷ 4.7 紺• l~ 祁外,,;ヘラケズ,,.債ヘラミガキ．祐 I・.褐色．

~33 
5以18

l北ヽ 沿
llltl?.6 

ltf,t; 祁1よltlJI的i又<. -~ 部1』r1をなして"'*閲がやや内傾してヽrっ．駁f村祁

蜘 01659 ~4 外面へうケズ •JI&. I州外鉱へう ミ ガキ• Ill色．

s J. 
S以78

I: 傾召 111110.0 JヽヽKN!./.,Jr~::i: はJt.(.1 llt/llliかすかにt111111して紅く内1(1.内外1mへう

姻鴎1' rf.lt z;,r, 5.0 ミガキ.Ill色書

5 3 5 
S以78

I: 闊召 ll!l 5.3 
尖庇；し止の）Lt~. 手j¥!→ 伝褐色．

OOO鴎 16 l'J'>!llii 乙茄 3.3

5 36 
S0078 

l:r.fむ Iヽ!沢4.0
.11.K l'JY. 茶褐色．

却000018 手捏鉗 乙必 2.6

S 3 7 
Sf!OOO 

I: 陽己
＂粍お .0

体篤上↑から IIは郎が外Ii.~\味1こ111( . 体澪外llliナテ，内1籍へうケズ'J.II 

90000191 甑 U祁ナデ• IYJ褐色．

S38 
58(190 

l:f.、召
残1:;8.9 

r+: 郎•l•flllhずかに内笥れ吐1こヤら loがる． 縫駐ICT-. f~ 饗外1日ハヶパ負ナ

90000790 祇 テ．内面へ9ケズ •J , IVJ褐色．

5 3 9 s師90 ＂湯召
II径25.1

副部J:(,:(Sj)lりがよわく. m金郎がややあ;i< 1,111, して,r.ら,,がり，沿

90001603 床,/(~•· ll! 反．馴昆：外,,.,ヽケメ，,,,面ヘラケズ'"負ナテ．鴫l褐色鴫

S 4 0 S8090 l:UZi llff.14.6 馴郎U1山珠状で•l•llが11l'I. lll*lllll ややあまく 1,1 ,111 して外以• IH,'!; 約1、

90001印4 f,lii忙Na5 !!I 召ぶ20.9 "ヶ;1負ナテ．内鍼へ9ヶズ'J.IIJlll色．
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り）畑泣翔：

図佑，，｝ 出.I:地点 苫 種 法l,tcin 形慈・ 潤!Iの特徴． その他

5 4 I 
Sllll90 

l'.r,i;Zi 
11m2.o 

胴芯9ふ~f~でAく汲'I.IIU澪が1t1曲して直は的にl!< tllいて,~びる．馴部

9CI000769 ぷ 外I杞ヽケノ棧ナテ．内鉗ヘラケズ •J, 'II茫褐色．

5ヽ 2
51!090 

I·.~ 石 1111¥ 9.6 小lJMlsil.nu芯はややあ土 く1il貞Iして1h:は的に ltl <• 馴沈外,r,;ナテ．内

900007認 :4< ~ r.i 7.6 “へ9ケズ'II食ナテ． 蝉1褐色．

5 4 3 S1!090 I·.~ llff.15.7 iU夕. r令祁は文kも＼味のJ~から消1111しながらややゑ1こ＂．ら I・がる.al霊1こ

90001601 !li11(N•9 i!li 石,:9.1 煉1,i~lt. itl人忠'"外珀iヘラケズ 'I 後• I勺iniと11i.濾ナt'.,,, 出色．

5 4 4 Sll090 U濤召 lllfl3.8 外直m~け .)/j相名は人＜．技は役をなしてII綽知が,Ii.Ir.• 内外面ヘラ ミガ

9()00()525 w,n:No.1,1 Jf lt ;r.,; 5.3 キ• •~Ill色

5• 5 S8090 l:t-li石 llffl3,5 )<)fl$はit<.mよ段をな して nU/Jilが111 さ~\砧に ，tっ． 外JllillNII郡へう

一w,n:r<.10 'f ll. Zl/:i, ,.s ケ ズ •J . IIUIIJ-tデ.Iり鉗へうiガキ．褐色．

5ヽ 6 SB090 l:l>;U 
llfl¥lZ.9 

！是rm をなし.11U駕が内傾して立つ． 外贔U)i./1•.'IIJへうケズリ, 111•1日ナ

カ砂 79J w ,~:s.i1 ％＆ t', r'i~iナチ• ''ll lll色．

5 4 7 
SB幽

111/!!Zi llfU3.9 NJI積；Ui<,(, mよかすかに殺をなし，Ill,¥力'Iiiさ1味にIiく伸びて沿高

9000I)乃5 If ill 己ぷ 5.3 を渇(ItI: げる,Jl/t-lilll分の2へうケズ,,.灰色．

5 4 8 
Sil幽

1:1.fZl llfUl.15 lll<'高tよ丸く．たちあがりは段をなしてIIは忠i[;J'.111'1'1: 外紺ヘラケズ •J .

900005ね If" 召ぶ 5.0 ltll-1算111,r;ヘラナデ．傭ヘラミガキ．氾色．

5 • 9 SB090 l:t.flS II径11.3 llW澪IJII.く ， '"らあがり はかすかに餃をなして111•/ll内傾． 内外直ナテfl.

900005四 恥n:s.is Jfll 召ぶ 5.0 l・.1f. ●I茶沿色．

5 5 0 $11090 J:t. tヽ; llif.11.9 体船1:小さな 1ヽ坦をつくり.f~ 慣if!il! dl1 し ながら tヽ ち tヵ•-, -c uu高が億く

90000518 U頃：N●？ I{- 召品 5,0 Iii. I r. 、~f+:娼外面ヘラケズ,,.内“へう+1'.褐色．

S S I S8090 1,r. 召ヽ I llf 4.0 
f-l~JLit碗． 氾色

90000,l'! w1nx.s 予代翼 1.'){r, 3.2 

5 5 2 S8090 上傾岱 lilt 3.6 
f•NILlt碗． 出色．

90000531 り涌:~•8 1-J'llllil a,:r. 3.s 

553 Sll090 1:r. い3 11ft 3.2 
l·!~Jし出邸 出色．

90000SJJ 恥心-~ ・T・N鍼 召,;;2.5 

SS4 
S8090 

l:r.、四 lllf. 3.9 
rl't!Lltllil. lU色．

9000053.S f-.l¥l閾 む名 2.1

5 5 5 
S図90

l:t, 召 ＂粍 3.~
14¥リLi.tll;i.!I)色．

90000534 紐` 紺 Z応 3.0

556 
SI姻 0

1,r, ~ 11ft 3.5 
T'NIし,i紺 山色

900005'!1! f・N葺 zw 1.6 

S S 7 
Sll090 

1:ntr, 11ft 3.3 
T-l¥11いW閾．褐色．

900005:lo 印鍼 z;,:i; 2.2 

558 
S幽 (I

I: 紬己 11ft 3.7 
T料丸llllii.褐色．

90000537 J,j¥¥繭 ?!,~ 2.1 

559 
SI幽

l:rJliZl Ill苓2.7
f-N・11tt副褐色．

90000539 ・f・N. 蔚 召ぶ 2.0

560 
SI碑 I

l:f<ill!l 
令J,3.7 指ナチ付けによる川閃り」ら 11111)色．

蜘 01606 勾"
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辺 物

図番分 Ii¥」；地点 店秤 法Item 形態 ・ ,:i:t~の特徴，そのf也

5 6 I 
SB090 

(:~ill JlnJ.4 祖製伐.-;rt.1u,10・りたる11をl',tuをつくり．つまみ I・.げの111,こ刹突fLIを

900蜘 0 f-lV.l~ 召,;;1.5 かける• ,n褐色．

5 6 2 
Sll090 

1・ 価乙 lHl. 3.6 情Ill応~l~. lむいこ,-.,aるとを，",幽をつくり・ つ＄み l·.t rのlltlこ剖~/l.l を

以 岬" 予柑ll ll高 I.I ッける.·~ 褐色~ ＂峯闇欠失．

5 6 3 SBI03 1:l>IZl ll!U6.8 馴/Illょやや縦J(d)J紐に膨らみ）しal.1111ば(jイ渭II!!にII!曲して外Ii..馴闇

9000);95 カマド内 :!I む,:.130.5 は外暉ヽ ヶヽパ;,,! ℃江ナデ，内!Iiiヘラグズ•1. nは船ナデ．＇り1茶渇色．

5 6 4 
SIIIO.l 

I;~ 召 llit20,6 託U.,'l:ttlt較的i~ く．紐＜洲Illして ；r.t,I: がる.11:1~ 郎1勺外,mへう，，，ズリ ．

畑 29訪 ~ 已店 8.1 Ill負高ナテ.'"茶褐色．

5 6 5 
SBI03 

k繕む
llif.10.5 

ll体忽は汲く，ば(iJ1翡Iして，rら I・.がる． 駁w郎外幽へうケズ•J. 内..,、.,.
9000叩 鉗 パQナチ。lllt,'I;ナ..-."'褐色

5 6 6 
Slllt.1 

l:r. 拿岱 lllt:U 
了!V,1<.駁図 ，ii褐色．

如 02976 T-Nllil l'.1(.:1 1.7 

S 6 7 Sll103 l:r4召
馴径10.0

馴芯は球状ながらbずかな1'11!tつくる．馴IIIIU!-1-1印uくへう ミガキ，I'll/a

畑 ．＂迅0ぷ直汝'; 嗽 上・r.ヘうケズ,,.茶沿色．

568 58100 l'.r413 Ill~9.7 “澪rよ•天証が段をつく •1. w.~: は ,n:~的にぶくIJIさ紺uぬく外1//..){,jれ藷ヘ

90003207 休企3 ぷH 2:l'ti,IZ.O 9ミガキ，内暉ナデ．調外“へうケズ＇＂い llくヘラミガキ．鵬1茶N色．

5 6 9 56103 I: 闊心t
lllt34,< 

II~ 濾力•~l( 外反して剛( . ,~::i: 外ilii--ケメ，1勺iiiナデ.LIiが部ナデ.•~Ill 
勁 0如 ヵマf11i 甑 色．

S 7 0 
S8103 

I: 暉召
餃,m.1

体駕[J1:1'でやや2に内Illし．幾fJl!!J・を6っ. t~ 澪外'"'ヽ ，，メ.r'i曲ヘラ

90003081 恢 アズ＇）．茶 褐色

S 7 I 
Sll103 

iji忠己 111ti2.9 l<IPfflll: 上曲IJlf·Iヽ坦で棧l;tf~をなし.111• 闇1よl'ltr'f しながら必 (II>び• II 

9000傘 li'li 5ぶ,.& け祁をf-11>1:ナテてli:_1・.lfる.XI~ 船ヘラケズ,,.灰色．

S 7 2 
S0103 

碩Jl!召
11mu 

llil.tかずか1こ虹謁を残し.nuおは1り1l'JしながらIN!さ11¥l/illlt¥¥>1:ナデて

祇00拉75 lf.;t; It I. げる• xJP鵠へ9ケズ,,.灰色．

5 7 3 SUI03 絹出召
11/!12.9 

ltllかすかIOblJtを残し， Ill鮎冒IWlti/iにtって11n,1uを討のにナテてfl:

90001914 ，，マドfl五 J;(,li I: げる.JIit-澪ヘラケズ,,.灰色．

S7' 
Sll103 

.tt.fl:i 
＂径 12.8

内外直JIJ檜り..I<)け部はJL(. ttはわずか<=f~をなして IIH$が紅<~がr..

90001796 “辺 内外面ヘラミガキ• !a I・. 褐色．

S 7 S SOI03 l:t,4113 llf}.13..t 内外面出棺'' • Xll・IIIU!J<<. ltlJUをなしてIIは部が外｛心＼昧にとつ．内

90003197 Iぷi/(,¥oI “直 石，~<.2 外llliへうミガキ• !/:I: 褐色．

5 7 G 
sa,03 

l:l,4il;i 
＂往 13.8

内外llii出屯 •I. J;Jl<lililtk<. !tit! えをない''·*郎がやや外,;,,~\味1こしつ．

90001077 “甚 内外面ヘラミガキ．肋 l;lfflll色．

5 7 7 
58103 

l:MiZl ＂粍 13.7 内外鍼1!.¥喰＇）．天 11茄 1よ丸く.lfUかすかに段をなして11は忠が外,,,il&I:に

9000貨79 l'l'il 召必 4.1 (f. っ．内外,n;ヘラミ 11キ• !~J:IU(!:. 

5 7 8 
Sll103 

U渾B
＂往 16.1

k影If.llWllllは比較的i又＜ ． ．交沈はほをなしならみがりはやや内iJ'!~\lje

90003196 ll'l! に，Y.っ．内外面ナた 褐色．

5 7 9 
5B103 

U頃Z 11mu 外幽に小色願H隕舶． 贔tfl'郎IぶH,'.2芯はRをなし• I; ちあが'Illややl'i

9000J678 JI'# 石硲 3.5 傾~1味1こ立っ． 内外直ヘ·, ミガキ,Ill色．

5 8 0 
Sll106 

1:llllZI ＂粍 20.2 馴印がI•化で汲り．尖庇~\Ill<. IIU駕はややみよく「<J .,. じにIHIIIJして外

86006170 甕 も応29.7 Ii., 馴ぼ外紺ヽ ケヽ,I. I~ 訓へうケズ•1. 汲渇色．
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切畑遺終

図番~;- /U・I: 地点 呂極 法位cm 形態 ・潤整の特徴．その他

5 8 I S8106 I: 細石
＂程 18.3

胴祁は t・.llでつよく紐2り. Ult部は~-~t!flこk1!1ll1 して Kさく外,;.. 外員ヽ

87000507 ヵ—9 ド内 浸 ケ;後Ill負澪ナ;-.馴郎l'i面ヘラケズ,,.剛祈褐色．

5 8 2 
S8106 

I: 糾Z
nm1.2 

馴郎は Is位でつよく締が）, Hit船は人さく外以．馴閲外直9ヽケメ．内鍼へ

畑 1875 喪 うケズ,,.後Ul食郎ナデ． 胴祁内“ヘラグズ,,.~, 茶褐色

583 S6100 上繕己
llfl.15.9 

ni. 郎lj尉慾から不明誼1:1111111してlit立公昧に外Ii..1H記外illiヽ ケヽ,.内面

細 1874 床直 甕 ヘラケズ,,.褐色．

584 
S8106 

~r,.i:; 
Uff.16.2 

Uは祁は尉芯から心IJJ誼1こ81飾して,r,;・,H¥111に外Ii..馴郎外,r,iヽヽケI.内~.

細 3084 哭 ヘラケズ.,.褐色．

SH  
Sill妬

ばヽ 岱
nml.o 

＂は郎は尉紀からややあ :l< 1111!11して外反しながらIll<.胴昂外涵ヽヽケ;,

90003085 曳 内面ヘラケズ,,.褐色．

586 
5B106 

J:r.t召
Ull,!J.9 

UI卓蔀Ii馴缶から1a曲れ味'"外反し．ぶ部を頃 <It I:」1る。尉甜外贔＋デ．

幽 03083 燦 内創へ9ケズ,,.靖褐色．

~87 
SRI06 

l:t4召
n1t26., 

体郎,,位は直編的にヽ~ちJ,がり.111-繹外Jふ f杓佃外創9 ケヽ .I,内i/Ji(jへう

9000189-1 甑 ケズ，｝後lllt紺付近9 ケヽ，，會さらにlllt謡ナデ．沿色．

58 8 
S8106 

1: 陽岱
託If.6.4 

JヽヽIJ;:l;ll'.閲郎I!低く．％が短く1111(.l!J部外,,;ヘ9ケズ'/.内“ナデ.11 

87000滋 t,;lf 氾色

> 8 9 
SIJJ06 

l:r.6召 ntf ,.1 
NII嶋の帆U•~託 虞褐色．

90003088 嗣 乙ぶ 3.3

S 9 0 
S8106 

n1逗召
1Jill3.3 

IIU配は預駕から(ltをなして剛さ.11n1, じをナデて lヽ'tt!IこttI: げる• II閃ぼ

87000:,0; l!. 内外‘｀ナデ． 全·~に州予でシャープ．灰褐色.591と日ー糾[4'か．

5 9 I 
Sll106 

煩出む
残名 6.6 馴船1いfがつよくf!る• II祁贔tflヘラケズ,,. 檜＋デ.'"灰色．

90001総 見

5 9 2 $1!106 l:t.f召
llf/;15.0 

大彩I!-,><1~$UJしく . Itはかすかに段をなしてII綽IIIJtl(立．内外直へ9ミ

90001877 w,n: Ji.li. ガキ．茶褐色

5 9 3 
Sll106 

J:fllEI IJI伶13.0 内外1/,i/!l惰01.1<.'Jt-湛は比較的低く.lti:l.ltをなしてLIi合高が以く /(つ.Ji 

90000623 杯溢 i;;,:r, 4.0 JI即外1籍へうケズ'/, IIは郎と内直へ9 ミガキ• 1:1J: 褐色．

5 9 4 SRI06 1:r.f召 llftl2.6 天Jt'/1:は低く. l亀ljhずかにI.Itをなして Ill♦闇が短く tっ.X./1渭；外而4分

90000632 UiiO: li'li 石硲 4.0 •l 3ヘラケズIJ,檜ヘラミガキ．褐色．

5 9 5 
S8106 

l:t.6Zl 
lllfll.O 

受記はかすかに,~を 9反し．たちあが•Iii つよく ~i曲して fl•び．潰某と噂く1t

90001約1 l'fu tlfる．褐色．

5 9 6 
Sll106 

れ必己
nm2.1 

lt体111:U浅く，仝高uつよく外）iに出る．たちあがりはつよく内!Ill.苓鑢

900畑 7 '1''1 は””にナデてシャープにf~ヒ,rる..l'(a部外紺ヘラケズ＇） ．灰色．

5 97 S8116 t閾お ＂径11.1馴駕rt球状Jc託で. fllj郎は糾11!!せすにIll(外反．馴部外iilil!託郎f.t近へう

~ 四 lO 床iii池3 !!! 召/,:;14.6 プズ,,.偉ナテ．馴闇内面ヘラケか,.ふ褐色．

5 9 8 S11116 I:~ む 頸m2.s 馴駕は旧とで突lb~\昧に汲')九氏 II穀茄はややイ：彎1位に~!Jll1 L て ,tl:(f. 馴

細 如IWcfi. 四 0 豪 馴ぶ19.S 加は外 ,ヽJ:•r-へうミガキ. rt-ナ7'.内面へうケズ,,.*褐!!,,

5 9 9 SBll6 I: 綽甚
n1U8.7 

馴闇は I:位でつよく緯tり.UI 馴駕は外直9 ケヽメ．

900017'1 ·~ 直池I !.1! 内直ヘラケズ,,・'"褐色

600 SBLL6 i:i.a 
flftl3.0 

IJH忠fi.f-彎l誼1こkt!JUIして外反;¥昧l!JIJ(.綱紐>HW外1ヽ＋デ,1~,niへう

900(虚 13 ll<tlt:S.19 哀 ケズ1/,彎l茶褐色．
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Ill 辺物

図魯1;- ltd: 地点 芯往 法fokm 影態 ・岡鯰の特徴．その他

6 0 l 5ll116 ・I: 騒召
nit 9.4 

馴芯はIIが汲り, II~ 高はイ；彎1餃にi,11111して外反汎恥にif.らJ.がる．馴邸n

90003209 ... ,~:i..11 甕 !~ は外,,;ナデ，r'i,ヽヘラケズ,,.褐色．

6 0 2 S8116 J:llo~ 
LIi治9.0

Iヽヽ形哭.IJは闇Itイ;"'籠に1出曲して外反公昧1こ，tらI・.がる。馴部外幽ナテ．

9000J?OI l.l<i((ぬ16 史 内Iiiは―ドドヘうケズ,,. 1:・r-ナ'I'.ぬ色．

6 0 3 S8116 t"む
1111 9.4 

桝瓢IHIがクい， II駁祁I:ィ;111敗にIll曲して直にヽtら上が＇） ，沿船外皮．胴

90003202 L!!i紀、 ＊ 闇外,mナデ， 内順は I:'ドヘラケズ •J . ド半ナデ.n頚芯ナデ．・茶褐色．

6 0 A 58116 1:r.t召 lllU5.2 杯饗,:汲く高!Illしながら111<. 1111饗はA般的に1111さ絹笠で短く外に反bる．

呻 051 ll;tl(NoS 名杯 己高12.6 “駕内外鉗ヘラミガキ.1!1111: 外直Illへうナテ後fllく憤へうミガキ．茶氾色．

6 0 5 Sllll6 ~, 閥i召 1llH8.6 “休芯uんく．潤訓しながら.>tちI・がる• l¥体聟の外,r,・ド`ドヘラケズ01.Ill 
90003204 u: 応 19 n 石r.;7.9 ナ'I'.褐色

6 0 6 S8116 t;r. 石ヽ nm,.6 体名は小さな・ド坦をつくり.w吊1よるに，r．ら上がってIll!沿部は丸（＋デて

90003049 汰直ふ18

” 
石な 8.0 かすかに外9又．体鵠外鉗ヘラケズ'I,偉ナデ付け．外;n;烈褐色， 1勺uli褐色．

6 0 7 S8116 t•.r.f召 U!fl3.0 JilFlillUお唸力<ff.<.ん•H~ち. "1; 伐をなしてnt•知,llil,.~JF属外創

邸 06032 11:~""9 杯温i 乙ぶ s.o ヘラケズ,,. 鳩ナチ．あ褐色・

6 0 8 SB116 1:r,.1:1 llft,13.< 内外,,;昂竹＇） ． 天Jl•llllUIヽ．贔に ·1•tt!をつ く'), Itは段をなしてIIUlll!oli.SI.● 

細 姻ヽ4 l.iii'L ... 4 “渥 石必ヽ.8 k井部外面へ9ケズリ ．綸ナデ。 lfrlぷ 褐 色

6 0 9 SBll6 J滋口 ＂程 13.6 x/P郎UJL味をしらながら 1こ1印に平Jllをつくり. Itはわずかに位をなしてn

知 臨？ ll-'IA:,<•12 'i'li 己硲ヽ.6i,1111虻如 xlFflll外ii,2分の 1へうケズ,,. laヘうミガキ．褐色．

6 I 0 S8116 l:r. ヽ z 『,m3.0 Ji/「部1よ九<. lミljわずかに段をなしてnu:iが内向'<l蛛に'/L?,Xl~llil外

蜘 蜘IUii/(.V.17 斗溢 Zll:.', 5.1 ,r,il分の2ヘラケXIJ.檜ヘラミ ffキ.Iii褐色．

6 I I 5B116 1:1,z. ＂粍 13.1XJPM:l.lJL味をしら，はは佼をなしてUU慧が直fl..NJt• 饗外,r,1へうケズ,,

幽 03092広 心I

“‘ 
S出 ... か．内鍼ヘラ ミガキ.191茶い色．

6 I 2 S8JJ6 .l:t.f2l nms.s 内外ilu!!I塗りの人·影杯蘊• .>!.Jr郎UJしく.I曼11段をなして11は郎直立・内外

9()00珈 IIぷ“図Ill'7i 召必 6.0 面ヘラミガキ.!f:.t• 訂褐色．

6 I 3 S8116 l:f:ti召 ＂在 13.0 庇!~llllはKく．受 lllll!lilをなし. toらあが＇）が直 立する．庇f.f-部外創へ9ヶ

％碑3; , .. 心 06 !+# 1.l,!r. 4.5 ズ,,.債へう ミガキ．みい色．

6 l 4 SBll6 J:t. ぶ石 II粍12.2 内外面出喰•), lrW笠は丸く．・2加はfHなし, loちあがりがやや内傾,tl 

9000307< 床it/.N•l5 ){-# 召硲 ,.s f~llil外u'iへうケズ 'I か．他へうミガキ. , かtぷ褐色．

6 l S 
Sll116 

u』己 II径12,0 庇U:llllllんく ．受llllll段をなしたらあがりが頑立する.il:U: 船外轟へ,.,.

86006045 11''1 石ぶ 5.0 ズリ ，偽ヘラミガキ．＂＇貨褐色

6 I 6 
S8116 

J:lfZl tl!f.12.0 l~II<聟は丸く ， 受笠(j段をなし，たちあがりがつよく内傾する• l\/~i聟外\l,i

B60<加 34 JJ-11 召;!l;4.8 ヘラケズ,,. 檎へうミガキ．ふ褐色．

6 I 7 S8116 M囁と ~lff.13.0 駁訓は4：安定な'I'll!をつくり，体:1111:~にff.ち」；がって 1111狐~-面をI'll!に

8匹％ ぷ,((油•13 If 召品 4.2 ナチる．底f~却外illiヘラケズリ1良ナテ. rtナデ.Ji, 褐色．

6 I 8 
SBIIG 

U贔己
11tt12.2 '"高はさに内渭して nt•郎内,.~. r今慧；外面へ9ヶズ,,. 内藉ナ.,.,ふ褐色．

8600団31 If 

6 I 9 5B119 J: 鉦Z
urt1J.6 

xJt-瓢r1J1.<.ltはわ1'かに段をなしてn』士昂直<c.内外面ヘラミガキ疇ふ

91)(畑 3松，n:i<oI Jf'll 褐色．

6 2 0 $8119 U和5
II往14.8

天Jtl'.ISr:iし帖をしち. I更1:uをなして llllllllが外,r.,~\味Iことつ． 内外面ヘラ

90(畑 9,l床;n;r-.2 杯箪 ミガキ．渇色
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り］畑近跡

図番サ Ill上地点 召種 法Lkm 彩態 ・調 整 の特徴 ． その他

6 2 I 
SBJJ9 

l•.I.Jtl Ufl,14.6 XH•/1:lt丸昧ti ち. m: 段をなしてII籍部が外ヽ心＼昧に立つ．内外面へう

86005950 <f¥li 石，if,,.o ミガキ．褐色．

622 
S8119 

l:t,f召 II社12.2 ltll-11:U人<.・:I釦は段をなし．たちあがリがUく内紺する.! 足WI.I:外“ヘ

86005952 l{-4 お岱し1うケズ,,.reヘラミガキ．ふ出色．

6 2 3 S0119 J: 闊石 Ill董12.7 It船はl'f.(体部が2に立ら．受lltllhずかにRをなし.f; ちあが,,が博く外

90003199 瓜沿：~.s 碗 ;st,:; 6.1 傾- ~駕外~ii~ヘラケズ •J ,fヽ ,.分．偉ヘラミガキ．剛褐色．

624 58119 tr.ft. 
Uff.13.6 

酎茄l!lか）が少なく .Ill雀部は和VII(!に1il曲して短くIllさ． 這部を博<IU

90003195 床1心.7 喪 げる．剛属外llli-r'f'.l"llmヘウケズ＇）． 茶褐色．

6 2 5 
SBll9 

絹恵召 Ill姜15.6 k影lf4t.X.11祁上繭は＇円坦で .lt<!: 臥／がよi><. ~'"lllli 外1句しながら

86005947 ll'll. zir.r. 4.9 ill;('lち. 1111郎を糾nにナデる . 'Ji井魯1外ヽヽヘラケズ •J. llil!:. 

6 2 6 
S8119 

須必む nm,.s 天井茎 1"nilがI'll!で,I足はかすかにu(積を残し,110/lllは外,;.しながらぶく

86005949 杯雀 乙硲 5.1 にち• II廿駕を釘，，9こナデる• x J~/.li外面へうケズ＇］．灰色．

6 2 7 
SIう119

須忠石 n佳12.9 l\,llllは比較的•1•nしで． 交襦IJつよく外）iに必 ＇） ．たらあが•)が•~NIする, Ill¥ 

86005951 “り 召高ヽ1.0 体郎3分の2ヘラケズ,,.貧灰色

6 2 8 SB124 1:1, ヽ む IJff.27.5 体部は F'ドがA駁的に停び. l・.'t-でJ'I笥れ味に立ら I:がる． 戌II把手.f卜部

9200お” 酉傭 甑 石高25.9 外面9 ヽケ，，．内面へう ケ ズ •J. 「IIJ高内~,,こヽヽケ,,,~る．令体に茶褐色．

6 2 9 
SBl24 

I: 闊召
111116.2 

馴蔀はあえ,,,a;らず, Ill貪部は馴却から紐＜／え転して外Iii~\昧,:間（．馴郎

畑 1625 哀 外蝕へうナ'/',内幽へうケズ,,.,,1褐色

6 3 0 S8124 l:t.fお
ll lli8.0 

馴部I!つよく汲り ，IIは濾はィ明ぽ1こ1,1曲して外以公昧に111<.馴闇外漏9ヽ

90001碗 パ傭 史 ヶ~. I勺I債ヘラケズ'I,茶褐色．

6 J I I $8124 l:t.• Zl 
nmu  

馴知は丑りがな く，nit忠llわずかに屈直Iして,n:線的に間（．馴茄外i紀ヽケ

90001邸〇 匹僚 s, /, I勺両ヘラケズ,,.•~!!. 色．

6 3 2 S8124 t.r. 岱ヽ
rl!f.12.0 

JIU釦r:r < J字影9こ,11曲して111(.UIゑ勾1か,,馴澪1:mこかけて内外,r,;ナ

90001臨 求傭 哀 デ．褐色．

6 3 3 SBl24 l'.t4む
lilf.21.8 

l,:/11; のみfl,fl'船Ull,1こ,r.ら-~-が 'J. flljllllが外がこKさく 外反する．内外

90001819 i!!ifll ぶ牙 iiiへうミガキ．外iii!!¥冷.,.!t;・t. 褐色．

6 3 4 SBl24 l;t, ヽ ぉ
11ltl3.8 

内外涵迅賽 •1 . 復Iが91はな段をつ くり .l"ll.t1出が外血公心に，r.っ．内外1Aiヘ

9000188S 東信 “這 うミガキ．胎i:褐色．

6 3 5 S1!124 1:/.fお U籍17.0 ~u: 某It丸<. lllillllが1/(r/.)\~lこ ，7．ち.I:がる.tl; 儒外面にへうケズ＇）を,~

90001汲口 内隕 I(, z;,:;, 4.7 して.ff! ナテ． 褐色

6 3 6 $11124 瑣坦乙
llftll. ヽI

ll体/Ill.I丸く．受部I.I」·.,r心,1111,:~い）出し, Ultll, 渇I勺H し II~甜を糾めに

90001勁 東償 lfj/ ナデる.w想からLIU聟;:かけて内外贔ナ，，，． 沢灰色．

6 3 7 SK026 J:l'.f岱 11m,.2 馴部は峠状凡託で， 111•応が"I曲せず外反しながらヽ:1,ちI;がる．馴蔀外,r,1,ヽ一6

ll11((N•S 虔 Zif.f,23.5 ヶ~ . l'f面ヘラャズ,,.'"茶褐色．

6 3 8 SK026 サ :fl) rlftl5.3 lllllll! イ；安定な•平ff\をつく•). Ul'11lliがsrn1,せず大さく外1又する.1M闇外ヽri

一Jli1/(N•9 哭 乙ぷ16.3 ナデ.f'lmiヘ 9 ヶズ •II妥ナ·r. ;/j, 褐色．

6 3 9 SK磁 l:f.、石 llllJ7.0 I~ 部は河1111~\ll:に立ち上が•1. nu郎bずかに外Ji/.,父,1~111: のi牡りに況成

一w,n:s .. !Iii 石祐12.7 ＇肖ツ化体芯内外面ヘラケズ＇）後，外贔ビトヘラナテ.nl• nt1"7', Ill色．

6 4 0 SKO'l6 l.f. ヽ B Ultl0.3 創蔀は~(つぷれて）L(. II 綽郎はやや~-~11!1にIii曲して直馘的に間さ沿船

―l 

w, 的池2 囁 乙硲12.8 ，，，かすかに外以．外面へうナ・r.内蒻揖ナテ．褐色．
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Ill 迫物

図魯,,;-11¥1: 地点 z.; ~f; 法欣cm 形態 ・ 潤．幣のt.~徴． その他

6 4 I SK026 1:l'>li7.l Iii治12.0 XJI'郎u丸く . lfU伐をなして""'忠,~:1r.. XIげ砂~i!liの 3 分の2へ9 ケズ

一Iふ~:,026 斗溢 召，,:;8.6 り．儀ヘラミガキ．褐色．

6 4 2 SK026 U湯召 II粍10.ij Jln・,'llUJt(. 1'!J. 段をな Lて Illが出力•,;:; <1((/f.. Jilt-Illへうケズ,,. 儀ナ

90000如 1.11,~:s.10 

“‘ 
召ぶ u デ．褐色．

6 4 3 SK磁 ヒ鯰召
Ill治12.1

“即,:丸味をしら. t~Sから""'即置で~·こ.~沢しながら,r.らI:がる． 託I~

9000050• ,,.,n:,,a10 

“ 
部外蒻へうケかJ. l'i暉ナテ.IIU闇ナテ．茶出色。

6 4 4 
SK077 

~6il召 11tt.1,.o 内外暉~!守りか.-JiJt-氾は低くつ.;:/t.Iさ111'.lをなしてIll食芯がやや外,:心＼

8細 996 f/.ll む、'"3.9 "''"ヽtっ.x11紅 外贔ヘラケズリ後．内外9面ヘラミガ＊・ぬ I:沿色．

6 4 5 
SK077 

I: 騨召
I lff.14.0 

J/JI惚は凡<.m mをなして「11劇団1((ヽt.J/!t-Ml外贔ヘラケズリ ．他ヘラ

86005991 11'11. ミガキ．崎1沢褐色

6 4 6 
SK077 

ば~r.
llff.14.0 

N:Jt-江tよ丸く．代はRをなしてnu忠,Ii.ii.. "'心外贔ヘラケズ,,.1亀ヘラ

以がお滋 “辺 ミガキ．＂＇ぷ 出色

6 4 7 
SK如

1疇紬石 Ill治14.0 };JI'/!:(よ丸<.mtflをな してIll怠聟が外出しながら・,t.っ． 内外面ヘラミガ

80005997 Jfli. ら硲 4,6 キ．ふ出色．

6 4 8 
SK011 

I: 糾Z 111情14.0 J<J相峯rtJl.<. Iせはほをなして IIは駕が外臼しながら rゞ.っ• J<JI湘外面へ9

岬 993 lfll. 11,::; 4.2 ケズ ,,.はヘラミガキ．ふ褐色幽

6 4 9 
SK077 

I: 証召 I lftl2.2 If.JI讚；U.it<. Iだu段をなして11._ISが外,,.,しなが,,,tっ• ><JI'祁外贔ヘラ

岬 995 ll'ZJ 召芯 4.3 ケズ,,.池ヘラ ミガキ．お出し・

6 5 0 
SK077 

J:!al召 IJlJ.12. 7 RJI郷は丸く .Iどrmをなして「9樟懲が外印しながら江つ.XJl• ffli外i/liヘ 9

笠 ;9sg Jf,,l お,:r,4.5 ケズ ,,. 紐ヘラミガキ.·~ 出色．

6 5 I 
SK077 

Iこi:,il召 nlt.lD.8 内外直想•tりか．贔:u+:芯IJ)I,く.1<忠IJ/lをなす．たちあがりはつよく 内傾

以碑9羽 ff.'1 む品 5.3 l.. UHl',llli-/'デて仮<fl: I・. げる．内外面ヘラミガキ．粕J:"11褐色．

6 5 Z 
SK077 

」:“召 IIIU2.4 llW駕llJL球をしら．受船はかすかに（夕をなし.leちみが＇）が内傾する ." 

86005994 I~/,/ 岱t:;,.o n, 芯外,rnへう ケズ •1. raヘラミガキ．ふ褐色

6 5 3 
SK<Y/7 

1:8、召
11m,.o 

“澪fjflく笥曲しながらたらあが•). IIH郎はナデて錢く fll・.crる． 内外t,i

向 990 (.f,J{, ヘ,,ガキ．井芯外11li胃IIUC!!.内1miAIU色．

6 Sヽ
SDI拓

l漬鼻石 llil26.2 体駕Iがi • Rでやや2に内内して ,r,t, I: が,,. "'創駕が大さく外)i.して嗜高を

87000601 祇 ll/.f,26.5 信<it I: げる． 謁彬記・hll'lll外,iiヽヽケ人内ヽヽ ヘラケズIJ,褐色．

6 S S 5D126 l:r~ 召 llf'.18.7 馴江は JI馴,!AAA~. lilt/iiiはややイ渭1餃にlrlrlhして外反． 馴笠は外葎9 ケヽ

81000551 ll/ol(心2 甕 むf.l29.Iノ.I~ 両へうヶか,.lilt郎外直9ヽケバ羨ナれ茶褐色．馴 f't-ヽこlll-t/1,

6 5 6 $D126 I: 鉦召
nmo.o 

馴慮は低くつぷILて1,位でSil•!. Ill會郎が設(1tっ．尉祁は外直9 ケヽ，，．内

900031邸 ぷdし池10 II' 直へうケズ,,.,,. 茶渇色．

6 $ 7 
SDIU 

」；ほ召
lliJ.19.0 

IIU忠1よややあ:i< r <」 ・r.u,こM動して外u;1昧に111く．馴窪は外,lij,ヽケ

90003159 甕 ，，．内面ヘラケズ,,.彎lぷ褐色．

658 SDI祁 U遁召
11lf22.4 

馴繹fj•/ll •/ が少なく. Ill虻国は馴謁から1雌曲せずに人=~<外反して開く ． 馴

90003161 liiil(池13 妥 缶外1!がヽケ，， ， ,~直へうケズ •1, 茶褐色．

6 S 9 S0126 」：闊召
Ill怜11.8

馴駕rが!>flでつよく締ま り. Ill貪搭Iよ馴郎からイ""蔚1:1~1111 して外l又,\昧に

如 lf>8Jliil(No.5 菱 ,r. ら I:がる．尉澪外位ヽケ;. 内訓ヘラケズ,,燎． 一郎ナテ・'YI茶出色．

6 6 0 S0126 ~1:r.fti ll!tl4.S 尉缶1がi'f~で・1. LIi糾罵は111霜から4渭llltl!~idli して 111 <. 尉笛外,,;ヽ ケヽ

細 5690以直池16 擾 Zヽ116.2 ，，後ナ.,,,内,!Iiヘ9ケズ,,.11i.111内鉱へ9ケズ＇｝浪ナ 1'.虫ぬ色．

- 187-



切畑遺％

図魯分 出J:地点 岱稚 法炊cm 形想 ・潤整の特徴．その他

6 6 I 
S0126 

土繕乙 n程10.8 副llflli不笠駐な球状）Ll~ で.""'郎Iiよわく屈1111して瓜紺的に，qら I:がる．

860056$9 甕 石応13.9 嗣郎外面ヽヽケノ．内面ヘラケズ,,.外面からLIili誓内創まで煤け消．沿色．

662 S0126 H-'15 
馴t治13、5

胴llllは琢状を,tlt,せ．口i食諮,.よ h(S!~1 して直線的にjl(,tち上がる． 馴

86006135 床i1(池 16 壷 郎外iiiナチか．内面へ9 ケズ •!. UIJt忽tデ.·~ 沿色．

663 SDl26 J:i、石 n往12.9 -Jilt・ 加はu,・,ド坦をつくり．棧は設をなしてIIU霧銭氾天Jf郎外面へ9ヶ

86006126 !li,n:.<o23 r{,i'/ む洛 4.6 ズリ ， l'l~oナデ. nu墨内外J,iヘラミガキ．，＂茶褐色 ．

66ヽ SDJZ6 i:r.-a 111治13.5 天JI紀 Ilk昧をもち.1111役をなしてa1.•部がやや外反気味に~-,i:. xlt-澪

860061四 床1((Sol9 f(. 墓 a窃 4.6 外面ヘラケズリ， 1息へうミガキ．貨氾色．

6 6 5 SD12G l:t.fl.'I 
Ull.12.4 

'R)1'/Jll!Jl,14'をもら. Itは段をな してIIU111l1ff.立． 内外面へうケズ.,.汲褐

860061況 J!<i((N心0 ”沿i 色・

6 6 6 
S0126 

U頃石 ＂径12.2 '!<}『襲はんく ， !lはかすかに12をなしてUI,\忠がやや外反;\峠：~,n: 、r.. 尺片

U磁 128 斗直 召杯 4.4 配外面ヘラケズリ.ftヘうミガキ．剛茶褐色．

6 6 7 SDIZ6 U頃石 lヽlU3.l JIJ~IZIれ, ,もで低(. ftは外J;につよく煤＇）出しUli応が外印~\II:にtっ．

-13() tt直S.12 )fl, 石応 3.9 天)~郎外面へ9ケズ,,. 他へうミガキ．町褐色.niヽ 記外iAiに煤付11.

6 6 8 S0126 t糾ら Uf羞12., 天1flllflJt(.IIは力すかに＆をなしてOlli駕がやや外,,,,して、日(,Y.っ..R. 一8

!!1,li.N.20 “溢 石払ヽ. ◄ 井記外面ヘラアか9後ナデ．綸ヘラミガ知褐色．

G G 9 SDIU tllli石 ＂往 13.6 Rll!ISIよん昧H ち. !flt役とな してnllli応がやや外,r心¥Ol<l;,i-,。天）t-¥ 

以 124 床祗澤 “辺 l;';;Q; 4,1 外面へうケズ •1. 池ヘク ミガキ．胄Iぷ褐色，

670 S0126 t糾石 na1,.o ．尺It-祁lよ丸味を bち.1maをなしてUI釦鸞が外向して、t',.)ijfffl,外illiヘ

邸006127 ば応17 杯這 召，(I;,.6 9ケズリ ，fl+デ。貨褐色．

6 l I S0126 I; 緬沿
nf怜12.2

内外illi閉登'),N. 井郎IHしく. lt1; かすかに校をなして"'*忠が直虻内外

90003163 床直地7 ll'li 面ヘラミガキ.Ill色．

67 2 S0126 」：閥岳 tJftJJ.0 Jill乱は丸く. ftはかすかに段をなして llは閲が直 ir~ xn,鄭外面へうケズ

~600,686 床lll:N• Z 杯蛋 お祐 4.6 ,,. f&ヘラミガキ．町茶褐色．

6 7 3 S0126 i:t.O召 日IW.O 託f~郎は凡＜．受部はつよく外方に製り出したらあがりが外r;c:;10!-に,,.江

S60061お 床,n:~•? ¥l'-# 8窃 ,.s十る．託体忠外面ヘラケズリ.fヽヘラミf/キ．内iJlj墨灰色，外n'li賀灰色．

6 7 4 
5D126 

且湯召 Ulf.12.4 ,,, 外11111!!喰•). l~ 部tれ ：七定な1頃をつく＇） ．交応ri段をな し.toらみがり

細引違5 f(.11 z;r.,; •1.5 が直立する．内外illiヘラミガキ., かヒ褐色．

6 7 5 $D126 tt.fU Ull!3.0 狂体駕r:Aく．受配はかすかに餃をなし.toらあがりが,f(,t.駁体即外面へ

86006131 llli/(S● 19 ll'll 乙硲 5.1 ラケズ,,. 他ヘラミガキ．釉.J:彎l茶州色．

6 7 6 
S0126 

t師己 lltfll.5 狂紀は不k定な平汎をつく り . w部はやや内情~\味Iこ間いて if.ちKがる．内

函却 If 石茄 4,0 外贔ナテ．褐色．

6 77 
SDlU 

U頃石 残1l5.4 板状J:1むんの9叉"・ あるいは何らかの鰤Mの”か．外ti,l"i面をfll(ナテて

90003166 板状品 残r,.1.2 1t上げる.jlj面をぶ規Uりな靡I贔文で鰤る．徴砂れ少し含t,,茶褐色

673 
SOIお

ヒ鯰呂
馴径26.3

馴饗rがI•位やや上で汲り．丸11!.外紺9 ケヽ,. I~ 負1ヘラケか,.褐色．馴澪

87000625 喪 外,Ai下'~に煤r寸l'I,

679 
SK011 

ti,t;~ ロ積 2.0
極,J,,if・w.棋製品．茶渇色．

蜘 03509 手捏鈎 石硲 1.5

680 
SK077 

t騨乙
全*2 .• ・r, 代のIll製勾玉．頑祁9こ9化，"褐色．

90003508 勾 Ii
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(2) 角杯

SD140埋土」:面から須返店を模した完形のJ:

暉岱の角杯681がl.•.':o:/:l', 上した． 沿硲14.4cm,

口径8.8cm.内容積は約200ccである。沿影はま

さに角杯そのもので,f,f,:部からU絃部にかけて

はラ ッバ状に大さく l用さ，体部下半は徐々に1りl

げて先端部に小さな平坦面をつくる。成影はま

ず'"'部を筒状につくり.·r~ 岱部は外i開から粘土

を充てて塞いでいる.1/1,1整は外面全体に縦方向

のヘラミガキを丹念に施し．内面では口緑部付

近に横方のヘラミガキが及ぷ。胎土は徴砂粒を

含み．よく精選されている．焼成良好でll)j褐色．

u緑部付近の内外1fiiにはI!・1塗りの艇跡が認めら

れ.!, ともと！！．し色府研であった可能性がつよい。

なお.682は同 じS0140から出土した碗．厳密な

:,cm 

。

。

ロニ
・印味で共伴といえるかどうか柑l題はあるが． ー Fig. 115 50140出土土師~(681は1/2. 682は1/4)

応．参ウ沢科として栄げておく ．底外面ヘラケズリで．内1ni及ぴ休部ヘラミガキの摂色土協で

ある。口径10.7cm.磁窃5.3cm.

須思岱の角杯は1迅内でもでわずかながら11¥:1:例が知られるが.・1:Mi岱の1り杯は国内では唯一

の出土例である。時期はおそ らく61P:紀前半かと推定する。土師店の杯と1司様に. •ri忠岱に対

する.(£地の人々のつよい憧れを感じさせると共に．その手1nれた手法から．これら楔疑須恵協

がWl'1エ人の手で組細的に生産される状況にあったことを窺わせる。

（図番o;;-ー実測ll.?1・番号） 68I-930014 78 682-8700 I 629 

(3) 紡錘車

検：ll面：II土等も含め．紡錘車 5点を図示しておく ．

683はST003石玉前庭部出上。 一方から穿礼した土製でぷ~/.い。径4.8cm,~f. さ1.6cm,I叩褐

色.684は検出面出上。半分を欠失する。復元径1.6cm.印さ 1.6cm。明褐色。685はS8103出

土。滑石製でU平な特徴をもつ。径5.6cm.J'/. さ0.5cm,686はST005の南側から出土しな滑

石製で断面台形に机く研府している。径3.8cm,Wさ1.8cm。687はSKllO/J¥:l:。沿石製で浙面

台形。2分の 1以上を欠失する。復元径4.6cm.I!/. さ1.4cm,
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＠二

□ : ・［口；
,,---・・ ヘ、

,’、,''::,

ー¥

F'ig. 116 紡錘ill(I/ 2) 

（図番サー実測図番り） 683-8700525 684-90002842 

685-90003501 686-90002611 687-3003580 

(4) 

(5) 

砥 石

ST004古t.rtの石室から688が l点のみ/1¥」：した。きめの細か

い灰色の頁柑を使用した従砥石である。全体が短Ill!型に糾I J~

＜．先に1l,1かってやや糾が開く ．両面は（氾l1Iによって薄く減っ

ている。碁部と先硲をわずかに欠く 。残存長11.3cm.光糾3.2

Cl11。（図番：；·-実複船1番 •,;-)

鉄 器

688・9 I 0022 I 2 

邸5

。
5cm 

軋

L"＂"'

ぃ
unt

＇ 

＼

ー

I ― l 

Fig. 117 

閥

札
[
。

函
ocm 

砥~:i (1 / 2) 

鉄沿は,',JJIをq,心に行干/I',土した.689・690はSTOOH社iHf¥..l:.689fi刀;fの荼． あるいは錢

の碁部か。断面北方形で， 柄の木質が残る。残存!~8.Scm。 690は断面が板状で，籍の基部と兄

られる．残存長8.5cm,糾1.2cm, ~'/. さ0.3cm。 691 •692はST003:Ci室/IH·.。 691は）］子で． 研

ぎ減りにより ｝］が短く糾狭になっている.};I'.}をわずかに欠失し.J父{7-・長9.0cm.692は令交具

の残欠で，断i面fl)形の鉄線を 1ll1げて作っている。残#1~5.2cm, 最大糾3,4cm。693は小形のノ
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ミの茎かと見られ．月部を欠失する。SBU6/JU:.,JI部近くは断而方形で．‘ノケ ット状の茎をも

つ。残存長4.2cm.:~ 径 I.1cm. 694はノミ。刃部は1!1渾iが板状で．切先がわずかに1111く。片}J

かどうかは確認でさない。茎はソケット状で柄の木灯が残存する。5D087付近の検出面から出

： I.:。全長15.4cm.苓径2.4cm。（図番サー実測図番 ・r;-) 689-97000212 690-97000923 

691・97000916 692-97000920 693-90002563 694-90002562 

一`
~ 

689 690 

こ ―-_
I 691 

-0 
゜693 694 

゜
5cm 

Fig. 118 鉄硲 (2/3)
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4. 平安時代以降の遺物

＜概要＞

奈良時代以砕では．平安時代後期の：I: 師料及び凶召と．中iltの土暉店及び瓦ft:L:岱が若干出

止 した．平安時代の土師店については．溝の埋土から小駄ながら,'LI土した土師店を図示する．

また．中椛土苫は、 S0012及びS0014からある程度まとま って出J.:Lた。

(1) 平安時代の土師器 ・陶器

S0028から土師器坪が出土した。695は体部が湾曲しながら立ち上がる大形杯で糸切りb1。小

形坪は9本部が直線的に開さ，日緑部やや外反。696・697は糸切り底， 698・699はヘラ切り離し

である。S0087からは凶器及び土師岱杯 ・皿が出上した。700は褐釉の長胴盗.701・702は糸切

り底の浅い大形界 703は糸切り庭の小皿。

SDlllからは高い高台が付く l{,704・705,及び高台が退化した大形):(-706が出：Lしている．

これらの遺物は,$DIiiの土師若がII世紀後半.S0028・$D087の士師器・!Ii沿は12世紀の9寺

期を示してお').掘立柱娃物蹄の時期をも示唆するものであろう 。

S0028 

ニ 5

5D087 

□二。
SDlll 

~ 

こ :8

こ二ニ。1

てコニ~9i

叉］．ぷ:9

←-703 

ニニ5 ニ
O IOcm 

Fig, 119 溝血I:上輝岱 (J/ 4) 
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Tab. 4 ・ 1ヽ'-安時代の・ヒ師岱 ・凶沿観烈必

枚l i'li戸；• ~It地点 沿性 法Jil;cm 形態 ・潤整の特徴． その他

6 9 S 
S0028 

l;t.li召 n1¥.u.o 託部はややJ:げIfで広く.f<I'郎は而曲しながらややゑに，tら」：がる.~ 船に

8600加

“ 
召芯... 糸 VJ リ訳を·~し.1~:1:1 .. 11r. ナr.?Ii褐色．

6 9 6 
SDO沈

tf>IJD ~lff.10.7 14'部はやや灼曲しながら閲<(f. らI:がる． 庇忠に糸~,り＂を 9いし.1, 郎l•l♦i

86oom5 "' 苔ぶ 3.1 ナデ．茶沿色．

6 9 7 
Sll028 

I: 貸召 nmo., 1~ 郎,:~(lit的に綬 < ·,r,t,J_がる．託忠にへうり）り戴し~,を残し. f~I訓•Iiiナ

90002紀2

“ む硲 2.9 デ• IVJII)色．

6 98 
SDO謁

l:l,liz; II! 治IO.< w忠はやや巧戯Iしながら紐くとち tが.,. .,,. 船やや外u.;1.li: 祁9こ糸切り

86003996 

“ 
召，/:;2.; ゼ（を9叉し.fj, 船l•J♦云ナテ．汲茶褐色．

6 9 9 
S0028 

I: 糾Z nmo., 体沈は1/(は的にほ（、:r.ちI:がる．訳ばにヘラ切,,亀し虹をflし.f~lllll,,lli<ナ

9000%53 

“ 
む硲 3.0 デ• IVJII.I色

700 
SD087 

JijZi 
mi 6.9 

出檜J!ll,ll・tl即f中近のみI{,l~ 甚へ9ケズOJ.Wat: はロクロナデ11:1・.げ．

U細 98 J,11盈 外漏U.Ji.みを屯・び'"灰色．

7 0 I 
S叩

1,ui:. nm3.3 ll忠は安定しI;血・'l'ilcで. ·~ 配tよ没(.I引渭れ昧に,r.t,I:がる.ll:.'IGにヘ

白向97

“ 
召ぶ 3.3 ラり）•)戴し#(を残し. fぷ叫•lieナデ． 茶褐色．

7 0 2 
S0087 

l浪ヽ 召 llif.12.6 し泊儒ば紀とした広い 'I'~で，体闇はほく，内消しなから;'!.Iこ"ら I・.がる．“

a6oo祁％

“ 
ぉ応 2.8 釦1こヘラ切り鴨しtlを9いし，体駕Ml云ナテ．沢茶褐色．

7 0 3 
S0087 

1,r. 事召 Ufl: 8.8 託闇は広く.1~: 団が1,i くとつ．託謬にヘラ~, ,川aし虹を伐し. ~/3lは1,11,1ナ

細燭5 ,J、II 四品 1.6 テ．茶出色．

7 0ヽ
$1)111 

1,r .. is IJ!f.13,? 体賽は託初からIt{~,~1 して直線的に＂ら ,.. が＇） ．窃r.1:1.1;郎のややl'I情に

碑 3994

“ 
口窃 5.8 入る．駁加外面にヘラケズ＇ば(~ばし.I~ 郎と硲名ロクロナテ.ll!lt.l色．

7 0 5 
5D111 

i:r.-; 召 JJll13.7 “体謁u糧＜笥1111しながら；r.らI・.が'}.ぶれがつよく外に汲る．、t怠外,rn,:
細 3993 If 召ぷ 6.7 ヘ9ケズリ麻を残し.fl'品と岱七ロクつナデ．北褐色．

7 0 6 
S0111 

l:r. 召ヽ ll往16,0 体郎ft深く．託饗からIll<ll!flllしてtli.lll的にとらJ,がり．：：：＜低い硲tが狂

87000渾

“ Ziぷ 6. ◄ 闇外な1こ r-t<.mこヘラ 11)•)鴫 l.li( を残し. /~lllD ク 0ナテ. 'り 1ふ褐色．

(2) 中世の土師器 ・瓦 質土 器

S0012からt師 岱 及び瓦竹土笞があ る程度まとまって111土した．

707-710は瓦代で. 707• 708は鍋 709は浅鉢. 710は戌耳付さの直IJ鉛であ る。 t師岱杯は

全て糸切り 託で, II径に大小 2種が兄られる。 711-715は口径 約10-llcmで.I本部 はjj'[線 的 に

l~I くものが多い。 716-721は口径 7cm前後で．｛本部は直線的に開 くものが多い。

その 他. S0014か らm土した瓦 烈鉛 722. 瓦灯鉢 723・724. 及び土師 笞 !7-725-730を挙げてお

く。 様柑はS0012とよく 似 ている，

これらの土師召は14世紀に位ili付けられよう。
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S0012 

~

嶋ぐ
S0014 

＼ 
｀ 

＼ 
‘ 

乙
響

云 :`、'710

＼ 

文 /22

~3 

ニ 4

ごエ~15
~16 Ck忍，

cQ'717 '¥: コ之~o

てエフ:.s~721 

＼し／

鬱・ 725 

眉 ? ・.. ,,, "'~ 
\___bj7727~29 723 

＼」＝728 ＼ 呵 }~ !Om 73-0 

゜
Fig. l20 ヽI •世J:店 (l/ 4) 
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Tab. 5 •1•111:·I: 召観察必

図番号 11¥1: 地点 召種 法jitcm /ft虹 ．濶格の柑徴．その他

7 0 7 
S0012 

凡召
ll!f.35.6 

K名IH<"iむとで体芯が紐<l1!1lkして外1又れ昧にヽ ?.らI:がり.*~ を逼らず．

90002119 絨 r,1-氾外面は-~·,i,ヽケ;. l•.flナャ. 1~,,;u.1,1がヽケ;. Filナr.褐灰色．

708 
50012 凡召 11tu1., 

Ii<駕上fl:はl'i笥し, II紐沈にitl状宍併を巡らす．外,,.指ナテ付It.l'i面9 ケヽ

畑 26お ノ ． 褐色外,~に煤1-t?I.

7 0 9 
S0012 

k召
II! 出渇.2 f.j; 祁はほく ．“笠からIHIJ!I旧してとら~-がる．内外,n;ヽヽ ケメ.'糾灰色．

900027⑳ 浅絆

7 I 0 
＄凶12

凡召
nm2.s 

f午祁u』1が製リ. I―U糾Ml・r. Hヽtにイj几把―,• l)jをもっ．外贔ナテ. l~t,1 
蜘 0紐 鱗 9ヽケ~,&ナデ• II祁If位に1£11¥'iむとが残る., 印ぬ色

711 
$0012 

l;r,ft; 11/f.11.3 Will! よわずかに内売しながらばく問いて ，ZらI・.がる.tl部に糸り）')躍しY(を

拗 0寧 ).(, 石邸 2,9 IAし.0ク0ナテfl.I.If.茶出色．

7 I 2 
s0012 

l: t,f~ rtlf.11.t 14'甜Iよ内切しながらI.cl(Illいて,tらJ・.がる．託忠に糸町1饉し,~を伐L.0 

― 
l{, 石~2.9 クロナデfH.1r.ll茶色．

1 l 3 l:t.fli ＂程 10.0 fl'郎は,It線約9こ間いて，tらI:が'),llf食応やや外以.at船9こ糸りJり戴し成を

細 0梵lll
SIJ012 

“ 
石ぶ 2.8 残し， 0ク0ナテfl:1:lf.'1笞茶色．

7 I 4 “‘石 II程IO.I ""悶IU,/1'肱的に間いて ,r.らI:がる.,, 加に糸切り嶋t..f/(を銭し. 0,70, ナデ

紐 5879
S0012 

“ 
召;c;2,8 IL ~-げ． 傷茶色．

7 I 5 
S0012 

l:t.f臼 Ill! 9.9 f小闇U提<1'i消し. 1111高がやや2に ，t ら」：がる． 託船 IC糸り）り鼈し~(を ll

％碑76

“ 
7.i,:io 3.6 L. 070-tテftl:lf.茶褐色．

7 I 6 
S0012 

l:t,112:'i ＂粍 6.7 ff: 郎11安；とした平庇から,~:紺的に1111いて：r.ちI:がる.m団に糸り）り鱚し[(を

匹 998 Jf 召;!l;2.0 残し，0クロ-,.-,,11l・.lf. 茶色．

7 I 7 
S1)(>12 

l:t.、召 II径 6.3 f~I.Gは1/j笥してt ら I ·. る.s形が令,~に;I¥(;.託船に糸f/1')111 し~(を,~し．

86003999 

“ 
石，;;2.1 D7Dナデiと1,げ，渭茶色．

7 I 8 
S0012 

l:t. ぷ石 II程 6.8 f~ 却9よ1/(凶的に関いて＂．ち I:がる.z; 影が令wi:,z;む.hllむ：糸ij)')鱗し訂

匹,.ゞ
“ 

石t;1.8 を残し. "クロナテft):If.ぷ沿色．

7 l 9 
s0012 

l:t.o召 11ft 7.1 fl'蔀は,n:111約f!問いてヽTちI:がる．岱9クが仝Wf:11¥(;.\~ 箋に糸切り鱈し~,
碑 瑯I

“ 
石品 2.2 を残し．ロクロナ，，，ftl:lf.茶N色．

7 2 0 ＂頃乙 ＂粍 1.0 f~ ・部は内的してやや2にIf.らI:がる.t~liに糸 UJ'I鑢しti(を伐し， 0 クロ＋

蜘 0梵以
S0012 

Jf 己な 2.1 デfti-.,~. 茶褐色

7 2 I 
S0012 

l:t4召 n!t6.< f~ 部はI~<. Iり演しながらKさく間いて，y．ちI:る.@芯に糸叫J鴫LOXを桟

細 m1 1•1Jl ... ~, 1.6 し，ロクロナチfl:l:<r. 剛沿色．

7 2 2 
SllOH 

凡石
＂印• .8

fl'鄭上・r-1:直線的に開いて立ら上がり. lll#t.l:hずかに外）ぇ．外釦ナヤ. l'f 

900027侶 議 、dハ，，,.外面介体に煤f.t符．．釘褐色．

7 2 3 
S0014 

凡召
II径21.0

fl'証上Nit(餃的に1111いて'1.らKがる.,r.,; ナデ,I'll紀 ヤヽ;.外暉令w,こ

90002711 鍋 煤f-tll.111灰色．

7 2 4 
Sl)(JM 

凡乙
nft25.6 

w.,;1, ·~ 『hれ線的に開いて，tらI・.がり. IIU,/IIJ肥,.,.。内外』・ヽケ,.外1Ai1'

知002136

“ 
体にlV<H71.• 釘褐色．

7 2 5 
S0014 

J:llliZl nmo.< f~ 窪c;,~:船的に間いてif.らI・.がり．＇＂“団やや外Iふ駁笛1こ糸t/l'J饂し~H

87000514 

“ 
岱ぶ 3.1 伐し．ロクロナヤfl」」r.剛茶褐色．

7 2 6 
S0014 

1:l>IIZl llftl2.I 1~11:liわずかに内潤しながらぼく 1り1いて -t ら」．．がる．託船1こ糸切り疇いj{を

s; 螂 5

“ 
Zl,:" <.5 l~L. ロク 0ナデttJ:11.,,1褐色．
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図魯サ 出J:地点 岱種 法依cm 形慇 ・綱 整の特徴．その他

7 2 7 
s001, 

_P.lijjお I.I往 S.8 体郎はやや内湾久止にtち」；がる.I¥蔀に糸叫J麓u,を残し．ロクロナテ

87000',1? f/. 石r-1l.9 It上げ．剛褐色．

7 2 8 
SDOl4 

-ti瀑召 ＂往 6.6 tヤ諏はやや内汽~\昧に立らJ.:がる, lllllllこ糸切り●しUヽ．をllL.o?oナデ

81叩 l

“ 
Zl/.li t.7 ftJ:lf. 褐色

7 2 9 
S0014 

上,,.zitill 6.Z 体郷はやや内潤~\味1::,tち上がる. ll郎に糸切り霞し訳を残し．ロク 0ナデ

8i0005筏 '+ 乙高 2.0 ft_上げ．胃I閲色・

7 3 0 
SDOU 

:l:'4召 on s.2 i似墨は内湾して立ち上がる, ll闇に糸VJ•J 鍾Lit(を llL. ロクロナチfl:J:げ．

87000530 

“ 
召ぶ 1.7 ti褐色．
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籐凪 A 遺跡

遺跡名：猿嶽A遺跡（略号 SDA) 
所在地 ：神埼郡神埼町大字城原字湯原



紐撮A遺跡

猿嶽 A 遺跡

I 遺跡の概要

絞紙A迫跡は．神J奇郡神埼町大字城原字沿原に所在する。脊飯1J.1系南説の城山（椋硲156.1ml

からはぽ術に延びる丘陵のテラス状舷辺部（楼窃約40m)に位沢する。谷をはさんで西側に所在

するfil.岳（標窃256mlI旧麓部のも瑣群を含めて猿嶽古頃群（猿臥百塚）と総祢されるが，その

もっとb東側に位笛する一支肝である。

F ． g ー
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Fig. 2 迫構配蔀区I(1 /300) (トーンは荘石の範1!11を示す）
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I 辺翔の慨咲

本辺跡は本米20駐以上からなる古t)'l群であったというが．現在確，認されるものは10基程であ

る. i/1.1が前にすでに項丘がかな＇）削平されており ． 特に~l:ti された古mのうち 3 .,.~ は出森1Fiの

段階では,1,・tttと認められなかった。また．いずれも盗掘された痕跡が認められた．

検出された辺情は．弥生時代小期のJ:被！基とi'ilt¥7基である．古用はすぺて周滋をもつr1

墳で./JI.I皮は),';Ji贅外径!Om程である。 ST003古川はJ訂石を打する。内部—1:1本まで濶1i.を実施した

のは 6J,tで． すべて![\'¾(洒袖型横穴式石屯である。そのうち. 11/J確な羨道をしたず．玄冷床!f1i

と1iii庭部に段疫があるなどの古式の特徴を示すbのが5基あ＇）．さらにその 3J似がいわゆる竪

穴系横1:1式11虫に屈する。いずれも遺存状況は氾iく．腰fiおよびその」・・方の唸伍数段が残{f-す

るのみで． 栢石が残っていた bのが I,,~のみある。

,, II~: 沼物としては．石宅内から /1\土したのはST006 ,1ittlのみであったが． 鉄}) ・ ~,淡形含梨・

鉄銭 .JJご,.・勾玉 ・符'f<. • 小屯などがほぼJ点Itri荘から出I:している。各古tttの項丘及び溝から

耳紀岱．須忠岱が出 J・.しているが.lit的には多くない。

また．項Jr.などから縄文 t岱．弥生1:苔がりll!¥lit,'1',+.している。縄文土岱は・り'・JIJJ(I甲型文・I:

?.≫ から晩期（刻Jj突{,:・文：I: 西）まで小期を除いて時期的に糾広く：Iii: しているが.i: 体とな

るのは位灯II式土岱である。 この中で塞ノ神式」••岱がり\T.したことは注Hされる。弥生 I:ぶ3はほ

とんどが•l•lり lに屈する．

Tab. I 猿嶽A辺終泣構一tl&

迅構名
種 別 規 揆 (m) 時 期

備 ~ （石宙影式） （ぷ屯：,,, 央J(X奥吐t,,;) (Ill辺紺年）

STOOi 横穴式イi~ 2.04 X 1.06 TK208 翌穴系横nベイ五五

ST002 横穴式~ i'i, I.SSX 1.14 (MT15)-TKIO 

ST003 131)℃べ1i* 2.0Xl.56 TK208 

STOOS 墳fr.・Jl,l濤一郎のみ濁克

ST006 横穴べ.(i'i, 2.28Xl.56 (TK"7l-MTl5 

ST007 横穴バ./i屯 l.92X0.95 翌穴系横u式石玉

STOOS 償穴r._,(j:i, 2.14X0.95 竪六糸横1 1式~:i'i,

SK009 I: 霰 0.51 x0.33 弥'Ii時代'1 •1!1
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猿嶽A遺跡

II遺構

1. 弥生時代

弥生時代の泣構はJ湯［が 1碁検出されたのみであるが．古墳I.It丘などから相当偵の弥生土岱

が出土したので．古項近貨などにより遠栖が削平された可能性が茄い。

(1) 土 壌

SK009 (Fig. 3) 

潤査区の北側に位訳し．迫構It開が一部潤査1ヌ外にかかる。 I材にST002古頃.m東にST003古

墳がある。惰111/E多に近い不整形のプランで．長径51cm.短径33cm,深さ34cmを測る。埋土は上

府が薄いm色砂灯粘土．下肘が粘性の少ない灰褐色砂買土である。痰11):(よ平坦で．緩やかに掘

り込まれている。遺物は弥生時代ヽI•期の土店が埋土および濱駈直上から出土した。

「

L— _)  

I 
••-CC:.'. 土::互 ・ふ．`・べ・．玄・竺・l

r L II 
よ
~ 

呂
ヨ

2m :=S:::: 

゜
2::::: 

L=4l.00m 

Fig. 3 SK009:l:~ 賣(I/60) 
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II 遺構

2. 古墳時代

(1)古墳

STOOi古墳 (Fig.4-7) 

慨要

潤査区の酉端に位沼し，本古項群の中で最も西mに築造される。東にST002古t!Iが隣接する。

項Ii:盛 I:と石至の」・・半部は削平を受ける。内部主体は単室j!,j袖屯の横穴式石室で．いわゆる竪

穴系横n式石屯に属する。頃丘.J甜,1などから・I糾 i岱．弥生土笞．縄文.l:器が出土した．

墳丘 ・周溝

Jf.ii糞外{怜約9.3mの叩nである。 墳丘盛j•_は」豆＂部が削平される。古IJI構築前に地山整形して

おり．地111を削りII',し．

平坦面をつくる。その

項丘基庇面から約55cm

盛：I:. が残存する。盛土

に1口表土と名＇えられる

茶褐色土と黒褐色:I:を

川いる。 Jtl溝断面は逆

台形で．周溝輻約1.5

m, 深さ40-50cmを測

る。周溝庇レペルは北

側で楼困i41.07mと最
Fig. 4 

も硲＜ ．西omで40.7rn 

と j~も低く ，ほぽ地形

の傾斜に沿っている．

棒i側で40.83m,東側で

41mである。

。
!Om 

内部主体

tjl5洒袖型の横穴式

石室で，いわゆる竪穴

系横n式石立に属する。

ほぼ南に向って開r:rし，

Fig. 5 STOOl・ST002古項地山笠形面濶J,t図 (l/200) 
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紺嶽A追跨
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主位をN30'Eにとる．石室上部構

迅を欠失する。石当掘り方ははI?

長プ,.ffiクで．規段は残{i-する秘道を

含めた→及さ3.8m.t/12.16mを潤

る。深さは0.5-0.56mで．ぷ点腰

石から二段目の石材上端にほぽー

致する。

玄'iPl'iliiプランは長方形で｀規

- ~~ . ~ ~~ 

(
0
9/
 I
)
 

llitf.'l:J ,と
U
U忙
一0
0

↑s

E
 o
o
・tt 11
T
 

I応は玄室中央 1~2.04m.. 奥堕糾

1.06m. 中央即.04m.前船0.94m

を測る。石材は花岡岩であるが．

石室内に転洛していた石材の中に

一つだけ緑泥片岩がある。

奥墜は楼石に66X8Qcm.60X 38 

cm程のみi材2石を地山に約30cm掘

り込んで配する。右側限は牒石に

70X62cm, 72X46cm, 50X40cm程

~ 

9

・lJ!.,
J
 

の椒長石材を 3石を)II!山に約

20-35cm掘1)込んで償位に配し．

その上に径20-40cm程の柱状石材

をI-2段積み」．．げているところ

まで滋存する。左側朕は襄石に

76X46cm, 72X44an, 56X44四程

の横長石材Hiを地山に約20-30

ロ掘り込んで横位に配する。奥壁

とM他の閉fりは腰石のii()・.から奥

唸と但代にまたがるように石材を

積んでおり.JI姜1:iffLL:から三代持

ち送りが始ま っていると名＇えられ

る。

玄l"I部は右袖石に66X36cm程．

le抽右にsox:l6〇の柱状石材を立

て.l-l<1fJiには地り1を約10cm掘り込
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II這構
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Fig. 7 STOO!;!;tJ'I石当 (I/40) 
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んで仕切石を化する．玄,.. , 部鯰

は56cmを韻9る。

前庭部はハ字形に開く 状態で．

側隈は大きさ．形状ともに失な

る石材を乱雑に地山と盛土の.l.

に配する。公道は項丘から斜面

になって玄l"I部へ接絞する形態

で．平iffi形態は短い舌状のもの

である．

(
0
9
/
 
I)~~+'!JllrUr 
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O
J
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8
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f
!
J
 

追物出土状況

石室内からは占項に伴う追物

は出J:していない。項Ji,/&I溝な

どから土師硲弥生七呂．縄文：t

協力','比I:した。

ST002古墳 (Fig.8-11) 

慨要

潤査区西側に（姐召しており，

西にSTOOi,!渭tが隣接し， JI(に

ST003古墳 また北潤査l'l外に

ST004古項がある。tn斤．盛」：と

石室の上半部は削平を受ける．

内部主体は単立函袖型の横穴弐

石室で， t\'1石， l~l塞施設は残存L

ていた。硲道および裕道Jii辺の

項丘粘部から須忠西.;I: 師岱が

出．七しており．また項1そ．．閑酒か

らは弥生：I:岱．縄文上器が/JI土

した．

』・1 頃丘・周溝

閑溝外径9.7m程の古項であ
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ー 滋 楕

る。項.li:J:半部および周溝jfj側は削平を受ける。占項楕築I府に地11J妓形しており．地111を削り

出し.lf'Jll面をつくる。その項斤碁庇iftiから約80cm盛土が残存する。盛土にはII]:杖：I: とウえら

れる褐色系統の；I.:と焦褐色 1こをJI)いる。石滋腰石.f-.1(,iとは1ま[ilft;.高さに一{11菜面をとらえるこ

とも可能なようである。,.り溝断jjjjは紐やかなU字形で.Ml溝糾1.2-2111,深さ40-SOmを測

る。 周溝Ii~のレペルは北側が-!e!,:ii4l. 442mで最も窃<.fll側が40.96mで1,kも低 く．はぽ地形の

H斜に沿っている。東側で40.997m,西側で41.107mである．

内部主体

単玉両抽型の横穴式石衣である。ほぼ南に向かってIJl.11」し.l'. 軸をNts• Eにとる。石至上部

構辺を欠失する。石室掘り方は玄室平il1iと同じく羽：：f板形で．規民は長さ3.04m.輻2.2m.深

さO.I-0.2mで．地山はあまり深く掘り込んでいない。

玄玉平tltiプランは石材の関係で左側限がやや乱れているが．羽子板形を双図していると名え

られる。 iiり庭部は石索主軸に対して名千東にふれる。規校は玄奎中央長1.88m.奥墜幅1.14m.

中央糾1.24m,前船0.82mを泊1る。

奥限は腰石に120X88cm程の横長石材1石を地山に20cm.程掲り込んで横位に配する。右側墜は

膝石に70X70cm,90X50cm, 34 X60cm程のわ材3石

を地Iiiに5-ZOcm程掘り込んで配し．その上に径

40-70cmの石材を梢んでいる。左側1¥tは楼石に114X

70cm, 66 X 56cm程の横長石材2石をはとんど地illに

揺り込まずに横位に配するが．玄l'1部のFLりには明確

に腰石といえるものはなく ．阪fillを埋めるように板

状石材をnしする。玄杢床面には貼り床が一部認めら

れる。

玄l''I部は右抽石に98X44cm程．左袖石に68X36cm

程の往状石材を立て.l求面には2石からなる仕切石

を配する．

柑i石は70X94cm程の石材で．右側は抽石に直按．

左側は抽石の」こに板状石材を 2石積んだその上に架

構する。玄1°1船54cm,硲さ50cmを測る．

前庭部は傭墜と街石の状況から天井石はなかった

と判断されるので．羨道とみなすことはできないだ

ろう。左右情墜とも大きさ．形状の異なる石材を栢

みJ:げており ，長さ約0.75mを測る。 ゜
2m 

Fig. 9 ST002古Jrt石屯平lf1i(I /60) 
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猿~A遺跡
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rig. 10 

玄r,部からilり庭部にかけてIUJ塞施設が(jぽ完存

していた。まず74X45cm程の板石を左右両柑11'iに

かかるように配し．その後ろに径I0-20cmの転石

数・I・債を雑に積み」こげている．

迅物11',:l::状況

玄室内から古れに伴う道物は/JU:していない．

浴道と硲道西側J/,j湛r-'!からm忠器大炭や：l: 師岱な

どが出J:した。111土状況図はあるが， 正確な位器

』
L=42.I0m 
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rig. 11 ST002;f,f/l石屯 (I/60) 
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レペルなど::('11月のため掲載していない。ただ．

写其や土肘断面凶から111断すると．袋迅床1面

よりかなり浮いた状態で出J;しているので．

追葬時の祭祀に関係すると推測される。また．

lit丘内やJ計滋などから•!I思若，土師岱．弥生

土器．縄文1渇わが出こI・.した．

ST003古墳 (Fig.12-16) 

概凄

;.ll1f. 区は13.ぽ中央に位ir.してお ＇）．西に

ST002古Jtt,北にSTOOS占tit.南東にST006古

II 追溝

｀ 
Sm 

Fig. 12 

Jrtがある。 1沼石を打する。石屯は」こ半部が削平を受ける。内部主体はlll室両袖型の横穴式石室

で．玄寮床面とjjij庭部に段牙!がある。項丘内および間溝などから須）g岱．土師店弥生土器，

縄文土硲が出土した。

m丘・If.!溝・ 1¥石

周溝外径約10.6-llmの11-J項である。トレンチを項丘基胚而まで椛り下げていないので頃丘

についての詳細は不明である．頃丘盛土はむ干上部が削平されるが．はぽ残存する。盛土のぶ

さは約1.2mと推測される。周溝は西fl!!.ll!lち泌道前面が後世の撹乱を受けているが．他の部分

はよく残っている。断面は緩やかなU字形で.J);J溝にl.5-1.9m.深さ22-44cmを測る。周溝底

のレペルは西偶が楼沿i4l.139mで最も邸＜．南側が40.654mでi,}も低い。北開は41.079mで，怜i

北方向はほぼ地形に沿っている。しかし．東側は40.858mで．洒側に比ぺ低くなっており．発揺

潤査峙に地形に沿っていないため不g然であるという所兄が1'.Iられている。

荘石はt!I丘附部に根石として径30-50anの石材をm丘に斜めに立てて．麻石の流II',を防ぐよ

うにしている。 11:石としてI0-20cmの塊石を用いる。石を荘く際の受け持ち範1!l1を示すと芍え

られる縦方向の石列は明確ではないが、耳石の状況からある程度りt位を抽出することができそ

うである。

内部主体

単至jlij 抽型の横穴式石当である。 ほぽ西に向かって11111=1 し．主釉を N76• Eにとる。石室上部

構造を欠失する．石宜の掘り方は確認していない。

玄室平面プランは長方形である。規氏は玄至中央長2.0m,奥限栢1.56m會中央紐1.34m.藉j

船1.4mを測る。石材には花I母岩を用いる。
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Fig. 14 ST003古墳咋石および石室 (1/6-0)
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ー 迅 構

奥墜は腰:uに80X50cm,60X55cm程の横長石材 2石を横位に配する。その上に 1-2段の石

積みが残り，大きさ，形状とも拠なる石材を/flいる。右側繋は楼石に50X50cm.70X 40cm, 76 x 

50cm程の石材を 3石配し，その上に径20-30cmの柱状石材を 2-3段mんでいる。左側限はII委

石に60X50cm,110X40cmの横長石材 2石を横位に配し，その上に径20-30cmの柱状石材を 2

-3段積み上げている。奥限， fP.IJ限ともRIJrfl.な横目地は辿らず，現状では持ち送りはみられな

い。側盟については控え積みが認められる。玄室墜には赤色顛料が登布されている．

e 
＄ 

" T ー：

..___,,. l 
I-f、 [--, 

へて｛ 

) ＼ 

上

wos・n=1 

゜
2m 

Fig. 15 ST003古tn石当 (l/60) 
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Fig. 16 ST003b'lll石宅閉紐況 (I/60) 

玄f"I部・i削i庭部は11閃拓を取り除いていないので詳細は和り1である。ぷ1"1部は70X50cm,90X 

60四料の横長石材2石を横位に配することによ って．玄室9米面とfiij庭部に段差を設けている。

伯石はその腰石の」：に配されていると思われる。右袖石は70X40cm程の石材を立て．その上に

板状石材を 2:fi積み t-.げている。 柑i石はこの,~に架構されたものと推測される。左抽部は径30

cm程の石材を楼石の上に積み」．．げ．

ててて袖とする1お飴な形態である。

にずれている．

その横に現位因は保っていないが60X30匹の板状石材を立

._:(/)ため石~t軸と前庭部および経道の中心が約10cm程南

前庭部は1i干ハ字形に1りlく形態である。 側壁は20cm程のIll状石材を雑に積み上げているよう

である• 1iij庭部1求jfriは土滋床1藷よ＇）約 70匹tr,くなっている。

閉咽施設は/,'右jil柑ll!itにかかるように80 >< ~Ocm程の板状石材を配し． その後ろに径約20-30

cmの転石を積み上げている。また．裕道 l:lf1断面にはI'll塞施設に向かって斜めに切り込むライ

ンが確認されており．追松面であろう．
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II 返 隅

遺物：J•,J.: 状況

石室内からは占項に伴う泣物は出・1:.Lていない。項丘内. J:,j溝などから須忠沿．弥生上岱．

縄文 I:店が出」こした。

ST004古墳

概要

発拙調在当初は潤森区に問溝がかかる uf能性があったが．濶究の結米//;j法など検出されな

かったので．潤究区外に位沢することが明らかになった。

STOOS古墳 (Fig.17) 

慨要

調杏区の中央北側に位沿して．面にST003・,1;・項がある。濶介区内の周溝と項丘を渕在した。し

たがって，内部却トなど和り1である．頃li:f人1.1/.i溝から土師乱弥生土岱，縄文土器が/1',I:した。

瑣.fc・lf.i溝

項Ji-.盛土は」；肘観秋からかなり残{.?していることが推測される，/(t斤．盛上構築iiりに地山．魃影

をしているようであり． 地Illを削り 出し．平坦面をつく っているとクえられる．この頃丘基胚

面に暗褐色紗質J:と褐色砂灯粘土を盛り上げる．問溝断禎iiよ綬やかなU字影であり ，IM溝糾1.56

nl, 深さ3知を測る。径約 9mのl'I項であると推測される。

｀ 0 

3 

Fig. l7 

ST006古墳 (F'ig.18-22) 

概要

~: ニ
L ;42.00m 

。
2m 

1
9
-
3
4
5
6
7
8
9
 

Ill: 
澳氾色f,IIJ.
虫色帖!!I・
灰繁色~llt

“褐色妙ffI 
サ褐色紗I!I: !Sよ＇}やや mるい）

N色砂ft~,1:
21閲色111/!I'
沢!UC!帖I'll.,鳩Ill)

STOOS占墳lJlfi:測炊図 (I/100)・1n1r.J・屈図 (I/60) 

渕査区11ぽ中央に位設してお 1).:ltJ!ljにST003古墳束北にST007,1;tJ'Iがある。項丘盛」：．石

夜J:半部は削平を受ける。 内部主体は りi~両袖型の横穴式石窄である。玄宅からは鉄）J, 馬具
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猿U,A迅跡

‘ 

¥
 

IOm 

Fig. 18 S T006占tJ1tJ111:測炊図 (I/200) 

などが似位沢を保って出土した。周溝などから須思沿.Iこ糾;;;;,弥生 I:益縄文土益が出土した。

)fl丘 ・周湛

墳丘盛土は削平され残f?していない。古墳構築jjりの地山整Jf多は項Jr.碁庇面でI□表：t: 州が確認

されているので． 地Illを削り Ii',さずに平J町面をつくっていると推測される。周澁もかなり削平

を受け変形している。残付部分からみて．周溝外径13.Smの円れであろう。閑溝断面は絞やかな

U字形で．現状でJtlf,'1/糾約1.7m.深さ 10cm程を測る．

内部祖本

lli奎両抽型の横穴式石室である。 ほぽ西に向かって,~10 し． 主輪を N72' E にとる． 石当上部

構迅を欠失する。石玄掘り）iは長）j形であるが，奥壁の部分は石材のI関係で大きく張りmして

いる。規模は残存する秘迅を含めた長さ4.65m.鳥i/;2.64mを濶る。深さは約0.75mで．腰石から

一段目の石材」・・溢にはぱ一致する。

玄室平面プランは羽子板形であり，わずかにハ字形に開く前庭部が投続する。以校は玄室,,,

央長2.28m,奥璧船1.56m,中央低1.38m,fiij鯰1.16mを測る。石材は花9姐i岩である。

奥限は腰石にl00X 75cm, 86 X 76cm程の横長石材2石を地山に約30cm掘り込んで横位に配す

る。右/J舅堕は楼石に90X60cm.80X64cm. 86X54cm程の横長石材を地山に30cm程掘り込んで横

位に配し．その日こ径約40-SOcmの住状石材を積んでいる。左側墾は80X55cm,70X48cm. 90X 

40cm程の横Jれ石材を地山に約20-30匹揺り込んで横位に配しその上に径30-SOcm程の柱状石
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Fig. 21 ST006古i.n石i'i(I /•IO) 
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＂辺情

ヽ ヽ

‘ 

ヽ

O
'
 

如 m

l'ig. 22 ST006古頃遺物Ill土状況 CI/20) 

材を積んでいる。1雌OJ呟と奥峡の隅角では膝石の上から三角持ち送りを行っているようである。

右側限でも楼石の上から持ち送りが始ま っているようである。玄至床面には貼りIA<が認められ．

径J0-20cm程の花I函岩の礫を敷き詰めている。また．赤色願科が玄:111未面の数力所に検出され

ており ．この状況から2'本以上埋葬されているものと思われる．

玄1'1部は右袖石に90X4恥m程． 左袖石に90X50四程の柱状石材を立て．床面には貼り床に埋

め込んで仕切石を配する。玄f"I部紐は58cmを測る。

i11l庭部は平面プランがわずかにハ字形に開く状態である。側壁には径30-40cm程の石材をJTI

いる。廷道l;l.J/l斤から斜面になって玄l"I部へ接続する形態で．平面形態は短い舌状のものであ

る。

閉衷施設は原位因を離れていたために尖測はされていない．閉塞石として65X50X20cm和の

板石と径20an大の塊石 5-6石を用いる．
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猿ii.A滋蹄

ヽ

h
:し

追物出」．：状況

玄:i,左側限にそって鉄刀．

鉄鏃，｝］こ(,,剣蕊形杏薬，

哀状岱珠．革金具が原位沼

から出土した。ぷ金具の一

部に布が付行してお，），馬

具全体を布でくるんでいた

可能性がある。ほぼ lセッ

ト分/l¥J.:したが，ll¥:l:状況

では馬装の復J点はI:@難であ

る。鉄銭は矢筒に入ったま

まの状態でu,mされたような出土状況を示している。他に奥墜から22cm,左側堕から4lt'111の場

所から符韮奥堕から40cm,右側限から65cm程の位沼に管玉，}Ff・がある程度まとまってIll土

。
IOm 

rig. 23 S1'007・ST008,'i JIIJJ1Ii: 測駄図 (I/200) 

した。その他狸土から管玉．ガラス小王が出土した。また．攪乱土から須恵岱が11¥:1.:し．他に

周溝などから須恵沿.J.:r.i~ 若．弥生土硲．縄文:I.:~; がIll土した．

ST007古墳 (Fig.23-27) 

慨咲

曲査区束側に位沿して．北にSTOOS古頃が隣接する。 t,n丘盛北．石室上半部は削平を受ける。

内部主体は）Ii屯両抽型の横穴式石室があり．いわゆる竪穴系横日式石街に屈する。財溝などか

ら」：師岱．弥生十．岱．縄文・I:沿が/J',・I・.した。

IJ¥丘 ・閑溝

閲溝外径約8.6-9.0mのl'Iれである。項丘盛土ははとんど削平されている。貿褐色系統の枯代

I: を益 I:に使用している。1n丘碁庇面/.,l'/1)平され,J也Ill整形については.flりIであるが．盛：l:が

残(.?する部分では旧表：I: はみられない。11.l溝も削平を受け．かなり変形しており’り1館でない部

分がある。明箱な部分で1,¥lh'I/.浙1面はU字形であり .I月渭糾I.Im、深さ30cmを測る。

内部主体

) ll奎両袖型の横穴式石当で．いわゆる竪穴系横□式石奎に屈する。はほ洒に向かって開Uし．

主紬をN70'Eにとる。石室」．．部柄迄を欠失する。石室掘り方は長方形で．残存する秘道を含め

た長さ3.42m,糾1.78mを測る。深さは0.38-0.4mで， i委石上ダかから一段日石材J.:溢にはぽー

致する．
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fig. 2, 。
Im 

ST007古1n石宅'l'lfii(I /40) 

0
 9/1) 11!1Bl''.J ,i
u
u『

TJun
↑s

で
N
.
8
五

令9

玄室平禎1プランは長方形で．9 字ヽ形にlllJ(jj;f庭部．舌状廷迅が1友絞する。規揆は玄奎中央長

1.92m. 奥整紅0.95m, 中央紐0.9m, ＂り紐0.84mを測る． 石材は花J~I沿である。

奥閃は腰石に70x 70cm, 20 X 46cm程の石材2石を地山に約5-20cm掘り込んで配する。右側

峡は膝石に60X44cm,44Xl6cm, 54X30⇔, 32X42四程の横長石材 4石を地山に 5-20cm程掘
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II 遺 Iii 

り込んで横位に配する。その上に径約30-40cmの板状石材を 1段積んでいるところまで残る。

左側壁は腰石に64X52cm,54X50cm. 34X44cm, 44X30cm程の石材を地1.11に約10cm程掘り込ん

で配する。その上に径約30-60cmの板状石材を 1-2段積み上げたところまで残存する。左右

側咄とも残存部では持ち送りはみ られない。玄室床面には貼り床が認められ．その上に径10-20

cm程の花湖宕の礫で敷石を敷さ詰めている。

――i.w} 

}--

T
 

上

を：．
L =40.SOm 

一｛

I

、11
40
.50m 

。
2m 

Fig. 28 STOOS古項石室 (l/40) 
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Fig. 29 STOOSも;11'1,!沼＃収諏況 (l/40) 

玄f"I部右抽部に66X5Q叩程の板

状石材を立てて袖石とする。左袖

部はまず46X25cm程の板状石材を

立て．その上に径約50cmの板状石

材を1.ll隕収にもかかるように配し．

さらにその上に径約25cmの板状石

材を配する。床iftiには床ilii.r.に2

石からなる1士切石を化し．玄r,部

総は54cmを測る。

Iii! 庭部は平面プランがハ字形に

開く形態で.00壁は径20cm程の柱

状石材を積み上げる．絡道は1J¥丘

から斜面になって玄ド1部に接絞す

る形態で．平面形態は短い舌状の

ものである。

閉径施設には45X40cm料の板状

石材1石と柱状石材2石を閉塞石として用いる。

迫物出」：状況

石室内から古墳に伴う迫物は/J',土していない。周溝などから土師荘．弥'l:J.:器．縄文土岱が

出J:した．

STOOS古墳 (Fig.28・29) 

概凄

調査区束側に位沢し，項丘と1月滋の一部が潤査区外にある。南にST007古J.ttが隣接する。項Ji:

盛土．石室上半部は削平を受ける。内部主体は単室両袖登の横穴式石宅で．いわゆる竪穴系横

n式石室に屈する。周溝などから土師料．弥生j:磁．縄文」：おが出上した。

i.n丘 ・周溝

トレンチを設定していないため．詳細は不明である。 1.n丘盛土は削平され．失われている。

ltl溝 も削平を受け.I仮形をとどめていない．径約9mのJl.J項と推測される．
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内部土体

Ill室両袖型の横穴式石室で．いわゆる竪穴系横ICI式石全に属する。ほぼl酎jJりに,:,,かってJlll日

し．北翰をN41'Eにとる。右袖石．石5£.1:.部構造を欠失する。石室揺り方は長）］形で．規模は

残存する秘逍を含めた長さ3.15m.鉗1.9mを測る。 深さは0 .24-0.42mで． 楼石•ltt::Jの店さに

はぽ一致する．

玄:i¥:平面プランは長方形で、前庭部は兄られず、舌状公道が接綬する。規校はぷ当中央長約

2.14m, 奥緊輻0.95m.中央糾1.02m.匝i糾0.88mを測る。石材は花位］岩である．

奥峡は楼石に80X 60cm, 40 X 45cm程の石材2石を地Iiiに約20cm掘り込んで忙する．右情吠は

膝石に72x 50cm. 82 x 48cm. 56 x 30血程の横艮石材3石を地11.iに約5-20cm掘り込んで横位に

配する。左債限は膝石に116X52cm,72X44cm. 54X58cm程の横長石材3石を地1llにはとんど掘

り込まずに横位に陀する。ぷ室床iliiには貼り9未が認められ．奥挟右側付近に径10-30cm程の粽

を敷いている．

玄1"1部は左袖石に54X48cm程の板状石材を立てているが，右袖石は抜かれて失われている。

1iii庭部は削＇ドを受けたがまたは本米なか ったか不明であるが，,i,j庭fl!り壁はない。硲道はt.t't

丘から竪坑状に降りて玄l"I部にいたる形態と思われ書平而形態は短い舌状のものである。

閉寒施設は62X46cm程のやや肛い板状石材を玄f"I部より内側に玄室貼り床を掘り込み．周辺

を士で現めて立て．その後ろに24-30cm程の板状石材3石を用いる。これが/f,i.位匹とすると．

位石的に不日然だが．倒れていないことから9瓜位因を大きく動いたとは芳えにくい。蒻迅を掘

りすぎ．本米玄室床而と段差がある形態の慕近であるとすると．仕切石とみなすこともできな

くはないが．位沼的．形態的にも不自然なので、ここでは変則的な閉塞施設としておく ．

滋物Woi:状況

石当内から古1.nに作う追物のIll土はない。 Jl~溝などから上師器．弥生土器．縄文土器が,'1',:I:

した。
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li'i嶽A泣％

Ill 遺 物

猿汲A造跡から出土した造物は，土器．土製品．石笞，鉄硲．馬具，装身具である。そのう

ち：I: 器がもっとも多く ．時期も縄文時代から古lll時代にまで及ぷ．

縄文時代の這物は：I'. 料と七製品， 石-~,であるが．この時代の辺構．包含附は確秘されていな

い。いずれも．古項）n丘などからの出土である。土器は早期．前期．後晩期のものがみられ．

前期に屈する bのが主体を占める。

弥生時代の追物は，ほとんどが,,,期に屈する土西である。このうち．迅構に伴うものはSK009

」湯名から出土したもののみで，他は古)tll/1丘などからの出土である。

古)JI時代の追物は．土師沿．須思岱．鉄硲（鉄刀・鉄謀・刀子）、島具．装身具（勾玉・管玉・

小王）である。古）IIの乱II葬品としてはST006古項のみから/1',・I:し.:l: 苫はすべてlit丘．周溝など

からの出土である。

以下．時代を追ってみていく。

1. 縄文時代

縄文時代に属する bのでは．土苔嶋上製品と石岱があげられる。時期鯰も早期から晩期としi

広く, 111土J.tもかなりまとまっている。このことから．当時期の辺構は古in築造などにより後

世に削平されたものとウえられる。

(1) 早 • 前期の土器 (Fig.30・31) 

平 ・前期に属するものとしては，押型文土硲条叙文上苔，撫文土器. l'l殻文:I:西．隆岱文

土器．沈線 ・鼠I)突文：t沿があげられる。

押型文：t沿

潤査区西側から主に出土した. ;•,· 頃項Ji:などから11¥..tし．出上址はあまり多くない。外面に

山形文をもつものは2点のみで.1'11111文をもつものがほとんどである。 Cl舷部が残存するもの

はすぺて内面に施文している。 1 と 5 は「『~I杓条痕J を施している。 6 は他の楕Pl文とはが只な

リ．やや細かい惰JI.)文を施している．

無文土沿

1点/J',:I:した。 13は内外面とも剥技はナデである。

条狼＇文土店

1点11¥:1:した。14は内外面とも横方,:,,の条痕で. i:1絃沿部に刻みをもつ。

艮殻文上沿

-226-



IU 迫物

J

し
a

ぎヽ・
2
.

鷹

贔

憑

｀
泣
、
翠
的
さ

••
9. 907り

9
/バ・

h

 

屡一

．A
・＂

會

感
ー

'グ日
9

ハ
打
仏

•
»
・

ヽ

屑

翌

恕

§
な
さ
・

-

5

10 

,
5
H
uり

n
H
 

dt ．．
 

e
 

•• 

‘-
、r
、3

、

＂＂心
t

り

（
翠．

冦

妥

民

苓

唸

ii
hぃ

4

h

如
喝
”

b7
量
｀

zi. 嘉
辰
甘
出

rig. so縄父・I・.四 <I>(I/ 4) 

2 ,._!;; 出土した。いずれも日竹部及び口絃外面に 3列且殻による剌突を行っている。その下位

には沈線文がめぐる。塞ノ神式 B類に当たる。

沈線 ・刺突文:I:沿

今liilの覇査で出土した縄文.I:岱の主体を占める。n籍部を中心に19点図化した．このうち．

n註部内面を横位の沈線 ・短沈線で.1:1紐部から胴部外iliiを横位の沈線で施文するものが多数

を占める。幅 lmm程の細い沈線のものは少なく, 3-Smmのやや太い沈線で施文するものが多

い。このほかには．外面を斜格子で施文するいの07-18).n駄部外面を縦位の沈船で、内面

を横位の沈線で施文するもの (20).外面を糾沿文で施文するもの (21• 22>. n籍部外面．ぁ

るいは内fltiも横位の沈線の間に追絞剌突文や刻みを施すもの (23-25)などがある。いずれb

n粒沿部に刻みが施される。また.n:;± に滑石が混入するものは全体に少なく ．図示したもの

の内では22• 26の2点である。

(2) 後・晩期の土器 (Fig.32) 

出：l:.hlは少ない。36は坂の下II式の深鉢で．胎土中に沿石を氾入させている。37は精製深鉢

の把手とクえられ．胎J:中に滑石を混入させている．坂のT・遺跡から出土したものに類例があ

る。 38は祖製深庄 39-42は三万IU-御領式の精製浅鉢ないしは鉢である。 43は晩期のIi:~部．

44は亥11目突滞文土岱で．胴部で屈IUJする深鉢である。

-227-



紐煤A迅蹄

Fig. 31 縄文土笞く 2> (I/ 4) 
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Ill 逗物
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Fig. 32 縄文土岱<3 > <II 4) 

Tab. 2 縄文I:硲観烈及 法lil:の単位はan,()は復lf,¥li/i

F;g. 
l~.t地!.'.( 乙禎 法 J,t,a 形懇・文ほ・ ぶ咬のl,f徴 色潟 虹 韮妙ヽt

昌サ

30 STOOi 
沢n

内面1よ縦llの!MW条れと隕,U1'る,1,形文．外ヽ iUI」II駕が
褐色 良 9200箕｀-I •nr.: 樗,I.,"f位は縦北する,1,影文• I 設~7-. I波l;l4u,

-2 ST002 
深鉢

外面U縦足するIIIIJ文。 1沈!,7_ I 彼lli3 —内,,.u
彎I褐色

“ 
93001508 

JOii ナ;,,

・3 
ST002 

深＂
＂は紀1勺面と外iliiは償心する 6-8 X が口の惰円文• llfl 

茶褐色 良 93001釦
JH 祁に刻みを籍す．

-• ST002 
探鉢 外鉦は7XSー.l'i両はsxs一の償屯する1f1円文． 明褐色 fl 93001紐

IU 

・5 
ST002 

深＂
外Ila!~糾足する 6x,. の楕Iり文．内面は縦位の"(14-,i:1,l,

褐色 良 93001姻
l!.t n1和笠に` ＇みを纏す ．
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餃汲A辺跡

f;g, 
1111: 地t.!. 沿仕 怯 '•t"' It態 ・文様 ・調笠のt,!徴 色真 虹 ttt:a1・1 

屈'•>

30 STOOi 
森i~ 外誡Iiヽ X2一の/,:.I:がりの糾心する情l'I文．内lflillナテ．'!!Ill色 良畑ISl6

・6 t r~ 高

・7 
ST002 

深体 外llill糾よ十る と.r/./,/tる6X<一の怜I'以：・ 内釦はナデ． ,,1褐し 良 9珈 1507
/;. ~ 

-8 
STOOi 

深体 外蝕は縫9とする6X3-の惰l'J文．内ヽ riU-r'i'. 町褐色 .t'I 93001501 
トレ ンチ

・9 
ST002 

ll .. 外蝕1:1賣注する 9X5Mの情Pl文．内曲はナデ． 出色 n 93001519 
Jll: 

-10 
STOOS 

深体 外“はIt.約5uの1•1~J文. I l•l•i; 2慎．内紺Uナデ． 出色 ll. 93001520 
内乱

・II 
S'1'003 沢s, 外ヽ dU!'f5 -1-lf>l'IU文．内幽U1-チ． 剛Ill!!! f.! 93001517 
凶潔

・12 
ST003 

；；；体
駅船付近か。外面は7X4一の惰Pl文であるが．ィ渭Ill!で

出し J~!l'JOOISIS 
11,11青 ある．内暉uュピオサエ投ナ'f'.

-IJ 
ST002 

深J• 内外轟としナヤ． 褐色 £1 印叩IS06
Ill: 

• 14 $T002 
ほ体 IIH祁外直,,uみを籍す．内外t,iとb償／応Iの条,1. IりIIU色 n 細 3睾

トレンチ

-IS STOOi 深体
111.l茄と外dヽに3条浅絞釧欠文を． そのト・代に3条の沈贔

沿色 ti 況叩3571
トレ ン＋ を轟す．内,,ヽIii賣代の，，ズ,,のらナデ．

・16 
ST007 

探I> Ill! 茄と外釦： 3 牙滋絨•1~文と属す．内1(nJIIQl.14渭I. 褐色 ll 9以邸乃
鷹乱

31 STCl(J8 
深体

外,,;1;情な糾IH・文, Clltlli面に横代の沈“と9ンダムな
9日褐色 A 9年 90

-17 役~l tl",I! 文を轟す．沈紘の紺は約 1-.IIH況1こ針みをlli't.

-18 
ST003 

深体
外紺. IIU忠l'i面にば約2一の沈紘で針!H・文を籍す• II 

船色 fl 9血 92
Jnlr. ＂芯 101.11,t鍼・t.

・19
ST(叩

l:iill 
外1ru.lilt証'~'"'こ糾峯Jl .5-の沈紺で利 111·{- 文を襄す• II 

沿色 .n 9200-l唸5
/11: H闇9こ＂みと崖す ．

-20 
ST信~1

l:11体
外直に縦fむり沈¥.I(糾約い•>-内lfelこ憤(~~滋．趾ぼ約2

It) 色 a 9200.1581 
~M~ 一）を轟す． ＂＂芯に＂みを鞠す ．

・21 
ST007 

深H
外,r,;,こ ~llr-文, lllt甜·~創に横Clの沈尉を崖す．沈紺の“

·~ 褐色 n 92000.00 
ll!iL は約3ー.llfうl'i:Iこ釘みを絢す．

-22 
ST007 

深n 外uli<こは約 2 一の沈贔で~t.i文を轟す． 伯 I:に憎i;を合む．I釘沿色 r↓ 92004501 
ll'!&l 

-23 Ill: ぽ体
内外贔と し迅紐●11突文の間に 3朱の沈訟（は 3-•一）を

出色 a四0碑 I
紺す.JIil船に糾みを籍す．

-24 
ST磁

深r,
外,,.uuみの間に沈a文を義す．内1/li及びIll!饗に灼みを

剛褐色 f↓ 笠OO.l597
投~l 轟す．

-25 
ST007 

ぽ体
,1m,mとし償t~のftlllぽ1r.12一）のll¥llこ絹みを轟't."

•~Ill色 J:! 92003,91 
攪乱 11/llはやや肥rt.し．刻みが轟される．
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Ill ill 物

F辺
1111. 地点 Z積 I.Ii)~(..) JI患 ・文松・ IIIIQの行徴 色温 惰成 a衛,u,~t;,; 

31 S'J碑
深”

外而1こ償化と斜代の沈線. 11 1,i勺面に横!~の沈II!.U¥1船
硝氾色 A 92003i>98 

・26 攪乱 に"みを樹す．沈線のばは約2.5... 111,tに滑“を含L',

-21 
STOOll 

ほ凡
外面9こ憤位の沈ぬ4未，その ドに逍駁．鰐交文．内,oilこ!/lfl

褐色 Jl 91岬釈
慢乱 の沈船を籍-t.沈“のには約J-.11n釦に,,,みを鱚.,.,

・28 
s1・0叫

沢IF
外I籠1こ＆位の沈線．叫lll11ii籟r:11'1位の訊ぬ?f,fと沈紺I褐色 J'.! 9磁 1,;in

費!L 4 朱を擁す． 沈“の“は約4ー• IIOll!ll<絹みを轟す．

•お
STOOS 

深体
内外~ilC!貪代の沈訟を濱ず． 沈辺の編は約3~. ""出に

惰褐色

“ 
9珈 l梵？

攪北 釘みを籍す．

-lO 
STOOS 

!';ill, 
外,iiには位の沈諒．内iiiに憤位の知沈絃を轟す.11;線の紺

1糾褐色 ll 92畑％
攪乱 は約1.s... nn高にfll,t轟す．

＇ 
・31 

S1'001 
深体

内外;r,;,こ償fl<り沈紺を魔す,It絨の紺は約3-.11¥l/:t:IC 
町褐色 fl 92003516 

Hill. 到みを輿す．

-32 STOOS ;;;11- 内外面に樅代のll!lt樟を籍す．沈線のl/l!H-5u.Ill! 
出色 ll 9200:1泣9

茂＆ 邸1;到みを嬌す．

・33 
S'rOOB 

ぽ鉢
内外~jにlflflの沈貌を誕す．沈訟の糾fj 4 -5-. 11¥lll!S 

褐色 Jl 92003595 
茂且 に虹みを織す．

・34 
STOOS 

深体 ＂托(28.6)
外Iii!:償化に俎沈"'• l~illi lこ憤（む~It紘を籟す. tel知り糾

褐色 H 920035邸
攪＆ は約3u.Ll¥1却1こ釘lみを義す．

-35 STOOi 沢" 01~(27.9) 外涵上・r-を償I!のtt¥ol• . ドキを縦f).の沈船． 内li<Iを樗ftの l!,1 11!~ Jl 87000621 
沈椋を編-t.沈線のばは約3-.no記にi1J.を厖す．

n ST003 
深＂ !t.l・ に惰6を含む． 茶褐色 良 92004787 

-36 /H 

-37 
ST001 ii;~ 

粕 tに沿イを含(;, ,/r•褐色 a 9200、1792
茂乱 rer 

-38 ST007 ば体
饉聞のi哀w.外lilil』へう状J:共による隕）,~~ のdi.!/<と恩h

町褐色

“ 
9200,1502 

れる．内面はナテ.nil紀に絹みを厖す．

-39 
STOOi 

汲外 Ill卓郎外直に1り線を2条属す．内外凸と tlf}i向のミガキ．!9!11)色 n 92004506 in,;, 

-40 
ST姻

浅·~
blSI部の外面に沈線を 2条籍す．内外直とし償Ji向のミ If

明褐色 n 叩004505
f/."鼻 キ．

・41 ST003 
伐外

＂は嗜郎を 1:/il!訟栄し． 外価は2""のi'I紘状になる．内 IVIII)色 A 92004785 
ll:I: 外~iとし讚n,ijのナチ．

-42 STOOJ 
浅"

UI拿部外函に代線を2<J:紺す．外ヽ dは積）;,r平乃朱1/(ののち
'"褐色 n 9200』786

騒迅Jl!I; 虞）i向のナヤ.Iり面は横）;,r●のナデ．

・43 STD07 深鉢 託fH9.7) 内外飢iとbナデ． 茶褐色 11 87碑 08

-44 Ill: ほ体 L1ll<30.3l 
n紐塩~lからややドがった屯分と li!直l謂l!こ糾~~"'を讀す． Iりlit)色 n 92003.,70 
刻みは浅い．内外,r,iとしナデ．外面n聟はケズ,,.
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Fig. 33 」：製品 (I/2) 

(3)土製品 (Fig.33) 

2点11¥:tしている。 45は:I:製円生と思われる• Pl-さ2.0cmで・色潤は茶褐色である。 461H澗l

・I: 製品である。やや而1111する板状のいので．表面に細沈線が10数条ランダムに施されている．

色閾は褐色である。

(4) 石 器 (Fig.34 -36) 

石鏃 (47-55)は9点出・l:した。 47-53は碁部に袂1)がある。 49は平而が五角形に近い。:f:i

材は47-49は捐耀伍で．それ以外はサヌカイトであ る．

削店 (56-64)は9点図示した。 56-60はいわゆる石匙で.57-59は縦長泉ti)',を索材とする．

石材は64のみチャートで、他はサヌカ イトである。

粁製石斧 (65-70)は6点図示した。 69はいわゆる蛇紋府製である．

1'ab. 3 石苫観r,;表 法祉の単位はcm.g. ( )は復lt[lifl

Fig. 蓄” 1111: 地ぷ 代 ゆl 仕さ ば J•f. さ 遺 ！え ~; M :ll'IQIII'•} 

34-47 ST007攪乱 わ・饂 1.7 1.5 0.5 0.7 :1.1111イi 91000B53 

-48 STQOllt¥fr. 6級 2.0 1.55 D.35 0.8 ,.1以ィ； 910(螂 2

-49 STOOlla』t ,1; 議 2.5 1.65 0.35 1.3 !!.lll(~; 91000851 

・50 /l !t -f i議 2.7 1.65 o.ss 1.2 サ9カイト 91000!!55 

-51 STOOIIAた “議 vs 1.8 0.5 サヌカイト 91000!!56 

・52 STOO!lA丘 ぶ鼠 2.65 2.3; 0.85 3.3 寸9カイト 91螂 7

・53 ST003/f. 辺 、i汲 3.9 1.9 0.55 2.7 サヌカイト 91碑 54

-54 STOOlil!/l. .(i蟻 • • 7 2.0 1.05 7.4 サ9カイ ト 9l000l!'i9 

-55 ST<K氾攪且 (;Ill. 5.1 2.0 0.9 サヌカイト 911)(期況

・56 J, I; 割召 3.4 S.3 0. 邸 12.2 サメカイト 91000728 

・57 /! It lllEI 6.9 4.3 0.65 21.2 サ9カイト 91000731 

-58 ST幽浅乱 lllZl 6.4 6.9 I.OS 鰈 .0 サ~ヌカイト 91000禽

・59 ST001浸,¥l 閏己 3.3 0.85 10.7 サ9カイト 91000732 

- 232-



Ill 辺物
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Fig. 34 石沿 くI>(2 / 3) 

Fig, 岳サ 出 I:地.,'.i HI 1111 J! さ は t'f. さ 重櫨

“ 
材 ,lloQUl/'1 

35-60 ST如 ftJi: 削石 5.4 6.9 0.9 2<.9 サヌカイト 91000m 

•61 STOOJJRrr. 削乙 3.15 2.4 0.6; 4.8 サヌカイト 911)(螂

-62 ST007tr 削 Z 2.95 3.35 1.15 9.5 サヌカイ t 910! 碑 3

-63 51'005!11渭 1111 D <.5 ,.& 1.2 25.l サスカイト 910001,i 

・64 ST匹乱 削召 J.5 ,.z 1.15 18.8 チャー｝ 91000725 

珈 65 STOOSi;W湛 m製f・iN' 10.9 4.0 2.95 如 .s 93001蕊

-66 及採 店製,!;If 、1,,15 2.9 93001滋

・67 l< 1i 閉製:ti芹 ,.o 2.8 93001均

紐` STOOS攪乱 巧製ィけf 5.05 2.2 930013:,9 

-69 ST007攪乱 m製石芹 5. 邸 3.3 93001必7

-70 STOOi四 I序製石芹 9.6 •1.45 1.8 10ヽ.1 93001匹
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Fig. 35 石岱く2> (I/ 2) 
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l'ig. 36 石器 <3 > (I/ 3) 
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2. 弥生時代

弥生時代に属するII¥土迫物としては．土器と石店があげられる。 ：t僻は 1点のみ前期の可能

性のあるものがあるが．そのほかはすべて中期のものである。 H常土店が大部分を占めるが．

丹挽磨研土器も数点みられる。遺構としては. 1鴻査区~t嬬中央のSK009土濱のみが確認されてい

るが.tit」で．盛」：などから11¥:1::した辺物の紐は弥生土沿がもっとも多い。本米多数の中期の生if;

遺楕が存在したものと息われる。また．石岱は図示しなかったが．蛤刃石芹Jヤが 1点m:tして

いる。

(1) SK009土墳出土遺物 (Fig.37) 

71と72は屈折U絃の甕である。 71は復1点n径25.9cmで．口粒部外l面にススの付花が観察され

る。 72は床面直上からの出土で，はぽ完形に復原できる。 n径29.9cm. 笞沿i31.6cmである。外

面日は部から胴部中位にかけてススの付府がみられる。

73-75は直IJ緑の鉢で．紅部は平底である。 73は復1点n径16.0四である。 74は口径17.7cm,

rー
l

|
囀 tl 

L
¥
 

万
ん

可

75 

。
20cm 

Fig. 37 S1<009土演出J.:遺物 (I/4) 
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?..Jr.6.8anである。 75は口径13.4匹．岱窃7.2cmで,~I舷部がややすぽまる。

出土迫物から，辺構の時期は中期後半である．

(2) その他の遺物 (Fig.38) 

ここでは，古項頃丘盛土などから出土した迫栴に伴わないものを取りあげる．

¥I[ 

TF  
］
 

口79

「9

‘’ 

三
83 

。
2畑

81 

Fig. 38 弥生土l;i(I/ 4) 
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76は~n:;;::状 n緑の体と思 われ. jjij期の土店の可能性が窃い。 ~fl」:、色湖とも他の中期の土沿

とは異なる。

771.t屈折日緑の鉾で，はぱ完形に復元できる。 外面の一部にススの付塔tが観察される。

78は外面と内面の一部に丹登屈研を施した屈折口蘇の甕で， 口緑下に断面iコ字形の突行 を l

条めぐらせる。 n紐 部」・争面に暗文を施文 し，n紐沿部には刻みを施す．

79は鋤先状口絃 の広n壷で，内外面に丹!tiff研が施 され， U絃 溢部に刻みが施 される。 SOl;t

屈折 lこl緑の甕である。81は駁部，82・83は器台である．

これらの土硲9がI•期,,,頃から後半の時期の bのである。

Tab. 4 弥生土器観察表 法欣の単位はcm,( )は復Ji;(統

Pig. 
/1¥j: 地点 お樟 払 t,¥m 、i態 ・文様・ぬQの特徴 色昂 慢虞 Ol¥ilヽり

¢ら｝

37 SK009 
復 ＂程 (25.9)

糾折II比 IIU属J:面はばぽ,ft'ドである．外,Ailaススが1-t
叫粕色 R 8600618i -71 遭 I: れする.nu紅ヨコナデ，外,,,,ヽケメ， Iii曲ナデ．

-72 SK幽 棗
＂往 29.9 ~i折lllt, Ill責悠はわずかに甲れ下がる．外両にススがH

茶褐色 n 8700082< ;s;,:; 31,6 'iii"る.IIU忽ヨコナテ，外面9 ヶヽ;,lliu'iナテ．

・73 SK009 ll< Illを(16,0) 1/(IIはで， IIU記がわずかにすヽ:まる• JIU芯ヨコナデ． l!J 茶
il. 92岬 I

内,r,;ナデ，外,.,ガ序託により潤笠＇イ渭1. 氾 色

・74 
SK姻

I> 
Ill角 17.7 ,Ii.JIはで，11;111:平底.""駕ヨコナ'f',外面9ヽケ✓ , r勺而

~I褐色 A 86006186 
岬 t 召ぶ 6,8 ナテ．

-7, SK009 j$ 
＂往 13.• o/(11はで，IIU芯がす,uる．“郎乎ll.fl籍郎ヨコナヤ，

l!J褐色 .Q 訳 磁185
』"' 石必 7.2 内外面ナテ．

38 ST002 

” 
Ill甚08.6) 如た状"'拿の•I•~の"'·1111'高ヨコナテ．外~i縦liltがのハ 褐色 fi 92003574 -76 IM<A I~ ャメ後ナデ．内,r,;ナデ．

-n STOOi 
外

11ft 26.6 屈9斤口Uで．成甚平It.外直～祁にススがf.trlする.uは
茶褐色 ti. 870<輝 17

J.¥I溝Clo/. 召，i,;13.6 惇ヨつナ3/.外,n;,ヽケメ.l~irffナ チ．

・78 Ii.Ill 邊 llif.(30.1) 
外~iから Iii直一郎にかけて tt'l'!l/'l研を 11iす• IIは郎 I.面に

碁出色 .R 87000811 ·~ 文がある.nitドにコャ：状宍岱を 1未めぐらす．

-79 
51・002 .;;_ Ufl(33_5} 

Ill紐 Illゑ．令miに外讚窮絣を誕す.I 1Ullil惰1に＂みを籍 出色～
A 86006188 IQri;OI,( す• ll lt,'tl ヨコナテ，外幽ナテ• Iり面へう ミガキ． 浪褐色

-80 STOOi 甕 rlff(34.0) 
い祈LIU,I: 面はほぼぶFである,LIi貞芯ヨコナ"-;,,内外

茶褐色 只 810008!? 
創ナ・'1'.

•81 STOOi 
哀 m治<9.2) “郎1'~・外而ヽヽ ケ;,内,Aiナデ． 茶褐色 .R 86006178 !Alt.Al>( 

-82 kほ 苔古 rrtf.02.11 
受"郡公畢は沈訟状をな-r.0は蔀ヨコ.,.デ．内外1籍9 ケヽ 汲茶

fl 87碑 10
；， 内‘‘・ト自：ナテ． 出色

-83 kほ 岱台 糾lf.04.3) 漸即ヨコナテ． 内外漏9 ケヽ,.Iり訓上闇ナテ．
紐茶 .n 86006183 
褐色
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3. 古墳時代

古項時代の遺物で．副伴品が石:iH"lから原位訳を保って出上したのは.ST006古項のみであ

る。その他の古頃では1ft丘 11,j溝．硲道及び攪乱土からIll土している．土i;については概要を

観察及にまとめた。

なお.STOOS・008古墳には．古/J'Iに伴うと名＇えられるもので図示できる迅物はなか った．

(1) STOOl古墳出土遺物 (Fig.39) 

須思器． —l:Ci~西が項丘．閑清からIll上した．

J; 師料

84は釣である。胴部は偏球形で.a絃部はやや外反する。かなり器壁が厚い。85は坪で．丸

底から内柄しながら立ち上がる。かなリ器代が厚く ．砂粒を多く含む．内外[Iiiともナデで. 1:1 

粒部はヨコナテを施す．

須忠岱

86は燦で．はぽ完形に復原できる.f!i部には梢緻な2条の櫛描波状文を施している。内面は

"' T• にナデにより同心IIJ文が消されている。なお.;i;J: 分析の桔果,J、9只窯産とされる。

(2) ST002古墳出土遺物 (Fig.:J9) 

： I: 師硲．須忠器がtJI」孔周溝から出土した。

土師沿

87・88は須恵器1及倣の牙ヽ 査である。とbに天井部と体部の境に段があリ．内外1friともヘラミ

ガキを施す。87には外面に・,・I瑾!')の痕跡が残る.89・90はm忍おl紺倣の杯身である。89は口籍

部が内傾する。内外面はヘラミガキで. mi食りの痕跡が残る。 90は I~絃部が面立し. ~ll虹沿部

内面に段をもつ。

須思器

91は短頚壷の蛮で.92は短頚壷である。ともに.1i1溝から/11:1:しており．セットになる可能

性が高い。93-95は追である。93は胴部.r.半に櫛描列点文が 2列施される• 94は平底に近い。

頚部」；半に樽描波状文を 1条，胴部には櫛描列点文を 2ダIJ施される。頚部J.:'I'と胴部にかけて

カキメを施す。96は甕で，I?ぽ完形に復原できる。

(3) ST003古墳出土遺物 (Fig.39) 

須恵岱が開溝からII¥」：した。
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rig. 39 STOOi・ST002・ST003古項出：I.:滋物 (1/ 4. 96は1/8) 
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須忍四

97は大型の追で. II粒部と k~部を欠失する。頻部と胴部上‘ドに研緻な櫛描波状文をそれぞれ

に 1条施す。馴部上半と l!.t1f1iの一部にf:l然釉がかかる。内i針ド部にユピオサエの艇跡が残る。
12> 

なお， JI紅：分析の桔米．小隈然殺の可能性が強いとされる。

(4) ST006古墳出土遺物.(Fig, 40-43) 

石至内から鉄刀．鉄践.JJ-7-. 馬共，勾玉．管玉．ガラス小玉がIll土した。これらは今'"'の

潤究の中で， llぽ原位沢を保って石室内からm土 Lt~唯一の品I)葬品である。 また,I促乱土中か

ら須思岱が/J',J・,した．

鉄若

981よ鉄）］である.~- ひび割れがひどく ． 遺存状態はよくない．切先と坐先瑞がわずかにク<

失している．伐存長98.8cm,JJ身残tf.l'l:79.4cm, 71身幅3.8cm,茶残什・~19, 4cmを測る。 I~!部か

ら4.5cmと16.3cmの2カ所に径0.6cm程のgjf穴があり .El釘がつま っている.JJ身に精木．茎

に把の木代がかなり這{,'{,している。

鉄鏃 (99-116)は玄室埋土,1-,からIll土した圭頭式の110を除き．すぺて柳菜式長頚鏃である．

鰈身は平面三角，両月で，箆被の断面は方形である。規格はほぼ同一で．鏃身長1.9-2.3cm, 

鏃身幅l.O-l.2cm,箆破長7.6-8,8叩であるが.102は箆被長が5.5cmと短い。 110は鏃材長5.2

cm, 鏃身幅2.0cmを測る。生・部にはいずれも木質や樹皮が残存している。

117は庇角装71-f。把元金具が残I), そのJ・.に糸状のものが付杵している．

く鉄店迅物登鉢番牙＞

98-92000738 99-89009096 !00-89009113 101-89-009094 102-89009106 103-89009103 

104-89009112 105-89009104 106-89009110・89009111 107-89009109 108-89009097・89009098 

109-89009099 110-89009115 lll-89009095 112-89009116 113-89009100・89009101・89009102 

114-89009107 115-89009108 116-89009105 117-89009JJ4 

馬具

118-120は剣蕊形杏葉であるe いずれも硝などがひどく ．迅存状況はよくない。3枚 1セ・ソ

トとサえられるが．大きさ．形態とも異なっている。

118はJr/.さ約 2nの鉄板でつくられている。鉄製にみえるが．鍍金あるいは金張りのnf能性も

ある。杏菓の周囲に径0.5cmはどの打ち出しの珠点により鋲を表現しており ．その数は351植はど

と推測される。 J't.PIHLには釣舌金具が発し込まれている．復原的に凶化している。釣舌金具は

5個の鉄製の鋲を打つ鉄製と息われ．衷面に革滞の痕跡が残存する。杏菜令長20.3cm,立聞i:;

2.3cm, 惰円部船10.2cm,剣袋部長10.8四．侭l淡部紐7.3cm,釣舌金具の全長4.4cm,紐2.1cmを
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測る。

119はll8とfi;J様の製作法であるが．形態．サイズがやや異なる．やはり径 3-5cmほどの打

ち出しの珠点により鋲を表現しており.35個はどと推測される。全長17.3cm • .!!.lltli:/i2.0cm, Ciil 

R「1部低6.65cm.剣淡部長9.6cm.飼淡部船5.8cmを測る。釣舌金具の艇跡はみられない。

120は前述の 2点とは形態．製作法などがかなり災なっている．財さ約3mmの鉄板でつくられ

ている。鉄製にみえるが．金鉗板の痕跡がわずかに残っており ．金鉗張りと息われる。杏菜の

J月1）りに緑金はなく ，鉄製の鉄を打っており ．その数は27佃ほどと推測される。辺什状態が悪い

ため金鉗板をどのようにして留めていたかは判断できない。立llll孔には釣丙金具が咲し込まれ

ている。復J仮的に図化している。釣舌金具は 4例の鉄製の鋲を打つ鉄製と息われ．汲面に革滞

の脳％が残存する。杏菜全長20.3叩． ．ゞY.Pり硲1.5cm,惰l'I部餅10.2cm.剣炎部J-l:J2.7cm.剣袋部

糾10.5cm.釣舌金具の全長4,7cm. $;,;2.3cmをill!る。

121は閃状芸珠を構成する鉄哀で．長径7.4an.短径6.Banのやや怜J.LI形を且する.l!Jiilii形は長

方形である．

122-128は；y, 金具である。いずれも鉄製にみえるが．金鉗張りの可能性もある。/IU 状況か

ら121につながり，認珠を溝成する金具であるとクえられる。122-126は爪影金具に 1条沢金其

を刹1み合う bので．鉄製の鋲を 3個打つ。一部には裏面に革・閤が付をtしている。その状況から

JT/. さ約2.5cmの革が二成になっていると推定される。127は長方形金具に 1条沢金具が糾み合う

もので．鉄製の鋲を 5個打っている．形態，サイズが118のが1舌金具に近く， 1191こ先し込まれ

るが1舌令•具の可能性がある。 128は只金具である。 ir,形企具につくものも含めすぺて 1条で．観

察することが難しいが．糾みがある可能性がある．

<.!! り具迅物登鈷番・ザ＞

118-93001326 119-93001025 120-93001327 121-89009088 122-93001330 123-93001331 

124-93001328 125-93001329 126-93001332 127-93001339 128-93001338 

装身具

129-138は在,,.製符1,.である。130・132-134・136は1求ilii11:c1:,r也は玄oi.,!軋J・.からll¥:I::した．

129は長さ I.9cm, 径0.58-0.63cm,孔径0.2-0.27cm,130は長さ I.9cm, 径0.5cm,fl径0.07-0.2

cm, 131は長さ 1.85四，径0.6cm.lL径0.2cm,132は長さ1.8cm,径0.6cm,fl径0.J-0.2cm,133 

はIfさ1.8cm.l怜0.55cm,TL径0.1-0.Zcm.134は長さI.7cm. I各0.55cm.fl径0.07-0.Zcm.135 

は長さ 1.6cm,径o.釦n,lL径0.1-0.25cm. 136は長さ1.55cm.径0.6cm,lL径0.07-0.2cm.137 

は長さ 1.45cm.径〇.55-0.6cm,fl径0.2-0.3cm,138は長さI.35cm. 径0.55cm,fl径0.1-0.22

cmを測る。 すぺて深緑色で， 9ヤ而穿ILであるが， 131 ・ 134• 137• 138にはむかえ穴を穿つ。

139-142はガラス製,Jヽ：Ii. である。139は糾0.4cm,F/さ0.33cm,孔径0.15叩を測る。w緑色で
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Ill 這物
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Fig. 43 ST006 , ST007古JJ1出土逍物

(129-143! よ1/2.l44-l49!t 1 /4) 

気泡が散在する。 140は~~0 . 35

cm, J"/. さ0.22cm,fl径0.15cmを

測り.w色を塁する。141は紅0.ヽI

cm, 厚さ0.3cm,孔径0.15cmを測

り．け色を呈 す。142は紺0.35

cm. JV-さ0.25cm.孔径0.15cmを

測り， i'r色を呈す。

143はガラス製勾喰で．下：ド部

を欠失する。幅l.lcm,厚さ0.65

cm, 孔径0.15cmを測る。深緑色

を旦す。

く装身具迫物'.1.録番号,>

129-92004793 130-92003172 

131-87000818 132-9200317'1 

133-92003173 134-92003176 

135-92003178 136-92003175 

137-92004794 !38-92004795 

139-92003179 140-92003180 

141-92004796 142-92004797 

143-92003177 

須患沿

144は坪身である。小破Jtのため径は復原できない。145・146は杯溢で．岡一個体の可能性が

,:':iいが．色既lが災なるため別個体 とした。 145は径12.4cmに復原でさ．岱窃は8.6cm程である．

146は径12.4cmに復原でさるが．ややゆがんでいるようである。器硲は3.8cmを測る。と もに体

部と天井部の況の稜は明瞭であるが.・1.v. <、JI.さはない。

(5) ST007古墳出土遺物 (Fig.43) 

土闊i1.:,が周溝． 攪乱土から/II土した。

土r,;~苔

147は杯である。丸底で1!.J洲しながら立ち上がる。内外面ナデで， n粒部はヨ コナデを施す。

1祁9ぷ 149は疵胴部で，届I一個体の可能性がある。
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猿扱A辺跡

Tab. S ±Mi岱 ・if!忠,;観寮表 法乱の単位は口（ ）は復矩値

r-;g. 
1111: 地点 芯H 紐 ~1("') fj蛾 ・文ほ ..Jillの柑徴 色国 観域 iftf.llH l!il} 

39 STOOi 1.#l, lllt 11.5 IIH澪は"ずかに外9えヤる• Illゑ怠ヨコナデ,IIU内llliヽヽ
ふ出色 良 87000820

-84 11,fi/l/CIベ i! Zlf:I 9.6 ヶノ ． 尉祁外細ヘラケズ•11食鳩な9ヽケ /, 内直ナテ．

-85 STOOi 
UヽZ 111103.Sl Ill$, 高外1niはややヨコナテによ＇）ややくば IJ,}f置内外贔

茶出色 且 81000819
絆 召ぷ 6.6 ナテ．船 1:1:紗レキを多く合1:.

・86 
STOOi 頑n 111f. 16.7 頻忠に置J.;i皮状文，IJはなiltllこ沈総2朱を庫す. I~ 両は r

'"灰色 n 81000815 
心 01-(lt 炎 召硲 26.8 ＊な＋デ渭し．

-87 
STOOZ J鼻E lllHIU) )C,Jt, 沈と IIは出の!JIは段状をなす． 内外"ヘラミガ・~-外 i哀茶

i↓ 岬 174
tnr..Ali・ ff.Ii. 石硲 3.7 ,,; に!!I'炉9のUll鼻がみられる． 褐し

・88 
STOI氾 1:UII 

lllf.05.1) x/1'郎と llltillの墳は段状をなす．内外1Aiヘラミガキ．
IVJ 茶

J~92003忠
俎迅iii ff.ll 沿色

-89 ST002 t.Uli 
llf/: 12.7 

Ill東船はl'i傾十る．内外,r,,へうミガキ．令面1:,.1噌りを籍
氾色 J'l 9碑 3566

•n1<.CI>( fflt す．

・90 
ST002 l•Jtll 

llff. 13.6 
111*沿忠l'i紺IJl)!tなす．＂ ＂郎3コナチ.J,(. 得i内外,n;ナ 浪茶

n 郎 磁173
IQfr.AI( q,4 'f'.'i:llilこへうミガキを籍すと忠われる． 褐色

-91 
ST002 虹 5 llff. 9.5 lllt閲はやや1111<.IJI食溢澪はくばむ• 111 

·~ 灰色
Q 87000814 

1n1r.AI>( 溢 乙硲 3.6 Xlt-茄lヽ,jにヘラケズリ ．

-92 
ST002 絹:!illl.lff 7.2 1111! 郎は短く＇（（ヤ．す l>.Ill貪氾力•ら馴IIC l ·. ·r-w ョつナテ．

//灰色 n 泌 磁176
1n1r.AI>( ~llll董 匹品 7.9 馴1111外幽I司転へうケズ,,.

-93 
ST002 り必5

馴ll.110.0)
馴部に1111,;,州点文を属す• ll'/Lり年のI/ii:墳が内外面に9又る

灰色 “郎00618()
闘漬Al,( 泡 胴祁l:'l'lllヨコナデ．胴1111ドド諮ナデ．

· 9• 
s1・002 姐.'/.iii111}. 13.1 lt部は~'~も＼味.J((部に111l伍波状文．酎都に惰Iii列,.'.,文を

,'/灰色 n 蜘 06131
DIべIH 氾 む，,;15.0 鱚す,Illゑぽから預郎ヨコナデ, lt~l ド·~駕カキ11.

・95 
ST002 頑!I¥Z:n往()6.6)

tilt郎Uk.さくtill<.rill<忠と顕閲の填1こrtlllを I,;,,,ぐ ·~,'/ 
良細061lll

!Qti:AI,( Ji! ら1'.lilt祁から頸祁ヨコナ・れ 灰 色

-96 ST002 
胡え8 Lill. 21A II ~ 鴻却Iこ沈線を 2条のぐらす．馴閲外iii'l11iククキ後償

11灰色 良 87000窃
箋 11;~; .... Ii臼のスリINし．内訓,,キI負 -~スリmし．

-97 s・rooJ 
頑患5

馴ft17.5 
頸芯.OflllJI; 膚拓依状文を籍す．辰祁1~111に1出頭庄~,があ

·~ 灰色
ll fil000813 

Ji!. る．内外創3コナデ．嗣部外“の一想9こn然檜がかかる．

43 STOOS 辺えZ llltlll忠がやや外反する.llltl'i両r:mをなす.11i./lllヨ
剛灰色 』1 畑 3558

ー144DI><攪乱 'I-~ コナテ．

-145 
ST006 禎 5 1111! lllt内t1il~ll状となす. lilt/Ill と >IIげ祁の•4の！とは丸みを ,r,Hi色 良 9'1003557
DIA!e乱 Wll 名；名 ⇔びる• IIは某ヨコナチ， JiJl•il:MI云へうケズ,,.

-146 ST006 虹 Z 11/f.(IJ.0) 
Ill會内雁riu状となす."'*Ill: とJ/.Jt,$!の）が"'!tiりぃみを

191灰色 Jl 細 3559
DII. 漫乱 “迫 ;;; ひる......,,,, コナデ."片釦"'転ヘラグズ,.

・147 STOO; 
L綸石 nfl¥ 10.8 

111$ぼr:ややすItまる.111.*i11lヨコナチ,li'i1!ll'! 外面ナテ．茶褐色 良 87000806

"' 召ぷ 4,8 

-148 
STOO? t縛

crftoo.o 
,n:11u. 11u加ヨコナテ．頸郎内外1俯9ヽケ人内1ru1:tH, ,,, 茶

fl 細 3564
fll'-澄乱 1ol れがlllf.fされる． ぬ色

・l●9 ST001 
I. 繕5

111角IZ.8 IH!t: 内外両ナテ.11ilfli1Cl足介ヽ （が設なさILる． ふ沿色 良 87000切9
,11 
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N まとの

N ま と め

1. 縄文時代

縄文時代については．辺構は検出されなかったが，相当炊の：L: 岱が出上している。時期的に

も!it期から前期．後期から晩期とかなり紐広</ll-t. している。址的には杓畑式がも っとも多い。

南九州に分布する塞ノ神式土器が111-t.したことは．早期段階での地域1111交流を芍える上で-rt且

な沢科である。

2. 弥生時代

弥生時代では.,1, 期の上漿が 1甚検出されている。/II土」北益のほとんどが中期に屈する。土

岱の出：l::fitからみて．本米多くの追情が存在していたが，古項築造などで削平されたものと芍

えられる。

3. 古墳時代

猿嶽A道路の古墳群は1柑1部主体が初期の横穴式石室で，横穴式石宝を採用するfl'i/11が大型古

れから小llJ墳へ拡大する時期に当たり．横穴式石室の・1Y.及．初期群集頃の性格を巧える上で良

好な沢科となる。また．迅物は少ないものの.ST006古項からはほぽ瓶位孜を保って．特徴的な

馬具が出土している。

古頃の時期はtJ'I丘内から出土したものがはとんどないため，詳細は判浙できない.STOOi・ 

003・006・007・008古1.t1は北部九州利の初則横穴式石究であり.TK47型式併行期までには築

造されたものであろう。STOOi古墳出J.:須思器蕊 ST003古頃出土須忠硲氾はTK208型式f肛行

期で矛盾はしない。STOOS古rJ'l!ll土須思沿坪笠はMT15型式に近い形態的特徴をもっており．

ST006古項が5基の古墳の中では新しい時期のものであることを示していると考えられる。

ST002古墳は通布の単至横穴式石杢で． 出土須恵器•土輝器模倣杯はMT15型式併行期のものを

芳干含み．多くはTKlO型式併行期のものであり．石当形態と矛げiはない。

以下.STOOG古頃Ill土馬具とこの古墳群の特徴について若干ふれることにする。

ST006古墳出土馬具

この馬其はかなり特臭で．また．出土状況からある程度馬装が復Jf.iできそうである．

出土した 3枚の剣淡形杏葉は形態やサイズ，製作法が哭なる特異なセ ットである。このうち，

118・119と120は大きく漢なっている。

118・119にはは金・鋲がなく，打ち出しの珠点による鋲の表現がみられることが特徴的であ

る。鍍金などの可能性はあるが現状では鉄製にみえる。鉄製と芍えられている剣袋形杏葉は，
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liliil<A追％

《3)

大阪府長持Iii古墳）紅1而府宇治二.., 
：： hll古項南頃， 山形J¥・リ大之越古

"' 墳などから/J',土している。二't-lll

古項出土のものは，J:部が惰円形

という よりはむしろfIIJE多に近いこ

とが.118 • 119と類似している。

120は鋲があるが，鯰金はなく ，

金鉗板の痕跡と息われるものがみ

られる。 1嘩形態が類似するもの
(6) 

としては， 大阪府南塚古項．椙岡
m 

↓ ¥I番塚古項/I',土例などがある。120

は領裂形の形態や鋲の数などから，

1*i塩例 と 番塚例の•t• lllJに位mする

ものと巧えられる。

いずれにせよ，以」こ3枚の杏策

は1セットにすると不揃いの感は

127 

菓のうちll8・120は釣舌金共と鉄

哀が直接的につながっているよう

である• 119は釣舌金具がなく．革

のみで鉄疫とつながっていた可能

性もあるが．革金具127は118の釣

舌金具とf,;Jじ5個の鋲を打ってお

り．確実ではないが．釣舌金具の

可能性がある。他の革金具は鋲が

3僻と統一されていることからも．

127がこれらのものとは拠なる性

-̂
悶l
. 120 

Fig. 44 ST006占1t1出土馬具復1'i案
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N ま とめ

格であったと思われる。使川時に破Illしたこともそえられる。

以上のことを名iii.して. 8関の曰状匹珠を復原案として提示しておく ．

猿嶽A古墳群の特徴

完掘された6培のIりれについて諸淡緊をあわせてみてみると.ST003・006古IJ'tとそれ以外と

いう 二つのラン クに分けられるとゥえられる。つま り， ST003・006占Illは五奎奥限鮒が1.56m

と他のbのに比べ大きく ．石室規校で差がみ られる。また.ST003古項には唯一昨石・沿があり，

ST006古頃は)J't丘規校が約13.5mとやや大望で． 馬具．鉄｝）などこのクラスの円Ill としては~,:•;

な副葬品をも っている。

このように.ST003-006古用はも碩群の巾ではランクの硲い bのといえる。そこで．古Illの

位；71的l関係をみてみると．このランクの硲い古項が"'央にあり ， その東洒に 21.~ずつ古項が什

在している。;t;JJ't群全体を検討する必要があるが．双味のある造硲りi位を柑1/1',できる可能性が

ある．

まに位；u~i, 関係ではST002古項が築造されたスベースが興味深い。ST002,';tllは他の古項よ

り遅れて築迅されているにもかかわらず．ちょ うど径!Omのr.IJt.nが入るだけの空間が空いてい

たといえる。 偶然ともクえ られるが.I友で築迅される予定の古lJ'1のスベースが計両的に空けら

れていたuf能性がある。

以上のように．猿汲Ai!i項群は切期群集巾の性格や社会的背汲を芍える卜で:i't斌な沢科とな

るbのと息われる。

〈iE)

(l) 三辻利一 r佐tlllし内の這翔/J',J:切期須退岱の粕 I:分析」 「久保泉丸山遺路J佐mu文化財潤↑報

;,；行第84集 1986, 

(2) 三辻利ー 「佐双JIし内の遺跡ii.II:切閉須也おの計辻分析」 「久保泉丸1 11遺跨J 佐tt~r文化財コ査報

告111第84~1986.

(3)小林Ir雄「北持Ill古項の関脊Jf大阪府の文化財J 1962. 「H本島具大鑑J第 1を古代J: fl ,j,: 

•I• 央競馬全 1990, 

m 'i'lかIi教打委n会 r・ヤ治二子•山古tJIJ'i"治 ,Ji文化財潤，穴報告祁第 2 IJ- 1991. 

{5) 山形ll!fiff委H全 r人・之越;!;tAJIll影m埋蔵文化財況穴骰告芍第l81JS 1979, 

(6) 川苓）．ヽ ia・令l関怨 「摂津ll/11村i合ilゑ古項潤査慨糾Jr出林J第38$第5'-} 函 s.

(7) )し州大学文学部ダ古学研究室「番塚古項J 1993, 
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籐凪C・D遺跡

遺跡名：猿嶽C・D迫跡（略号 SDC・SDD) 
所在地：神埼郡神埼町大字城原字北外



猿駄C・D追％

猿嶽C •D遺跡

1 遺跡の概要

餃嶽C・D遺跡は．神均郡神埼町大字城原字北外に所在する。1足米、神）奇町北部に在る行扱山

地1ti悦部の丘陵屯広く猿岳 ・早稲悶Iii・岱悶Lil一岱の古tJ'I群を 「猿磁古項群」或いは 「猿磁

百塚J と総称していた。 猿i.~C 遺跡と猿紙 D遠跡は．それらのうち0の悶1lJ(屈店163m) 北方

の猿贔ぽ紐j256m)南麗のやや緩やかな傾斜1fii上に立地する。猿嶽C・D遠糀の大半の遺構が

古項であり．城山西,ti~の猿嶽A滋粉と同じく．猿嶽C・O迫踪も猿嶽古墳群を形成する一支群

である。本紺告では桟紙 C遺跡と猿嶽 D遺跡を同時に 「猿磁C・D追跡Jとして報告する。

猿紐C遺跡では．古墳時代のものとして 6世紀末の椒穴式石立を内部主体とするPl墳2碁．

不明遺構1碁．その他時期不明の溝J条を検出している (Tab.I・2)0 

猿嶽D遺跡はC退跡の西傭約120mに位磁する。D追跡で検出した迅構は．古墳時代のbのと

して石棺系石3技を内部主体とする古項3基（可能性のあるものを含む）．竪穴系横口式石3辺を内

部主体とする古項5碁．石柁系石室も しくは竪穴系横口式石室を内部主体とする古JJl6甚横

穴式石密を ,~1部主体とする古;Jtt4碁．内部主体不明の古lJ'l2基溝2条．不明迫構 1碁．時期

不明のものとして掘立柱娃物1棟． 土濱 l基．不明逍構2碁がある (Tab.I・2). D迅跡の遺

構の大半を占めるかJ'Iの築造時期については,IIJJ瞭に時期的把趾の可能な出土遺物に乏しいが

石棺系石玄 ・竪穴系椒口式石至を内部主体とする古項群の5世紀代 (-6世紀前半）を主体と

する時期と．横穴式石室を内部主体とする古lJ't群の6世紀末 (-7世紀初頭）の大きく 2時期

が存在する。遺跡は全体的に現代に於ける開墾等による削平・破壊が著しく ．遺構の殆どは

何らかの影響を受けている。特に古項項丘 ・周滋等は全体を維認できなかったものが殆どであ

るため．特に記さない限リ問溝規桟 • 石哀掘リ方等の規校は残存値を示し．石室揺り方平面形

態宮は検出面に於ける bのである。

Ill土遺物については．主に横穴式石寇を内部主体とする古lJ'Iから管玉・勾玉等の玉類．鉄滋・

刀子 ・鳥具守の鉄岱類． 土暉沿・ 須思若咋が/J¥・1:している。遺構は件わないが．一部古項墳丘

等から弥11:土沿 • 石斧等が出土している．

以上が本遺蹄に於ける剖査成果を概観したものであるが特に猿依 D迫踪における石棺系石

至と竪穴系横Cl式石室という古墳時代前期の埋葬主体部については．初期椒穴式石室の系讚等

をウえるうえで派要なものである。
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I 迫粉の慨要

Tab. I 猿!l,;C · D 遺i¼,!i項一覧及

A`鼻螂椒nI'! 遺情畠'・}り丘平ヽ 8 内 伽 :Ii ff: 
Ill t 遺 W I 編 11 

況査lえ ,_ft~l•I 竺 ベ ： J; 輪 ：呻印良lXC•I 
3-6 STOOi 円 償穴双瑶 [ N26"E [ 2.l4X2.18 !II忠呂ttlttば磁f 追 Is.xcmよ')IU, 
箕~•3 D追％ II ； ： 天J紐硲2.72 :41 ll'..0: 渠.I: 鯰乙i-.r~ • 
7 ST002 1り？ 償火,t.!,'名？ ： i 
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- )< - Ill患臼ri這杯II !II. 妖 1111J・飲fi-¥11.

•• 0遠H

1+12 ST003 円 竪穴庄償n人6奎 ：N'7'E : 2.02入0.66 碩点と平妖島飯堕 s-roo, より祈．

4S~<7 D遺柊 7.5 
. . 

J:絨召杯ぷ杯 STOOSよりlfl.: : . . 
9• 10 ST00.1 111 1;tt系・嵯；t系？ ： ． - X - 上“とが S血 ・OlliよりE,

“ 
D遺路 6 I 

II • 12 ST005 円 石棺系石布? : ：NSI"¥¥': . ： 1.63><0.70 I 1ST匹 ・叫より賢．

“ D遺％ 6 . . 
13 STOOO 円？ fi棺糸・登穴i,?:N63"E: ： 約2.0X約0.』I I ST007よりIll,

D遺抒 6-7 

14・15 S1"007 1q 翌"最惰o~.,省 N79"¥V : l .8()x0.85 須屯8林量 U# Ii亀甕 STOOSより祈．

49 D贔比 6 ： ST006と、穫．

IS•l6•L! ST碑 rり 翌 名覆n久6名 N29'E : J.65X0.67 ST025より新．

D遺終 5 ： $T(IJI・直9より旧．

17 • 18 STOOS lり 竪長11111.石磁 N79'E : 2. 的Xl.07 U頃註逼 匹・fll·l!S!•尻

50・SI D遺終 1 以以

19 STOIO 円？ 石棺系石布 N6l'E ! 1.71Xl,32 .tUS盪 I叩 ll・lllSより旧．

~2 D遁柊 s-6 ： lJJ• 

STOii 円？ ： - X - I STOIOより祈．

D遺肝 5-6 ： ST009よりlfl,

21 l函 12 1,111'系・翌）t糸？ N85'11'¥約0,9心約o.,
D遣％ ； 

21 I STOil ,; 棺糸・翌"糸?. N1がIV:約1.0X0.45

D遺粋 ： 

23 STOI< 竪穴糸町1双濱 ；：N61"F, i ： l,87X0,61 J J: 闊召甕

53 D遺＂

24 ST01s m紐・笠穴栄?: N邸 IV:t .• l ><0.39 I~ 該

” D遁昂
：：  
： ： 

2S S1'016 l'I? 償穴べ石宅 ： Nl<W' - X - 須患SU量 ll'l< r.11~il菖
55~5) D遺粁 l 1 邊 追 平ぽ棧荻・'1:UZ.応ll

STOl9 l'I 1 I i - X - Is暉 3よ'Jin,
D遺野 8-10 ： ＂情のみー露欝比

26 STO以 円 横穴式石；；I : N37へV: - X - 瑣患5111I位召"董量優． ． 
58• 59 0遺仔 8 ： ； I: 蒻llfl'彊 11'1ft;

27 ST02ヽ “檜星・翌穴糸?: N75へv: - X - ・tt.flil'l'身

60 D遺駐
． ． . . ． ． 

28 51'025 石棺糸4演 ： N邸 W: l.06X0.30 I I STOOSよりIll.
D遺葬 ! ! 

お~32 STO'l6 償穴弐｛沿I : ；Nll'E: ・ - X llol!I闘駆 Ufltili
62~67 C遺賢 20 ．：  亀 匹駅量 ヽ -~ Jlf i畠

33~36 STOZ7 
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濱穴双瑶 ； N碑 wi z⑳ X2.20 Ill患己杯這杯材硲＂甕

68~70 C遺粁 15 ：天井応2.50 u匹骰馴鵡叶騒
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屎磁C ・D遺翔

Tab. 2 猿汲C・D遺跡その他の遺情一覧汲

"因呂I} 這鳩呂,;~ 潤査区 /It 収m II¥ i: 遠指 ,., JIii 儡 7/ 

71 
S0017 D遺％ Al'kl,i!1.7X深さ0.2 :1:1.fU硲11-・ 最 古JAl~ft SX021より））J. 

漏t 断面u・r-形 絹豆甚ll

72 
S0018 D遺終 、lk鯰0.7x~さ0.2 碩患岱ti 占•n耕代 S8023よりIll.
清 浙面u-r-形

SX02I D追杵 ll程3.7Xほ径3.5 撫L ィ胃l $0017より新．

心11l遍鳩 深さ0.5

SX022 D遺杯 !Uf.8.9Xl!i程6.4 瑣恵石融 古Jnai代
'!-'JI遍情 深さ0.5

SllC四 U退H 2間+a X 41111 鰐L ィ 鴫l STOrn・$0018よ')Iii.
填,Y.lt.<!掬 6 . .a+aXJO.,I 

SX028 C遺“ nm.2xl!i1J.0.9 碩恵と甕 古!QI,'/代

<-'IJJ遺構 深さ不鰐I

S009 C遺籟 ~\*~2. I X深さ0 .25 篤し 不 胃l

情 衛面U'i'.fJ

SK030 D遺絡 lH亀2.8xfj穫2.6 慧し 1' 鱒l
.J:濃 深さ'f'剛

Fig. I 紋嶽 C ·D 迫~,月辺地影氾l~t図 (1 /3.000) 。
IOm 
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ー 追 構

n遺 構

1, 古墳時代

(I)古墳

STOOi古墳 {Pig.3・4・5・6, PL. 2・3) 

概要

猿漁D・泣蹄試l査区束溢近くに位沢する1』JI!!である。西側には隣接してS1'020古IJ'tが．南側に

は本古JJ'1面!JI!閑滞を切る SX022が存在する。 JJ'¥Jr.は:I'd'残存しているが開屯時に大半が削平さ

れている。内部主体は単室の横穴式石奎であり， jj油妊部を一部破壊されているが天井部までは

ぽ辺{.?している。築造時期は6・11t紀末と芳え られる。

項Ji:. 周溝

JJ'!u. は全体的に削平を受けており迫存状illは良くないが，西側に一部辺存している。項Ir.長

径約llmのやや惰l'llf.多状を呈するPJJJ'!ともえられる。

周溝はilJO!I部分を SX022に大きく切られており一部if.iO舅部分で確認されていないが外径約

!Smの惰fll形状もしくは馬蹄形状と力えられる。 1月溝栢は3.7m,深さ約O.Smを測り，町(ri形

は逆台形である。

内部主体

単奎耐袖型の横穴式石室である。 i付洒方向に向かってl~J I Iし'i: 袖をN26'Wにとる。ゎ森は

、グ
~ta ー .I. J.. 

¥ 

'lf/ ¥ 

~~~--
~49,00 

な

~-,,-ャ

A
 

() 5 m 

Fig.~ STOOJ ,1;Jn,J11紐i地形ilU,tt.川 (J/200) 
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猿~C ·D辺跡

1iii庭部を一部破壊されているほかはX井部までほぽ残{f-しており辺付状況は良ljfな方である。

石布の規校は，]iij鰤 II限を一部欠くが残，i規模で全長6.43m,玄惑は中央長2.44m,中央糾2.18

m, 天井i:':i2.72mを測る。

玄宅平面形態はl~方形である．奥限は霰石にl.2X0.9m程の石材2石を縦位に配し．上方に

はl.4X0.8m程の石材 l石を樅位に配しさらに0.4X0.3m -0 .3X0.2m程の石材を 3段程梢み

I・. げて岱ち送る。右り1•蚊は楼石にl.4Xl.0m程の石材2石を横位に代し．」：方にはl.lX0.4m

-0.SX O .!Sm程の石材を横位に5段程椒梢みする。左側収は篠石に1.7Xl.lm,l.OX0.9m 

程の石材2石を横位に配し..r. 方には0.8X0.4m程の横長の石材を 5段程横位に積み上げ桔ち

送る．天11牙iにはl.7Xl.lmの石材 1石を用いている。

玄1"1部は右櫂l石に1.IX0.4m./.r. 袖石にl.3X0.6m程の柱状石材をヤ．て床面には0.8X0.3m

程の柱状石材を配し柩石とする。玄r"lti図は0.8mを測る．

fiij庭部は西側先瑞部及び東側部分を破咲されているが，先沿部に行くに従い外側へ広がるも

のである。天11部も一部1i•i庭部に存在したものと、思われる。 ijij庭布側堕は大半が破J'Jl されてい

る。 )iii庭左側想は先端部が破壊されており ，残存長で約3.6mを測る。 0.SXO.7m-I. I X0.6m 

程の石材を横位に積み I・.げているが．先溢部に行くに従い張石状にしてある。

迫物の出上状況

迅物は主にjjij庭部及び俗道から須息岱杯道 ・杯身 ・窃杯 ・蛮 ・漣・提瓶等'J.:紺i岱杯澁 ．杯

身 ・秘杯が11l土した。玄1¥¥IAJからのIIははない。

（） 5m 

Fig. •I STOOi ,1;t(I, 悶1i.l&l/!17:~ll!,\t;,t (I /200) 
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！没設C・O追跡

ST002古墳 <Fig.7. PL. 3) 

猿~D追跡潤査区中央よりややjllj開に位illする。隣接して~t側に ST01 3i1,tnが存在する。 1りJ

犯時に大きく削平されてお I)迫f,状況は迦<in形 ・tl'l.lr.・イ'i至・周溝裕は不明であるが、 i¼<i-lt

の溝状追構は古ttlのJlill,'1/.の"'能性が窃いbのと芍えられる。 r:.1溝状迫構のほぽ中央には， 0.3X

、~―=9 

~I 

L=48.50m 

•I 

n
_
d
t
l
k
d
i凡
・
~
．
i
1
1
~
n
y

ヽ
J
化

i
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ー
ー
ー
ー
ー

Ir"協
眉

ー

. 2m 
~ ~ 

Fig. 7 S1'002 ,l;IJ'tィi'-i((I/40) 
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II 遺構

0.3m -0. JSXO. 12 m程の敷石も しくは根石と芳えられるものが若'Hf-.(1'する。内部泊本につい

ては．残存する石材の抜さ取られ艇等の状況より横穴式石室とゥぇられる。築造時期は6世紀

後半頃と息われる。

点物は.Ui恵呂杯身・杯滋 ・提瓶がIIしl:している。

ST003古墳 (Fig.8・9. PL. 4) 

慨炭

猿紙 D迫路1潤'1i区の中央よりやや西側に位illする項丘径約7.5mのI'll/Iである。南側で

ST004古項を切り．束mりでST005古項に切られる。開墾時に大きく削平されている。内部"l-:体

は上部を破咲されているが竪穴系積口式1,i室である。築造時期は5世紀後半代と忠bれる。

墳丘 ・!月溝

lJ't丘は殆どlりjlf'されているが.1/t. 斤．径約7.5mを測るやや怜fl]形状を星するr『11/tと名えられ

る．

周溝はiii西傭でST004古m周溝を切り.m東側を ST005古Jllff.l溝に切 られる。：lt(IWは削平の

ため間溝は確認できなかったが外径約IO.Smのやや楕111形である。 ,M溝鮒は0.8-2.Sm,深さ

約0.4mを測り断面形は逆台形である．

内部主体

竪穴系横Cl 式石森である。~,紬をN47'Eにとる。 J・.部及び束側を破壊されているが，玄室限

体基駁部に楼石をHIい．袖石 ・iiり庭り！限を布さない!I!式のしのと思われる．規1及は残存規阪で

石室全~2.02m. 中央糾0.66mである．

玄点平術i形態はJi方形である。奥限は0.9X0.8,nの板状石材 1石を縦位に立てる。横IJ部は

0.5X0.2m程の板状石材 1石を横位に紀し据石とする。f,1り(lll!¥11は0.7X0.3m-0.5X0. 15m程の

板状石材を横IJ部()Ult石を縦位に池の3石を横位に立てる.J.: 方には0.5X0.15m -0.3X0.15 

m程の石材を積み上げる。残イ'j.しているもので2段程度が認められる。

石安掘り方はやや不整な隅九長方形である。掘り方規阪は3.6X1.9$m. 深さ的0.65mを測

る。侶り方」こ[!iiは削平を受けているが．奥峡側の船り方はifi.に近く立ち上がり奥限との阪IUlも

狭いが．横rr部から0.7m程ははIf平坦な而が造られている．

遺物の出土状況

追物はすぺて周清捏土•I• よりのIll土である。土師器杯 ・碗 ・高杯．須恵沿対!・哀 ・平瓶符が

出土している。
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ー 辺 構

一鼠予戸言,-.. -! 
5 

黒色土
明黒褐色土
暗黄褐色土
明黒褐色土
明褐色土

。
2m 

Fig. 9 ST003・ST004古J.rt周湛l舟 M I 1 /40) 

ST004古墳 (Fig.9・10, PL. 5) 

概要

猿l:l:D・泣跡調森区の中央よ＇）やや西側に位沢する Pl項である。北側でST003古tn.東側で

STOOS古項に切られる。項.Ii:は殆ど削平されている。内部主体 も殆ど抜き取られているが，石柁

系石室もしくは竪穴系横U式石宅と劣えられる。築造l~i~lは 5'11':紀後半-61lt紀m半代と、息わ

れる。

墳丘 ・周深

墳丘は殆ど削乎されているがtn径約6mを測る「り項と劣えられる。

間溝は北側でST003古tftに切られ.JI(側でSTOOSに切られる。西側及び南西側財清．は館比で

きなかったが．外径約Sm程であったものと息われる．周溝栢0.8-1.1m. 深さ0.3mをm111>.

断面形は逆台形である．

内部主体

内部主体は殆ど抜き取られており迫付状況は良くないが石il'i系石立もしくは竪火系横n式

石室と．息われる．

石室拙り方は中袖をN2・wにとる。 1屈り）'jは閉）し）j形で．規校はl.54XQ.59mを測る。

遺物の出土状況

遺物はすべて尉溝/II(土小よりの出 I:である。 I.: 師岱杯 ・碗がり',I:している．

STOOS古頃 (Fig.11・12, PL. 5) 

概炭

猿嶽D辺跡渕査1,wぽ中央に位沼するl'I項である。 北0りでST003古ttt,西側でS1'004,1; tttを

切る。項．斤は殆ど削・'I'されている．内部 I:体は，ィi-ll"i系石末と・クえ られる。築造時期は5Ill: 紀

代と息われる．

l!t. 丘・If.I溝

i(t丘は殆どrfl!平されているが，t(t径約6mを測る1りJttと劣えられる。

周油は北側でST003,りJttをりJり，西側でS1'004、ljt(tを切る。ヽ 1ぽ11J平分にはJ/.i溝の巡らない
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Fig. 10 ST004,1,lJIィ i'i~(I /40) 

外径7,5mのf'f形である。 //,j溝船はI.Sm,i菜さO.Gmを測り ，I祈'ilti形は逆台形状及び揺鉾状を呈

する。

内部 j:t,t,:

敷石を持つイi棺系イi'ilとクえられる。 l:軸をNSl'Wにとる。.I・.部及びit.rn日部分を破壊されて

いるが．1沿％令lil.63m. •I• 央船0.7mを測る．

1i宅 l勺r,i形態は!U;形である。北叫JヽIIは0.4X0.4mの板状1i材 21iを縦位に1'f.てる。 1,140!1)

収は0.4X0.4 m -0.3X 0.3m和の板1iを東側収で6石を縦位にれて，洒側限で4ぷを縦位に,'f.

てJ阪石とする。 1:/iには0.4X0.2m.f',¥のIり状の:/i材を横位に椒み.I:げる。残ri:している bので

2段i'渡が認められる。 イ冷 I勺恥fliにはほぼ全1/1iに0.2X0.2m1iij後のし坪なィi材を敷く。

イ演掘り）iはイ漁な隅）凶）i形である。Jlllり）i/,ll. 校は2.26X1.38m, i菜さ約0.4mをftlilる。

辺物の；1¥1: 状況

辺物は/1¥l:していない。
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Fig. II ST003・STOOS;'内Hi宅 (1/40) 
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明屈褐色土
明思褐色土

明黄褐色土
黒褐色土
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Fig. 12 S1'003・ST005,1; 11¥1.¥Jl,Y, t:M図 (I/40) 
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猿該C・D迅跡

ST006古墳 (Fig.13. PL. 6) 

慨要

校i.il<D迅跡濶査1又中央よりやや東側に位訳するl'llllと労えられる。jf;j(l!IでST007古項にり）ら

れる。隣按して西方にST003古墳南西1こST005古項が存在する。 l(t斤．は殆ど削平されてい

る。内部,t:体は石棺系石i至もしくは竪六系横[I式石至とゥえられる。

項丘 ・周溝

瑣J'i:は殆ど削平されているが，項丘径約6-7mを測る円項と芍え られる．

邸昇は籠認されていないが，怜111状に西側から東i酎側にかけて落ち込みが懃められ周溝の痕

跡の·•r熊性がある。
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ヽ
雪色三L=48.00m
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ヽ
ヽ
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rig. 13 ST0068ll!~ i'i, (I /40) 
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II 泣構

内部主体

内部主体は石棺系石杢もしくは翌大系横n式石岳と力えられる。主軸をN63・Eにとる。上部

及び両小n • 南Oil側速部分を大さく 破壊されている。 推定で石当全長約 2m, 中央糾約0,4111を

測るやや狭iとな石立と思われる．石函平illi形態は長方形である。

両小n及び南(Jり0~咲部分の構沿は;i;明である。北側om壁は腰石として0.6X0.3m~0.4X0.2 

m程の板状石材を q:;横位に立てる。

石至贔1り方はやや不整な期丸長1;形である。掘り方規模は2.64X0,8m,深さ約0.5mを測る。

迫物の出土状況

迫物は出~I:していない。

ST007古墳 (Fig.14・15, PL. 6) 

概要

猿浪 D迫跨J¥I査区中央よ りやや東側に位沢する1.1.J項である。北側でSTOOG古瑣と煎柑し.m
側でSTOOS古項を切る。隣接して西方に ST005i5JJ'Iが存在する.JJ'I丘は殆ど削平され,:It束部

は広~l!llに深く掘削されている。内部主体は竪穴系横n式石室である。築造時期は 5 椛紀代と

息われる。

墳丘 ・周溝

項丘は殆ど削平されているが. 1(1丘径約6mを測るICJれである．

周溝は南側でSTOOS古JJ'tJr.J溝を切る。北束側から東側にかけて削平されておIJ.itl東側は確

認できなかったが．外径8mのほぼI.IJ形と忠われる。 /Mt鼻紐0.8m-L5m.深さ約0.3mを複9

り．浙1liiJEクは浅いU'i"状である。

内部主体

竪穴系横II式石京である。J,釉をN79'Wにとる。石室はI・.部を破炭されている。 イゴ嵌全長1.8

m, q, 央鳥lf0.85mを測る。石室平面形態は長）i形である．

西側小nは0.5X0.2mjjij後の石材を椒位に積みJ・げる。残イiしているもので3段を数える。

東側小nは0.7X0.5m程の板状石材 1石と0.3X0.2m税の石材 1ィjを横位に立てる。両但9墜は

0. 7X0.5m-0.3X0.2m程の石材Hiを横位に卍し腰石とする。 1-.Jiには0.5X0.2m-0.3X

O. l5m程の石材を横位に積みI・.げる。残イ;.しているもので2段程度が認められる．

石至掘り）iはやや小態な隅丸長）ilf. クである。掘 1)Ji規阪は2.8mXO.Sm, 深さ0.6mを測る．

迅物の/IU:状況

返物は．ぷ:ifl11¥I: から須忠沿杯溢 ．杯身 ・U・越 ・烹が11¥・I・.している。

-271-



猿汲C・D泣跨
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fig, 14 STOOT,1,JJ't;(演 (I/40) 

N一三戸三~~47.20m

。

I 黒色土
2 暗黒褐色砂灯土
3 暗烈褐色砂灯土
4 黒褐色砂灯土
5 暗黄褐色土
6 褐色砂灯土

2m 

I泊ig.15 ST007・SToos-,i;tnJ.',li1/ 1:li'加1(I /40) 
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＂辺情

STOOS古Jff(Fig. 15・16・18. PL. 7) 

概要

猿保 D迫跡潤11.1を1淡よりやや束側に位沼するflJ)(tである。南備でST025古項を切り 、北側

で ST007,1渭tに， 1.\:i!l訳で ST009占瑣1こりJ られる。 Jl'f斤．は殆ど削平されている。内部:i~Wは竪穴

系横11式石寮である。築造時期は511t紀代と息われる．

1ft丘 ・周沿

1ft丘は殆ど削平されているが， IJ¥Ji:径約5mを測る111irrであったものと思われる。

周溝は北側て'ST007古lJ'IJiJWに， it.1側でST009,1,IJ'l周滞に切られる。間溝外径Smの松111/1多

ヽ
L=47.00m 

L
=
4
7
.0
0
m
 

。
2m 

f'ig. 16 ST008,1;Jn./i'i, (1 /40) 
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紋~C · D泣跡

である。周源糾l.6m-l.Sm.深さ0.2mを測る。断1fii形は逆台形である。

内部主体

竪穴系横Cl式石至である。主軸をN29°Eにとる。」；部を破）只されているが．石至・全長1.65

m, 中央砒0.67mを測る．石至平jfij形態は長）；形である。

北側小日は0,7X0.7m程の石材を配し腰石とする。南側小nは0.6X0.4mの石材1石を椒位

に立て腰石とする。両側竪は霰石に 3石ずつ陀する.i町1)11(1!1速rp央を除き,0.7X0.4m-Q.5X 

0.3mの板状石材を横位に配し腰石とする。上）；にはそれぞれ0.6X0.3m前後の石材を横位に栢

み上げる。残存しているもので2段程度が認められる。

掘り方は不整な屈丸長方形である。掘り1i規1災は2.52Xl.42m.深さ約0.5mを測る。

迫物のIii土状況

迫物は出土していない。

ST009古墳 <Fig.17・18, PL. 8) 

概要

猿嵌D迅跡泊査I区中央よりやや凍側に位也する叩nである。北側でST025古J(t,STOOS古Jrt

を，西側で STOil古lJ'1を切る• J{t丘は殆ど削乎されている。内部主体は竪穴系横口式石至であ

る。築造時期は5世紀後：ドfl::ないしは6ill: 紀・lllviiとサえられる。

項丘 ・I月滋

!Ji丘は殆ど削平されているが.lJ'I丘径約 7m を測るr•1 tttであったものと息われる。

JM溝は北僚でSTOOS古項間溝及びST025古項を切り， i西備でST011i1itftl/.l溝を切る。 it-1束閥

ではJ船溝は確認されていないが，外径約JOmの円形と思われる。 J:;11魯t.¥i2.3m,深さ約0.5mを

測る。断j(ij形はU字形である．

内部主体

竪穴系横n式石至である。 i:紬をN79'Eにとる。!・.部及び西側部分を破炭されているが，囮l

石 • 前庭側想を有する型式のものである。残什規校でl-;:1£(,社と2.05m,中央幅1.07mである。

石至平i/li形態は長1i形である．

奥墜はQ.7X0.5mの石材を横位に， ~t但1にはQ.5X0.3m程の石材を縦位に配し鞣石とする．

左布側墜はそれぞれ0.5X0.4m -0.3X0.3m程の1i材4石を横位に杞する。」・・方は破J災されて

おり ~11/Jである。

玄l"I部は，左右柑l{iにそれぞれ0.6X0.2mfJの,f_j材lィiを縦位に祀する．西小l'lihiに0.7X0.3

m程の横・」8の板状ィ；材を椒位に立てII(ィ i とする• l臥iの西側には0.2X0.2m前後の小礫が泣{f.・

しており ，これらは本米1牝梃!.iであった bのと、息われる。

jj;j庭傭限は破炭が行しいが，面i庭1,:側峡でHi,,i;i庭イi側限で lィjl);[{姐代を保ち残イi・している。
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-275-



猿i:kC・D泣翔

s
 

z
 

1
2
3
4
5
6
7
 

m
 ゜

8
 

6
 

.“,
 

=-L
 

明貿褐色砂買土
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暗黄褐色土
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6
 

灰1.¥1色土
黒色土
黒褐色土
暗黒褐色土
明黒褐色上
暗黒褐色土

。
2m 

Fig. 18 STOOS・ST009・Ml(Jl,li,Y,: J・.)(1図 (I/40) 

石糸床面にli0.15XO.lrn1前後の偏平な石が散在しておりこれらは激石と思われ．本米:1i室床

面全体に敷き詰められていたbのと思，われる．

石屯掘り方は7f,!さな隅丸長）i形である。伽1)/j規段は3.96Xl.82rn.i菜さ約0.5mをa11る．奥

限{IMは垂直に近く 1):ちKがI), 1i•i庭部IJDIは餃やかに 'ヽf.ちI・.がる。

泣物の：J•, t状況

開溝~U:中よリ」：帥器盗が11'.:1:Lている。 1i涵内よりの/1',.l:は無い。

STO!O古墳 (Fig.19・20, 

概要

PL. 8) 

猿i訣Din跡濶tr.Iえの小央よ 1/ややill側に位訳するJIJ)(tとゥえられる。束側でST025i1消1に，

Tli側でST011,1;1J'IIこりJられる。隣接してi叫liltにSTOl2,1itl't,束側に ST025,1;t(tがイi在する。内

部 1'.I木は,{i,l'ii系イi宅である＂築 i立時期は 5世紀代と息われる。

項1r.• 11,1溝

t(t斤．は殆ど削＇ドされているがll'lr.:径約5-6mを測るl'Jt)'tとクえられる。

J/,j滞は確品されていないが，lfll'l状に1紺JOIから糾！りにかけて治ち込みが払められ．

跡とクえられる．

内部 i:(-1'

/,',j溝の艇

ィ;,11・,系;r;叶代である。 i湘をN6rEにとる。 I:部を破l内されているが．イi'i(令1~1.71 m, 'I • 央

糾1.32n,を瀾る。 ,{i1,・1勺r,i形態はIi)j形である．
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＂迫ほ

北側小nは0.4X0.35mの石材を横位に祀しJf委イ9とする. t.Jiには0.45X0.2mの石材を横位

に和み」・；げる。残fi-しているもので 1段が認められる。 南側,Jヽnは0.5X0.45mの石材を横位に

配しJI笈石とする. ~1,j側墜はそれぞれ0.8X0.25m-0.3X0.2m程の板状石材 4 石を横位に立て

る.l: 方には0.3X0.15miiり後の石材を横位に積み」：げる。残存しているもので2段程度が認め

られる。

石室船り方は;;i-;態な*1i形である。掘り方規段は2.48Xl.3m,深さ約0.4mを測る。

迫物の/J',I: 状況

玄室内坦U:•I•から刀予． 周溝埋Jこ•I•から.1:師岱派が/J¥・1・.している。
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Fig. 19 STOI0,1,JM i~((I /40) 
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巣色土

暗黒褐色砂質土
暗黄褐色砂質土
黒褐色砂質土
暗黄褐色砂質土

。
2m 

rig. 20 STOOS・STOIOi1渭U術柑l:Jri図 (I/40) 

STOii古墳 (PL.8) 

概要

屎舷D遺跨調査区中央より 1討側に位；Ztする円JJ'Iと息われる。間溝の一部のみ確認されてい

る。北fillでSTO!O古項を切り．東傭でST009t泊に切られる。隣接して北側に ST012古JJ'tが存

在する。内部:l:t.. については,(,明である。

Jt!Ji・//,1溝

爪丘は殆ど削平されているが． t{t丘．径約 5-6mをill!る1』1項と芳えられる。

周涸は東側から~tfll!にかけての一部のみ確認している。 .Jt<lllでSTOIOMrtを切り ，束｛！日で

ST009古!ft周溝1こ切られる。西側では）関溝は確認していない。）月溝は， 1」J形ないしは楕1り形のも

のとウえられる。周溝輻l.2m,深さ約0.3mを測る。 l折i面形はUcり形である。

内部主体

加l)jである．

辺物の：1',l・. 状況

辺物は：IU: していない。

ST012古墳 (Fig.21. 

概淡

PL. 9) 

猿~D迫筋隣:ti区 I• 央やや1-H西側に位訳する。隣接して束011にSTOIO-,,,t[I,南東側にSTOii

古項が“在する。内部J:Wはai-11'.1系1.i室bしくは竪穴系横II式イ演とゥえられる。築ii'.i時期は

5世紀代と息われる。

tM.・J/,Jf昇

tn丘は削平されており詳細は不II)/である．

//,Ii隊は確認されていない。

内部・J:体

1 itfi系1演もしくは竪穴系椒 I I 式::i i演とクえられる．ィiM~から兄る限リ．翌穴系横II式ィj

屯のuf/j研性が硲い。暉lをNss・wにとる。 1i'i,は南側1粍と西叫IヽII及び北側’府の一部に膝イjが
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Fig. 21 STOl2,1;lltイi'it(I /40) 

残{iするのみである。 ll印；の抜き取られ紺守よりll且述して1沿沼汲約0.9m.•I凍船0.4 m を測

るいのとクえられる。石'fi・1勺r,i形態はJU;形である。

西側小11は0.5X0.4m程の祈材 1石をヽ ＇［て』t:1iとする。東〇り小IIは抜きJI,られているが.1Hi 

圃lヽ II と 1, , 1雰な楼ィ i i イ iを卍していたものと息われる。 l~il!!l !itは0.5X0.4 111f,lの板~.l:,{i材 2 ィ i

を横位に、:r.て霰イiとする。 U!i峡は，詳細は破）哀を受けておりイ澗1であるが. 3-Hiをもって

転イiとなしていたものと恩われる．咽（本 I・.部については詳細は・心り1である。

ィj'n糾 1/)jはイ；格な関）LlUilftである。拙り）j以IxはI.66X0.86m, 深さ約0.2mを測る。

辿物の/1',I:状況

追物はII',I: していない．

ST013古墳 (Fig,22, PL. 9) 

慨災

般退 0 辺粉湖介区•I• 央よ リ11lillりに位;nする。ば桜して北側に ST014、け/!,~t 求側に ST004 ,1;
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Fig, 22 ST013,1, り1ィi~((I /40) 

l(t, 南側に ST002,1i!J'lが(i-在する。 I人1部 i:体は1i柁系,{j'i,もしくは呪穴系樅11,¥:石咽とクえら

れる。築込時期は5Ill: 紀(I::と思われる．

Jt¥J'i:・J/.li,Y,: 

ボ斤．は削＇ドされており詳細はイ "'JIである。

11,)i,'I/は館認されていない．

内部 i:体

1湘系ィ;:i¥l,しくは1翌穴系梢II人.fii¥とクえられる。 I:帷を N74'Wにとる。 I'.部及び1tH!!IJ・

州(I射部分を破戌されている．ィi材の抜き取ら/UJ'.('.りよりJI船として．イ沿％令HI.Om,•I• 央船0,45

m を測るものと息われる．ィi11•1'-1r,j形態はJU形である。

北側小IIは0.4X0.4m程の板状イifHィiを,.,.て院ィ；とする• 1ti側小II は抜さJI~ られており..t 

糾lは促え慎いが． 北I!~小IIよりもやや小似りの楼イjをJIJいていたものと嬰われる。東側収 ・西
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Fil{. 23 STCl14,1;l/l,(i'i, (I /.10) 

JIM吃は残什しているもので2ィiの腰石が館比でき，本米側収は3,(jの』姜ィiで構成されていたも

のと クえられる。 litイ iは0.5X0.3m代のりi.t~1iU2 ィ iを横位にり：てる。東側味の北憫桜1i l:Ji 

には0.5X0.3m代のイi材を梢位に禎み J-.げる。残｛卜しているもので 1段が認められる．

ィ沼瑣Iiり）iはイ；根な隅）しJV;形である。伽り）j規校はJ.8XJ.IJ5m、深さ約IJ.3mを測る．

辿物の11¥U/.:i兄

辿物は/1',I:していない．

ST014古墳 (rig.2:l. PL. 9l 

慨吸

依汲 I) 泣翔，糾tilがI• 央よ リ北内に位iiiする。凶楼して北側にはSK030がイi-{1:する。l(tIi: は削

・ドされている。内部 i:体は略穴糸！貸II人イj:j(である。築iWl,Nりは 5111:紀(I;:と息われる。
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m汲C・D辺跨

項le:・財溝

/l'tlr. は削平されており昨負IIは不明である．

邸翡は碓認されていない。

内部 1:14'

竪穴系横II式石屯である。 t軸を N61. E にとる。 」•部を破壊されている。 li宅令及1.87m .

小央船;0.61mを測る。石iゃ1-'ifli形態は·I~Ji形である．

束01!小IIは0.6X0.55mの板状石材l:fiを縦位に立てる。西側小いは0.5XO. 4 mの石材1石を

横位に配し. I・. 方には0.2X0.!5mの石材を横位にfi'fみ」：げる。伐:(.{-しているもので3役程)ftが

認められる。南側収は求側部分で0.8X0.6mのやや人さめの:(j材 J;{jと0.7X0.4,n和の::f.i材 2

石を横位に卍し膝イ:;とする。 l・.J; には0.SX0.2,n 1iij後の:(j材を横位にft'!み I・.げる。残{j.・してい

るもので2段が認められる。」t(IDI限は0.9X0.4mJjij後の石材2石を横位に配し税石とし、西側

小「lとの茄1111をt)I(めるようにやや小!hiりの11材 l石を配する..l:J; には0.2X0.2m -0.4 X0.2 

m程のみi材を横位にfl'!み I・.げる。残什しているもので2段程度が認められる。

“雀掘リ）j(れ澄な閑丸長）i影である。 lbiリ）j規模は2.62X!.39m,深さ約0.6mを測る。

泣物の11',I:状況

j印i:盛.I:からI:糾i岱喪が/1',I:している。石浅I人1よ＇）の /1¥1:は懇い。

ST015古墳 (Fig.24. PL. 10) 

概災

1氾絵 D追跡潤令lか I • 央より西側の北沿に位沢する。 1(1」tは削'I'されている。内部 I:体は'.(jfi(

系1.i屯もし〈は竪穴系横II式1咽とクえられる。築i巳時期は 5111:紀代と思われる。

IJ'lfi:. J.'il溝

lftri: は削・j屯されており詳細はがり1である。

J/,ji1Y/は確認されていない．

内部 i,休

1 ifr(系1i'i-:I.,しくは翌穴系横II式イ咽とクえられる,II幻iのイi材窃から翌穴系横11:sl:イi屯の

＂［能性が硲い。 i:tlりをN65'Wにとる。）/;, Ii紐部まで人・きく蔽Jえされている。 1i'i(令 }~ l .4 1 m . •I• 

央船0 . 39m を測る。イi':i\'l'· 1 fli形態はJ~Jj形である。

東側小IIは0.6X0.2mのイi材 Iィiを歓位に配し楼イiとする。 ,,り側小IIは0.4X0.2mのイiH2

イiを横位にfit!しII如 iとする。!IN喰は）.~.+: 的に0.5X0.2m-0.3X 0.15m税の1i材 4イiを忙しJJt.f,(j

とLていたものと息われる。

イ演闊））iの1勺(1i形は削平のため応l¥1fliではかなりぷ祁なbのであり．詳細は匁1り難い。残

ィi規校は2.24xo. 96-0. 74 ,n, 深さ約0.2mを躙る。
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Fig. 24 ST015-,t;l/tfri, (1 /40) 

心物の出」：状況

心物はi咽 l"l111ll:中から鉄鏃が11'.I・.している。

ST016古墳 (Fig.25, PL. JO) 

概災

I戊紐 D迫蹄，J¥Jtilx.11り1,.)に位11,:するI'旧と息われる。 iii側には隣接して 51'019.'il/lがイi在す

る.l/llt: 及び,,ヽHIil!, 体は191屯II.~•に行しく削 •1 1. . 破戌されており追(i,状況は極めて芯い。 内部i:

体はti1次式イ搾である。築j;'.j時期は6111:紀水頃と・クえられる．
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IJ 辺措

Jftfi:・ 関溝

Jft斤．は殆と・11'11・I'されており洋細は’ィ-'111である．

邸昇は西側に一部廂認される。l'I形もしくは怜fl]形であったものと名えられる。 J/1]漏淋沿：I. 7 

m, 深さ約0.3mを測る。浙而影はU字形である。周f,'f/.1J..J及びその周辺には小礫が密集してお

リ， lHi'fl.のoof能性がある．

内部・i:W

横穴式:{j室である． 西）i向にl••Iか っ て lり1n し. T: 劇lをN74・Wにとる。間墾時に殆ど破壊され

ており腰:{jと必込め石の一部が残{'f.するのみである。,f-j,i¥船は東側部分で1.9mを測る。奥収は

原(,alを印めるいのは北側の9印 iだけであるが'.(j材 2ィiを代し』槃みiとしていたbのとウえら

れる。奥1it北側の膝liにはl,23X0.64 mのイi材を横位に配している．

/!1! りが1勺hi形態は問）L長）j形とそえられる。掘リ）Jf.l1{i, 校で4.7X2.9mを測る．

迫物の/1',Iこ状況

追物はtiij庭部H近からばIii?,;げ：j杯．須忠沿杯身 ・杯溢 ・Wf.・,iii・礁・ ;l<l(J(・提瓶が/1',I: し

ている。

STOI9古頃

慨嬰

り遺D泣 跨JI.I介'IX.I町沿暉側に位；沢するJI旧と忠われる。 1/,j溝を一部確品したのみであり内部

i: I木,~;はイ"り1である。 SB023にりJられる。北側には隣tt:して ST016・,1;lflがイi在する。

l(rlr, ・Ir.Ji,'//. 

ll'(lr. は殆ど1'i1J• I '· されているが，JJ'lfi:径 8~!Om.f'l度のl'lltlとサえられる。

J,'; 間は北側部分を一脊l墳認したのみであるが. l'I形ししくは惰1り形であるものと、息われる。

1/.li,Y浪i,il.5-2.Sm,i菜さ約0.3mを測る。 l折1/1iJf多はu・ト形である。

内部 i:11"・迫物の出 I:状況

内部 i:Wはイ;1り1である。追物は出 I:していない．

ST020古墳 (Fig.26, PL. 10・II) 

概要

依退Din蹄，汎ltil><.W:側に位；；｛するl'll(tである。ば按して如IllにSTOOJ,1,t(tが≪在する。 lりJf/l

時に大きく削.,,.破J'!lされており迫{i-状況は必い．内部 i:体は横穴式イ演である．

J(t 11・. ・lldi,Y/. 

＂国は殆ど rt1J・ドされているがl/lli-.ti¥約8mを測るJIJ)(tと名＇えられる ．

J.',f構＇は1IJ側部分を・咄l渭,,.,,.されているが.1lili!ll部分にはJ/;Ji,Y/の巡らないMl汎：外径11.6mの,,,
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Fig. 26 ST020,';ll't,ii'i, CI /40) 

影である。 1/,j溝船約2.Sm.i菜さ約0.3"' を ~ICる。断1@fクは u•i=形である。

内部 i:I水

椒穴式1咽と息われる.,ti求）il••Iに I•りかってliHIIし.l: 袖を N3TWにとる。 jijJt/lJJ.~,に大きく

破頃されておりぷi汐の西側りll)'it/#印 iの一部がJt.il:t.?lを保つのみで他には.t!Hi,"!;;と息われるヽ ）ヽ

礫が散イI;する{'J度である．夕冷や1勺(Ji影は!Ui形と.¥!.'.われる。/,'側咽の北側には0.85X0.65mの

ィj材 2:/iを梢位に化し霰ィiとしている．

滋物の出 1・.状況

迅物は i:に 1i•i庭部から J:e呪:H.f.名1'・,:':i台付u.,mぷ,;H.f.身・杯滋 .,:':if.(. . ltt(容がII¥1:Lてい

る．
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fig. 27 ST024,';J[l,{i'fi (I /40) 

ST024古墳 (Fig.27. l'L. 11) 

概要

松以D迫跡1itti:lx.西側に位i7,;する。 llり．平時に人・きく破哄されており迫{f.状況は悪い。内部 1,

体はイ濱i系~iii, もしくは1翌大系椒II 人イ演とゥえられる。築;~11.1,期は :,111:紀代と息われる．

trtr.: •J、',ii/II.

項斤．は削'I達されており詳細は不明である。

,:,! 溝．は6（n認．されていない。

内部 j:j木

,{ iti(系ィi'i凶しくは咬大系横IIAイi屯である。 1:釉をN1s・wにとる。），雑駁部まで大きく破炭

されている。イi屯.,,.,M形態はJU;形であると忠われる．

西側小II は0.6X0.2m<T>イ i材］ィiを椛位に~~する。 1Hl!!I咄は0.5X0.3m.f',\の~ii>:1iH~ ィiを
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猿訣C・D迫蹂

樅位に立てる。北側l代は2石の膝石の{i,在が抜き取られ痕より推定できるのみである。

石衣批り方は行し<ll'秤されているため．詳細は1漕lな点が多い。拙り1i規氏は残イ'.J'.j/(で

2.4Xl.2m, j深さ約0.2n, を測る．

辺物の111.t状ill.

周f,'1/.1嬰」：小より土師岱杯が出J:している。

ST025古墳 Wig.28. PL. 12) 

概要

餃倣 D迅蹄潤究l刈I火よりややi¾.l側に位沢する。北間でST008 ,1irtlに•り）られる。隣校してi+J

側に ST009;',Jti,洒側に STOIO古墳が＃在する。 IIり兜時に削•平されて お り rl't丘は残っていな

い。内部中体は石棺系石宅であ I), 本潤究l区内の~i棺系石奎において唯一辺石まで迅ff·するも
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のである．

項丘 .f:;f溝

項丘は削平されておリ詳細は不叫である．

,副ii,'1/.は確認されていない．

内部主体

ー 泣 掃

石棺系石室である。 1湘1を NGs· wにとる。 1演全1H.06m .'I凍藍0.3m を illll る ~~1をな1ici1

である。石室平面形態は1i・；；形である。

西側小1」は0.2X0.2m程の板状石材1石を立てn委石とし．その.l・.J;にさらに2段を1-i積みす

る。束側小IIは0.4X0.2m程の石材1石を横位に配し萩石とし. l・."J; にさらに0.3X0.lm程の

石材1石を椒位に和み」:げる• r~,j 佃IS!は0.4X0.15m-0.3X 0.3m前後の板状石材4石を横位に

、:r.て鞣石とする..I・・・ルには碁本的に0.3XO.!Sm -0.2X0.1 m前後の石材を樅位に2段程積み.t.

げる．石密掘I)方はややイ遠ちな隅）L長1i形である。趾')jj規段はl.5X0.8m,深さ約0.3mを複9

る．

迫物の；JU: 状況

迫物はり',J:していない．

ST026古頃 (Fig.29・30・31・32. PL. 12・13・14) 

概要

依嶽C迫筋潤森1,mn州に位伏するf'Jl(tである.:ft束側には隣接して ST027i';れが(i.在する。

石室は大‘いが破壌されている。内部・H<J>:は!f¥;j;:の椒穴式石宅である。築辺時期は6Ill: 紀末であ

る。

l{IJi: · f.'~i','1/ 

l(tn: は辺什しているが．かな＇）削平されている。 ll!li:径約20mをmiるi'l!flである．

J/,j溝は鉗認されていない。

内部1祁

単如麻H型の横六式石ポである。 jfjJii• りに,:,,かって111111し， I: 袖をNll"Eにとる。 iiii庭憫壁

に一部J点位沢を保つものがある他は奥唸 佃l堕内の.fi材は抜き取らIt般をとどめるのみである。

~; 点は推定で令!~約6.0m.ぷ冷・は中央!~約2.0m,中央船約2.5m和を測るものと思われる。

泣物の11',1:状況

泌辺 ・1iii庭部よリ f・ボ1[i岱杯 ・,:':jf(,,•Ii忠沿杯身 ・ 杯：沿 • of:j杯 ・ ,i,\ . ィ沼坐Jよ')>Iiiぶ1;;,(:j杯 ・

lit.W. ・ 鉄 ・符 f,.・1H. • l(哀芥が：I', I: している。
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絞~C · O迫躇

ST027古墳 (Fig.33・34・35・36. PL. 14・15・16・17) 

慨要

依汲 C 泣跡潤究J,(~t側に位骰する l'J Jt!である。 1+.i側には臣桜して ST026古墳が{.f.在する。 m
．＂’，は1111卵-~にかなり 1'/IPI' されている。 ~i:itはjjij庭側限を一部欠くものの比較的•辺l'i-~X:iJlは良い

)Jである。渕究時には既に1叩 lしていた。内部1,f本はり¥'iiの椒穴＇式1i糸である。

項」i:・l/ili,'1/.

ttt.ri: は全体的に木米の1hi よりもかな ＇）削 'I'されている bのと息われる.nにJtt.r.:-卜部で~し

く削平されている。/t'!li-.i冷約15mをill!るl'JJf!である。

/,';fiiY,'は一部洒fll!で確認できた。外径約20miiり後のl'I形であったものと息われる。残+f.値で周

溝紅は2.5-3.0m,深さ約0.3mを測る。浙if1i形はU字形である．

内部 iol1'

i紀is►1•i 柑1 ~1の横穴式:f i;i,:である。 南J;1r,1にl•lかって 1りl 「I し . ,I; 釉をNss・wにとる。 Iiり庭｛隕",

を一部欠くが.1.i屯全1-:Cは残什,JJWlで5.3mを測る。

玄宅平面形態は長Ji形である。中央長2.3m.中央船2.2m.大サ1',::i2.5mをallる。奥限は.2.5X 

J.7mの石材 1イ］を椒位に配し會 .l:1iにはI.2X0, 9m -0.6X0,4 m程の:{j材を利tみ上げる。 ,(j冊

喉は膝石に2.2X1.2mの石材1石を横位に卍し.J-.Jiにはl.2X0.5m-0. 7X0.6m程の石材を積

み I・.げる．依1111にはやや小｛釦）の石を狸め込む。 1.:0り収は税石に 2石をJIIい， 奥限に近い方で

J.8XJ.5mの石材 I1iを横位に，1IJ側で1.0XO.Smの1i材 1石を縦位（こ卍している。 .l:1iには

l .6X0.8m-l . 4X0 . 6m捏の~i材を横位に積み」：げる. IMl/11にはやや小扱1)の石を判め込む。

i雌I!咄は,I阪れより 1-.Jiは碁本的に3段程炭をmみ I:げる．ぷ1"1部は.,,,m,:i; に2.0X0.5mf',l

のややfりばった1i材をり：てる。恥Iiiには0.9X0.3mの枢石を配する。玄1"1船は0.95,nを測る．

イ演,,、1には本米敷イiが(f.在していた様であるが詳細はイ,IIJIである. J:'i,x.Jl'~iには2.0X1.8m 

のイiUI ?iを架糾する。

1iii11:・1'1fli.lf多慇はl.3Xl.lm和のlUilrtとウえられる.1iiil"I部にはhl1イiを1iせず.lti.~iを配し

ていたものと息われる。 ii犯柑/,:~ jf)!IJ限はl.6Xl.0m程のイi材 l ィ jを横位に配し楼イi とする。 I・. 

)iには,(jfJ!侃でI.IX0.8mの,(j材 lイiを横位にMみ I・.げ,11:fl!I)咲は0.8X0.5m-0.5X0.4m程

のイi材を 2段./','横位に積み I:げる。 9ぷ令,r,iには敷イiを虻する。 1iii'i,x.JI・イiには2.6X0.8mの1i

材 lイiを架梢する。

＂り庭 側味は.,{j{J肘味で/l1i1iが l石. /dlM咽でI委~iが 2 石残イトするのみで 1: J;及び先沿部構造

の詳細はイ；19! である。り!!収はやや外側へ広がリ. ~·,il.3m和をi!flf る。

心物の：Ill: 状況

辺物は. 1iii屯か ら鉄謀 ・鉄如',・.t,'. 鍍道から牙i砥沿杯材 ・ 杯沿， ,.~ii罰lilll:•I•から l:r.舷訟i杯 ・

囁 ．体，Ui!ぶ？ふ杯 ・疫方が出 I:している．
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(2)溝

S0017 

11 遺構

荻琺D滋跡隣査区西南沿に位沢し．やや蛇行しながら北からffjへ向かう溝である．」t偵9で

SX021に切られており．また SX021 より ~tf)[!では統認されていない。」涌iはかな＇）削平されて

いるものと芍えられる。低0.7-l.7m,i菜さ0.2mを汲9る。断flii形はU字形である。

迫物は埋ゴ：中から土師器甜杯・壷．須忠器杯・甕等が/~,上している。

S0018 

猿送 D迅跡調査区西側に位訳し．やや蛇行しながら~tから南束へ向かう溝である。南俯でS

8023に切られる。 」渾はかなり削平されているものと考えられる。鯰0.5-0.7m. 深さ0.2m

を測る。 It/ii面形はU字形である。

迫物は埋：l:•I• から須慰召杯．鉄銭．弔類が：J¥:1: している。

(3)不明遺構

SX028 

猿嶽C迫跡潤如を東側に位閲する。詳細迫栴実測図．調1i.時の詳細な所兄等がなく，不明な

点が多い。平面形は惰1り形を呈し長径1.2m,短径0.9mをiJliJる。深さ不明．

逍物は,J(忠岱炭が出土している。

SX022 

猿嶽D辺跨濶資区東側に位沢する。詳細追1彬腹悩．調究時の詳細な所兄等がなく ．不明な

点が多い。平i1ii形は::j,整なl'/1r1形状を甚L,長径8.9m,短径6.4m,深さ0.5mを測る。

迅物はm忠器憩が,11.:1:している。
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猿様C・D遺跡

2. 中世・時期不明

(l)溝

S0029 (PL. 18} 

猿嶽 C迫跡調査区東側を，直線的に北東から南西へ向う溝である。幅1.7-2.lm,深さ0.25

mを測る。断面形はU字形である。

逗物は出土していない．

(2)掘立柱建物

S B023 (PL. 18) 

猿琺D遺跡累l森区西南端に位匹する。詳細遺構実測図，関査時の詳細な所兄等がなく，不明

な点が多い。 S0018及びST0!9古墳を切る。梁行2問+a,桁行4間で，梁行柱間2.7m,桁行

柱間2.5mを測る。東側・西側には庇が付くものと巧えられる．柱穴柑り方は一辺が0.7Xl.0m

の方形を呈する。主軸はN70'Wをとる。

時期は． 渕査時の所見では•Iヽ世以後の辺構としているが， Ill土辺物等が撫＜群細は不明であ

る。

(3)土 凜

S K030 

猿磁D遺跡詞査区中央より西側に位訳する。詳細迫構実測図悶査時の詳細な所兄等がな

く，不明な点が多い．平面形は榜円形を呈し．長径2.Sm,短径2.6mを潤る。深さ不明．

出土返物はない。

(4)不明遺構

SX021 

猿l.¥itD迫跡調査l区西側に位醤する。S凶 17を切る。詳細這構＇炎測図調査時の詳細な所兒 等

がなく，不明な点が多い。平而形は不整な方形状を呈し．長径3.7m,短径3.5m,深さ0.5mを

測る。

出：I: 迫物はない。
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Ill 迫物

m. 遺物

1. 縄文時代 ・弥生時代 (Fig.37) 

猿檄 C・D遺跡においては，古項時代よりjj,j時代の遠構は明瞑に確認していないが．古墳墳

丘 ・ 周溝等から．縄文時代の石迅類． 弥生時代の土g • 石岱類が若干出土している。土器類は．

弥生時代後期の甕 (7.8)が出土している。石器類は．打製のものでは石鎌 (1~3),g平

打製石斧 (5).磨製のもでは太型蛤刃石斧 (6), 石包T (4)等が出七している。

出土迫物のうち土器類の訳l整等については観察表を参照されたい。

二頁二＼
＼隻イ

I I I 

0 如
Fig. 37 縄文時代・弥生時代の出土迅物 (7・8は1/4.他は1/ 2) 
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猿嶽C・D遺跡

2. 古墳時代

(1)古墳出土遺物

STOOi古墳出土遺物 (rig.38-43) 

迫物は．主に前庭部及び枯道か らの出土であり玄室内からの出土はない。

こコこ三~ Iた7~
9 10 

ごヨ＼
11 

ごココ~ ~~-~ 
13 14 ・-

曾

戸~ ／丁ミ l216 - I． ' •. 17 15 

＼」ニヘ 巳
18 19 

更じ芯

こ ＼二 ミ→プ
23 

し土可 ＼し
• 25 

こ ＼↓  ＼ 三

二 ~~ 

三 33

｀ '--- I 「~-
‘ ’ ‘、 34

‘’ • ,, -~ 与召；
~"、 37 

,,;-; .¥'.、35

Fig. 38 STOOi古1n出土迫物 I(須思と刊 (II4) 
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川 内 物

(32). 高杯葺 (40),高杯 (34~40・76~82).礁 (41・42・83),提瓶 (44・85・86).痰 (45・

93・94)等が出土し た。土師器は応杯 (95・96).蛮 (97)が出土した。鉄 呂類は，鉄録

(98~100). 留金具 (IOI)が出土した。玉類は管玉 (102)が出土した。

実測出土迫物の法泣等については．

了‘ぃぃ
｀

一度表を参照されたい．

戸

40 

g
""iiiir
,1・
ク
‘

‘

,’
 

{

• 
づ．．
 

J
o
-

．
ト
iヽ

、¥
J’

、ヽ

‘‘ヽ

、ヽ

'‘

``
 ヽ‘

(
'
’
,'‘
 

＇ 

O・ 10!"' 

Fig. 39 STOOi古頃出土迫物2 (須忍~) (1/4) 
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猿巖C・D辺跡

ごコ~46
三49~ユニ~50 ニ~51
こ 52 こ」~53 こ二ニ54

乙55~一=~~k1

□ こミニ。
,----,-. ニ ぞど

←ど~

←ぇこ口芯 ~9

←ー王 玄 ~

守ど
＇ 
戸ー==J;,

< 
71 

てプ：え

ぞぇ
~ 戸匁

0 10cm 

Fig. 40 STOOJ;1,JJlll'dぷ濯'3(須巫硲）(1/ 4) 
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Ill 遺物

~Sl 

三亘―¥

ニ 87

77 

~ 
'Cユ立：2

戸 ぐヽ
.88 

ふ
89

□ -〉90 ←一←一占マ一千ー:;);;2
0)()an  

Fig. 41 STOOi占墳出土迫物4〔須怠器） (1/4) 
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猿抜C・D遺扮

ヽ、`
ヽヽ

ヽ
ヽ`

9

,

 

‘
 

、‘｀
 

、‘
‘ヽ

‘、
ヽ

10cm 

。

Fig. 42 STOOi古!Jtlll~t泣物 s (須思岱）(l/3) 
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Ill 遺物

w. こ7

"96 O
E
O
 

crncm 

0
T=
5
 

ー

102 

⑨
'
薗

Fig. 43 STOO I古墳此I:這物6(土師器 ・鉄器 ・王類}(95-97はJ/4.他は 1/ 2) 

ST002古墳出土遺物 Wig.44) 

古頃の遺存状況が悪く，迫物は散在的に出土している．

出土した遥物は全て須恵とで．杯蓋 (103~105),杯身 (106~108),提瓶 (109)が出上し

た．

三 103こ 104 三□三 105

ロニ~ ~ 
゜

10cm 

Fig. 4 4 ST002古墳Ill土迫物（須患召） (l / 4) 
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猿扱C・D遺路

•
三
＼
、
ヽ

二，戸
111

0 IOan 

Fig. 45 ST003古墳出土遺物l〔須思む） (I/ 4) 

~ ~ こ 7

戸 二。

Fig. 46 ST003古項11'.~t迫物 2 (± 閾岱J(1 / 4) 

二恥言
0 10cm 
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Ill 迫物

ST003古墳出土遺物 (Fig.45・46・47) 

迫物は全て周溝l"Jからの出土であり ．玄室からの出

上はない。

須思器は憩(112),平瓶(111),長頚滋(110),甕(113・

114}が出土した。土師沿は杯(115~120),話杯(121~124)

が出土した。鉄器類は，鉄鏃 (125)が出：ヒした．

ST004, 005古墳出土遺物 (Fig.48) 

迫物は，全て周溝内からの出土であり，玄至からの出

J.:はない．

出土した迫物は全て土師器で杯 (126~128)が出土し・

た。

ST007古墳出土遺物 (Pig.49) 

迫物は，玄室内埋土及び悶溝内埋土から出七している。

出土した迫物は全て須恵器で杯蛮 (1 29 • 130), 杯身

(131), 窃台付杯(132).追(133)甕(134)が出土した。

5cm 

。
Fig. 47 ST003古項出土辺物3

（鉄店） (1 /2) 

二 ~ 
。

10cm 

Fig. 48 ST005古瑣出土辺物（土師む） (1 / 4) 

こ 三
129 "1 

譴

[

> 130 

~ 
ァ」

Fig. 49 ST007古頃出土迫物〔須患岱）(I/ 4) ゜
10cm 
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償嶽C・D遺扮

ST009古墳出土遺物 (Fig.50・51) 

遺物は，土若類が周湘内埋上，鉄呂類が玄室内埋土からの出土である。

土沿類は・I:師沿盗 (148).鉄器類は鉄鏃 (135~147)が出・tした．

,・ ー、`

白l . 

.. .. 

• 137 

立
'`
ー
9

_
'

ー
'
_旦

---ーーー一 - ~ 一

,, 
143 ,, 

146 

-. ， 
145 

。
和

fig. 5-0 

144 

ST009古墳：I¥土滋物（鉄沿） (l / 2) 
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UI 辺 物

STOlO古墳出土遺物 (Fig.52) 

遺物は全て玄室内1A[土からの出土であるe

土諾類は土師笞壷 (149).鉄岱類は刀子 (150)が出土し

た。

ST014古墳出土遺物 (Fig.53) 

迂物は．項丘盛土内からの出土である。

出土した遺物は全て土師岱で．壷 (151)が出土した．

10cm1 

゜Fig. 51 ST009古墳Ill土迫物
（土師母）(l/4) 

STOl5古墳出土遺物 (Fig.54) 

出土した迫物は，鉄鏃 (152)のみで玄室内埋土か らの出J:.である．

149 

゜
5
 

ー

幽
．0
•L
O

5ao 

10cm 

fig. 52 STO!O古墳出上遺物（土師呂 ・鉄召） (149は1/4,150は1/ 2) 

5.., 

↑

-

l
 

s
c
m
o
 Fig. 53 ST014古項出土返物

（土師臼〕 (l/ 4) 

゜
Fig. 54 STO 15古頃Ill土迫物

（鉄:¥'i)(1/2) 

ST016古墳出土遺物 (Fig.57) 

古墳の迫存状況が憑く ．迫物の大半が二次的な影響を受けている ものと考えられる．

須忍器は杯溢(153~1邸）．杯身(169~181),iJi杯082~188).速(195),平瓶(196).提瓶

(197), 壷蕊(189 • 190), 壺091・ 192),甕(193・194).土師沿は話杯(198~202)が出土 した．
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猿訟C・D迫籾

巴153~154 三155
三156 三言二157 こ王~158

二 159 e!;;_二 160

こ。

二 167

ミニ之

至
マ三t

0 IOan • —, ,,- I 

Fig. 55 ST016古,n出土辺物 1(須思格） (L / 4) 
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迅 物

182 . ' 一～—~IOJ'~-~184

玉正~5 ~ 

186 

こ 189

己 190

ご

。
10cm 

Fig. 56 ST016古in出」泣物2(須忠器〕 (1/4) 
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猿l:IC・D迫跡

~ 三 ヽ
會

ヽ

’
 
ヽ

‘, 

ヽ

°、
,’
 

こ二= ・・ - 202 
201 0 

Fig. 57 ST016古旧出土遺物3(須恩g・土綽呂） (l/4) 

ST020古墳出土遺物 (Fig.58・59) 

古項の迫存状況が悪く ，迫物の大半が二次的な影曹を受けているものと考えられる。

須恵沿は杯溢(204~210 • 218), 杯身(211~215・217), 窃杯(216),蛮溢(221),壷(222)• .l: 

師若歪(219・220),庶台付杯(223)が出tした。その他，耳環(203)が出上した。

ST024古墳出土遺物 (Fig.60) 

出土した迫物は，土師沿杯 (224¥のみで玄室内埋土

から出土している．
Q>

Fig. 58 ST020古JJ'I出J.:滋物 I
〔耳ti:)(1/2) 
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Ill 遺物
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゜
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Fig. 59 ST020古墳出土迫物2(須恵器 ・土師g)(I/ 4) 

~~I 
Fig. 60 ST024古墳出土迫物（土庫~) (J / 4) 

ST026古墳出土遺物 (Fig.61-67) 

迫物は．大半が廷逍からの出土である。

須恵器は杯斑(225~241・281~284). 杯身 (242~258 · 280·285• 286). 高台付杯(259).高

杯(260~265・287~289).壷滋(266・278),盗(267~270•273・279), 速(271•272・274・275・ 

290・291). 平lli(276・277).提瓶(292~294),土師苔は、高杯(295•296・298~305・309・311・

312). 磁(307).脚付蛮(3⑲）． 漣(306・310).提瓶(297)が出土した。鉄呂類は鉄鏃 (313),耳

哀(314),玉類(315~375)は勾玉(315・316),切子玉(317)等が出土した。
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Fig. 63 ST026古墳出土迫物3〔須思苔） (1 / 4) 
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猿訟C・D迫路
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fig. 66 ST026古項出土辺物6(土師料） (1 / 4) 
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秘儀C・O遣跡

ST027古墳出土遺物 (Fig.68-70) 

遺物は．藝道およびr.;1溝内捏土から出土している。

須恵凸は，杯査 (376~377).杯身 (378~381),高杯 (382~384),甕 (385),土師若は面杯

(386), 鉢 (387),壷? (388)が出土した。鉄器類は鉄鏃 (389~400).JJ子 (401~405),

馬具類 (407~413)が出土した。

ニ377~-
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ジ
378

三

,. 

▽ :7 

函ぺ‘

。
10011 

Fig. 68 ST027古墳出土迫物 I(須恵岱 ・土偽器） (1/4) 
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Fig. 69 ST027古墳出土迫物2〔鉄若） (I /2) 
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猿滋C・D迫跡
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Ill 追物

二 ~ 
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文
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□ニ -7 

426 

五
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゜
.''' 呼"

J'ig. 71 SD0t7溝出土遺物（須恵;s.土0酎1:1)(I/ 4) 

(2)溝出土遺物
~ 

S0017溝出土遺物 (Fig.71) 

迫物は，清裡土の主に上府から出..l:している．

須恵器は杯笠 (418~420),杯身 (421~423),~ 百杯 (424),

憩 (426).甕 (425),搬 (427),± 師若は高杯 (428• 429)が

出土した。

？ 
CID 432 

。
431 
)Oan 

San 

l'ig. 72 SD018溝出上泣物
（須忍岱 ・鉄器 ，玉類）
(4301:1/4, 431・4321i1/2) 

S0018溝出土遺物 (Fig.72) 

遠物は．須恵紐姦杯 (430),鉄銭 (431),玉類 (432)が出土した．
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＂小結

N 小 結

猿嶽C・D迅跡では総数22基の古項を検出した。これら古墳群の内部主体の多く は，石棺系石

室と竪穴系横口式石室であふ 全体的に迫存状況が悪く ，判別の困難な ものが多 く存在してお

り，また， m土迫物も少なく課起が残るが， 5世紀前半から 6世紀中頃まで比較的絹絞して構

築されたものと考えられる．殆どの古墳が大きく破壊を受けており，令体的に種々の要索を把

姐できたものは無く ，特に石室のうちその上部摺造の全体的把還が可能なものは極めて少ない

ために石至の形態分類，変遷過程等は詳細に検討していないが，これらは猿嶽古墳群中におい

てその初期的形成段階をよく示すものであり，多くの面において庶要な位置を占めるものと考

えられる。今後良好な類例の増加を待って検討を加えていきたい。

Tab. 3 古墳時代土輝器 ・須恵呂観窟よ

樹召書り
り1土鳩点 ＂類 法 11... 形四 ・劉贅専 の特徴 色ヨ 煉JG:

m観n
迅言奮9 臼樋 写JIIII魯り

38 STOOi 珀夏召 農え011:1《.l天!~illli. . 回転へうケズリを麓す．
茶灰色 抒逼

67-11518 ， 冨迅 杯遁 l!Ui:1:3.1 n@部内面に沈線布り． 92-2碑

STOOi 須l!l&9ぇu{t:ll.1
天j~ftりから体戴上半郁にかけて. li!II<ヘラケズリ を馳す．

87・11513 
体撼と日U氾の攪および口8氣内面にかけて沈線を打す． 灰 R色 行通

10 冨迅 杯資 !IIB日：り
砂位を含む． ”•細

STOOi 紺巴己 D!l:Ol.£1 天井部からヽ j;謬にかけてfiil転へうケズリを編す．
質灰色 艮ll

81-ll:3<3 

II 砿辺 杯董 &ll:1.、n唇部内函9こ沈線をtiする.1l':3 .. ~i後の砂粒を含む． 92-2020 

STOOi 瑣患呂 員 n1t:1?.6天井部から体筍上半醤1にかけて凪丘へうケズ>Iを襄ず．
灰 色 a好 81-!!344 

12 硲迅 杯董 IIIIS区：3.S 径2-3ーの砂拉を多く含む．

STOOi 引患8覆えU[t:ll.t 天井紐uへう切鴫し後固伝へ9ケズリを峰す．
灰 色胄遍

lrl・ll639 

13 猛逍・ 杯葺 611:J.9 内,r,にへ9記<J-:fiり．狂1-2一の砂位を含む． 況—加9

STOOi 匹 6置ぇDfl,'.11.S天1,部はFILL伝ヘラケズリを玲す．ヘラ紀↓；布り．
灰昂色 抒遍

81・11512 

14 硲ill 杯滋 &11:J.S 砂位を含む． 92-2035 

STOOi 引l!l!S111!'.l!.IS 天井部は，阿伝へうケズ,,後ナテ真聾を庫す．
灰 e, an 

rl-ll3"l 

15 硲辺 杯肇 Z.11:l.! へう記分布＇）．砂泣をわずかに含む． 92-2018 

STOOl 須烹石 D!!:ll.l 天井細は回転ヘラケズ＇）を籟し． へう記サを打す．
灰 色 R奸

61-11342 

16 悩辺 杯汲` &:::3. ヽ 92-2019 

STOOi 須=i~
璽元n11:1u 応部lti.J転ヘラケズ•JI紀ヽケ,. 内面にヘラ紀,,.,,,.

87・11564 
絞存lit.:ヽ,I 灰 色 Atl

＂ 
益辺 杯9

.tJ:iM:1.1 
92-2047 

STOOi 青[!l!'G
裏え1』!!:U,i屁郎l~liiJ転ヘラケズリ．に」：9鴨,~は1れ暑i{(Iこ立ちあがる．

57-11348 

18 硲迅 杯勾
§:l:l,9 I I • 欠JJI・経 I •前後の紗れを合む． 灰 ~, 色 1111-

” u, は：1.15 

貴元U!i:ll.S
近部は同伝ヘラケ:(1),1料部はユピナデ．馳上小に往 l•伐皮 内illi:

STOOi l/ill召
Sll:3.1 

の砂位を多く含t,, 灰臼色
Alf 

~-11349 
19 硲迅 杯＂ 外面： 況・202'

u, 悶：l.ll 
灰色
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猿iac • D遺跡

惰紐IJH喜り1出上遠心
樟傾

w a .. 形態 ・躙翌，，，の特徴 色潤 煉成
閲割"

呂ほ 写引〇書じ

埠 STOOi 須患5
鼠えOll:10.1全体にナテ賞益がみら1tる．

87-11氾I
llO・G日：3.5 一部残存． 灰白色 舒辻

” 
岱這 ＇不9

.Ul畠：II 
92-20・10 

011:u., 
庄部～体駕にかけてB転ヘラケズ'J. 1-3aaの砂拉を含!t.内illi:

STOOi 瑣患巳
i:i'.3.6 

I /2欠in.立ら.t•) 艦は Ill:垂“に立ち」ゴがる． 灰 色
抒函

87-11ヽ06

21 藝ill 杯身
皇9郎：u 

外iii: 92-2030 

灰臼色

STOOi 須息S
覆 r.ff:11S 底縁は阿転ヘラケズ•)を緯す．

22 硲這 1m 
H旺ヽ ：u 一饗欠損． 111灰色 許る 87・11匹
辻9鳥~;11

STOOi 須患8
011・11., 底忽11回転ヘラケス．，)を擁す．

87-1!5(3 

23 編近 杯身
る1!1:1.1 茶褐色 抒迅

92-2い？
は 9ヽa:11

STOOi 須恩lS
n!l:U.3 旺謡fjM転ヘラケズリを嫁す．

87・11お5

i • liii!! 杯勾
&~:u 灰 色且If92-~6 
li-91~:0. お

STOOi 須＄呂
覆ぇoa:l!.t旺郎は同転へうケズ＇）を篇し ．ヘラ記”布り．

87 ll551 
25 猛這 杯9

a~:1.、 砂粒を多く含む． ＇’灰色 n計
況•四5

:Ui、~:os

D!!:11.』
とU鵠u回転へうケズ,,を絢す．へう紀号打＇） ． 内llli:

STOOi 瑣夏召
511:J.35 

狂2-3-の砂位を多く含む． 灰色
良II-

幻ーll:W7
26 lo.ill 杯り

tUR:U 
濱87•11況と代合． 外illi: 92・2015 

灰白色

an: 11.S 
ば郎-II<昴下平郷にかけて回転へ9ケズ'}, 内面：

S-1、001須恵笞
U:3.31 

1/4欠損．程 l-3-の砂位を含(t. 灰沢色
rin 

81-11346 

” 社這 杯9
以flll:t.1

外面 ： 92 2022 

沃白色

STOOi 環患5
員 011:118庄部はr,mヘラケズリを篇す．砂位を含,:,,

ね 区辺 杯h
Gll:37 沃白 色 署込 87-11541 
U!ili:•.1 

STOOi 須息S
011:11. ぉ 底印は囲転ヘラケズ，)を崖す．

81-11お3
29 嘉這 UII 

s~ :u 底部から体部の一部にかけて．ヘラtt"}有,,.砂はを多く含 灰 色良If
92・2044 

“り畠a:0.1 む．

STOOi 頑思5
Oft:10.1 全体にナデ潟驚がみられる．

87 11お7
30 喜ill 杯h

Glll:3!6 庇郵にへうi<!-<:·11•) . Iり1灰色 n好
92・ 邸 8

.tlり量．“

STOOi 須屯l.l
n覆え往：s.s 圧慾I:へり切り讐し未躙陪．

87-11551 

31 猛氾 11'4 
Sttli:1:3.0 貨灰色 R好

92・ 切13
iJ:り畠~:O.I

STOOi 絹芝召 ar.u11:n 匹郷へ9ケズ,,.
灰 色停過 87-11415 

32 溢迅 茄郎 員紐；IOI 1董1-2-の砂位を含む．

S1'001 瑣患召 覆元Olt:IHつまみ付さ．天JP繹9こカキ，，．
灰"色 不良

切・11345
33 硲辺 J!ljl'{, 董 G:l:J.5 0は節は，やや内洲する． 位→切I

$1'001 珀怠S
lllf四 ：2.2 

杯庇郎一鵬上位にかけてカキJ.
灰褐色 All 

“ /.:iii! 窃杯 全体にヨコナテ．
37-11552 
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~t&書サ
出.l:Jl!l./.1種類 法址o fJ I! . 箕只等の l~徴 色溝 炉瓜

● lll~n 
這柑奮り 笞植 ,;n匹が｝

38 STOOi 瑣息呂
体彗に2朱の沈凶および直文．

llri-llll: ヽ.3 杯必缶およびOONlにカキ/, 獨llllこ一段三方の透し． 灰 色 1f過 87•1Ul8 
35 〇這 店杯

往 1-3-の砂校を含む．

STOOi 窃杯
“仔&11:1,t

杯屁紀のみ3/4残{j,.
灰 色舒遍 8?-116-13 

36 ~ill 刃患U ヘラケズ,,.カキ，，．ヘラ紀',}あ •J.

STOOt r.-lU n匹~:11.1
杯鄭欠1/1.鰤llllは且皇12段2}j透し．

”体応中央と綱陪況に各2条ずつの沈線． 灰 色良IfSHI細
37 S這 須恩む 冒紺l!l:JC.3

径lu程度のむ拉を合(t.

39 STOOi 須息U
nu:,i.o 杯霜のn給llllと体螂の1/!I:沈線，9←~l.l::IJC: カキメ後llltA文． 87-11352 

S/l:1u 囀•I•央部に 3条の汰線．”邸にへう記笠あ•) . 灰 色 Mr87-11•16 
38 藉這 江杯

舅羅置祖：11.0 径2-luの砂9立を令lt, 92・2ll6 

STOOi 須巴む
Illえu11:11.1匹鑢にカキメ，紺休伍l決に沈1!11条..t:・r-分にシボ＇）叙．

87-IIS.1~ 
39 砧迅 硲杯

5召：JU 灰 色 Jltf
92-2117 

日黒糾：I.I 

＂ぇoa:u.sl祖郷はへ9ヶ;(IJ,111/111こシポリ虹． 立上り罰Ii内傾~1!1:1こ

STOOi 鑽患召 a11:1.o 立ら上がる．紗拉を含む．
灰褐色 R奸

87-11お6

40 ,4'汎 窃杯 ll911:l.l 92-2128 

“四：108 

STOOi 絹患る 履え0程：111 閃紀に衡Ii被状文．副都に膚債文あり．庭茄から胴下半部にか
If訳色 a11 87-11.355 

41 区辺 迎 ~l!l:li,ll けてhii転ヘラケズ ,,.穿ILが）．

n籍惚には筍屈Ill.~文．沈総1条． 内面 ：

STOOi 須患お Ull:1l2 11t瓢1こは沈線2条とヘラ紀”あ'I. 灰色
且奸 87-11蕊

42 益這 迎 籟aa11:ヽ.l往 luiJI後の砂位を多く含tt. 外illi:

灰燻色

STOOi 須患石
llff6已：u 

口緑瓢～罰畠次損．馴聾の1iぼ全葎1こカキ.1.
灰褐色 R奸 87-11354 

43 塁遺 ;.! 庭郵u.ヘラケズ •l 後カキ，， ， 往 1-前後の砂粒を含fJ.

STOOi 須患8
UH:li<l 

ロU譲欠m.""''が桟存する．往 1-2.. の砂位を含む．
灰 色 R奸 87-11356 •• ;))JI ~ll 

全fl'<乃約2/3が残存．窮1111上↑分はカキ人下キ分ー出欝IIこ

STOOi 碩息召 畏えUll:149かけては,11!'(·1'1 文9 クキ後カキ ,1• 尉郷内面下・r-分ー底郡は
灰 n色 Jllf 

87-11碑

45 こ這 簸原誓 8召：216 l口IC・円文の??キ． 92-2紀1

砂を含む．
I 

40 $TOOi 須思SIllえn11:u.,
天Jr1111よ固 9云ヘラケズリを轟す．体部と Jl~霜のl)!!こ沈線あ

87-11514 
り.aは綿11,外反気昧に下方へ髯びる． 灰 色仔通

46 前庭郎 II辺 A砕11:1.;
砂を含tr.

92-2037 

天）t-15は．欠り1のた1f)苫J,!:r,哨．体詞上半部に旧転ヘラケズ'I

STOOi 須l!!S覆 na:11.sを籍す．
灰m色 舒遍 87-11515 

” 飢旺IIJJ 9双 !lG~ll : l.O (la謁と1l綽郎の次にり；紺あり．ひ粒七介む．

ロU約は外反ら""に・ド万へ廷びる．

天）ド記r:,的にへうケズリを漑す． 内i籠：

STOOi 須忠5am:11.0 ロu応内v,;,こ沈紛あり.(J.J-3一の砂llを含む． 灰色
舒迅

87-11410 

48 llliJill郎 ,~ 這 Sll:u 外藷 ： 92-2034 

灰褐色

STOOi 瑣忠召 Dfl:!3.3 
'>iJt-t.lli. ~lfi: ヘうケズリを誇し．へうJi!<;あり ．

87-!1•09 
nu缶内illiにばヽ 沈ヽ線あり． 灰m色 ll'ili 

49 罰庭郎 杯笠 召ll:3.1
往 I- ◄ 匹の砂粒を多く含み．内面にス也あ').

92-2033 
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猿級C・D辺蹄

鼻~,~
Ill』；地点 H顕I!l,J,lm 形懇．渭笠寺の特徴 I色ユ

燎成
t,tllll., 

.;111~ 石 U '1-AUU書9

天井郎欠in.ヨコナチを籍す． 内,n,:
40 STOOi 瑣巴呂 責え11t1:ll.S砂詑を合む． 茶lJi色

抒泊 !,I 11516 
50 iFi紅螂 ＂洩｝ lllfBr.:2.1 外ir,r:

灰 ti色

STOOi 捐患名 Ulf:13 0 
Ji.Jfll!l:1阿Iえへうケズリを篇し．へう;:.:•}あり．

87-11,1億

51 IToi~S 杯輩 Gll:l.15 
11H郷内面に浅い沈線あり． 灰困色 行込

笠—細
l治 1-•-の砂位を多く含む. ~ 泡あ•).

STOOi 碩患石 貫ぇa11.cい
天井記から．体鉱」・・半郎を欠IA• .1l望ィ渭1.

52 
前底郎 ,i,. ≪I渇日：3.1 

体郷下半邸u,@転ヘラケズ＇）を庫ず． 灰褐色 杵場 87-115<0 

nlj応ははば垂i/¥1:FJ; ヘ廷びる．

5J 
STOOi I只患召 $i:llll:121 

前 庭 郡 杯 董 llYるi;;:u

全体にヨコナテを籍ず．砂位を含む．
荼臼色 将遍 87・US63 

S4 
STOOi 碩忠S旺H!l:l!.、仝体・1こヨコナチを液ず．砂位を含む．

＂灰 B色 晋 87 115-14 
前応罰It石溢 a店がl,t

ぉ
STOOi 絹患a凡i:Pff!ll.!令wにヨコナチを算す.tl2一前後の砂位を含む．

灰褐 色 抒遍 87-!!S.15 
前庭郡 杯温 ~/1'も111:i.o

STOOi 煩患己
紅 DUJI.、庄郎欠Ill(-郎残）一体駕下半紐に1,11云ヘラケズ,,. 

％ 
li1応郎 杯＂

長1151.1:31 .¥l'.l..')聟11やや内傾して立上がる． 灰白色 -1¥<i!l 87・11528 

tlり111:u

STOOi 瑣患己
員えOlf:1).0lf: 舟1下・r-分ー底悶IIこかけて欠損．父什郡に沈線？

57 
眉紅祁 杯g

Kfr.Gll:2.5 立り賽は内傾~\ti:に立上がる． 灰 t'l色 咎` 87-11525 

n.,n:u 

STOOi Jfi怠B
U{f: l!,0 狂郎一体園・r半分にか,,て Vol転へうケズ •J.

濾
tiilt祁 杯れ

ii::u 立上り邸は内傾fil味に立上がる． 灰 色賛迅 !rl-11<位

:u•1.:1:11 径 1-s.. のも位を介む．

STOOL 絹患8
U[!: II? 底祁一体加にかけて配伝へ9ケズ,,.内面にへう記号あ').

trl-11401 
59 ei.:u 兄い）部は．やや内傾する．内傾“味に,Ll:がる． 灰 色普ill

用紅記 杯h
!'J.911111.1 往J-3一の砂

92-2025 

STOOi 閉巴召
fl!l:ll.l “部ll~l♦云へ9ケズ,,.受け切に沈線？

87-ll<IXl 
60 

前趾儒 杯9
~11 ,1., ,r. 上'I部は内傾して．聾,Iiiこ立ち上る． 灰臼色 1¥'i!i 

92-2027 
U、v111:10 抒 1~3nの砂校を含(/.

STOOi 釘巴石
n11:11.s 必芯～体閑1下・r-分にかけてr.. 1, 云ヘラケズ,,.

l17-1141)1 
61 

繭紅響 杯ク
&lll:1.1 ,tJ-. り祁ll,は11罰道に立ら」：る． 灰褐色 停追

9'M028 
辻り,~:09 tU-3一の砂いを含む．

STOOi 碩也る
1111:11 8 駁応はl'illlへ9ケズ •I (一体船ド1r-分）， :l/lti!lに沈線？

切-!!405
62 

前胚糟！ 杯り
z;a:11 .¥l:.Lり綿は内ば1¥味に立ら.1.る. 灰褐色 舒迅

t.1:9畠~=ai t治1~3mの砂uを含む．
92-加 9

STOOi 項患石
N,:011:133 氏信欠りI,立上り応はllほ差直．

6J 
前比閲 U:4 

a1,z.e;:u 全体にヨコナテ． 灰 !f.¥色 抒遍 87-115刀

Uり訟：II 

STOOi 頚恵后
a!l:11.3 既置一休綿ドキ分にかけてや1伝ヘラケズ,,.

81心1urn

“ 1,mt.11 Ull 
邸：u 体淳にヘラよりあ，)．焼成痔の性により歪み．（粘笈形） 灰 色 jl'jjl

92•2031 
牡u~:1~ 程 I-Juの紗Itを合む．＇え影ぶ．

STOOi 須必S
gえ11![:12'庇沈欠損．交it/Qllこ沈紘？

“ Mi£ 部 Utt 
116&/::?.I ,・r. I・'I Inは．内l!l~W<に 1r.ち~-る． 灰 色怜る 87-11認2

u111::11 
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舅け書9
Ill土婚点

種 Ill
法 Qco 形態・コ聞序の杓箇 e潤 況成

u~ 匹糾

lllll/ 岱植 ,n匹が；

心 STOOi 煩鼠石
紅 U程：IU 応岱欠11し

u,jl]駕 杯身
11as11:1.o Y」,•>部はやや内傾する． 灰JI!(!,件遍 87•U521 

66 
.UV髯 ：1.0 

STOOi 摂患a
9ぇna:iu氏郡久111,全体にナチ及びヨコナチ．

67 
酎i旺響 杯身

!lf,&11:2.l 、~J-.•I部は内傾後に立ら.lる. 沃 色怜五 1!1-ll露

Uりに：1.0 

STOOi 碩患召
紅1111 : 11 .◄ 底祁は回伝ヘラケズリ.w綿外弧ー内面にかけてヨつナデ．

87-11519 
邸

前庭置 杯勾
l!~Zill:2.5 立り部は勇訳にtちJ:る． 茶灰色 界逼

92・2039 
llり紐：O.! 

STOOi 刃＄召
胃元n径：i0,7 底饂欠m.全体にヨコナテ．

69 111,i;":2.5 立1:•1m,u, 内傾後墾直に,r.ち」；る． 灰 色 普“ f{/-11蝠
酎趾澪 杯h

u』髯：u

STOOi 閉豆召
覆えn1t:io.&庇儒欠IJl.全体1:ヨコナヂ．

10 Ill渇~:2.1 立 I! ぼ亜ボに立ちJ:.る． 茶灰色 杵函 1!1-11謡
前駁露 杯勾

紅り冨~:0.1

STOOi 瑣夏召
貴元111t:1u 底証幻II.全体にヨ コナ・r.受It祁に沈訟？

71 町渇呂：2.0 、~-I: ')邸JJややI~栢する． 灰 tr色 jt,,i 印-11520
前庭乞 杯8

.i:l.?1/l:OJ 

STOOi 須也ll
II幻収：IU “部欠Ill,全体にヨ コナテ．受け郊に沈院？あり．

72 
崩出澪 杯9

lill&:1:2.1 立上り即l!~i悶する． 灰褐 色 抒遍 81-11却

吐91111:C.I

STOOi 絹患召
胄元ua:11.、駐祁欠m.全体にヨコナテ．

73 111,z;r.:u 立上＇）船はl'i閲して立ち上る． 灰 色 押迅 87-11ぶり
前庭乞 杯り

紅 01111:0.1

$TOOi 引氾Z
員えlltl.:IU 立り邸は内傾して外反する．

74 llffli召;2.3 荼灰色 仔油 87-11535 
;;; 厄鵠 杯勾

u,11:1:01 

STOOi 須氾召
賢えOff!9.ti 体郎外曲-1勺涌1こかけてヨコナデ．

75 
涌庭悪 r,i:u 

111,1沿：1.2 :it.I: ヽ）帥は．内傾する． 灰茶 色 'If.iii 印 JJ523

tiY&a:0.1 

＂えUff.:11.lた影であるが．煉成由の熱による歪みk.

41 STOOi 捐出a~:.: 10 粕J:• I心往 1-J.. の砂IH含む．
灰褐 色 将追

87・11411 

76 9日庭筍 硲杯 f.ltlば：O.fi 92-2125 

II蔦糾け：8.9 

11:.nr1:11.s 杯郎l''t・分および.,,,洟知1こカキ,,_

” 
STOOi 糾迅召 Sll:36$ ,tl: •J filll . I~ 傾後.ol'.ち上る．

灰 色 fU!
87-11351 

,rill! 部 ば杯 虹9書：Ill 托2-3~の砂位を含IJ, 92 rn2 

IHl:1`゚
tl[f.:11., 杯ば怖ヘラケズ •J . Will聟1こカ キ;.

78 
STOOi 11~z; E呂：9.2S if_l: り/1:111-'!lli後lj1i/(にヽ tち上る． 灰出 色

代油
87-11413 

9日庭紺 ;,::; 杯 u, 以 ：1.t If.I -Saの紗位を含tJ. 灰 h色 92-2127 

舅“昨 ：11.l 

II往：II.I 1m~11ヘ ラ，，ズ,,. 1111忠I:煉成·~の,.~による4み)<,

7'J 
STOOi Ill坦石 8ぢ：9.5 •YJ: り芯は．内州後竜祖ぶ，.［ち I;る．

灰 色 停祉
87-11ヽ12

,i,~/il ~!{' u, 此 ：tt. lf.1-3一の紗8をfoll・ 92-2126 

・員副ij.:9.!
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校磁C・D近跡

1111玲
I~I位々

櫨俎
泣鼠"' 彩想・潟笠字の,.,徴 色コ 煉1!1.

11割頂I*

~H'I 28  写Allli書サ

“ $TOOi 須呂 JlqBJI: ヽ.5 杯体仰ヘラケズ1/.底鉛カキ.1.
灰茶色 良IJ87・11350 

80 前庭印 石杯 II葛昂a:s.s 杯祁内趾および閾祁内外函ヨコナデ．

81 
STOOi 瑣9!1:1員え011:gs 闘鵠欠m.体紀に沈瓜

灰 色署泊
87-11539 

Iii庭祁 窃杯 がiu:2.1 n釉自IU外反しながらヒりへのびる． 92-20<1 

STOOi 須患召 覆えoa:11.c
紐ヨコナデ．“部欠IA,必謡内面にへう記qあり．

82 
内紹忠 石杯 U引邸：2.9 

01ゑ部jj外反しながら上方へのびる． 剛沃色 良好 87・11546 
往2呻前後の砂位を含む．

STOOi 須患ll
gぇca:01罰部欠損.oは祁にIH条の沈線頸部は 1条の沈級と 2傷の襴

83 涵“郭 厄
Ill渇ll:l❖.5 ほ波状文．尉罵全体にカキメ. C&li邸欠慎） Ji1部と綱部の崚に 灰 色 )Hf87-11滋

＂心紐： I.I IJ, カキメ後摘憤列点文．

STOOi 須患石 Illえ011:1.0
胴讚11'半分一底111lにかけて欠血馴鄭カキ~-

84 n籍一頸郷外illi.lH配内孤ヨコナテ． 灰 色 良ti87-115'7 
lilrf郎 ほ預溢 lifi5J::3.7 

往Ioo粒度の砂れを含t,.

STOOi 碩息5Dll:6ヽ
口籍苺はやや外反して上方に基びる。 ll~芯Iiカキメと膚ほ汝

81-11414 
お

In庭郎 提瓶 印 ：u.s 
状文を 2皮籍す． 灰熱 色 H 

92・211S 
体部令面にカキメを轟L.煉成後中央椰を扶ぬ<.

STOOi 須恩S1111:s, 
ロll郵には. 2条のYと線および囮5波状文．

87-11印
狐

前騒茄 畑 5召'lt.t
把手の一方1;,欠Iii.f,f: を畑i面にカキメ． 灰m色 件迅

02-2118 
往 1-2-の砂11をわずかに含ts.

'l<JI晨心~,転へうケズ＇）を樟す． 内面 ：

87 
STOOi 瑣憲石 DH:JU no儒に汲1ヽ沈線をしつ．砂位を含む． ＂茶色

＇遍
87•1120S 

,n丘 匹 il.l:U 外mi: ”’一切16

灰 n色

li!I転へうケズ •J. ll綽郎欠m. 内面 ：

s1・001 項患召 項薦にヘラ紀分あ '}.径 l-3u(I)砂位を含む． ＃茶色
88 

墳丘 杯董 桟仔1111:1., 外面；
件遍 匂-11221

渭荼色

STOOi 姐mu
＂ぇP!!:ll.l ロll請のみ残存． 話がI•にわずかに砂位を含む．

89 
IQJi: 杯勾

校存~ll:l.2 灰〇色 虹 lfl-1!531 

nvsa:1.0 

S1'001 瑣乞召
＂えUff'.ll.S成謬欠m.令体9こヨコナヤ．

90 
l!¥li: 杯8

ltf/S!l:2.3 受け郎に沈紘？ 立.t.11茎は．内傾してヽtらJ;.t., 灰 色抒ill87-1153'2 
ilOilll:o.l 

STOOi 須患8
置え011.:11.6 '"'謂～狂郎にかけて欠m.全体に3コナデ．

91 
墳た 杯り

llli匹：17 受け部に沈繰? 11'. 上り鑢は内ffl!i¥昧に立ち上る． 灰出色 ll'ili 87-11533 

立9尉：01 

STOOi 須患；；
覆えoa:u.1体紐 1・ir-分-Iii郎にかけて欠m.全体にヨコナt',

92 
in丘 杯9

~li'Gll:iz 立上り郎は.I~ 付する． 渭灰色 仔通 87 IJSお

紅 9昌：1.7 

ott:23.6 
mt郎 1/3.嗣郎 1/6を欠Ill.貼 t•l•Iこ程 1-<mの紐紗を

42 STOOi 須患笞 含t,.
93 悶情藷6 甕

悶：II.! 
外甜は伶・f-llffキ後カキ;,I'!鍼は同心ド1文のタクキ潤空を

灰 色良好 92-759 
尉叫：C.I 

籍す．

STOOl 須坦石
Dll'.lll.l 01-llll/3. 馴お l/2を欠UI.狛,... 中に径 1-ヽ 一の砂泣を

94 
糾iiti..i 甕

~l'l:U.S 令u. 灰 色良If92-761 

＂血 ij:111外,IiiにIH•nク 9 キ後カキメ，内凸は li\J1:•Pl文ク 9 キを滋す．
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悧召6号
1~·1· 神9

憧 M
法 1,1.. 影想 ・ユ笈子の特徴 色 Z 煉成

rll!~llll畠8

紐·~ む U 引I匹苔り

” 
STOOi j;Jヽぉ

nl!:9.l! r.~ 詞および綱高外面はヘラミガキ．
碍茶色 87• U2U 

95 喰丘及な 布杯
Dl$:1.2 叫紅部内.,:,,コナデ．鯛馳内曲はへ,.,.ズ .,.

ふ色鼠料
抒辿

92・2119 
・日：6.1 杯祁および11i1お外R,iにり，ふ色紙n.

＇ 
％ 

STOOL 土9酎5
II存111:1u

IJIJ(部にカキ，，．
橙茶色 曹遥

87-11217 
t血 応杯 杯Ill!,輝隋応火IU, 92・2057 

97 
STOOi :t!IJ召

!t/1-Gll:i.! 
屁惰1はヘラケズリ．

褐 色只好 87-11$58 
lit≪ 輩 頸郡に帖土筏合1あり．

天片響はliillicヘうケズ.,.~観と n紐部の現．およびan臼訥 内面：

“ ST珈 須息己 霞ぇ011:1ヽ.2面に沈線をもっ． 茶褐色
lfiiii 

s1 n磁

103 (No.O (I這 8日；'1 径1-2-の砂9立を含む． 外孤： 9M砥

靖灰色

ST002 碩思呂 紅呪：u~ 
天1t1.Jr:厄lfiヘラケズ11.DOlllll勺面に投い沈線をもつ．

87•11629 
104 

(No.,I) Uili. 石;c;:3.1
往 I-Zooの砂拉を合(J. 灰 色件逼

92・ 碑ロ1ゑ部は．外反畑1こ`ド方へ延びる．

犬j~ilBl2 . ヘラケズ1/復憎オサ工． 内illi:

105 
ST002 絹患Zn11:1u 明灰色

訊
町-11237

(No.3) 杯汲 &~:3.9 外面： 92 2004 
,w灰色

ST002 閉夏口
na:11.1 狂郎1i回伝へうケズ'/,l'li'l霜fj内傾後立ち上がる．

87-11四
106 

西側 (f~ 5召：＂ 径 1-3一の砂位を含む． 茶褐色 仔迅
9'.!-2006 

tlt墨ぶ11

ST002 組患口
覆 Dll:1!ヽ 13:llllは回転ヘラケズリ．立上り郎Ii内傾ずる．

107 
(No.I) ff.Po 

511: ヽ .s 径1-2一の砂位を含む． 灰 色管遍 87-11630 
U!I』：Ill 

底邸は．ヘラり）重し．未調貶． 内i籠：

108 
s1・002 須恵8 立」；りお欠!JI. 1~ 灰色 やや

87-ll221 
(No. I) 杯身 lllf&~:u 外illi: ,f,.Q 

博茶色

ST002 絹患石 Off:Si 体駕1"面に同心円のカキメを紺す．
109 閾i!l紅 提庄 lln&l/i:11,! 顕紀には．膚儘文．

灰 色秤遍 幻-11631

I 

45 ST003 頚恵石
fl§ る:s:u.i

口は鵠およびll闇を欠lll.lH駕1こ粕紺文．
Iii n色 抒過 &7-11653 

110 夏償疋濃 ll頸:i

＂慮」 :'f.'-IJ1/4, t'£ 怠 l/3のみが残存．全体にヨコナテ油 内面：

LLL 
ST003 瑣ゑ.. 

旺51$:IU
JI. !!.I茶色

曹ふ 印ー1165'
裏11月濤 平瓶 祐土•1•に駈1砂を合(J. 外面：

灰 色

n呻欠Ill, 内olii:

112 
SI、003珀¥l!l:'i

111/.&tl:i~.l 
訊色

行祉 87-11匹
買●閏慎 泡 外ヽ ,:

雷憂褐色

ST003 
絹息召 011: [011 

□ l•JJIー信幻11. 罰郎と馴割に昂,.波札文.u郎とm迄の1/!に
87-1132ヽ

113 l~f~l'i員 枕編—•采． 灰 色 停`
No. 2 

泡 &~: 11.61 92 2120 

STOOJ 
絹應8籠 n11:1s.s

尉属外,ro1~窪十日タクキ．内面1北il•t•fll文の??キ溝梵.Ji[lii
11, mりi胄

安 11:i:14岱
には田は波状文を給す．約l/2が残If.. 灰 色 If.ii87-11臨

畠褐M

335-



猿殺C・D辺舒

附i•~
出埠A

毬類
法!~... 影 II!.JI! 笠守の特徴 色臼 燎皮

璽喜.QR書付

加がい 岱樟 'I'll!!~ 書S

46 ST003 
土鯰已 覆 na:u.3

径 1-2.. の砂粒を多l,11こ含み．やや哀い．

IIS ＂直 H傭
杯 t!t,Gt::u 

l:J茶色 9過 町・11651
No, I 

ST003 m召 n11:1s.1 
径 l~2一砂！立を多炊に含み．やや棺い．

116 以情ri!II
杯 &1$: ヽ.,

胄茶褐色 舒近 l!!l・U6SO 
No. 3 

ST003 
:J:lfli lllf:11.0 

はほ完彰．
81•U636 

117 日漏洒Ill
杯 1.11:s.s 

径 1-2一の砂を多蟻に合み．やや斃い． 茶褐色 芹遍
92 2008 

No. 3 

S1'003 
:t印己 a往：10.1 

は,:交彩．外illilかヽ ケIJ,ni≪ 部～内囮体駕Itヨコ＋デ.fl}褐
87・11637 

118 
月~i!i●

杯 gぢ：u 
は不定方向のナテ潟呟．楕 r-Zoolf)紗れを多く含む． 博茶色 普“ 97.・2009 

No. 5 

ST003 
土niis霞xo1i:1i.;

約 1/2が残＂しており．約 ：t•I• に1-2一の砂位を含む．内
ff/-11磁

119 貰~Ii償
杯 si::, 品

外面としやや奇託しているが．内面へうミガキ．外面へ9ケズ 灰摂色 1浪
92-2007 

No, 6 'I後ヘラミガキ．外iii庇紀はナ，，，後へ9ミガキ渭監を行う．

ST003 
土r,i:;Pij:tU 

径 I-2 一の砂泣を多,~,こ含みやや聖い．全体の約4/5 l)<IJ! 
87-11649 

120 邸~1!111 存する．外面はヘラケズリ， nt.閥-内面体祁にかけてヨつナ 茶褐色 怜iii
No.6 “ 

~ll:s.9 
デし， K泊記は不定方向のナテ潤整をtrぅ．

92-2010 

ST姻 土傾尽
!名!Iiiおよび紬褐部を欠積L.試体郎の約 I/2が残存する．

121 
M漬 応9石

a1J邸 ,12.1杯部との債令賓が111瞭に残る．外面1がヽケメ笠益をIiい．内~, 茶褐色 普遍 87-11633 
にはシ＊＇｝訳あり．

S1'003 よ召
杯溶および閾彫l111を欠Illし．鱒体郎の約 I/2が”存する．

122 
II.I~ 応杯

KHa:1121 外illi11ヽヽケ，，依ナデ．内,,ii.Iへうケズリである． 』紅:•I心径 l 愕茶色 停泊 87-11邸
-2 .. の砂位を含む．

ST003 
・I葺石 Illえ111!:?U

J11却を欠Ill.杯約のみ 1/2が残I/.する.!(;.tヽ,.,こ穫 l-3•

m 叩 l!I
r.s杯 artill:12.l 

の砂粒を含む．外t,iへうミガキ．内illitlは郡ナデ.r村諮から出 茶 色糟遍 87-11332 
No. 8 郭1こかけてナテ讀立を行う ．

ST003 
土LFGJ!!Of;/l:ts 

ff撼および底母聟の一郎を欠り1する.Iかt•I心程 I -2一の紗
87-11635 

m 臼償百胄
応1.. 舅員酎1:1ヽ，3

餃を介む．閲駕内外涵としへうケズ'/.II褐郎は内外iiiといこ 茶褐色 抒遍
9M臨

No.4 ョコナテ潟¢を行う．

48 ST004 .t繕召 1111:1s 2 約 I/3 を欠U几．船土•I•に1羞1-3-の紗IH含tt.内iii-外
藷荼色 抒込 印'-11磁

1お 日罵闘渭 杯 5呂：M 繭体祁はナテ，外iflill:祁はヘラケズリ四聾を行う．

ST004 
上傾日 ＂ぇ utt:lt.i

約 1/5が残什し｀枯t中に馴砂を含む．内面～外;n;11i.割に

127 Ill偽1'1111 かけてナテ後ヘラミガキ．外証体心はへうケズ,,後ヘラ ミガ 茶褐色 拌込 S・11638
!!!~t中

杯 z;11:s.• 
キ.I.'. 郎はヘラミガキ後ヽ ,,,,,,昂整をIiぅ．

約 l/3を欠Hit..!~.1:01• に 1-3.. の砂粒を含＂・ 内面：

128 
ST005 j・ぶfZI nrt:1a 外,,1ヘラミl1キ．内釦:m耗により不Ifill!, 博茶 色

杵辿 87•11紐
及採 If. D~:5.l 外1,i;

み・c茶色

!,"1'007 W.·ll'lillUliol転ヘラケズ リ で．項澪1こヘラ,le! ',} あ •1.111,:1: • I•に 1
49 

£安斤員
/II患E鼠 Uff:Jl.6•f渡の砂をわずかに合む。Wllil-111#.高にか,tてに内外,r,r

剛灰色 l'1.泊 87・11233
129 

'lli: 
杯偽 &f,1:3.5 ともヨコナデ.x.11,111J1'11rm ィ：定J;101のナデユ務を!rう．約 II 

4が残Iん

ST007 
ヘ9り）戴し~-,. xJP邸内鉗にへ1.\!') あり ．内~iはイ滋 1;,:.の 内直：

＂゚
£屯内償

鎖忠BII{え1111:12.0ナf',II心聞は内外，lfliと 1,3 コナチ潟れを Irぅ．的.l: •I•に砂位 ~I 灰色
11'-ili 8'/-1123-1 

哩I; “‘ 
ca:i.:t> を含む．約 I/2が残(;する． 外Iii:

l!J灰色
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剛` じ`t~ 士鴫立
植類

法 !,lea 形想・潤控序の特徴 色講 煉成
尉沿]RIり

紐 H 呂 U 写n匹I~

ST007 覆 1111:,.、
約 I/Zが残けし．狛J:中に h•程度の砂粒を含Ct.外iiliむ聟 内泊i:

49 須患8 はド1転へ9ケズ,,.uほ駕は内外面としヨコナ，，，，内iJilt蔀1:灰 n色
玄妥丙欝

杯身
i;:;:u 

不；；；1沖Iのナテ潟聾を行う． 外而 ：
抒遍 lrl-11硲

131 
＂止 紅 ,11:1.1

灰：n色

S1'007 瑣患召
璽 flll:11.1約 J/2が/Hi-し．船j;中に政細砂を含む．内m~郎は不定）i

132 
笠窟嗅土 ~~ 邪

5区：鵡.5 恥ナテ．内ili体澪ー外面庇即にかけてヨコナデ凶笠を行う． ti茶色 R好 lfl-11316 
E台11:u

ST007 
瑣氾石 l!llll!l".!S 

副侶のみ約1/6が残存し，肋上,1,にじ位と含む． 馴部I~往

133 玄畜Ill はJ,半部にある．ー瓢和II~-部分bあるが．令体にナデ遍口を 灰出色 抒“ 87-11248 

心
地 ”駄a:11.1

行う．

ST007 須忠呂 貫え011:21.,11は郎～町瓢1こかけての約 1/5が残（／する．狛J:小1こflI 
灰 !!l色 朽場 131-11323 

13-4 玄窪覆k 甕 I!! 渇11:u ～ヽ 一の紗Itを含む．

51 ST009 土石 紅 U!!:8.、 令体にナテ潤豆を行うが，内面ほ褐にはへ9状:r.具によるナチ
茶 色臀五

gi-11珈

148 l'lMlt潰 蘊 n~:10.s がみられる,'1!:l:中に程l-2=の砂位を含む．約2/3残u.. 92・2052 

52 STOlO 土“召 llii:1111.:u.t II悠外面は9ヽ ケ1:1.内面は不立方印の1•f'i諏聾．
茶 色 'It-iii

87・11306 
149 昂色土 汲 lilll:iS.l 仕土中に粍I-2匹の砂拉を含む.1/.J I /2! 知存． 92・2035 

53 STOI< 土US1111:11.0 
llllllは全体にん珠を帯びる.ll憲位大径iが1ヽ位にくる．

lrl-ll32S 
n箔～胚闇の外酋はヽヽケHによる躙笠釉-t小に11l紗を含(t.茶褐色 芹逼

151 日丘-I:東 盗 g(l:10,6; 
約 1/5を欠りI.

92・ 御

天IFlilll!liil転ヘラケズリ，口lillllと14'匂1およびllff部内面に浅 内,r,i:

お STOl6 絹召 011:n., い沈線を bつ.n絨部は外反~\昧1!1'1iへのびる． 玲灰色
杵迅

lfl-11卿

153 Ill褐紅 杯玉 i;:;:u1 程 1-4一の砂拉を多盈に合It.天井郡にヘラえ勺あ り． 外;r,;: 92・2071 
灰出色

154 S1'016 
絹巴呂 9え雌：!l.!5 k井部欠Ill.fl'祁1,,ド分阿転ヘラグズ,,.

灰出色 抒逼 l17-U610 
杯望 伐/iS:0:3」 ＂は部は， ド1;へIllさ気昧に延びる．

絹夏召 1111:11.6 
天井部は1••11云へ9 ケズ 'I, Ofl恙内面に伐い沈“をしつ．

frl-11603 
155 STOl6 

杯辺 li~:u 
n綽部はド方にややIllさながらのびる． 灰 色 ≪'iii92-2070 
程1-2一の砂位を含む．

瞑岱 ＂え1111:1?.1
天片部はl"l転へうケズリ. I勺illiXlffflllこへう記•>あ ,, .

156 STOl6 
杯玉 i;a:u 

nは部は外反~\昧に.F方へのびる． 沃 色 !!iii87・116116 
{ll -3一の砂位を含む．

157 ST016 
m~ 召 IIえ11rt:1l.l天·II'郎は同9云ヘラケズ •1. aは渾l~IJlt里;n:,こ下}jへのびる．

灰臼色 l¥'lli 印・11細
！繹 ltl/511:3., 細もを含c,.

158 STOl6 
碩祉Z員ii.II代：IU xmn郡が欠り1.ヘラ，氾サあり。

茶 氾 色 杵直 lfl•ll619 
杯辺 ttli邸：3.8 へう切り饉し、（あり• I治1-2.. の砂位を含む．

瑣恵呂 Ll!l,t!.1 
'li.lr郎はヘラ切.,雇し後．ヘラケズ,,.

87-11臨
159 ST016 x1r細から体祁」↑分にヘラ込サあ，}． · ~ 灰色

抒通
杯五 SIi: ヽ.I

程1-2.. の砂Rを含む．
笠・2072

項巳召 nrt: 11.t 
X! げ祁｛かII<ヘラ，，ズ,,.ji井部から体筍」；半分にかけてヘラ

87・11601 
160 ST016 .ic<>, il I -2,. の砂IH介む． 灰 色胄lll

杯直 Gll:l.9 
＂は闇は． ド方にやや1111(.11ぼた影．

笠-2068

161 STOI6 
!/llli召 襲えllft:IU;>;/t-高llM転へ9ヶズ•!. IO俎欠りI.へう記'}あり．

灰褐色 舒孤 87-llヽよ
杯溢 Ill湛1;:34 rrは忠はIll!さざみ｛こド・カヘのびる．

162 S1'016 
lllWl'i 員え11ft:11.7 N./1紐はMl云へ9ケズ ,,.約3/511/i-.

灰 色 良I(87-11432 
杯溢 •"'、.! n11<1国は．は1よ和（（にード方へ廷びる．砂位を含む．

-337-



荻滋C・D迫跨

鼻閃が｝
:llt讀点

種類
!r. 形氾 ・ 真 竪 等の符徴 色日1燎改

Uli駐惰S

ltH~ &Q  写Jll!II&~

55 
ST016 

血召 皇元116:12.0天・Jl'llllは日転へうケズルヘう£',,を一蕊のこす．
灰 n色 咎` 87-11609 

163 杯置 flli&l.l:3.8 天It,頂惚は欠Ill.程 1-2-の砂往を含む．

須患乙 Uil.:1%.J 
天井郎は旧転ヘラケズ,,.天tt-邸にはヘラ記サあり．

87-11431 
164 STOl6 n籍鄭1:1内消紐Iごf)jへ砥びる． 貿灰色 良11

杯蛋 8召：ヽ .I
ロfflllll:I丸鰊をおびる．紗れを含む．

92・2066 

165 STI>l6 
須患乙 員 DII!ll.i天井郡～体郎~I:.半$>1こかけて回転へうグズリ．

鰭灰色 臀丑 87-11608 
杯置 n匹 ：u; ヘラ記サあり．

碩息五 貧ぇn11:12.s
天JI細は."'転へ9ケズ •J. へ9記サあり．

87-11434 
166 ST016 

杯辺 511:3.1 
＂四は外反れ昧に下方 へのびる． ·~ 灰色 R好

92一磁7
砂位を含f.t,

天Jf繹は他l転へ9ケズ・）．へ9記サあり． 内i届：

167 STOI6 
絹患Zn11:u.1 n緑郷は. IJlf重紅に下方へのびる． 灰色

苔遍
87・11602 

"辺 H : ヽぷ 径1-3匹の砂11を含む.Ill戊影． 外i甘： 況•碑

灰褐色

168 ST0!6 
瑣患る 覆 1111:11.1天it-Ill欠りI,ヘラケズ,,.

灰白し 腎 切・ll6お
杯滋 lt(iる~:u na旬は．内潤気1こード方に比びQ.

霞え1111:11.;
託鶴llfiil転ヘラケズ,,.ヘラ記サあり． l'!ffii: 

169 ST016 
須患お

侵/i~ll : ◄,S
t」;'I部は，内傾気昧に返びる． 灰褐色

停遍 lfl・J1439 
!I'll 

紅りs~:i.、
抒1-3一の紗紋を介む． 外面：

玲灰色

須也召
胃元a1t:Hl.t出鶉-~都上＇＂分にかIt て ~I伝ヘラケズ,,.

170 STOI6 
杯＃

&1:1:u 1tJ: り部は，内傾気止に上方へのびる． 9i 色良.,87-11440 

U'JH:O.I 托2-3ュ程度の砂位を多く含じ．

賢元n!!:9.0
既郷Ii回転ヘラケズ'I.lt上り駕Ii内傾する． 内面：

171 STOl6 
絹!!!15

JlrcD:1:3.0 
受け邸に沈輯？あり． 灰色

芹遍 87-11618 
杯K

m 匹：I.lo 
IH-2uの砂位を含IJ. 外面：

灰白色

須巴四
駐憚一体llllf'~ 分にかけて 1!!1転ヘラケズ•).

172 ST016 Ill湛1>:1.、立上')!Illを欠m. 寅灰色 不良 87・11436 
杯＃

径1口前後の砂位を含む．

俎邸口
底釘1-体聟下半分にかけてfollたヽ ラケズ'/,

やや
173 ST016 

杯勾
ll/i&/.1:2& 立•) Iii!および受け伍の先溢を欠りI. fl灰色

1'只
87-1』286

砂拉をわずかに含む．約 1/2残fl-.

頚患臼
Illえn11:1u庇船一体郷ド＇ド分にかけて .,11;;ヘラケズ,,.

174 ST016 
杯れ

G:S:3、or.r. り記は．内傾i曲 に外反する． 灰 ri色 不良 87-11<38 

tH.r.¥:1.1 粍 l•IToJ後のも位を合 f.t.

絹患5
骰 011:11.0狂部は、へう切＇）離し後 、ナデ,&影.If記にfjヘラケズ 1}をn

87・11613 
175 STOl6 

杯h
むi,:3.1 う.SL.I:•! 儒lj,内傾久昧にllぽJi,~,こ.I:);へのびる． 玲灰色 普ili

92・2073 
吐りぬ：1./11 

街tllff:H6
寂即～体謁卜c•r,分にかけて~I転ヘラケズ,, . 内1傭：

176 STI>t6 
頚思石

11/il岱 ；),?
叫ゾ．り筍は．ほぼ勇,o:にj方へ立」・.がる． 睛灰色

停泊 87-11617 
If.# 

u,c:1ti 
i¥¥l -2一のじ位をわずかに含む． 外直：

灰 色

m STOJ6 
絹逗乙

ayr,i::u 
l.liltl井,,転へうケズ•}.

灰,,色
やや 87-11磁

IJ~ 紗れを合む． ,1,a 92-2065 
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副H~
II', 土込点

植煩
法 i;i,., 影虹・田絡子の,.,筏 e~ 煉成

H~!lll&* 
母n 召積 ll'AJ!Jll~ 

ss 瑣患8
011:t06 底郎I!.l!!l転ヘラケズ •J . ヘラと9あり．

gi um  

178 
ST016 

杯＂
G1':J. ヽ5 立上り111lは，内傾釦lぽ垂直1こ上方へのびる．交1う笥1に沈線？ 暗灰色 曹迅

92・207< 
111尉：0,1 径 1 -2•の砂位を含u.

須石
霞 O!i:9.9 旺邸一体如下半分I!かけて欠損．

179 STOl6 llUBA:2.9 fl.. じ）祀は．内傾後， 111:r更直に立上る．そけ訊には沈紐？ 灰 C/!ll好 Prl-11-137 
杯U

li9四 ：LI !'di一前怜の砂位を含む．

須恵己
DU:Hl.t 必部I:,回9云へうケズリ．

$7-11615 
180 S1'016 &11:4.0 立上1)邸はl'l笥して，I!ぼ咆直に1:方へのびる． 雌灰色 抒遍

杯9

吐'""・'受け部に沈船？
9'l-2075 

珀患a
貴えO{!:UJa爵lijfiil転ヘラケズリ．へう:.!'}あり．

181 STOl6 
杯身

llfl.&ll:3.6 立 I)割は. 111: 登直に上ガヘのびる． ,w灰色 抒“ 87-11616 

liりu:11 径1-2心の紗位を含t,,

お 須ftli
覆えCl!:W.9鰤111l内面にヘラll~あ，)．杯f釦切fJiに面は文．

87 11勾I
STOl6 li!l:!U ll-船に3条の沈線,.Wlll中央に 3条の沈線． 略灰色 良汁

182 ぶ杯
菖冒紐：11., 全体に枕による変影．紗れを含u.

92・2129 

a紺 IU
杯底邸1:rw転ヘラケズ，）． ヘラ記号あ，)．

183 STI>!6 
須患8

u:11 
立 り襲は1勺傾気珠1:'(!J:る．煉成時の然によ＇)盃みが生じ

灰 色普通
87-11位

応杯
舅蔓畠11:9.0

る． 92-2131 

往 l-2aoの砂粒を含む．

紺患召
旺n~: 10 1 l利料暫卜:•r分にカキノ．焼成時の熱により．歪みが生 じる．

87-ll≪Z 
184 STOl6 

店杯
ば ：9.1 立上 1)謬は内けする． 灰 色良jf

笠-2130
llり 畠~:u 往3-s-"'砂控を多く含む．

杯郎のみ約I/3が残a.杯艤庄面は阿転ヘクケズ'I, 内ii:

1お STOl6 
須患む 員えntt:11.s狛上中わずかに砂Iii.を含!t. 心灰色

11'-il 87-11蕊
窃杯 llfi匹 .I • 外面：

明灰色

須患all!ilぼ ：l.l 
杯饗を欠りI,鱒顕鄭にシポ'}痕．

1邸 STOl6 体聟中央に3条の沈絃を謹す． 灰M色 舒遍 87-1162? 
硲杯 llllf星狂：ii.I 

径1-i-の砂位を含{I.

須恵8Dff'.JI.J 
杯鄭庇面はl!I転ヘラケズ,,.

187 STOl6 体鄭中央に沈線を紺す． 灰 色曹る 87-116'.ll 
応杯 11.R-&l!:6.1 

鯛慰は一綿のみ残存．

188 ST016 
瑣患B 凡~s~ : s.s 9和嘉を欠TNする．全体ナデ成彩．

崎灰色 良If87・11441 
r..t, 菖臀冨u::12.0経 I-z .. のひ粒と含む．

瑣患G覆え1111:1,
犬・）f/jS(j カキメを総す． 項闇fj欠 11し鯰土ヽI•に加砂をわずかに

189 ST016 合u.が11/2がIHIする.11111置U内外lllfとbヨコナデ．天 碕灰色 !Iii 87-11611 
汲llill§&ll・ts 

Jt-筍内面IH'定万,~,ナテをIi'ぅ．

瑣見区 11え1111:11.1
天井怒1年 1転へうケズ1),

190 STOl6 nit斜1:l内潤~Weiこ-~1;へのびる． 灰 B色 !I-ii! 87・ll612 
,if.;; !!/ilil!:l.S 

IJIかな砂ねを含む．約 I/(が残I/.する．

ijilJ.: 召
丹糾gぇr,o:u1• 謬～罰邸にかけて残Ii-,UHおに沈線をもつ．

191 STOJ6 
濠

JU 令fl'に日コナデ．顎祁9こ而Ii,文を＆つ． 灰 色杵湯 87-116以

!!~Zill: ヽ,0 ff.1-2 .. の砂11をP,c,.約 1/3がtill-する．

頸糀～馴部にかけて 9 条の沈嵐頸繹と~lllにfflb, (雀）文．

192 STOl6 
須患・S1111:u 胴懲令体にカキ，，・旧illf'ii面」,・r部はヨ::,ナ;-.. ド＇ド祁～狂釦

灰 色 ~-f
87-11289 

蜜 11:1: 穐ヽ にかけては 1,;1.i;,1り文のク9キを厩ず．粍3-S一の紗泣を多 9Z-: 磁
く含む．
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校送C・D迅％

籾nl:11:l:JI,~ 橿煩
法 lit.. I 形態 ・潤窃亨の,.,徴 色 中 1紐

lll!lan,~ 
迫Illり 呂 U 写n!!llZ*

頸郭一尉祁上半分はカキ"・ 下半分ー底伽にかけてfJ.岱子0

” STI>l6 須召 a11:11.c 文のククキ.lll応にヘラ記りあり．内面lj,Aは邸一尉船J.平
団灰色 良ff

87 11290 

193 甕 印l:ll.? 分にかけてr:aコナデ．下半分は??キ．庇llill!不定）i向のナ 92…2056 
デを籍す．

須患石 只m湛：131 
Cllilll-頸謬にかけてを久,m.tM謡上-~分はカキメ．

L94 STO!o T1'分-ff鵠にかけては．洛予g文の9クキ．内面はナヂ． 灰 色良1187-114伍
甕 9叫：tlJ 

往 1-2口の砂Iiを令む．約l/3が残存する．

1-95 ST016 
須患む II化 H.l 預郎1こカキJを編す.IH聟*lkltl~.l:'l'罰にくる.i:l:膠1坪 1伝

灰昴色 停逼 87-116il 
連 -~ JJ.I ヘラケズ•1. 径 1-2.. の砂拉を含む．約I/4を欠りける．

胴薗下9田祁～底瑯1こかけて残(f,.馴部にカキ，，．底精には右か 内iii:

57 
STOJ6 

須烹召
州a:;11:u

，，左方向へのケズリがみられる.111-2.. の砂拉を含(/, 茶褐色
仔遍 87-11625 

196 平氏 外面：

灰島 色

STOJG 
須H ＂ぇ011:u ロU祁ーrtl:Uにかけての約1/3が残存し，径l-20011)妙拉

灰 色 a奸 117•11443 
197 畏駁 R引縞：1.1 を含む．

1; 闘召
＂臥 11.8 杯臼に 1条の沈編を持ち，'l;H'lこナデZ竪を行う．

~ - 11<45 
198 S1'016 

存杯
6日：12.1 ”郡の一部を欠!R,fl;1-2.. の砂位を含む． 褐 色 Alf

92・2123 
舅賢畠11:11.,

I 

土LLFIL
員ぇnrt:1;1 全体にナナ調塁を行うが，杯筏必一面にカキ，，を轟す．

87· 111•4 
199 STOJ6 

硲杯
i;:;:10.1 托1-2... の砂位を含I.I.約 1/3欠!JI, 褐 e !!If 

92、2122
＂寛邑0:11l 

外面全I~及び杯艦内iii上・r-惑にかけてヨつナテ.11郎内薗は不

200 ST016 
j:iJS Dl!:16.1 li!方向のナテを行う• ff,/llllこl朱. •111に 2来の沈線を灼ち．

博茶色 i:iu 
87-JJ切？

illi!t ll#Gll: ll.l n•, 霰繭＆び1111111にカキノを雑す．日はllll/3.• 年を欠 92•2121 
Ill. 

l!lffl! のみ約 3I•銭存する．外面はヘラゲズ,,後ミガキを行い 内面：

201 ST016 
土閾8~/fG:l:9.6 和色駁料を1.lt布．内面は右から:/i.Jj(o,1へのへうケズリを行う． 柑茶色

許逼
87-1碑

r.;11 ＂＊闘：211 靡謝即内叶ー喩部はヨコナテ． 外;i:;: 92-2059 

品茶色

202 ST016 
U漏石

a四：；．）
杯部及び叫儒を欠損．内外五ともに3コナデ臼望を行うが．内

l11茶色 汗油 81 11621 
名杯 柑の一繹にシポリ瞑がみられる．舅休慾に2条の沈編を閂つ．

夭丹寡を欠Illし， 約 I/5が9且けする．天JI'部111叶伝ヘラケズ 内iii:

59 S泣 0絹恩石 復えOl!:ll.8りでヘラ:)!<}あり.I~笞-LIは都は内外面と 6ヨコナデ 灰色
筈過 87-11321 

204 哀道IRII 1不llll'.IU&l::3. 乃 行う．狂 1-2一の砂位を含む． 外Tri:
荼 色

ST020 
須息石 ott:12.6 

、11テ元影．天i~部はr,;mへうケズ,,でへう記サあり.ll I -2 
87-112山

匹 凶 ii!!!
杯五 &11:1.1 

mの砂泣を多く含む．外if,iij:/illから内u,にかけてヨコナnl!ll躇荼色 ,i.;t 

椙色・t を行う．
92-2細

STOZO 
絹患召 覆えU!i:I!.?

約 1/ • が残存し.l姜J-3一の砂位を含む．天J""はへう切

傘 Uill!!I 
杯溢 111/lill:l.5 

Jllし後ナ，，，~を行う．へ9記サあ,,.1釘1111-nほ縞にかけて 灰荼色 件過 lrl•112JI 
昂色こし は内外面と bヨコナテ潟竪をliぅ．

S"r020 
~I屈召 a元llf!:U6 

約 I/6がIR/i-.天片部はヘラり］戴し後ナテ．体儒ーn給即1こ

207 11:ill高り1
杯汲 ~lia召 ： 4.0 

かけては内外品としヨコナデぶ笠をt;う． ぶ出色 将l!ilfl・U2公I

!!I色上

ST020 瑣g呂 襄ぇDf!:IU
Jijf項部を欠Ulし．約I/<が殺什する．肋七l'IこIゴ9枚を含

208 lllil~l員
杯丑 町tSA:2.1

む．天井濡{j内外孤とも小定9沖,.,.テ．体惚ー II緑部は内外I~ l¥ll/li. 色 停辿 印-II磁
思色：t ともヨコナデぶ笠をld• .1<11澪にヘラ，とりあ,,.
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Hf,l奮I)
出五，：i.

撞類
法 litoc 杉謂 ・調 ti'Ifの柑徴 ＆漏 燎成

“言1na玲
這!I'll) .,~l,i 写ll!!Un

ST020 
IJJl筍を?CIAL. 尽14/Sが11/i-する．天ll't.ii!ヘラ切ti{は11内"'

59 
紐藷Ill

Jlt思8
UH:!.、るが何丘へうケズ,,. 体組は内外直と b"コナテロ覧をIrぅ． 沿灰色

抒過 87-11磁
函

II.I色土
杯溢 外漏：

灰黙色

ST020 
須息8員 011:u

宝珠つ2みを打ち約 L/3が残Iiする．外iiiおよびllは部1り西
210 仕簡II

杯lllも己：u 
はヨコナテ汀笠を行う．天ll葺と1-1'濡の次にへう記ら｝あり． 渭灰＆ 冑遍 87-11236 

!I.I色上

ST020 
姐!!!D

IT!l:11.1 約 I/• を欠捐し.t姜1-2-の砂位を含む.J:llllllil!11転へ9
切-11318

Zll 覆直,11(11 る~: ◄.0 ケズ'I.体紐-f.lは郎にかけてはヨコナデ減箪を行う． 灰茶色 -!!'ii 
息色土

杯身
tl91G;I.O 

況-2083

ST020 
須'!Ii

＂ぇ011:11.,約 1/4が残ff.し．稔:J:•I•に砂粒をわずかに合む．庄llllU旧転

212 債這惰~I
杯g n存むl:Jl へうケズリでヘラ此9あ＇）．体i'll-t11•祁にかけてはヨコナテ 灰臼色 虹 lll・UZ:U 

塁色土 .uvu:o.15 田笠をfjぅ．

“ 
ST020 

須巴呂
aa:10.1 約 II'を欠UIL.穫 1-3uの砂粒を含む．庇筍I!@転ヘラ

87・Ll3L7 
213 

長lllll●
杯a

lilS:• os ケズリ，ヘ'Jil<!<}あり.w都-ll絨部にかけての内外函1:ヨコ 灰昂色 a好
92-2082 

出色上 .uiu:01 ナチ溝竪を行う．

ST020 貫えO!l.:t3.i
約 I/3が残/fl.托 1-s-の砂位を含む．紐郎Iiへ9切饉 内1111:

214 羨遥l1i償
暉ロ

5~:1.1 
し後ナヤ潟位．へ9記,;-あ •1. n籍想1-u,おにかけての内外lJlj灰茶色

仔通 87-11磁
因色土

杯れ
吐9甚：＇“

としヨコナテ孤聾を行う． 外面：

,i灰色

ST畑 覆え011:11.1
約 1/4 が,~イハし．往1-3一の紗Uを含む.fft.nはへうりJ鴫 内illi:

215 只這噌償
紐 8

,:;11:i.s 
し後ナデm豆．ヘラ:i!<}あり・"'・郎～体1111にかljて内外iiiと 灰茶色

仔通 87-11223 
1,'t もヨコナテ潤聾を行う． 外iii:

畠色:1: 社 9駆：u 
聞灰色

S1'020 
須患こ り/;.5~:S.6

I• 郎の約 3/ ◄ を欠損し．径 I..,f2度の紗拉を含む．

216 位姐惰員
江杯 II蔓111:10

杯部の外jr,J及び記即内外;r,r~aコナデ苫笠を行う． IQ Iii. 色 曹遍 87・112<7 
1!¥色土

STI>20 
瑣患g良えatt:u

杯都の約 1/3が残佑む土,1,1こ紗粒をわずかに含む．庇郎は
87• 11231 

217 汲直員1償
窃,ia&lll!:J,3 

回転へうケズ,,.~慧；-a籍部は内外iヽとしに3コナデコ笠を 灰臼色 普遍
92・2078 

n色J: 行う．

ST020 
ロは隠の約 I/'を欠損し．舶土中に砂Rをわずかに合Ct. 内面：

218 汲逼~illl
須点B011:11.、天）い国にはへぅ切躍し瞑が残り則転~,ケズ1/,ヘ9記”あ ”灰色 曹ll

87-11228 

m色土
“辺 Sll'.l.1 '), l'lは11111:内外面としヨコナチ製鯰を行う． 外面： 92-2077 

精灰色

ST020 
上 Gli,:nll:12 I 

約 2/S が残存， 船上•I•に砂泣を含む．天井節はヨコナ'1',一
87-ll2'1 

219 ,t韮 Ill
匹 ~ll : U 

置阿9云へうケズリ潤径で宝珠つよみを持つ．ヘラ紀'>あり・ " 和茶色 ＂遍 9Z一蕊I
昂色t 籍応は内外面としヨ 9ナうべを行う．

ST020 
約 1/5がll/f..l#t中に砂11を含c,,X•N•llllll ヨコナ;•, 一内而 ：

220 ,lHQI 
1:U石復 1111:iu鄭糾転ヘラケズリで:ir珠つまみをI,!つ.nはlllllt内外面と bヨ 鴻茶色

普場 111-11242 

困色k "笠 s~:u コナテ漏屈をnぅ． 外i釘：

しヤ荼色

ST020 
皿召 履えll!!:ll

約 I/3を欠UI,t涅 1 -,-の砂拉を介む．天）t偏J;I カキ~.
lrl・l匹

221 氏這11161
磁遁 E呂：30 

n紐祁I!ヨコナデコ整を行う．尺井郎の内凸はイ()i!方向のナデ 灰出色 舒迅
92・2079 

m色土 である．

ST020 
須駆召 負え1111.:s.2

約1/3を欠IJt,径 1-2一の砂拉を含む.If駕に沈線を灯つ
81・11322 

222 汲辺紺Ill
溢 i,:i:s.• 

胴糾Ille大親はほぼ•l•l/1,にくる.,~$-Ill詑にかけて利転ヘラケ IJi 色 H
92・2178 

出色上 ズ•J'IJ郡-a瓢内;ruにかけてヨコナデX笠を行う．
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撲！扶C・D迄跡

Mt,i奮9
出 q極類

法 l,ta, 影想 ・X虹守の特徴 色改 況IJ1.
tlMIIU 

糾tll) ti Ii J;Jl~lt, ~ 

60 
ST020 

J;鯰召 fl; 繹：：：l,I 
紅瓢及び召古約4/5が残＃，駄むI'には少絨の砂位を含tJ.

丙迫団" 応名は「ハJのアにつく汲付江古．屁侶はへう切戴し後ナデ演 ふ荼色 曹 l/7-1124~ 
223 

円色.t
出雑Hg古租：ぃ

塁を行う ．

土 8o&:1ヽ.0
約 I/Sが残7f..往I-Znの砂粒を含む.tt儒はヘラケズリ

ST02< ni. 紀は内外繭としヨコナテ後へうミガキ．底認内i,mぷ定1;Iii 色 M1t/-U3四
224 杯身 5日：;,) 

向のナデ渾豆を行う．

61 ST026 瑣忠召 紅 a11:11.!
天Jt-応を欠UI, I/ S残存する．

IJ§/.i! 内面に沈？ 灰臼色 停通 In 11257 
22S 冨逍 杯盃 ~as日：I.! 

むllを含1.1.

$T026 
須患80程：13.6 

夭JI慾Ii@転へ9ケズ'I.天井蔀内面にヘラ記<,'あり．
ffl-11叫

i26 冨迅
匹 i;/1,: • l 

砂拉を含む． 一量次UI, 灰褐色 停過
92-2105 

昂色；ヒ

ST026 
須息召 att:131 

天井記Ii回伝へ9ケズ,,.天~,徳l'i面にへう記サあり．
ii IJSOI 

227 S這
杯Z 召ぷu

IJff餡に浅ヽ ヽ11;111あり?I /3残,._ 灰褐色 停通
92•2102 

襟色上 む拉を含む．

ST026 
須患召 na:11.11 

天Jr/illが不定方向のへうケズリ．天 j~ft;!一体椰内直にかけてヘ
lr1・1l緬

2Z8 
liill 

杯置 &J:1:3.J 
9記サ. DU船'"面は．釘に面取りされている． 博灰色 停追

詑・2100
黙 (2:t 少位の砂位を含む． 一郎欠損．

ST026 
須稟Soa:u.o 

天井おにヘラ切皐し印皐天庁認にヘラ記りあ •J .
87-11窯

229 区迅 砂位e含む. 2/3残仔する． 灰褐色 ＊返
烈色：K

杯溢 &,11:)1.i 9?-2103 

匹
ST026 須恵己 am:u.2 天井記Ii,lel伝ヘラケズ •J, 約 1/Zが残がする．

'"灰色 警逼
訂一ll210

a,n 杯置 &/!1:3.9 馳土に紗校を含む． 92・ 碑

231 
ST026 須鬼日 貧 Ul!:J!.9天井蜀幻し I/3残＃．

沿灰色 M, f{/-11262 
冨辺 1'1'%! 11~111:u 令体にナチ，程 1~2aofl)砂粒を含む．

23l 
ST026 須母8覆ぇa11:13s天井謬を欠旧．

沿灰色 a奸 切・1126.1
冨迅 杯玉 n繹 11:1.c 往z-且度の砂位を含む．

233 
ST026 須氾召 覆えUlf:13.l天井懲を欠!ll,Oil鑢の内外il!illヨ9ナチ調笠を行う．

llf 9'色 抒込 切 U2杖i
区辺 匹 H&ll:l.! 

234 
ST026 碩也召 紅 011:13.0 xJ渾を欠りI,ョ::,ナテ．

沿灰色 抒込 87・11266 
Iii!! 杯汲 H&ll'.l. ぉ 径 l-ヽ mの砂粒を含tr.

ST026 須忠5n11:1u 
天井躙Ii回転へうケズり ， ヘラ記gぁ •). 体郷から天井郡内11:i

切・112116
磁 はヨコナテ況竪と行う,la± 中に紗位をわずかに含む．約2/哨灰色 抒逼

冨辺 杯溢 &1,1:u 
3が残存する．

92・2089 

236 
ST026 碩氾5貧ぇnff:12.1 天井郎に切彎し肛あ•). I /5残r1-.

博灰色 袢過 87・L1264 
冨迅 匹 るi::u 砂位を含む．

ST026 
天Jt-萬は1•11,ヘラケズ.,.ヘラ記吟あり．口は記は内外fj)fとも 内訴 ：

237 区辺
瑣思己 n11:12.e a コナデ瀾覧を行う• Dli革を約 I/3欠損． 也 1-,.. lf)砂 w灰色 やや

37-11267 
杯溢 BIS:l.S ,~ を合む． 外illi: 不良

鼎色:I:
灰出色

犬井製l:l日伝へうケ"''・ 紗Pを介11.11'総～〇紐郎内面はヨ 内rm:

238 
ST026 頬!l!Zl覆 O!l'II.Iコナデコ絡を行う．約 I/4が残存する． 灰 褐 色

舒ii1
lf/•11200 

g辺 y~, 公 8日：0 外illi: 92・2091 
噴灰色
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讃奮り
出土見点

U憚
法泣m 形 1l • 潤 n'!fの lV徴 色” 煉

Ulll!AH 
a霜象？ U II ぢn随 ll}

61 ST磁 須患5Oft:IIJS 
天井11)(:lf,o)転ヘラケズ,,.

87-11207 
239 砧這 杯辺 邸：3,6 

ロt.lliは外反気匹9こ1'Jiへのびる． 灰 （-1色 胄iii
9が2090

往 1-,1-のじ位を令t,,約 l/2が残什する．

ST磁
絹恵8011:iu 

~JI郷は~,転へうケズ＇）で平 ll!.天井穆1こへ9記号•あり．
87-11503 

240 i,l'ill 
IJ!ll Oll:3.S 

砂拉を含<r.</HHi-. 灰褐色 仔逼
92・2101 

No. J4 

241 
ST02G 須患呂 覆~D!l:12.& njj豹約 I/8が残仔．給土中に砂粒を含む．内外面ともヨコ

灰昂色 n好 87-112沃
区辺 ,~ 辺 ~«Gl!i:!.I ナテ潤豆をけう．

ST02G 0程：12.9 
底高は"'伝ヘラケズ,,.立上，)鄭はほぱ笙直に立J:る． 内j(j:

242 冨辺
扱恵B

&ll:U 
砂1¢をわずかに令む. l /3! 父rr-. 灰 n色

停遍
87-1120. 

昂色；L
U/'I 

紅り1111:11
外面； 9Z・ 碑 7
灰はI色

ST026 須患る
覆元ua:12.s只芯を欠＂・内外 illiともヨコナデ躙竪をけう．

243 
砧迅 杯 ,

!!/il¥1!:2.1 灰 n色 停迅 Sl-11公
!.1:9ヽG:1.1

ST026 nlf: II.Si 
“郁1:回伝へ9ケズ,,.受け芯I!やや内傾する． 内Tlii:

244 S迅
須患召

ijll:u 
細砂を含む．受け1111,こ沈紺． 行灰色

抒辿
幻-11寧

昂色土
杯8

止り尉1:1.1
受け都の I/6. f水郎の一都を欠m. 外面： 92-2093 

剛灰色

ST026 頻甕召
D往：IIJ 註郎I!回伝へうケズリ．へうとサあり．

87・11磁
245 濾迅 杯＂

&II: ヽ，3 立上り郎はやや内傾する．受け郡に2条の沈線をしつ． 灰 色良11
92-2096 

n,~:11 径 l-2uの砂位を含ti. 1 /2残存．

ST026 
頻患8

覆えOll:11.8底仰は旧転ヘラケズリ．立上りilllltやや内傾する．

246 廷道 BJl:J. 岱 砂泣を含む. I /• I又存． 渭灰色
やや

87•11お1

1!1色土
杯R

lllil4:1.1 
ィ遺

$TO加
頚恵召

Oll:11 l 約 1/6を欠m.径 1-3-のも位を含む．狂郎はヘラ切疇し

247 ＄這
杯り

~ll:3.n mの残るM!J;ヘラケズ,,.体llll-lJは部の内i籍はヨコナテ．内 灰 色 !I'd87・11い2
円色土 u,111:11 浙にヘラ記仔あ ,,.

ST026 
項患石

Illえ011:10.8旺部を欠rn.全体にヨコ.,.デ．
やや

248 硲辺
Ill/ 

il/1-lil!l:U 紗粒を含む． 叫灰色
不9

87 ll蕊
訊色土 tiり紺：l.ll 

ST026 須患8
011: 11.0 狂駕11阿転へうケズ,,.へ9記令あ＇）．

87•U細
249 

慕遺 fヽa
5日：).1 少位の砂泣を含む. 1 /3残4. 灰 fi色 瞥遍

92・2110 U? 駁：0.7 

ST026 
瑣患召

Iぇo~ : uo 狂のは制伝へ9ケズ •1 .nは郎～体鵠内illilこかけてヨコナヤコ
お 区辺

杯9
l!§il!•J.2 笠．砂位を含む. 1/H又存． 沿灰色 抒通 町ー112団

昂色土 仕り尉：Ii 

S1'026 
絹思8

1111:11, ほ撼Ii回..ヘラケズリで，ヘラ記>}をt.fつ．
~ -11201 

お1 協辺 8日：I.II 立り節は，内傾後，曼i1(に立上る． 1'1/F. 色 紅

晶色土
杯打

Uり区：O.li I /5欠UI,
92-2085 

ST026 須見召
R,cll花：II.I 底郎1:l!!I転ヘラケズ,,.へう記サあ,,.

87-11お3
252 er.:J.1 砂鯰を含む. 1/5残存． 剛灰色 抒追

廷辺 杯り
u11111:11 

92-209,1 

S1'026 
1/i!! 召

置 n11:11.s姦邸はナデ覧で平坦．
87-11傘

253 岱辺 Dt:: ヽ.2 1/3残佑砂りを含む． 灰出色 抒辿

1Jl色l.
杯9

U !l~:tl.l 
92-2107 
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猿紙C・O迫跡

檸帽'*1111・,tl'I 
積穎

注 J;lm 形態・真笠マの符孜 色 illl煉成
tf•l!II·~ 

研ヽ9 呂授 写 Ulll'I

61 
S1'026 

頚£IS
na:1u 庇部は日転へうケズ,,.経 2-3.. の砂拉を含む．

87-1匹
254 

ご這
杯れ

511:1.!IS は11':紐． 灰 色良奸
92 2097 

No. 10 社9益：＂

ST位6瑣患5
立nll:10.、狂部を久:m.も泣を含11,

255 
硲這 杯U

&li-1ぼ：I.I 全体にヨコナ，，，，ー墓へ9ケズ,,. il1灰色 苔逸 87-11年
Uり紺：U I/Sil?+. 

ST位6 011:9」
狂/lllltへう<IJ鱗しll-tテ．へ9記サあり． 内孤 ：

256 岱這
閉恩己

s~ : 2.i 
径1-i-の砂粒を含Ct. 灰色

停過
87ヤ 11202

m色土
rf1,1 

吐り、~:~6
a~ 墓 I/8欠in. 外面： 92・2076 

灰 h色

ST026 罰えUR:10.1
狂儒は切鱈しf表未潤豆．ヘラ比サあ＇） ． 内直：

碩思B 径1-3uのひ拉を含む． 茶褐色 87-112お
2S7 B這

＂身
邸：l.6 

1/2! 虹:rr-. 外,i:
•1t-迅

9M磁
償色土 tlり郎：tti 

灰昂色

ST026 Ill!:!.! 
む糀は)iii伝へ9ケズ,,.へうrtヽ｝が). 内w:

62 
応這

瑣思岱
&11:u 

往 1-2.. のじ位を介む． 茶褐色
-ta 

87-11203 

蕊 杯什 外,i;: 92・ 碑 9
昂色土 はり駄：os; 

俎灰色

お9
ST026 絹辺石 l!!IGZ::1.1 氏儒のみ約J/1が残'ff-.尉9上中に砂位を含む．

灰 fl色 曹逼 lrl-11260 
区辺 琺州り 罪＆程：11.t 応台tが低く，貼f中である．狂1l11は不足方向のナチ蹟笠．

ST026 須迅G
紅鉗雌：ll.l r~~ のみ約1/3が践存．肋;t,トに砂拉を含む．

t:1-11幽
拗 〇迅 r.r.n ltJll~:4.1 庇範9よ回llヘラケズ＇） ．一茄カキム体郎→1緑祁の内外i'iと 辺灰色 将jjj

92-2109 
.l'.J:9111:1.1 しヨコナデ糾四を行う．

ST026 
須!I.!召

011: 12.3 Alillill/2. 1!11褐記の一郷を幻Jl.
117-11211 

お1 磁迅 11~:12,9 閲郎に3条の沈線をbつ．砂拉を含む． 沿灰色 杵ヽ i
囚色土

出杯
1l1t:10.1 焼成時の熟により全体にゆがみ．

92•2132 

m ST026 豹患8
11/i~: l!.l 

11(!¥剖にカキ/,鯛郎はシボ'I後ナテ．

·~ 灰色
＊；； 87・11273 

娼追 出杯 砂~を含11.nはN・JI窯謬欠柑．

ua:11.、
布汲名11.llll祁にカキメ．鯰:I:小に往1-2.. の砂はを令む．内Iii!

STOU 
紺患召 石~:II.$

杯駁部は同転へうズ,,. 睛灰 色

263 岱i!l
芯杯 lil底 ：Ill 

ほぼ完彩． 外't,i: 良1187-11蕊

No.3 1111,:t?,、 帽l灰色

←糾!I!)

＂絃甚約 1/8が残存．島9上,,,,こ径 l•!\ll.i>:の紗位を含む． 内面：

ST026 須患〇 鼠 u11:11i 
体部に二直の沈紐をl,lつ．内外面と bヨコナデ潟0を行う． 灰 色

2い
“辺 t:』＇‘

和YD~ : 3.1;
外直： ff;Ji 81ー）碑

灰me
(-!Sf.al 

因印のみ残（/,．程!~2mの砂粒を含む． 内j(j:

265 
ST026 絹忠召 k匹 Ll:S.} 1/6戎(;.,"ク01.. 1転左． 叫灰色

将遍
87-11268 

g辺 窃,i員.<1111:tO,I 外,,;: 92・21箕
灰昂色

ST026 
瑣恩召 ＂え1111:10.9

託高はへうりJ怠しnあり.)!潟壺．
87-115/11 

266 g辺
戚這 .~:l.l 

ヘラ;;:,:あり． 州灰色 ·:I'~ 
位・21偲

!!.¥色：I: 紗粒を含1,. I/ 3校"'・
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rms~ 
Ill土地点

械絹
法 lit"' 形態 .ill! 整守の特徴 色躙 焼成

G~ 雑朽

叫渇E 召ほ ¥Al!II書り

S1'D26 
IP!部-ll:量1こかけて約 1/4 が残存．甘l:tヽ1•1こ砂拉を含む． 胴 内面 ：

62 g辺
紺患召

~~ む1:u
郎駐大径は上＇ド祁にある．底部はへうケズ IJ..l:'r-t.11カキ,r;町灰色

曹滋 trl-11219 
267 滋 ilri~. へう.e,;.あり． 外ifij:

品色上
幻灰色

268 
$T026 術患召

ll/f511:!l 
mが/ill&び底繹を欠fl,馳土小1こ紗紋と合む．

博灰色 行通 87-112乃
硲這 暉 i 胴部は1il平で公大往は上半慾にある．

胴部のみ約 I/3が残什し．内外面と bにヨコナデ四梵を行う．内;.,:

STO: 渇 頚患名
割部；，i大ll.は 111?•1•央にある． 茶 色

269 
哀這 輩

JlY-5召：ヽヽ 外illi: 行逼 87-l 1112 

灰白色

(-i畠蚤色

ST磁
須息5no:i.s 

約 1/6を欠mする．底佑は巨1転ヘクケズ'Iをけう．へう紀<}
灰色 87-11'1:18 

270 四
逼 ~~:11.、

あり.If郎最大1姜は上亀r-llilにくる．馴罰外内および狂紀内面に
丑氏色

抒遍
92-2135 

!.¥I色t ヨ :,•tテ翼111をIrぅ．頸祁にシポリ aがI~る．

STI>26 
須思a

nは国応及び全体の約2/3を欠!ffする．袷土中に往 1-2.. 
87-11511 

271 H傭填k a仔 c.:12,6の砂位を令v.心謂一馴郎,..半お1こかItて"""へうケズ,,'fl灰 色咎a

烈色土
Ii! 

即J:.平悠外血ー内凸全,r,;にかけてヨコナデ潤竪をけう．
92-214ヽ

S1'幽
術恩臼 覆えnil:12.1

口Ulllの約3/.を欠mする• Ms~•l• に砂拉I.IUとんど含まな
87-12401 

272 吾鷹墳丘
追 砧 ：lい

ぃ.i.t部～綱紀にかけて何転ヘラケズリ ，＂部一嗣紀内 iniはヨ ,,1灰色 Jlll 
92·21•1 

No.f コナデ.II! 郡内iiilU?キ溝!l>Hrぅ．

SnZ6 
u緑怒の一部を欠IAする.!/; 土中に砂I~をほとんど令立ない． 内Iii:

273 区這
絹思る Ptt:3.t 外面全rょUI日かいヘラミガキ，nは都内五はヨコナチ'II部内 籍灰色

.-R 
87-IUむ

No. l 
涵 &1.1:,.≪; 11lililけナチ濱整を行う．胴郎のか孔1;煉成稜に行っている． 外iiヽ： 92-21ヽ9

灰嘉色

ST026 
須患召 員ぇn1t:11.t

n緑部の約3/4を欠Illする...むI•に砂Iえを含む．胚部～嗣
87-11276 

i1• 
硲近

追 ~tl!IS.6 
・Pr-輝IJ阿にヘラケズ＇｝，馴上・r-澪-LIit郎にヨコナテ潟竪を 灰 n色 押遍

92-213ヽ
No, 2 行う • Ill船lil大往は,:,がI•央郭にあり．穿孔に上・r-分にくる．

ST026 
珀!!!・&

11111!-阿細にかけて約1/3が残{;・する．姑土中に砂位をヽ3と

275 臼迅
追

11#$;!.:,o んと含まない．内外遍としヨコナテ洟竪を行う． 頸飽の3カ所 灰 tJ色 !llf 87-1~02 
No. IS にヘラ:ii!'>あり．

276 
ST026 閉ヨ召

ttlilir.:35 
＂耀一 U侶にかけて約1/5が残存する．尉は；中に砂泣はI!と

灰 色 R奸 87 11219 
紅辺 平妖 んど含まない．内外泊iともヨコナデ潤整をけう．

ST026 約 I/3を欠IJlする.1#:t•l•Iこ往 l•!'l庄の砂れを合む．庇お

63 
l,'il 

IJL兄石 11!!:6.I 
は剥転ヘラケズ,,.IJ缶に I~:す:1鷹合訳がI.I<り内卸とナデ．馴澪

87・11510 
277 

(1:l辺
'I渭[s11:1u 

-n紐郎内面及び. Iii部 -illllのI~~, Illヨコナチ潟整をfrぅ．茶掲色 将面
92•2143 

か）

出色」：

的 1/2が/U(.-f"る.111.J:•l•Iこ紗Pを少!l合む• J<)t-lllltl,t転 内面：

STOZ6 珀忠Sllff:7,6 
ヘラケズ'/.tll倉謬の内外葎i』といこヨコナチ.Ji.1r-卸内1/ili涵灰色

lr/-lJV< 
278 

ii省内 濠直 ijJl:2,2 不定力'"'のナデ潟整を行う． 外面;: ll'ili 
92-2095 

灰白色

1つ頸!I

ST026 
II怖のみ校(;.する． 引懲蚊killがI•央よりやや_1:にくる． 内面 ：

” 岱追
硝認召

a1,~: s.1 ll灰色
包辿 切-11213

黒色上
匹 i 外,;:

灰 :1.1色
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猿萩C・D遺筋

MFA書9
I~ 土地点

騒類
法泣o 形態・潟驚叩の特徴 色躙 焼成

Ulltii奮9
ぇ＂壽 9 岱植 'IA置g得9

G3 S'1'026 頚患S
員えn11:1un籟部の約I/ヽ が残存する．内外面；； bヨコナテ頃史を行う．

函 石室 杯9
1111&1$:3.S 船:I：中には往1-s一の砂拉を含む． 剛灰色 n好 87•1四

u, 菖5:1.4

ST026 
碩患召 n1I:1u 

天井I!同転へうャズ＇），体祁内紺にヘラ記'}.
87-1碑281 i'i欝/~Ii.

杯這 Bil: ヽ .o
砂位を含む.-掃欠Ill. 褐 色良If

92・21D1 
No. 13 ロク 0回転左．

STO; 以
天JI•印はl•I転へ9ケズ •J. r;. 魯［内illi-天弁謁内繭にナ，，，を轟 内面：

282 血
綬息召 Ofl:J~.4 す.a緑節は外反れ味に下方へのびる． 灰褐色

良If
87-11蕊

ff蓬 出 ：1,3 径l-2nの砂拉を合tt.mr,i: 形． 外"'' 92-2002 
No.6 

崎灰色

ST026 須息召 llft:12.6 
天）t藁rtlaiなU転ヘラケズ＇） ，体郷内面にへう記,;-あり．

灰 (1色 不良 87-11砂
283 

'II丘 杯磁 1111:u 
径 1-2一•>砂位を含む. I/ 4欠りI.

1-urn 飲" 9Z-Z111 
悦成不良で杖＂・

ST026 
項を石 n往：13.6 

天井帯1i@I?ヘラケズ''・"'高外孤ー天/fllil内面にかけてナテ
lll-11匈

筏 l!i鑽祖t
杯辺 i;;,;:u と篇す• Cl四は外Iii.~\味ヽこ下1iへのびる． 灰褐色 良II・

92-2100 
No. I! lU-3一の砂位を含o.然変影． 完影．

S1'026 
須患呂

aa:u.1 1.l!鵠It阿転へうケズ,,.へうOJ麟し~{あ，)．
切・11蕊

磁 丙欝lBfi:
杯9

&1::3.8 (l2-3ーの砂位を含11.mr充形． 剛灰 色 良II-
92-2099 

No.10 紅 9闘：,., 煉成峙に熟変形．

STOU 011: 11.6 
底部は1iil転へ9ヶズ,,. ヘ9切り瞑あり． 内ild:

頚息石 径2-3-の砂 を 含 む.mr元影． 灰褐 色 87-11欲
286 B轡墳li

杯8
511: ヽ.2

立上り忽は内傾する．佼皮•~Iこ然変影． 外ii:
良Pl

92-2啜
No. 7 u, 紐：tJ 

灰 色

ST磁 捐元0覆：II.I 
届記にシポり訳と 2条の沈線あり．杯体郎1こ沈線あり． 仮：丑員t

287 illlllll.Ji 
須患召

~11:u.1 径 I- ◄ 一の砂拉を多く含tt.杯響 I/ ◄, 縛部 l/2Jl存． “念 'II.iii 
87-11269 

No I 
応杯

ll!l:U.2 Ali:l託 92・2133 
雌：収t

ST026 
n11:11.c ＂直芯杯 ．冨邸はシポ＇）後ヨコナデ． 内illi:

i!1舅川丘
須患8&11:1.t rm郎fj(iifll;ヘラケズ,,. 茶褐色

a會f
lrl・11299 

？狐
!'.o. 4 

石杯 U9駄：0.1 往 2-3.. の砂拉を含む． 外面： 92•2137 
裏0:10.2 ,r, 灰色

ST026 
m込部一騎l'llilこかけて残I?. 内顧；

289 召費墳丘
柑ll!l'i＂＃砧 ：11., 1111祁にカキ，，．杯狂郎に 1条の沈船． 灰 (J色

曹i1I87-11270 
No. 16 

石杯 ltrt:!.I 穫1-3ーの砂位を含11, 外ヽ ,:

· ~ 灰 色

ST磁
煩患召 Ptl:11,; U緑部を約 1/3欠mする。船;l:•I•に往2-3• の紗Uを含む

87・11300 290 f,111岨k
泡 ~:::11.~ 

庄郎はへ9り）順し後ナf'.ー鄭"'転へうケズ'I.馴都一庇愕内 灰 色且If
92・2138 tso. 12 illiにかけてヨコナデX佼を行う．

LIU苓を約 1/ ◄ 欠川する.!a:l:•I• に2-3.. の砂粒と合む． 内"''
ST026 

気息召 0佑 ））.9 紅郷はへう切霞し後ナチ． 一鴇"'転へ9ケズ •1. 馴苺から顎郎 沿灰色

291 lsl!l憤た 内illlこかけてヨコナテ綱豆を行う． 外漏： ,(,!l 87-12403 
No. 13 

貼 G/.1:11.! 
灰昂色

偉製れリ

ST026 
頂駆召 ua:c.a 

把手の一部を欠FITする．肘9・い,,,:棧1-2.. の砂Hを合tJ.
87・12<以292 i!i曇!tlfc

提顧 lill:I0.6 
創応の削面及びj!而に翻・し,r1状のカキ;,iili駕は内外面とも 灰 色 Ill/

況・21'8
No. 2 ヨコナテ潤竪を行う.1!iiliにヘラエサあ り．
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悧ll~
出上/ti.!.

U頂
法鯰o 影 ll・溝笠等の It徴 色 綱 焼成

IA笞~1119

~Idり 召 a 写ffillが号

64 
STOU 

l!tl!l石 na:,., ほ,r,え形．祐土小1こ程3- ◄-の砂拉を含む．胴郎I;旧面・廿
灰 1.¥¥色 87-124116 

四
ili員墳丘

昆駅 511:22.2 
面としカキメ.!lit郎は内外面ともヨコナヤ改口を行う.l.tiiil 

一菖9灰色
良好

笠-2150
No. 17 ，，山訓9央にへう紀,;.あり．

ST026 
須患8011:s.o 

完f.J.枯土小にijはとんど砂拉を含まない．馴郎は前繭・ffilii
87-12<<YI 

さM 后Ill頃丘
紐 011:11.s 

とbカキ;,a.,. 郎内外im及び駅船内,r,;はヨコナデ瀾整を行 灰褐 色 不a
呪•2151

No.5 ぅ．

ST026 
杯団の一謁および賦需が残存．闊高l;IはIr'だ彩．外iiiにu.泳 内oll:

65 
后圃虹

土 au旺11:10.5色it.¼を籍す．鱒鄭外,,,-内¥1i2/3にかけてヘラケズ,,. 胃茶色
抒遍

87-11:!3<1 
お 窃杯 IKI置11:19.0鱒箋外,r.rはその後ナデを轟し，内iillI/ 3 Iiユピナデ． 外面： 92-2139 

No.3 
ロ茶色

ST026 
.l:/lf召 烈匹11:1.1

”製はシポリ1長ヨコナデ．
87-11囚13

蕊 区鷹填丘 往 1-1.. の砂校を含む． 胃茶色 抒遍

No.8 
富杯 霞閤缶11:12.1

杯箇および騎贅紀の一耀を欠m. 92-2063 

胴鑢の約</5が残付する.I社畑み点が残る.rt. む1,,こ径 内ffij;

ST026 
土lfZI

1-luのも位を含It, 灰m色

乃） i!ill岨丘
提双

II四 ：11.1 外iii: 菩遍 87-11&1'1 
No. 13 荼 色

｛ー璽II)

66 ST026 :J:lf召
貫ぇn往：110 nu郎を一郎欠損する．馳・ヒ中に砂位を含む．全体にナデ田聾

87-llおl
石呂：IOI を行い．全!Iiiに小色糾＂を笠布． 褐 色 Qtf

滋 g量讃0 /,:If,!; 
aa:12.1, 

92·21•5 

S1'026 
上闘石

II菖11:1s.1 口B請を約1/LJ/J祐鄭を約1/• 欠損する．閑耗が大さいた
?,1-J以13

在 冨辺
石杯

BぶIZ.9 の外面の高竪はI!とんど不剛，闘部1こシポリ訳が残る.I~ 土•I• 明褐色 不只
92→ 21砧

No. •I tl/111111:!0.0 に往 1-2.. の砂拉を含11.

1111:11.z 
口は船を約I/3, 調樹部の一畠iを欠mヤる ,Jかt•I•にIil -2 

珈
ST026 土ui;i

i;is:119 
..の砂位をわずかに含む.1'11!111-閾邸にかけてヘラケズリ，

荼 色 静遍
87-11郎

塁辺 Zif/: 
騎lil罵l!:IU

Oil祁It内外轟と ~9 コナデ， tl:~1内葎は不定方向ナデ，”部 92・2L<6 
内illil:ナデ浪鯰を行う．

ST026 
Ill部を欠!II し， 杯穆の約3/ ◄ が残存する, IsむI•に砂位を含

お
/i4ill 

上闘召 ＂畠!!:JOふ む．底鄭-f柑船にかけてヘク状工』1になるナう',ll緑祁は内外
褐 色 Jtlf

87-11562 

301 
No. 8 

石杯 8日：u 面としヨコナャ．内ililiナチ潤聾を行う．全iiiに祢色翼樟1を控 9Z畑
布．

ST026 
杯輝及び鯛量の約 1バを欠lllする． 闘郎外lii/jヘラケズリ後 内面：

302 益辺
土紀乙 桟1渇it:11 へうミガキ．闘賽郎r'iilllttヨコナテ．脚郎内面はヘラケズ,,:,i沢褐色 ~" S7-12A09 

No. 18 “杯 ＂蔓1!:fl.:111竺を行う．枯J:•l•l:00は,.とんど含まない．全血に枷色馴料 外面： 9Z-Z061 
梗布． ふ褐色

S1'026 
脚綿のみ 1/H又存．“戴によりX紐1渭I. 内[A]:

303 I.ill! 
t!f呂 ＂存s~:s, 径 1-2.. .., 砂位を多く含む． 渭褐色

停遍
87-11匹

芯杯 胃.llli:8,1 外情i: 92-2姻
No. 6 

茶 色

ST磁 u,a ＂底部内漏および田部外占には. ,J;, 色麒9ぼ篇↑・

304 硲這 ll/f&ll:!.3 潤竪は紺iのた”不'II. り1褐色 ぷ良 切・ll338
No. 19 

芯杯
欝郎I/3 と杯i&lc~!lf)-IIJJH/..

ST026 
土囁召

im都及び叫霜の一都が銭I/する,!H中にff,1-2.. の砂粒

305 岱這
芯杯

lllfGt::2.1 を含o.外illHi刷氏のため潟tl•"り,..  苗l'iilliliへうケズ＇／潤 茶 掲 色 R好 8'1・11340 
t-o 16 笠をfrっている．
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猿嶽C・O遺路

~, が9
LTI上立れ

滋傾
注依〇l 彰這 ・濱 窪等 の I,!徴 色 躙 煉成

Q~ltliS~ 
糾,1さ 笞桟 写lll!Q~'I

“ 
ST026 

土篇5
口U椰等力•ffi祁． 馴郎の一澪を欠lJIする． ＇紅上中に程 1-2-

S7-12408 
珈

g這
氾

'l§ る~:7.1 の砂を含む．内外刈ともナデロ笠を行う． 馴llllll大往はほ,:明褐色 良好
92-2152 

No. 5 中央にくる．

ST026 
±Ull llft:t,≪i 

Ill?'#, 影．外ILLI全体に訴色顧＂を裕おする． 胴~II勺面に帖土綸
訂・11337307 な辺

益 i;~ :11.11 螂が残る.·~ 土小に径I-3一の砂拉を介む． IIJ褐色 不n
92-214l 

No. 9 

ST026 
~:"l!l 

覆元u11:1.1 調付嫌,llは儒約2/3.119高約 1/3 を欠inする。船土•IりこliJ
87・ll謡

瑯 砧辺 Gll:t. 鉛 砂を含む． 負~•fl! 曹遍

No.131 
逼

Hl!l!:ll 
況・Zl40

杯底郎及びllflJliの約 1/8が残{;する 鱒却外通はへうケズ ')門ヽ l剛：

309 
STOU 土闘石 ll/11111:1.1 後へうミガキ．菖附駕は内外｀れと bヨコナテ．脚儒内iiiItナテ •n 褐色

良好
$7-12410 

淡迅 出杯 ・＊誓a:u ii!!!.'! をtiう.!~:t中に砂位1;はとんど含ま ない．全体に碁色屈 ""'暉・ !>Z-2062 
nを登布． ,/j<褐 色

ST026 
土ば召 II[えUll:ll.O 

n籍部を約 3/ ◄ 欠Inする．給土中に程 1 -z~の砂11を含U
87-11339 

310 l!i冒填（' 、沼都一馴澪にかけて何転ヘラケズリを行っている． 剛褐 色 ィ良

No.9 
懇 &t:u.、 91-2142 

ST磁
土ほ呂

t、111:1!.3 u籍紐を約 1/3, 1111猷部を約 1/3欠UIする．給土中に砂拉を
87-12411 

311 i'il!llll.Ji 
窃rヽ5ヽ：u.、 はとんど含まない． <i'，褐色 fllf 92•2153 

No. IS II髯畠仔：13.Z 

S1'026 
土誠8

暉程：l!.2 ii郷 を約 l/2, 閲絲都を約 1/3欠nする．＇か土中に砂粒を は
81-!2412 312 g履填丘

硲杯
llll:12.9 とんど含3ない．

"' ~ 色
良IF

92・21SヽNo, 1' "111511:13.0 

68 ST027 須鬼石 !1iえO!l:t3.0
天 J~項価を欠lllL.約 II• が残存する．天井部は1,1転へ,,.

蚤がか,t:.

376 ほ辺 杯溢 cis:u ズ •1. nn巳-?<井船内面にかけてヨコナデ潤整を＂ぅ．ヘラ
灰色

曹遍 87-11<22 
:leサあり.lh.t•I• に托 I-2 一?>~ttを介o.

377 
ST027 須患S覆え011.:11.1約 l/4が伐1/.する．船土中に往J-J.. の砂註を含む．火舟

灰,,色 件迅 lrl-114:?3 
硲辺 杯逼 a::i:i., 応r:r•I転へうケズリを行う． へう紀サあり．

ST021 珀見乙
貴えnrt:1t.ヽ ni. 部の約I/Sが残仔する.lilJ: 小 9こ程1-z~の砂拉を含

378 
硲辺 杯K

llliGな l.Ol.t. 茶臼色 界逼 87·11•20 
111:i::1.1 内外triとしヨコ ナデ潤笠を行う．

STOZ'I 痢坦石
P[t:IU 約 1 / 2 が残れする． 肋~t•I' に径 1 -3-の砂位を含tJ.111:儒

379 
硲ill Ult 

ば：3.6 は~Iiiヘラケズ•J. 灰 色 '/f.idi87-11641 
u, 邸：tる

ST027 頂思召
ou:n.1 nは駕の一憚を欠捐する．粕i:•I••こ1差 1-300の砂IH~む．

380 
州償日為 r,41 5~ :u “部はlヽ'""ヘラヶズ •;. 灰 色杵遍 87-11ヽ19

ti: り邸：Iぷ

ST027 瑣恵召
na:n 2 約3/,が9い・;.するが．況成峙における歪みが大きい．祐 1・ヽ I•

鵠I
H鷹日埠 flll 

i;z:i:2.1 にll. 1- 2•の紗,~を合er.~i.iはMlぷヘラケズ •J. 灰 色停過 87-11<21 
il'JS~ :1.1 

殴
ST027 頂磁召 復え1111:11.)閲置を欠 Iii する．船 l:• I心社 1 一Iii後の紗位を令む．

灰 色停場 87-11、29
直ll!H~ 、．祁杯 伐hむ1:3.2

383 
ST027 絹!/ISllft:11.9 騎忠を欠りける．鯰．＂ヽに!H一,~後の紗ftを合む．

貨灰色 Alf 87-ll<切
童l&U!邸ItIll湛必：t7 

閲郎を欠り1する.1111」：•I•に代1.,,1後のも>I((を合む． 内面 ：
ST027 llill!Zl llf!:10.4 以色胡4
¥tlll<-lcli ぶU 餃Ii砧：3.! 外,,;: 

ill/ 町ー11◄28

·~ 灰色
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り!!t~
出土Jt)l!.

種煩
法 i,t.,., 形 !l!.潤竪亨の t-~ 岱 色萬 慨成

9玲 郎 約

a檜$~ 召種 'lntuヽ:

“ 
ST027 

ll1患召
頸部～訂記の一船が残Iiする．狛土中に往Z-3aの砂位を合

385 
11/11鼻内

虔
n~s11:9.1 む.Ulli外面はlll・J・mtタキ．内面は'i<行??キ． 沃沿色 £!If 87-11<30 

No. JO 

386 
ST位7HIii 

n仔8ぶ：1.2 
瞬悶1上却． 杯l.llr位がI~存する.!~」．中に程 l-3uの砂れを

博茶色 界辿 幻—IIいS
閑t鼻 石杯 含(I.Ill節J.:位にハケメぶ楚を行う．

ST027 土r.,a員 au:1,
註部を欠mし．約1/6が残存する．り（；土,1,1:tij,_前後の砂

387 
湖II// 体 町渇11:l.2

位を含tr.[Iはlml'I外;r,としヨコナデ.a: 聟内外面としナ'n'l茶褐色 lllf fr/・114お

笠を行なう．

ST027 
土傾S舷ua:i;,1

.. f半諮一狂筍にかI) て約 l/8 が残（;.する• lfl土,1,に径 l

蕊 闊情l'I
量 孜f祐i::s.s

-2 .. の砂紋と含む．内外面といナチ濁只を行なう． 茶U色 将込 /;1-1142' 

No. 9 

71 S0017 項巴臼 1111:1s0 
夭1ff/i部を欠!Ill.約 1/3が残＃する.,~ 上,,,に1f.1-3u

418 置色橙上 ＂辺 u:s.o 
の砂泣を含む.0は賽と体邪の墳に沈紺を~,つ．天II都は,.. 11,; 灰“色 /tlT 1!7-11309 

ヘラケズリ．

S0017 瑣墨召 O!l:124 
XiHII郎を欠mし．約 I/3がれ(iする．天it佗1がf'定｝池Iの

~19 
置e,u杯Iii.vZl:l.l 

-t'YJII整をけない．へう泣サをしつ,!~-t•I•、こ往 1-3 •f1J砂 Iii !!.I & 行逼 87-11308 

拉を含む．

420 
S0017 頚思Bna:11.2 I! ぽ完形．天月；鄭はナテ潟＂をけない．へう ii!'·~をしつ．

灰 色怜逼
87-11310 

畠色瑾上 匹 匹：＂ 馳土,1,,こ庄!-,.. の111-ttを含む． 92⑳ 12 

約 Z/3がm;.する.i:i邸は~It•ヘラケズ'1,体約にへう記¥}内直 ：

SD0!7 瑣恵5
oa:11.0 あ＇）．給J.中に指 1-3•の砂拉と合む． 灰色

87-11311 
421 

!!I色遭土 fl'!/ 
lll::3.15 外直： 停近

92-2013 
吐り邸：＂ 灰賀色

妖 n色

紅 u!l:&.?
約 I/4が残存する, ht謬I~へ9切り葦Ulが残るr,:,ヽヘ9ヶ 内面：

4V 
S0017 絹息石

GLl:3.! 
ズ,,. ヘラ.:e<>あ•) , 灰茶色

!¥'iii 87-11磁
迅色n土 杯＂ Ul紐：11 

外面：

ID灰色

$ll0l7 須患召
ぷ1, •1 儒を欠り1 し， 峯12/3が残什ずる．駐団はへ9切鯰しで

423 
＄も11..L 匹

U{ill,!¥ H 1•11<ヘラケズりを行なう．へ,.:が｝あ •). 船:I:中に粍 1-2.. 沃 (1色 j':-;jj 87-11320 

の6位をbずかに含む．

424 
SD017 絹患こ 紅 Ufl:J?.O11ru1 を ~mu.i:郡が約I/4残,,,する.t'i l· •J• に少Jilt!)砂位を

硝灰色 井迅 87-11磁
出色墨t ;:;;1. 1(/fG~: l.! 含む．

Sll0l7 組以石 祖え111!:1!.!
"』糾罰-II忠にかけて約 I/6が1且/j:する．祐 1:•l•t<ff.1-Z

m灰色
425 

呂色讚上 屯~ lilt砧；＂
一の紗拉を少1,tf.;む.11船の外llli(Hタキ後カキ，，.I'll籍はJ,,I

-IS鴨 e!!・iii 87・11249 

心f'I文の??キを1;なっている．

S0017 珀息811/iD/l:90 rr1紐部を欠りし．約2/3がf)i,{/.する．肋 t•I心径 1-2... の
2ヽ6

四()』u HUkft:11 砂位を含む.ti: 郎は1•11ぷへうケズ,,. /Ji 色仔泊 1!7・1131ヽI
迎

S0011 
＂紺召 11!1 II 

"'紐讃1-頸聟1こかけての約 l/ ZがIR/iする．外,,1,ヘラミガ

•i1 
!¥l(;Jft 

論
,1h邸：IU 

キで"''色屈i科を屯化する．肋 lら•I• にIf.I-?•の紗9えを合む． 博茶色 'l'(-jjj gピ 11331

｛幽

S0017 上氏召 紅 11[t:21.1
蒻閲を欠り1し. tぷPsiの約 I/ < が伐什する• (* l: •J心lti-s

428 
3色遭J. £Hf. fl//5必：ヽ ,5
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駁をしつ．
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償磁C・D迫跡
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81・11328 
429 塁色虹 硲杯 ●覧111:9'5

“体ll!Jlj内外甜とらヘラケズ'},褐llillい勺外i絹ともヨコナデ置 茶臼色 管l1
92・2014 

竪を行 う．

鰤郎の約 3/ ヽ が残存する． 鯰土•I心往 1 一旧後の砂位を合む 内直;:

n 
S0018 

須應召 LLF畠1t:s.1 賞灰色
筈迅 87-11313 

430 石杯 •111 :3_;; 外if,i:
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迫跡名 ：鈴熊迫跡（略号 SZK) 
所在地 ：佐賀市久保泉町大字川久保字鈴熊



鈴熊辺跡

鈴熊遺跡

I 遺跡の概要

第2迂で述ぺたように．当遺跡は肥前七阪の一つ鈴悶山西麓の標窃40m前後の舌状丘餃上に

立地している．市は佐fi平野が開け．西0!りも背後の金立山南泣が迪なる以外は平野が広がり ．

西原辺跨．久保泉丸Ill辺跡などが隣1応する。東側は.I月行丸前方後円項などのある若干の平野

を挟んで神籠石で布名な帯隈lllの他．斗稲隈1!1や日の隈山が林立している．

関査の結果，当迫跡は縄文時代-'i~-前期，晩期と古項時代ii;,- ヽI•期の追跡であることがわかっ

た。縄文時代年・ー前期は明確な逍構は検Illされておらず押型文土器や杓畑式土岱などが包含附

や古墳の墳l'i:盛土などから出七したが．これらに加え南九州の窄ノ神式土器などが出土し注目

される．一方，晩期では甕棺森が唯一検出されており， 1't頂な例として頂要である。なお．そ

の他に潤査中「3号集石」として命名されたものの残存状況が函く実測図等の記録が取られず，

出土迫物のみが報告される道構もある．

古項時代では．竪穴式石;il.竪穴系横n式石奎．椒穴式石至．哀状配石砥．石棺認.・I; 城な

どが検：JIされたがいずれも古項時代初頭から後期までまたがるもので共種な迫構と言える。こ

の中でSK010・014・016の土痰は古式：t師器を出土し佐賀平野の店準沢料として並要である。ま

た，STOOi古墳出土の移i思笞や土師器b同じく初期須思沿段階の碁準交科となるものである。遺

楕：では，箱式石棺廷や日状配石裕，方項（方形周漑硲），竪穴糸横n式石玄．横六式石当・など

が，その他に訊j査区外まで分布する bのがあるが，時代順に造営されており ―•単位の古項群の

成立展1月を見るうえで打須な例である．以上のうち古墳時代については，既に発掘調査祖当名

の蒲原宏行氏等により一部が紹介されている。すなわち，SKOIO・Ol4の土師沿は布留式古段陪並
（信I)

行期のI閲準沢料.STOOJ-002古墳出土須忍径は， 9訳邑産と福岡の朝介産が共伴し概ねIll邑編年,.,, 
TK216-0K46段階とされる。また，古Jf!の中では.ST006閲状配石姦を古墳時代初頭のものと

＜鵡>)

して最古と巧えられているが.STOOl・002古tJ'tなどは横穴式石室に先行する 5世紀後干代の竪
（讚"

穴系横l:t式石室として早くから紹介されている．

このように．正式な報告杏のTiJ行以前から多くの沢料が紹介されているが．それは，小迫跡

とはいえ，当迫蹄が佐賀平野の特に古JJt時代の汲要な沢科を布していたためと考えられる。

（注）

I, l蒼J,;(宏行［佐fY!Uj:召紺年甚耶沢料」「古）n時ft前半期の古IJt/JJ上上おの検討J第II分働 埋滋

文化財研究会 1989年1月

同 r ,•;m時代初頻,iii後の：I:;$編年ー佐n平野の場合ー」「調介研究行」第16集 佐f(l¥¥!l
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1 返跡の瞑要

褐物舵 • 佐奴111立英術館 1991年 3月

2. 窪原宏行他r佐n平野の初期須恩呂・囚質土召Jr古文化該裳J第15集 九州古文化研究会 1985年

3. !iii原宏行「鈴熊遺跡」『定型化する以前の硲闊J第 1分1111 視蔵文化財研究会 19総年8月

4. 甜｝点宏行「竪;・,系横口式石室考」「古項文化の新視角J雄山閣 1蹄3年

Tab. I 鈴熊迅肱返構一豆表

No 遺構名 遺構稲月IJ 形態 規模(m) 出 土 迂物 時代

1 STOOi 古 lJ't 円 1.n 径約!Om
須恵沿 • 土師沿 ・ ミニチュア .:I:四 ・

古頃
土製勾玉

2 ST002 ＂ ＂ 径約!Om 須患若 ，鉄鏃
＂ 

3 ST003 II 

“ 径約!Om 須思沿 ・土師岱 ・鉄鰈 II 

4 ST004 " // 径約13m 須点岱•土師西 ・ 鉄謀 ” 
s STOOS ,, ,, 径約Sm ＂ 

6 ST幽
,, 

(1.il状配石~)
II 径約4-4.Sm 須思怪 ・鉄器片 II 

？ SC007 箱式石棺松 II 

8 scoos “ ＂ 
， SC009 ＂ 

II 

10 SKOIO 上 痰
隅丸

2,2X2.3m 土閥笞 ” 方形

II STOii 古 頃 方項 一辺約4.4m 土傾i'.'I・鉄籍 II 

12 5D012 溝状泣楕 弧状 4.2X0.6m /I 

13 SJ013 甕棺硲 0.75X0.9m 縄文土岱 縄文

14 SK014 士 披
不整

(2.3) X2.9m 土師お 古lJ'l
円形

15 SXO!S 敷石辺構 I X 1.5m 

16 SK016 」： 披 惰円形 1 X0,7m 」：師召 ・ミニチュア土磁 古m

17 STOl7 古 )!I 11) Jtl 径約Sm ＂ 
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鈴熊迫葬

‘ヽ＇

Fig. I 鈴熊itt跡地形測杖図 (I/400) 

-354-



/
 

。
10m 

Fig. 2 鉛熊沿跨迫構配設図 Cl/400) 
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鈴熊泣％

II遺構

1. 縄文時代の遺構

(1)甕 棺 姦

SJ013甕棺墓 (Fig.3) 

長径0.75m.短径0.9m,残存す

る深さ0.3mを測る平面惰円形の

土城に甕形土沿が閃匿した状況で

検出された。土母は既にかなり削

平された状況であり，残存高が20

cmしかないが，土器自体は器高が

約45omに復元されるので土擦の深

さは元来は少なくとも0.6mは

あったと想定される。

縄文時代の1町l確な遺構はこれ1

基だけであった。

また，「3号集石」と命名された

ものの，残存状況が悪く迫構の記

録がなされていないものも あるが，

後述されるよ うに，出土土沿は，

当迫構と類似しており，甕棺廷で

あった可能性が店い。

杓＞

-tt@ 
も

＼
 

50cm 

Fig. 3 SJOJ3安棺慕 (1/20)

2. 古墳時代の遺構 ．

(1) 古 墳

STOOi古墳 (Fig.4-9) 

概要

潤査区のほぽ中央に位沢し，当遺跡の古墳群中最南端にあたる。北側にはST002古墳が隣接

し，そのJillには縄文時代のSJ013甕棺硲が位栽している。また，西側から南愕にかけても

SK016, SC009, STOll, SD012, SKOlO等の古項時代の墳姦や土嘘が接して分布している．
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n遺揖

項丘 ・1即溝

墳丘の束北側は崖の崩落により失われてい

るが，その他は残っており，墳丘径約10mのP.l

墳で，残存窃は0.7-l.2mである。周澤は蛭

1.3-1.Sm, 深さ0.2-0.3mを測り概ね平而

形が正円形を呈する。地Ill笠形面の測飛図と

墳丘土層図によれば．まず地山面を水平に近

く削平し次に磁恢を掘り．さらに石室を構築

するとともに盛土を行い．そしてその後園溝

を掘削して墳丘を整えていることがわかる。

゜
内部主体

南西に開口する竪穴系横口式石室である。

主軸方位はsss・wである。廷擦は平面形が

2.95mX2.2mで．深さはO.l-0.2mと浅く．

これに腰石を紋設するために0.2m程度さら

に掘り込んでいる。また，玄門側には短い蘇

道が付けられる。全長は3.4mである．天井石

は0.7-0.8mX0.8mで匝さ0.3m程のはは同

規模の板石が2石残っていたが．玄室内に大

きく落ち込んでおり．今回の実測図では行略

した．

玄室は長さ2.04m.前幅1.04m.奥輻1.12m

を測り，ほぼ長）i形の平面形を呈する。天井

石が落ち込み側壁が破淡されていたものの．

側堕の残存高は0.94mで．後述する玄門立石よりそれ程窃くはならないと想定されるので天井

Fig. 4 STOOi古墳墳丘測位凶 (1/200)

。
Fig. 5 STOOi古墳地山径形面測位図 (1/200) 

部の高さは Imを若千越える程度と考えられる。両側閃は最下段に餅0.4-0.9m,麻さ0.3-0.6

m程度の比較的偏平な石を腰石として 3石ずつJIIい，それより上位には紐0.2~0.Sm.高さ

0.l-0.2m程度の石を平積みする。奥壁もほぽ同様であるが，最下段に窃さ0.6m程度の偏平な

石を 3石立て，その上に佃l照と同程度の規模の石を平積みする．

玄門部は左右 1石ずつの玄門立石と裾石から構成される．玄門立石のうち右側は布さ lm弱

程度，左側は,(;jさ0.7m程の偏平な石である。裾石は長さ0.2-0.3mの1『1礫を 3石横に並ぺて作

られているが．この部分が玄室床i面より約0.2m窃くなり．いわゆる段摺沿をなす。削庭側蚊は
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鈴熊遺餅
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Fig. 8 STOOJ古tj¥石立鉄召1.11:l:状況 (I/60. I /20) 

長さが左!1!1がJ.Om.右側がO.Smで後者が玄室憫壁からまっすぐつながるのに対して、前名は約

O.lm外部に広がる形態である。石材は両前庭側壁とも最下段に0.2X0.4m程の比較的大形の角

親を使用し，その上にはそれより小形の石をmいているが，玄I叫立石に接する部分は3段に杖

み前方に行くにしたがい次第に上部が省略され低くなり前端部は 1段だけになる。床而は地山

上に0.2m程の設土をして床而を作るが，前面に行くにしたがい窃くなるものの傾斜はきわめて

該い。

玄l"l部には閉器石が残っていた。閉塞石は最も五室に近い部分に0.4X0.7mの板石を左右の

玄l"l立石に~lてかけ， それより前而には0.lX0.2111程の1蒻荘を招んでいる．

迫物の出土状況

玄室の東南部隅の床面上より鉄刻と直刀が 1日ずつと鉄鏃がまとま って出土した。また，吊

丘上や間溝中からも須忠益や土師格が出上したが， J1,J溝からは玄室の右側にあたる［月滞Al区，左

側にあたる周溝B区，玄至左奥側の周消C区より須思沿・：血Ji沿がまとま って出J:した。この中

ではB区が岳も滋物位が多く周涸のほぽ4分の 1の範1ll1に分布しており．須思器甕．胞等が出土

した。これらは悶滞底より約0.lm?.'/jい1妬在に集中しており問溝がある程度埋った段附のI所産と

苔えられる。
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Fig. 9 STOOl古墳閑溝内迅物出土状況 (I/200, I /40) 
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鈴熊遺跡

ST002古墳 (Fig.10-13) 

概要

STOOl古墳の北側に位武し．西側

にはST003古墳が隣接する。また．本

墳とST003古項との中間にはST006

環状配石硲が両者に挟まれるように

隣接する。周溝の調査および/!¥土遺

物からST003古tt¥より古いことがわ

かったが， ST006古墳よりは新しい

と考えられる。 --
Fig. 10 ST002古'ti墳丘漏炊図 (1/200) 

墳丘 ・周溝

墳丘は既に陥没した状況であり 、天井石は石室内に落ち込んでいた 1石のみであった。墳丘

径約!Om,残存する項丘店約0.8mの円墳である。周溝は輻I.7-2.4mで．深さが0.3-0.7mを

測る。

--

＜
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<
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。
Sm 

rig. II Si002古頃m丘illL1図 (1/IOO)
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JI 遺溝

また，項丘外表には耳石が検出された。五石は項J和のほぽ全域に残っていたものの残什状況

は良好とはいえず，特に祖部についてはほとんどが流失していた。しかしながらその中でも硲

道に1日かって左側の墳.fi:A区．石室左奥の墳丘B区および石室右側の墳丘C区と I)区の•J•tltt部の
Ill 

3カ所が比較的良奸に残存していた。これらの部分にはいわゆる「界石列」が観察されるがそ

れぞれの鮒は，計測できるA区でl.Om、D区で1.2111である。項たの：1::/i'J糊査によれは'.I日地表

面を削平して総漿を穿つのに適当な平坦面をまず作り ，その後砂門の粘土を主体に墳丘を作っ

ている．

周溝はtilに迫られた砥逍jjfj面はii'!失していた。また，ST003古項と並複する西側部分はST003

古頃の問溝構築時に一部破淡されていた。その他はほぼ円形の平面形で残存していた。

内部主体

束にJIil日する無袖の竪穴系椒1:1式石室である。主軸の方位はNss・i::である。硲漿は丘陵尾根頂

部側にあたる奥堕側で深さ約0.4m程屈削しているが．裕道側は掘り切って作っている，規模f;i

餅約2.85m.長さ約4mを測る。天井石は玄門側の 1石のみがずれ落ちる直前で残っていたが他

は消失していた。

玄至の規段は．玄立長2.36m,玄至輻は前部で0.7m.奥壁側で1.14mを測る。玄当高は．玄

至前部で約 1m, 奥梵付近で約1.2111と推定される。両側想は.ta下段は輻0.9-1.0m, iJiさ

0.4-0.6111程の腰石を滋き．それより上2段は幅0.4-0.&m,祁さ0.1-0.2111程の石を乎栢みす

るが．それより上位は人碩大の塊石積みである。奥択は最下段に栢1111,,f/jさ0.6mの 1石を説

き．それより上位には紐0.2-0.4mの側既より小形の石を選び積み上げている。信9既との両隅に

は「力石Jが用いられていた。床面は．敷石や沼土等は確認されず直接地Ill面が利mされてい

た。

憤n部は無袖である。また匪石がなく ．地山」：に約0.4mの耳さの沢土を施して硲道床面と し

段J.:構造を作るが．姦道の先端はそのまま下降していた。前庭偶繋は左校で艮さ約lm. 布壁で

約0.6mを測り先嗜に向かって開いている。いずれも0.3X0.6m税度の板石を縦切きして一段積

んでいるが．それ以上にも和んであったかは不明確である．

迫物の出：ヒ状況

玄室内からは右壁に沿って鉄鏃4本が床面から出土した。

周溝内からは須忠店漣．漸等が出上した。

註{I) 「久保泉:IL1I』遺餅J佐買lし！教存委ハ会 1986年
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IJ 迫情
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l'ig. 13 ST002,1;l印i宅 (I/60) 
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鈴熊遺跡

ST003古墳 (Fig.14-19) 

概要

覇査区の北西側に位芯し，束側の

ST002古墳，北側のST004古墳およ

び北西側のSTOOS古It!等と周溝が接

している。周溝の関査により，これ

ら3基のいずれよりも新しく構築さ

れていることが判明した。また，石

立奥岳付近の墳丘内より古弐土師若

を出土する土漿SK014が検出された。

墳丘 ・問溝

墳丘は径約10mを測る円墳で，残

存する店さはl.Omである。周溝は崩

壊した紺に而する西備は明確でない

がその他は比較的良好に残存する。

最も状況の良い北側では幅1.7m,深

さ0.4mを測る。地山整形面の状況を

兒ると石室の両脇．すなわち東西側

には猛壌から 1-2mの範1ll1で18表

土が残っているので項丘の中心付近

はそれほど手を加えていない。盛土

は石室構築にともなう 一次盛土と，

その後墳丘を整えた二次盛土が観察

される。間溝は二次盛土を校んだ後

に作られている。

内部主体

l<'ig. 14 

Sm 

Fig. 15 ST003古項地山整形面訓位固 (l/200) 

雨東にl~I 口する横穴式石室である。 天井部は既に崩壊し天井石および玄当壁体の上部につい

ては失われていた。 主紬方位はS29'Eである。全長は4.0mを測り，やや胴張りの羽子板形の平

面形の玄,ifに短い「ハ」の字形にIJIIく前庭憫壁が付設される。

玄至は長さ2.98m,i府枇1.42m,奥幅2.4mを測る。比較的残存良好な玄当左壁が窃さ1.2mで

あるが最下段には幅0.5-1.0m.ir, さ0.3-0.4m程の腰石を配匿 しその上に輻0.2-0.Sm,席
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鈴熊遺跡

L=44.60m 

2m 

Fig. 17 ST003古項石室平禎iおよび閑塞状況 (I/60) 

さ0.l-0.2m程度の石を平積みする。残存状況は悪いが右堕もほぼ同様と名＇えられる。奥岳も側

堕の腰石と同程度の石を 2石位下段に配武するがそれ以上はほぽ崩環していた。ただ，左隅に

いわゆる「力石Jが3段残っていた。床面には径O.lm1iii後の偏平な板石によって敷石が施され

るが． 一部は祝乱により失われていた．

玄r・1部は幅0.4m,高さ0.7-0.Smの温乎な板石を左右に立てて玄1·~立石をつくるが，いずれ

も偏平な小形の板石を 4-5段積み上げた上に相石を沢き玄r,部の拡大を計っている bのの前

拭の存在は不明である。また，床面には桓石を配冠する。玄1"1部はil,¥I0.5m,而さ0.86mである．

前庭部は長さl.2mを油lるが，絣は玄]'1側が0.9m.前方側が1.4mと前方に短く開いている．

前庭側石は玄室側咽の石材よりやや小形の餅0.2-0.5m,{./jさO.l-O.J5m程の塊石を用いてつ

くるが．前方に行くにしたがい上粒部が下がる。また，床面は前庭部の入日から奥に向かって

約O.lm下がるが,STOOi, 002古項同様に床而との落差は小さい。

玄l"I部から前庭部にかけて閉寒施設が残っていた。r,柑柊は絣0.6m.窃さ0.7mの板石 J枚を玄

Iり立石に外方向から立てかけ，さらにその後外祁方向に数10cm大の塊石ないし板石を栢上げる

ことにより行っている。残存状況は札Hiの-~11,i まで:iiが詰まっており、良好である．
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Fig. 18 ST003古墳石室 (I/60) 
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鈴熊泣跡
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Fig. 19 ST003古項石宅内遺物出土状況 (l/40) 

迫物の出土状況

迫物は玄室内，周溝f/q,墳丘中から出土した。玄室内は大きく撓乱されていたこともあって

迅物の出土は少危であった。玄奎左側墜下の床面敷石上より鉄媒2本が先端を奥壁側に向け原

位醤で出土した。また．玄室埋士中よ り土師怪鉢，小形甕等が検出された．このうち．土師径

については元米玄*にあったものか否かは不明である．

一方問溝では，盗道の左右に集中し．硲道左側の屈法A区からは鉄鏃須恵器坪蘊身追等

が．右側の周溝D区からは須患荘短類衣やその他の土若がIJI土したが石室の背後にあたる周溝

B・C区からまとまった出土はなかった。墳丘からは本古頃に係わる迫物というよりも．項J1:下

部より検出された土痰SKOl4に関退する滋甕窃坪器台等古式の土師岱が出土した。 ま

た、項丘北西部の盛土最下層より餅造欽斧 1個がはぽ水平を保って出土したが、これも本米

SK014土演に伴う可能性がある．
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II 遺構

ST004古墳 (Fig.20-23) 

概要

調査区の北端に位訳するが，墳

丘の約3分の2は調査区外にあた

り，この部分については石室の実

測と現状での墳丘測供のみを実施

した．先述のST002,003古項と南

側で近接するが，鵡査区外の西側

にもSTOOS,017の項丘径約!Omを

測る 2基のJII墳が隣接している。

項丘 ・周溝

項丘は径約13m,残存の高さ約

2mの円墳である。当古墳群中で

は最も墳丘規俣が大きい。閑湛は

調'ti.Ill'.内にあたる術傭部分で判斬

すると幅2.0m.深さ0.6mである。

凩溝の調査により雨償のST003古

墳より古いことがわかった．

i二

Sm 

Fig. 20 ST004古墳墳丘複jgl8)(I /200) 
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[
 内部主体

京にOil口する竪穴糸横口式石至

である。主翰の方位はN70'Eであ

る。石室は悶査区外であるため．

梵掘は実施せず，間口した奥塁か

ら進入して玄至部分の実測のみの関査を実施した。したがってj河庭および臨道については未糾

査である。玄奎は右側弐と奥!'.tの腰石 1枚ずつが倒れていた。玄室長2.Sm,玄室幅は前部で

Sm 

ST004古項地山蟄形面測仕図 (I/200) 

1.04m, 奥壁側で1.36mを測る。玄室私は，側低が相当はらんでおり，天井部までの計測が不能

であったが前部でのMさは1.38mである。側悶は，位下段は幅0.5-0.75m, 硲さ0.4-0.Sm程

の腰石を甜き，それ以上は輻0.2-0.7m,窃さO.J-0.2m程の石を平積みするが，上位に比較的

大形の石を配甜する傾向がある。奥捻も甚本的には側璧の絞み方と同様である。側壁，奥壁と

もに床面から70-71'程の頼斜をもって立ち上がり ，持ち送りを行っている。

床面は，既に地11」面まで悦乱されていたが，裾石の窃さなどからO.Jm程度の誼土乃至敷石が
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Fig. 22 STOO• 古墳項丘土附図 (I/60) 

施されていたと芍えられる。

横u部は．まず2石からなる据石を玄当側に沼き，それよりひとつ前方両側に玄I'『1立石を配

置する．閉惑は下方に偏平な小形の石を高さ0.4m程平積みするがそれ以上は高さO.Sm程度の

偏平な板石 3枚を立てかけることによ って行っている。これより前方については未調査であ ').

前庭債壁や硲道については不明である。

迫物の出.:f-.状況

墳丘盛土中から土師西の小形~l, 鉄鏃 1が出土しているが，小形壷は地山整形而からの出

土である。
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Fig. 23 ST004古1J1石牽 (I/40) 
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Fig. 24 ST006古墳 (I/60) 

ST006古墳 (Fig.24) 

概要

土擦藝を内部主体にし．そのJl.'ll!llに礫を環状に配冠する項廷である.ST003古墳の南,ST002 

古墳の西に按しており．南西から藷ifJPIにかけてSC007・008の箱式石棺磁が分布する。
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II返情

墳丘 ・周溝

盛土によってつくられた墳丘ではなく ，士痰硲の堀ブiのレペルとはほ同高の地山上に径約4

mで環状に0.2-0.301大の礫を配設する。この配石の残什状況は良好ではなく ．北側の約3分の

1 だけが裾石を含めて残っているが． •他の部分は礫が散在するのみである．ただし．土演必の

中にも若干荘が涵ち込んでいるので．環状の配石ではなく涵全体が躾で覆われていた可能性が

ある．間溝は確認されていない．

内部主体

長径2.2m,短径l.lm,深さ0.2mを測り ，土猥哀と考えられる。平而形は南西側の小口が広

く ， 北東側小口が狭い隅丸長方形である。ただし.~痰の南隅と南東側の壁に接して芯かれた

塊石は原位活とも芍え られ＇単純に土漿硲とは断定できない部分もある 。床而は地山上に広上

をした上に比較的小形の板石を主体に用いて敷石をつくっている。

遺物の出土状況

土荻砥内の敷石上面より鉄製刀-f1が．また北洒側の敷石が薄くなった部分から坪身 ・短頚

豫などの須恵呂が出土したが,ST003古墳の悶溝に接する環状配石やST004古積墳丘より出土

した破片と接合関係にあり．これらの遺物が本米ST003古墳にともなうものかどうか不明であ

る。

STOii古墳 (Fig.25・26) 

概要

悶査区の中央部に位芯し．北西方向から浬絞するSC007・008・009箱式石棺総と並んでいる．

また.STOOl古墳の南にあたり．両者の周溝は接している．

墳丘 ・周溝

表土の直下より周溝および石棺溢石が検出された状況であり，項丘に盛土は確認されなかっ

た。周滋は現状では平而形が西に開く「コ」の字形を呈するが．西側は庄にiliiしており．元米

の平面形は方形を呈していた可能性もある。現状で項丘の規揆を計測すれば一辺が約4.6m,梧l

溝の幅0.4-1.0m,周溝の深さ0.2mを測る。

内部主体

墓演は隅丸是方形の平面形で長径2.2m,短径0.87m.深さ0.25mを測る．

内部主体は箱式石棺廷で.J!l溝のほぽ中央に位設し｀ 主軸方位はN55'Eである。棺の規模は
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鈴熊遺跡

長径1.63m,深さ0.2mであるが．栢は北西側が0.29m,fa釦米側が0.21mで，北西側が広いもの

の中央部は0.33mを複9り，胴板り の平面形を呈する。

柁材は偏平な板石であるが．両側石で小口石を挟み込む形慇である.IJIJI石は0.2-0.4mX

0.3-0.6m程度の板石を ~t西側が 7枚． 南東側が 5枚で構成されるが． 石材を縦位に川いてい

る。床面は地Ill上に0.05111程度の設土をした上に板石で敷石を施している。

泣物の出土状況

棺内の北角床而上から，雄が出土した。頭の右脇に位芯すると名えられ.v字形に折り1111げ

られていた．

L=43.00m 
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｛信墨fl)

ヽ

炉
t1 

゜
2m 

fig. 25 S1'011古＇項頃J,:測!WI(1/80) 
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Fig. 26 STOU,!i墳内部主体 (1/3-0)
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鈴熊迫誇

(2) 箱式石棺姦

SC007箱式石棺塁 (Fig.27) 

覇査区-lt/JBJの西椛線に面して位江している小形の箱式石棺磁である。北側にはS'f003・006古

項が．南側には同形態の箱式石棺秘であるscoosおよびSK016土城等が近接している．

本古墳は挽乱のため漑石は梢失していたが．小形の組合せ式の箱式石棺である。ぶ籾贄は長径

1.26m, 短径l.Omの寸詰まりの閑丸長方形の平而形を呈し．現状での深さは0.3mを測る．石棺

の規模は長さ0.77m,枇0.43mで小形のややm張り形の長方形の平而形を呈し小n石で側石を

挟む形慈である。主釉方位は北側小日を基準に してNl9"30'Wである。両偶石とも0.2-0.35

mxo.3-0.6m程の石材を川いているが．厚さが0.16mを測り.STOl! 古墳の内部主体および

SC009等の比較的大形の箱式石棺が厚さがO.lmを超えない薄手の石材を選択している点と対

称的である。また．南側の小口では最下段の小口石の上に平積みした小形の板石が一石確認さ

れたが. .:. れは他の側石や小口石の上端に"f.,¥さを合わせるために壁を足した痕跡と考えられる．

床面は直接地山面を利用してあり，冠土や敷石等は確認されていない。

迫物の出土状況

本石棺からは特に這物は出土しなかった。

E
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 4
3
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 0
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m

 

。
lm 

Fig. 27 SCOO? 箱武石棺松 (I/30) 
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scoos箱式石棺墓 (Fig.28) 

SC007箱式石棺冤の南束に位醤し，京隣にはSKOJG土猥がある。検出時には北側小n上に歪石

1石が残っていたのみで他の漑石は失われていた。石棺は長径1.43m,短径0.92m,深さ0.4m

を測る闊丸方形の硲披に作られている。石柁の規校は長さ1.04m,iぶさ0.23mを測るが，糾は北

側小口が0.25m,南側小Nが0.3mと後者が名千広くなっている。 IJり石が両小口で挟まれる形態

のものである。方位は南側を碁準にするとS27'30'Eである.ill! 石は両側とも 2石で構成されて

おり ．北側に位置する石が長さ0.7-0.75m.高さ0.55m.厚さ0.15-0.2m程の大形で全体の3

分の 2~を占めるのに対し南側の石は小形のものが選ばれている。また，南傭の小口石が薄い

他はいずれも厚さ0.2-0.3,n程度のがっちりした石を使用する。一石残った査石から．上端は両

僚石の大形の石の上溢に合わせてあったと巧えられるが，高さの足りない~ij,Jヽロゃ束側の側石

のうちの南側の小形の石の上については石を平杭みにして足した痕跡がある。したがって本石

棺裕は最下段に大形の板石を立て，その上に部分的には小形の板石や1鬼石で壁体を構築したも

のと与えられ，この点でも先述のSC007箱式石棺硲との共通性がみ られる。 床面は地山上に

u
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T
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Fig. 28 SC008箱式石棺~(l/30) 
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嘉------=-wl忙；・-―.L―-- -~--=吋 L=42.50m

-i>

。
lm 

・i 

Fig. 29 SC009箱式石棺紙 (1/30) 

-380-



II 辺構

0.02-0.05111程度の芯土を施した後に似平な板石で敷石をつくつている。

泣物の出土状況

本石棺哀からはガラス玉2佃が出土した。

SCOO嘩式石棺墓 (Fig,29) 

SCOO瑯式石棺慕の束面約1mに位芯し，北凍約 JmにはSTOOi古項．東南約 lmにはSTOii

古頃の周溝が接している．石棺の方位はS3l'Eであり， scoos箱式石棺総とほぼlnlーの主軸方位

であり.SC007箱式石柁公とは反対の主軸方位である。

葛痰は2.48X1.03mの規模を測り ，乎而形は胴張りの隅丸艮方形を呈する。石棺 bまた長さ

l.92m, 森さ0.25m.中央部~0 . 45m, 市東部小口幅0.23m,北西部小n幅0.19mを測るIJJ祁張り

の平面形態である。滋石は0.8X0.5m程度の薄目の板石4枚で構成され，それぞれの駐ぎnはそ

れより小形の板石で補足される。側石は北東側 6枚，雨西fl~1 枚の板石で構成されるが，前名

は石材を立位に用いているのに対し，後者は横位に沿いている．床面は硲漿底涌上に0.05m程度

の誼J.:をしてから幅0.5-0.4111程の板石を全面に敷いている。
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Pig. 30 SKOl O.t坂 (I/60) g 
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鈴熊遺粉

滋物の出土状況

遺物は棺内北丙,Jヽロ床面J:より 主軸に並行して鉄製Jliが 1点/l',土した．

(3)土墳

SKOIO土墳 (Fig.30) 

濶査区のはぱ中央部に位匹するが遺構の密集する北半分では必H端部にあたる。北西約 1

mにはSTOOi古項の周溝が．南西約 2mには5D012滋状遺構が接している。

規校は2.3X2.2mで平面形は円みがかったiE方形を呈する。北側の隅付近が位の崩沼により

失われている.i菜さは約0.4mを測る。土吊は 2/ilに大別されているが．基本的には砂代の県色

土が堆積していた。

涵物の出土状況

主として下灼の第2陪中よ＇）古式の土師器が人頭大の辣などとともに， 比較的まとま って出

： t. した。これらの平面形は．糾0.84m,長さ1.68mの略長方形である。
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Fig. 31 SKOl4土漿 (J/30) 
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II 遺 構

SK014土塙 (Fig.31) 

ST003古墳の北西．すなわち奥壁の背後付近の盛土の下面に重複して検出された—l洟責である．

束洒方向の長さは2.9mであるが．南北方向はST003古墳の慕濱によ って掘削されており ．残存

する長さは2.3mであり．平面形は不整形な方形を呈する。深さは0、31mを測る。追構1'1の埋土

は媒褐色の枯質土附であった。

迫物の出J:.状況

土攘の底部付近より古弐土師西の壷形J:.店，寝形土召等が出J:.した．

SK016土壌 (Fig.32) 

SC008箱式石棺硲の東に隣接する。 1.0XO.7mの規屎で，平面形は楕円形を呈する。深さは

0.25mであるが東端部の底面はさらに小穴状に深くなり0.45mを測る。

迫物の出上状況

底面より0.2m程面い位匹で.2個の藻形土器が士城の東西に並んで冠かれ．そのうちの西側

の上器の中にはさらに 2個の小型の盗形七器が入れられていた。また．

ミニチュア土店や．土製勾玉等が出土している。

土構内や財辺部からは，

E
O
O
.
C
マ
11
、＿

I I 

Fig. 32 SK016:I: 城 (l/20) 。
Im 
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鈴熊泣杵

(4)溝状遺構

SDO! 頌状遺構 (Fig.33) 

調杏区のほぽ中央に位造し，古墳時代の近構群では姑南端にあたる．長さ4.2m.糾0.6m,深

さO.lmで現状の平面形は弧状または三 ~I fl形を呈する．円形周酒必の可能性もある．

逍物の出土状況

遺物は上師僻などが出士したが少lil:小片であった。

ヽ

L=42.5-0m 

ニニュ、一/ ― 

。
Im 

Fig. 33 S0012溝状逍柄 (I/40) 
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II 迅構

3. 時期不明の遺構

(1)敷石遺構

SX015敷石遺構 (Fig.34) 

調査区の南瑞部に位四し，他の古墳時代の迫構群とは離れている。I.SXI.Omの範囲に偏平な

石や塊石を敷いたような状態で検出された。ただし、この範囲全体に敷き桔められた状況では

なく．抜けている部分も広い．

遺物の出土状況

明確な迫物の出土はない。したがってこの道構の時期も不明である。

L=41.00m 

羞
互さ,.--;'. 一""d芦一•

-` i ~ 

I-迄
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,I 

゜
lm 

Fig. 34 SX015敷石迫構 (J/40)
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Ill 遺 物

1 . 縄文時代の遺物

(1) SJ013甕棺 (Fig.35) 

2個体があり 1は甕柁磁として使用された土器で．日径41cm.残存器高4l-42cmを測る大形

の提である。肛部は打ち欠きにより撫くなっている。胚部側から外方向に立ち上がり ．駈l部中

位付近で逆「く」の字形に屈曲し，頸部に至る。口緑部は頸部で短く屈曲して外反するが，外

面から口唇部にかけて条釈が施されている。 J此大径は口緑部にある。 2は供献用のものと考え

られる浅体である．復元n径15.2cm,呂高4.8cmを測る。丸底で．口録部には内外に沈線を 1条

ずつ施し，丸味のある□£部を作る。内外ともヘラミガキなどでT寧に若面糾墾されている。

いずれも ， 晩期 '1i•i半に位甜づけられる。

ー

~ 
。

20an 

Fig. 35 SJ013哀棺硲1.1¥:1::l:四 (J/0
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。
20cm 

Fig. 36 3 {}集石出土道物 (I/4) 

(2) 3号集石出土土器 (Fig.36) 

復元口径41.8cm,残存笛話18cmを測る俎製の鉢形土~ 3 である。胴部上半から口緑部にかけ

て残る破片である。胴部上半で逆「く」の字形に屈曲し，口緑部は外反してたちあがる。外而

は荒い条痰が施され．口緑下には煤が残っている。時期は，晩期前半である．

(3) その他の土器

ここでは古墳墳丘など縄文時代のオリジナルな遺構から出土しなかった土器をまとめて説

明する。

早期の土器 (Fig.37) 

4 -22は，押型文土呂。 4-20は楕円形の押型文であるが，総して大形の押型である。この

うち， 4-7は口緑部で．内面にいわゆる原体条叙が施されている。 4・6は，外反する bの。

5・7は．直口である。 21は方形,22は格子目形の押型文の胴部であるが，出土数は少ない．

23は肉厚の胴部片で．貝殻の腹舷部で押された圧痕が垂直方向に施されている。 24は口唇部

を欠失するが，頸部で「く」の字形に外反する J'.1籍部で，外i1iiには押し引き文が水平方向に施

される。墜ノ神式土沿である．

前期の土器 (Fig.38) 

25-28は口絃部である。 25は口昏部に刺突文．外面に横位．縦位．斜位の沈線が施され

る。 26は，口唇部に刺突文＇内外面に横位の沈線文が施される。 27も，口唇部に刺突文が施さ

れるが，内面のみに横位の押し引き文が施される。 28は、日昏部に刺突文．内面は椒位の剌突

文．外ifijは横位の沈線と剌突文の糾み合わせである• 29-34は旧部Jヤ.29は外面が樅位．斜位
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Ill 遺 物

の沈線と剌突文の糾み合わせであふ 30-33は外面に縦位，斜位の沈線が施されるもの。 30は

胎土に滑石が混入されている。また，31・32は内面に粂艇の痕跡がある。 34は外面に浅い曲

綜の沈線が施される。 35は，口緑部に1条の貼 り付け凸帯をしたあと，その凸帯上と下に横位

の幅広の刺突文を施す日籍部である．

晩期の土器 (Fig.39・40) 

36-51は，精製土器。器店の話低はあるが， いわゆる浅鉢一鉢形土岱である。 36は．もっと

も残存状況の良い bので，復元口径38.4an,残存器高13.8cmをillfる。 371ふ復元口径27.Gem, 

残存沼j¥',!j5.7anを測る浅鉢である。 38は．ロ緑部の内面への張り出しが突出する。 46-50は．張

り出しが矮小あるいは消失したもである。 51'ふ 旧部で外部に張り出す形態のものである。

52-62(ふ祖製のいわゆる深鉾形土岱である。 52-56は ~·紐部で，いずれもSJ013炭棺と 同

様頚部から短く外に廊Iiiし横位の沈線が施されるものである。57-62は底部であるが.58-61 

のようにくびれるものと，くびれないものがある。 59以外は上げ底である．
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鈴熊逗筋

〇宣~
゜

fig. 41 J: 製品 (1/3) 

(4)土製円盤 (Fig.40・41) 

63は全体の 1/2強が残る径8.2cm,最大厚0.9cm

の土製円色名である。表面は，撫でにより比較的平

沿であるが文様や孔などの痕枕は見られない。 一

而がやや平坦で他而がやや突出してお り，あるい

10cm は表狐の区別があるのかもしれない。 いは復元径

7.4cm, 故大Ji/.1.lcmを測る土製円槃である。浙ilii

形は63届u嘉而がやや平坦で他面がやや突出する。

緑辺にはo.7-0.9cmllfl屈で径 Immの小孔が穿たれているが．紐が通されていた痕跡が兒られる。

また．やや突出した面には細い沈綜文が施されている。文様は周粒と並行する 2条の沈線の間

に鋸祖文を埋めている。さらに．この内外にも鋸歯状の沈線が見られる.63はSTOOi古墳周溝．

64はST003古）n瑣丘の出土でもあり文様などからも古項時代の土製模造鋭の可能性もあるが．

ここで取り上げた．

Tab.2 縄文土岱 ・土製品観察表 （法lit a:111済'b:若高. c: 底径, d: 残存硲' e: 頸径）
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鈴批迫跡

(5) 石器

石沿は，打製と磨製があるが， 92の袂り入り柱状片刃石斧が弥生時代の初期に含まれる可能

性があるのを除けばいずれも縄文時代と して良いものである．

打製石器 (Fig.42・43) 

65・66は打製の石槍である。65は先端を， 66は碁部を欠く 。いずれも安山岩製である。

67-83は打製石鏃である。基部の形態で比れば67-82は凹基式であるが， 79-82は袂りが浅

ぃ,83は平碁式である。また， 72は両面に閉いた痕跡が見られる。67-70・74-76・82・83が

安山沿製， 71-73・77-80が県瑠石製である。

84-87はスクレイバーである。 84·85は．横長の~,,片の長辺の一端に刃部を作り，その反対

側につまみを作る，いわゆる石匙である。いずれも安ill岩製である。 86・87は．つまみを作ら

ないもので．安山岩製である。 88は石錐。視部の一部を欠偵するものの他は良く残っている。

＜二＞ 65 こ二> <::> 69 - -
-=--、一

70 

一即―w ~ -~i~がり鼻鳩創員

“いい創鼻釦~-~-~~
創羹属』贔 ~&~~

<:::::,, 82 C>  
Fig, 42 石四I(J /2) 1恥m
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磨製石器 (Fig.44) 

89・90は偏平な魁製石斧である。両面とも良く磨かれるが自然面の痕跡が残る。いずれも両

刃であるが， 90(よ欠損している。 91は平面長方形の閉製石斧である。これも偏平であるが．

89・90に比べると厚い。 両刃だが， 一方の刃が他方より長く作られ．片刃的である。 92は，袂

り入り柱状片刃石斧であるが．全体に磨耗が進んでいる。

93・94は磨石。 93は両面とも閉り減るが．傭面は敲打痕が目立つ。 94は全而迎滅するが．

半分しか残らない．

峰鬱0~<:::::> 86 

。
。

゜

；； 
84 

、85

＜ 

88 

。
!Oan 

Fig. 43 石器2(1 /2 l 
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八

90 

91 

94 

O゚ lOca, 

Fig. 44 石i.;3(l/3) 

原石 (PL.31) 

愚蝦石の原石で4f~I とも ST002古JlllJ'I圧下より出土したもので，集梢されていた可能性が高

ぃ．
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Tab.3 石器観察表
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鈴熊迫跡

2 • 古墳時代の遺物

古項1時代の出土逗物についても．碁本的に泣構ごとにまとめて記述する．

(1) STOOi古墳出土遺物 (Fig.45-49} 

J月溝内および周辺と墳丘より，須想沿 ・:l:師店 ・土製勾玉 ・鉄器が出土している。

周溝内出土遺物

95-129は周溝内B区,130・131は周溝内A区から出上した。

須恵器

95-97は追,95は．庇部は尖り気味の丸底で．頚部は燐くくびれ．口紐部は外反してr.:,昏を

九くおさめる。頚部とn綽部の撹の稜は鋭い。 96は大形で，丸みのある体部に頸部は強く くび

れ， r1絃部は外反して立ち上がる。頸部と口該部の境の稜は鋭い．体部のやや上半に穿孔され

ているがこれを挟む位辺に二条の沈線が施される。また，この位因と頸部には櫛描き波状文

が施される。97は， 約1/3を欠失するが追と考えられる。 底は平底で．体部は訂が張る。顕部

から日緑部にかけては比較的ゆる＜外反して立ち上がる．頭部と口緑部の境の稜は鋭い。

981;/., 底部と日緑部の一部を欠くが， はほ完形の須恵召中形甕。球形の体部に短く 外反する

ロ絃部がつく。底部はややつぷれ気味。口蘇下に一条の鋭い三角凸滞がつく。

土師器

99-102は坪。丸底であるが,99の口絃部は短く外反. 100・101の口緑は直□,102は内湾す

る,99は器高が高い。 103は小型鉢。胴部下側にはクタキが見られる。 104-106は高坪。完形に

復元できるものはないが. 104・106の脚据部はやや強く折れて広がる。 107-121は．小型の盗．

107は球形の体部に〈びれた頸部がつき．口緑部は短く屈曲してから外反して立ち上がるもの．

108・109は．体部上半にその棗大径のある器形で尖り邸である。口緑部は頸部から「く」の字

形に屈曲して立ち上がる。 110-113は球形の1本部に頚部はそれほどくびれず直口気味に立ち

上がる。 このうち， 110-112は日緑部が器窃の 1/ 3, ll3・114は1/4.J尉度のものである。

122-124は燦形土器。 122は最大径が体部下半にあり性で肩の器形である。口絃部も比較的

長い。内而は，底部から顕部直下までヘラケズ1)。123は最大径が1本部り1位にある。肝は比餃的

張り，底部は丸底で，口緑部は外反気味に立ち上がる。 124は頸部がやや広く比較的財部も張

る。

125-128は．ミニチュア土器。 125が壷形， 126-128は体形である．

130 · 131は，周漑A区で出土した土師器~ 130は刻み目凸帯のある滝ないし甕の訂部片であ

る。 131は窃杯の関部）ャ．
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゜
20cn> 

I o'  I 

Fig. 45 STOOi古項1紺溝内出土須思硲 (I/4) 

土製勾玉

129は，：I:製の勾玉．頭部を欠くが．かろうじて孔が半分はど残存し，以下尾部まで残ってい

る。残存高4.2cm,幅1.8cmを測る。
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Fig. ~6 STOOl.!ill¥11,i滞内11¥;I:土師岱 (II,t) 
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Fig. 47 STOOi古項財溝内(122-131)・I月溝外迫構(132・133)Ill土迫物(129はI/2. f饂IiI/ 4) 

周溝外出土遺物

土師器

132-133は周溝外遺構から出土したミニチュア土器。134-144は， 140が玄室内埋土中 （墳丘

からの紛れ込みの可能性あり）の出土であるのを除いて.in丘盛土ないし表土から出土した．

134・135は．坪,Cl緑部が短く 外反し丸必である。 95と同器形であるが，僻面が低い。 136は窃

界の脚部）ャ．くびれ部からそのままひらく形態のもの。137は二巫口絃壷の口緑部片。外面か ら
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鈴熊迫践

内面上部にかけてヘラミガキ糊整。138-141は．甕形土器。138は破片であるが，短く独く外反

するもの。 139~141は，これより小形のものであるが， 139は月の張る体部と短めの外反するロ

緑部が特徴で．口緑部から肩部にかけてタクキ成が残る。140・141は抱で肩の1本部に長めのロ

縁部がつ く• 142-144はミ ニチュア土器。 142は坪形，143・144は岱台形である．

鉄器

145は，鉄~J。茎先溢を一部欠くが，残存状況は良好で．柄や鞘の木歿が付箔する。残存長73

四。 146ば鉄刀。茎は目釘孔が2つあり ，柄の木質が付行する。また， }J部にも鞘の木質が残っ

ている。147-1671;!.鉄鏃．このうち147-156-2は鍔ぴて一固まりになってお り.3点のみを

図上で別に示している。いずれも鏃身部は小形柳葉式ないし長三角形式であるが．頸部の一方

に逆刺がつく有I,逆剌式と呼ばれるものである。銭身部の浙而形は両丸ないし片丸作りの両刃

であるが．頸部のうち鏃身部と逆刺の間は片刃状につ くる。157-161も同型式である。また，

162・163は逆剌が設察されないが，同型式の可能性が強い。 164-167は平根式。 164・165は閉

葉式に逆直I]のつく脱袂柳葉式。 166は，圭頻式。167は先端を欠くが， 圭頭ないし方頻式．

ロデ〗~5
'-'") 

>~.. 
ーニニ-乏

~ , 138 

轟〗~
,; 140 

て 孤143 ら44
20四

Fig. 48 STOOi古lj'l胤溝外IJ.¥..t土閾お (1/4) 
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lll遺物

u 

゜
10cm 

Fig. 51 ST002古ill出土鉄鐵 (I/2) 

(2) ST002古墳出土遺物 (Fig.50・51) 

須恵器

168・169は旭。 1邸は．やや肩の張りの弱い体部に頚部は比較的強くくびれ．頚部から口緑部

は外反して立ち上がり．その坑は段をなす.0絃端部は凹面をなす。口緑部．頸部．体部中央

に櫛!/Iii皮状文が施されている。体部は平行タクキ後回転ヨコナテで消されている．また．必部

も平行ククキ後ナテられている。 169は,□緑部と体部の破片から図上復元したもの。庇部は欠

失し．体部は府の張る沿形を呈する．頸部のくびれはややゆる＜ ，カープしながら頚部へとつ

ながる。浅界に稜をもち口絃部へと移行する。口緑部は先沿をさらに外反させ九くおさめる。

170は小形の甕。球形のf本部に短く外反する Cl緑部が付く．口籍端部はつまみ上げられる,I料部

は外部が平行タタキで部分的にカキ日状のナデ痕が回る。内部は同心円ククキを在で消してい

る。 171は．ヽI•形の甕。球形の体部に外反する口緑部がつく。外面n緑下には三角凸帯が一条め

ぐらされる。 n絃端部はやや角張って仕上げられている。体部は外部が平行タタキ．内部は同

心円タタキを撫で消している。

鉄器

莉干の鉄片が玄室内から出土している• 172・173は，）t刃箭式。逆点1)が発達している。 174

は小形樽葉式。 175-177は頸部から茎の破片。頸部の1州に近い部分が広がる特徴がある。
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Fig. 52 ST003古項出土須患a..(1 / 4) 

(3) ST003古墳出土遺物 (Fig.52-54) 

須恵器

178-181は杯歪.178は天升部と r1緑部の現は段をなし．口緑端部は布千内側に頼斜するいの

の水平に近い。口緑部も長い。外面のヘラケズ')は．天井部の 2/3程度施される。 179は天井

部と口緑部の境は段をなすが． 178に比ぺ段がゆるい。 天井部はやや九みを持ち， 口給部も短

い。 口緑1l,'l部は内部に傾斜する。外面のヘラケズリは，天井部の 1/2強である。 180は．天井

部と口緑部の境の稜，段．沈線などがないもの。 口径の割に岱店が高く丸みをおびた器形であ

る。口緑端部はl"J傾する。外面ヘラケズリは全体の約 l/ 2である。 181は同様の沿形だが，

器席が低<□絃端部は若干外反する。外面ヘラケズ リは全体の約 l/ 3である、9

182-184は杯身。 182は比較的体部およびJJ紐部の硲さが7,ii<, 受It部もしっかりしている．

n緑部は内傾気味に立ち上がり端部は内部に傾斜する.U<部外面のヘラケズリは l/ 2強である。
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Fig. 53 ST003古lj!出:1::1：師若 (I/4) 
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鉛熊研

183はn径が大きく，器高の低い岱形で，口緑部が短く沿部は博＜尖っている。体部外面のヘ

ラケズリは 1/3程である。 184も同様の器形であるが，口紐部はさらに短く，沿部は丸い。

185は邸杯の透．鉗状の搬み付き，体部は丸みをおびる。口給沿部はゆる＜内傾する• 186は

熊歪の面Jst,日緑部を 1/2. 脚部を 1/3程度欠!JIし，脚端部の形態は不明である,1:1繰部は

やや外反し．端部は丸い。 1木部との況には小さな三角凸滞があり ，体部は丸みがあり深い． 体

部に摘描き波状文が一条施されている。 187は，地。小さい1本部に長い頸部が付さ，口緑部は外

反し最大径は口緑部にある。顆部に櫛描き波状文が施されている。 188は．短頸壷。偏乎な球

形の体部に短い直口の口絃部が付く。 189は小形の甕．球形の体部に短いn緑部がつく。口紐部

は厚く，端部は凹む。口様←ドに凸柑・が一粂めぐる。体部内面は．同じ、Plタクキ，外面は格干目

ククキである。

土師器

190は．甕形土器n紐部．口緑部は内湾気味に立ちヒがり ，端部はl!!lむ,191-193は二韮日粒

壷。 191は外面の屈曲部に円形浮文が述絞して付けられ．外潤して広く立ち上がる.1931;1, 短

＜頸部が外反し二次口註は若千外反して立ち上がる。 194は口緑部の立ち上がりの長い広口壷

で，口緑溢部は明確な面を持つ。 195は岱台.x字形の若形を呈する。 1961が不溢。口緑部と天井

部の境に低い段を:{fする。 197 · 198は熊査の坪．底部は九( • IJ蘇部は内符する。199は受け部

を有する有溢の杯。 200は高杯の脚部。脚柱部は細く裾部はIJIJく形態である。 201は短謁の高杯

であるが，脚部は外開きで裾部が短く外反するが，杯部の上半は欠損している。 202・203は杯

部に沈線を施された長脚の店坪。脚部はいずれも中空であるが，前者が外開きである。 204はロ

籍部の短い,Jヽ形丸屁鉢。205は小形鉢。206・

207は小形の衷．いずれも外而には媒が付舒

二` 21! 

210 ，． 

戸’’み

雹
fl!) 

。
5cm 

Fig. 54 STOOJ;!;t)tl.ll土鉄硲 (I/2) 

する。2081!1本部が球形の盗,190-194. 200 

は培丘盛：I:中およびトレンチ出土である。

鉄器

210は，広根三角形式の鉄煤。鋒部は丸

＜．茎先溢部を欠掛。 211は，項丘北西部の

盛土最下附より出土した鉗造鉄斧である。

出土時には全長20cmほどでほぽ完形を保っ

ていたが， 11)(上げ後自然崩楼し．細）すとなっ

ている。棺断iiii古）杉で．平而形は小程でや

やくびれるパチ形を呈していた．
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m迫物

(4) ST004古培出土遺物 (Fig.55) 

土師器

212は，小形砥球形の体部に外反するロ

緑部がつく。口緑部は欠損。体部は外lfiiが

ハケ，，，及びナデ，内面はヘラケズリ。口緑

部は内外面ともヨコナデで調整される。

O 10cm 

0 s匹

flig. 55 STOO• 古項出土遺物

(2121;1.l / 4, 213!;1. I/ 2) 

憂 叶
疇es216 

Inu[ @1217 
IOao 付く。外面底部はヘラケズリ。その他はヨ

0 5cm 

Fig. 56 ST006古墳出土遺物

(I/ 4, 216・2171:l I/ 2) 

゜2゚18 
。念219

2cm 
' 

Fig. 57 SCOOS箱式石t紅ぷl.¥..1:;I<.(1 /2) 

鉄器

213は，鏃身部が片丸造りの,1ヽ 形長三角形

式鉄鏃。頸部の下半および免部が欠損する。

(5) ST006古墳出土遺物 (Fig.56) 

須恵器

214は，杯身。体部は比較的浅いが，口緑

部の立ち上がりは内傾しながら高く立ち上

がる。瑞部は丸い。体部のヘラケズI}は全

体の約2/3である。 215は短頸ii:.ロほ部

は欠禎するが，偏平な体部に短いn緑部が

コナデである。214の一部はST0-03古墳固溝

外紐，215の一部はST004古墳墳丘より出土

いている．

鉄器

216は，刀子または，片ガ箭式鉄鎮の鋒部

破片。 217は鉄鏃の頸部破片．

(6) SC008箱式石棺涵出土遺物 (Fig.57) 

ガラス玉

218は，貿色の小玉．径0.38cmを測る。219

は緑色の小王。径0.48四を測る．
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Fig. 58 SC009箱式石棺硲 ・STOll古墳出土鉄籍 (1/2) 

(7) SC009石棺薔出土遺物 (Fig.58) 

鉄器

220は．鉄錢。刃部と茎部は.t配先などでいう両1掲で分けられる。刃部長2.7cm. 茎長20.3cm

で全長23.0cmを測る。

(8) STOll古墳出土遺物 (Fig.58) 

鉄器

221は，鉄錢.¥.・先端をわずかに欠損する．が，はほ完形．中央より折り1111げられV字形を呈す

る．全長19.3cm,最大紐は刃部で0.65cmを測る．
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Fig. 59 SKOIO土裳出土土暉紐 (1/ 4) 

(9) SKOIO土壌出土遺物 (Fig.59) 

土器

222は，甕ないし壷形土笛の類部より上部を打ち欠いたもの。倒卵形の器形を呈し．外而下部

はナデ． 中位はヘラケズ •J . 上部はヘラミガキで煤が付行している。内面はヘラケズリである．

駈部は． やや印＜尖り気味である。 223は ． 平底で体部•I•位に最大径があり．＜ぴれた頚部に外

開きのn緑部の付く壷形土器である。 n緑端部は欠棋している。 外而はククキの後ハケメを施

し．内面はヘラケズ1/であるが．笞収は比較的厚い。 Cl緑部に竹管により 2個の剌突文が施さ

れている。 224はirii坪。杯部は屁部とf本部の境がliilLIJJし，口録部が外反する。脚柱部はi'I柱状を

呈し．中空である。脚部は外開きで．穿fしされた孔がある。糾l柱部はヘラミガキが見られるが．

他の呂而祠整は不明煎。 225は．小型台付鉛脚部は欠損している。鉢部は底部から単純に立ち

上がるもので．口緑部はやや内柄して終わる， 226は．小型丸底鉢，半球形の体部に短く 外反す

るCl緑がつく．
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。
20CII 

Fig. 60 S1<014土漿出上土輝.;(1/4) 

(IO) SK014土塙出土遺物 (Fig.60) 

土師器

22m, H部から ~I緑部まで残るニlfi l'.I'粒砥訂部は，不ll)J確ながら比餃的張る形態と思わ

れ，新部は筒状を呈する。頸部と~I部の壌に;,;,状の貼り付けに刻13文が施されている。またニ
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Ill 遺物

• >
234 

文:6~芝~ ~38 

。
20ao 

Fig. 61 S1<016..t城111上土tili呂 (I/~)

次口緑の下部には．竹管によるrり影剌突文と刻El文が施されている.228は．類部より上が欠損

する壷形土岱.Jきで訂の器形で，最大径は体部中位にある。胚部は小さな平底である。 229は．

甕形土器。倒卵形のi本部をもち，口籍部はややl勺湾して外側に開いて立ち上がり ．端部はつま

みヒげられる。内面は下部が縦方向．上部が横方向のヘラケズリ．外面は下部が縦方向．上部

が横ないし斜め方向のハケメである。 230も甕形J滋．上位に最大径のある．やや訂の張った1本

部に直綜的に外反する口絃部がつく。 1:1緑沿部はつまみ上げられる。内面は下部が縦方向．上

部が横方向のヘラケズリ．外iliiは縦方向のハケメの後.f本部q,位から~7(部にかけて横方向のハ

ケメが施される。 231は 二頂口籍の甕形．上器。故大径が体部•·I •位にあり，底部は尖り気味の九

庇である。削部は短く外反し．二次口粒は直線的に若干外反する。 1勾而は下部が縦方向．上部

が椒方向のヘラケズリ，外而は縦方向のハケノの後，体部•I•位に横方向のハケメが施される．

皿 SK016土塙出土遺物 (Fig.61) 

土師器

232は.M部より上を欠mする或形上苫。外面は縦方1:,1のハケメ， fAJ1fiiは」：半がハケメ，下・半
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田返 物

がヘラケズI)である。 233は．壺形土苦.J:r緑部は欠失する。最大径が体部,,,位にあり，庇部は

尖り気昧で，月も張らない．外面は縦方向のハケメ，内而は斜め方向のヘラケズ＇）であるが，

頸碁部までは達していない。 234・235は，半球形の体部に直口の口緑部がつく小型の盗形上岱．

236-238は，鉢形のミニチュア土器。 3点とも同形である．

(It) 遺構に伴わない遺物 (Fig.62) 

須恵器

239は．我。やや届の張る球形の体部に短く外反する日樟部がつく．口粒端部は肥厚する。外

面は平行タ タキの後カキメ状のナデを施してある。

土師器

241-243はミ ニチュア土西で， 24 1は而~j(ないし苔台形， 242 · 243 1よ鉢形である。 240は高坪．

坪部は底部と体部の撹が屈1111し直線的に開く。脚柱部はややふくらんだrr,柱状で，裾部は外llll

きし屈IIJJ部に穿孔がある。

土製品

242はj:製の九玉．。中央に一孔があり ．始大径3.4cm,最大肝:2.ocmを測る。 243は，勾玉の破

片で．尾部のみが残る。

Tab.4 古墳時代土師店・須忠器観察表 （法兌 a: ロ径, b:?.; 祐. c: 底径.d: 残存硲 e: 頸径）
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大久保三本松遺跡

遺跡名 ：大久保三本松造跡（略号0KB)
所在地 ：佐賀郡大和町大字川上字三本松



大久保三本松迫跡

大久保三本松遺跡

I 遺跡の立地と歴史的環境

追跡は山麓部の舌状低丘陵先端に位置する．探i缶約18m。南側はそのまま扇状地に移行するた

め，傾斜はわずかで，丘陵端とは気付かない程である。遺跡の東喘は約2mの段差をもつ急代と

なって水田がしばらく続 く。米方約2.3kmには佐焚平野の中央部を潤す嘉瀬川が佐賀市街地に

向かって流れる。佐賀平野では山麓部一帯にとくに弥生時代以降の遺跡が濃密に分布するが，

この大和町周辺が佐賀平野の歴史の中で際立った特徴をもつのは窮瀬川束ii!にあたる久地井地

区に肥前国府が出現する時期である。しかしながら，それ以前， とくに弥生時代から古墳時代

にかけても順岡な地域の発展をポしており． 国府出現の前史にふさわしい社会的，政治的状況

が整いつつあった韮要な地域として知られている。大久保三本松遺跡の立地曰墳，性格との関

退で，初めに周辺の遺跡の分布状況を簡単に触れておくことにする。

よず， 9日石迅から縄文時代にかけては山飩部を中心に遺跡そのものの分布が希薄であり， P)l

確な追構が知られず安定した集裕を形成した跡が殆ど窺えない。ところが弥生時代になると前

期初頭から他にさきがけて地域の活動が始まり，礫石遺跡における支石硲系の埋葬40甚以上や

南小路支石墓が知られる。前期末には束山田一本杉遺跡で佐費平野では最古期の銅剣先が出土

している。 中期にはまだ，大規模な集落は登場していないが，後期になると沼瀬川束岸に惣庄

迫跡が出現する。惣径遺跡は二煎の壕を巡らせる哀填集蕗で，吉野ケ里遺路から西に約10km離

れて位甜する地域の拠点集落として凪要な位君を占め，同時期には嘉瀬川の西岸地域にも東山

田一木杉遺跡や洒山田二本杉遺踪などが拡がる．古墳時代になると，前期においては池ノ」：地

区の風楽寺古墳などが前期に遡る可能性がある以外，有力なii•!方後円墳は未だ確認されていな

いが， 中期以降にLIi麓部を中心に，小隈山古墳，築山古墳などが前方後P:J墳が安定的に築造さ

れ・佐賀平野の中でも代表的な古墳群を形成する。中でも陪塚を巡らせる全長119mの船塚古項

は凩下で最大の規氏を誇り，現在の大和町から佐賀市にかけて勢力を張った「佐嘉君」の政治

的力紐をまざまざと兄せ付けている。

そして奈良If.¥'代には，嘉瀬川束岸に当たる久地井地区に最大で方 8町と推定される肥前国府

が硲かれ，その中枢となる国庁が弥生時代の哀磁集落であった愁座遺跡と煎なるように設甜さ

れる。国庁跡から南600mには佐賀平野を凍西ー1lf.線に西海道が走る。また，国庁跡の周囲に

は， l関連する正倉群跡や役所群あるいは邸宅跡と推定される追構などが胴査で兄つかってお

り，さらに東方には肥前国分寺踏，肥前国分尼寺跡がある。これまでの刷査結果から，現在惣

座地区で確認されている国庁趾は8世紀前半の内に出現し， 9世紀あるいは10世紀まで7;・.って

存絞，併せて西海辺の整偏が進んだと考えられる。肥前国分寺跡，肥前国分尼寺跡は遅れて 8
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①今山古墳群

②塚古墳

③大顆井二本松迫跡

④今山八幡原遺跡

⑤大久保三本松遺跡

⑥ wa, 与虎寺

⑦大願与一本松迫践

⑧小隈古墳

⑨七ヶ瀬返踪

⑩西11Jm二本松・三本松遺跡

⑪束1IJIB一本杉迫跡

⑫水ヒ古墳群

⑬且!l'l占項群

⑭束山田三本松道跨

⑮高畠古ll!
⑯玉林寺古墳群

⑰座六本杉辺路

⑮惣座遺懃

⑲肥前国/j'ff.
⑳春日山城終

⑪前隈山前方後円Jfl
＠前隈山古墳群

細 ri遺鈷

⑭久池)~C遺跡
⑮課石A遺跡

紐 :fiBill跡
＠久池井一本松辺跡

⑳久池91'遺跡

⑳北原遺跡

⑳宝滋遺跡

遺跡の立地と！だ史的環境

⑪ ~I]丘遠跡
R国分寺跡

⑬築山前方後円墳

⑭於保三本松B遺跡

領」：こ秘請跡

⑯風来、m古頃

⑰佐保迫跡

⑱本村籠遺紐

⑲鍋島本村i酎遺跡

＠増田遺路群

Fig. I 大久保三本松遺跨間辺遺路分布図 (1/50,0-00) 
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大久保三本松遺跡

世紀後半以降に娃てられたと推定される。周辺の条里は，

後に正方位に改変された可能性がつよい．

当初は約 7度前後西に矧いていたが，

ところでこの時期．嘉瀬川西岸での動向はこれまで不詳であったが，高速道関述の国査で次

第に状況が明らかになってきた。例えば束1J1UJ--本杉遺跡 ・西山田二本松遠跡 ・西山田三本松

遠紛では元々．一迅の迫跡であるが．整然と甚ぷf/J叫惇を含む謡立柱迩物跡群が広範に見つかっ

ている。束山田一本杉遺跡では一辺60m以上の区両をもつ築地と潔を巡らす建物群，あるいは西

山田三本松遺跡では方 1町の区画溝に1l11まれた建物群の存在が確認されている。また．束山田

一本杉遠粉では「郡駐Jのヘラ描き土器， その他周辺でも石帯や硯，緑釉淘沿などが出土して

いる。このような様相から，国府の出現が嘉瀬川西岸地域にも大きな変化を与える炭因となり，

官街的厖設の拡散あるいは邸館の整錨などを契機として在地の伝絞的勢力の河編が進んだこと

が十分類われる。

大久保三本松遺跡は． これら奈良時代を中心とする一連の遺跡群の中では最も西辺に位穀し

ている．剖査路線内に阪って言えば．東側は西IIJl:B三本松遺跡までは約1.8km離れてその間に

目立った迫跡はなく． また，西側は奈良 • 平安時代の小規模な集落である今Ill八幡JJ:i這跡を越

えるとしばらくは遺跡空白地が統いており．迫跡としては孤立した感がある。遺構の在り方か

らは．他に比べて官術的性格は薄れており ．

示すものとして注目すべきものと言えよう。

むしろ国府の出現期における在地集団の一形態を

Fig. 2 大久保三本松遺筋周辺地形図 (1/4,000)
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＂ 遺跡の概要

JI 遺 跡の概要

迫跡は奈良 • 平安時代を中心とする集拓遺跡である。他に純文時代の土器片や石醤がやや多

く分布することから若干広げて掘り下げたが．同時期の明確な遺構は認められなかった．奈良・

平安時代では溝ll条．竪穴住居跡19棟，掘立注娃物跡16棟.jl'戸跡6基， _t按 3碁を検出した。

溝))条のうち．地割り等の区画に関係すると兄られるものでは.SD042が西傾25',nifi北滋で

輻約0.8m.SOOtiは西傾約18'の南北溝で浅く残存して北側に絞くと見られる。また．祗］査区西

北閉のSD03!は西碩13'はほ直角に折れ1111がり．輻約1.4mとやや広い。吊敷地割り等の可能性が

力えられるが．西側は詞査区外となって全体は不明である。 $D043もこれに繋がる溝であろう。

これらの溝の時期は出上道物が少ないためllJJ確にしがたいが，およそ 9,10・1忙紀の内と推定

しておく。その他潤査区西部に紐の狭い溝S0030・S0032・5D046等があるが．ヰ泄：以降の比

較的新しい溝かと考えられる．

竪火住屁跡は．調査区の東北部を除いて一定のまとまりある分布を示す。全てが方形プラン

で．規校はS8013のみ 1辺6m前後と大型であるが．拡張によるものである．｛也は 1辺4.5m前

後が一般的で． 少数ながら 1 辺 3m前後の小型竪穴住居9がも兄られる•19棟のうち10棟が明らか

なカマドをもち，原則として北側に， 一部東側にそれを付設する。削平のため明らかではない

が，カマドの存在を推定させる燎上が床面壁際に兄られるものを含めると全体で13棟に及び．

約7割がカマドをもつことになる。カマドを付設するもののうち.S8002・S8003・S8013・ 

S8016・SB019には壁面を担り込んだ姪道が残存しておりまた.S BOO~ ・S80.16では火床に甕

が残っていた。特果な例ではSB013が拡張に合わせてカマドも込りぜえていることが観察でき．

S8002の場合は北岐際とは別に束咽際にもカマドをもつが，これも造り替えの結果かと芍え ら

れる。これら竪穴住居跡の時期は全体として S・III:紀前半ー中頃を中心としている。追構の切り

合いも少なく ．比較的短期間に形成された．一定のまとまりのある集団の姿を示すものである．

掘立柱建物跡16採は全体として竪穴住居跡の分布と眠なる形で分布し，明らかな例では竪穴

tは打跡を切って造られている。したがって．全体の傾向としては．竪穴住届群から拙立柱廷物

群への変遷がわえられる。時期は明らかえはないが，おそらく 8 胤•紀後半を中心とするもので

はないかと推測する。柱掘形は円形を苓本とする。日立って大形のものはない。構造は：ir.1x 

2 IWJが11棟と最も多く．他に2問X2問が4棟， 2llllX1間が1棟である。21tlJX2間の4棟

はいずれも総柱で．そのうち中央付近のS8004・S8005・SB006の3棟は西面をほぼ揃えて南北

に並ぷことから．同時期あるいは近接した時期の群合と兒られる．全体として．廷物方位は真

北に近いグループと大きく西に傾くグループとがある ようであり，先後は不明ながら．あるい

は，それぞれの方位に近い溝との時期的な関係によるものかもしれない．規揆l;t, 3 fl月X2問

のうちでも特に大型のものは兄当らず./ik大のS8022でも桁行6.0m程度である。配芯も企画性
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大久保三本松遺跡

に乏しい。この点は肥前国庁周辺の建物跡とは明らかに様相が追い，また東山田一本杉遺跡や

西111m二本松遺跡などで兄られたような宜而的性格のつよい建物群とも哭なるところである。

井戸跡はSE033・SE034・SE035が詞査区の西辺に集中して掘られ.SE038・SE039・SE040が

調査区の束半にやや分散する。時期は8世紀後半から10世紀まで幅があるようである．そのう

ちのSE039からは 9世紀iiり'I'を中心とする比較的豊窯な迅物の出上をみた。

その他..t績はSK027・SK029・S1<036がある。SK027は数次にわたって集中的に掘り込まれ

た結果，不痰形をなす。 SK029は翌穴状の方形，SKO:l6はJIJ形で形が整っている。いずれも性格

は加用で時期も明らかでないが．間辺の状況から奈良 • 平安時代としておく．

出土遺物は．縄文時代． 弥生時代が若干で， はほ奈良 • 平安時代に限られる。

縄文時代では早 • 前期の土器．石器を採集した。上益の多くは糾l片であるが．そのうち泊＇畑

式の深鉢 1点をほぼ完形に復元できた．佐賀平野では松少な例である．石岱は熟Jj,t石およびサ

ヌカイトの石餞削若.I釦器等の打製石店のほか，石斧等の賠製石苫が数点出土した。弥生時

代では，若干の土岱片のほかにガラス小玉数!.":•:, 石包丁の未製品片が 1点出土した程度で，址

はこく少ない。

奈良 • 平安時代では竪穴住m路及び井戸蹄を中心に出土した土師苫，須忍器が大部分で， f也

に瓦．土錘．砥石が若下と.S8002竪穴住居跡からは鉄鎌片とふいご羽口片が出土している．土

師笞 ・ 須思岱は大部分の遺構」：面が'~しく削平されていることもあって．まとまって出土した

ものは少なく，時期が推定できる竪穴住居跡，溝，井戸跡等で見るかぎりでは8-91り：紀を中

心とする。

以上のように．本遺跡は奈良時代からギ安時代，とくに8世紀代にかけての集硲跡を中心と

する追跡である。揺立柱建物跡の時期は今一つ明確でないが．竪穴住1;引格との切り合い関係か

ら兄ると．全体の栢向としては8世紀前半に竪穴住居跡を中心に集落形成が始まり ．揺立柱建

物跡に暫峙変わっていった様相が推定される。集落の性格としては，這構の性格や出土遺物に

はとくに，u紺的な様相は栽えないが，むしろ嘉瀬川京作に肥前国庁が出現し．この地域が肥面j

国の中心地として§&展する時期に当たり，は辺部にあった在地の一般的集団がどのように集甜

を営んでいたか，歴史の大きな変換期における地枚の動向を哀う一資料という点に注目すぺき

であろう．
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Tab.1 大久保三本松遺跡迫溝一覧表

遺悉分 種別 形悠 炭 t良(m) 特 徴 I 備 考

S幽 l 竪穴住居 カ彰 3.7><2.6- 焼土（カマFか）

S8002 竪紐 伍；；形 ,1.8X3.$ カアド2t~ ふいこ． 籠

S瞼 3 竪穴住居 Ji彰 3.9X3.6 カマド付

SB004 揖立匹物 3.6~3.0 東柑棟 (2閲ヽ 2111!),1i伍NG:?'£ 紐1H面I.S8053が切る

SB磁 揖立註建物 3.3X3,3 東西Iii((2JlllX21liJ),方位 N6rE 娃tn回

S細 狐立往建物 4.8X3.6 ll(i'j棟 (21閉X21lll), Ji位NGO'E SB055にりJられる

S8007 竪穴佳岩 方彩 3.8X3,7- S0030に切られる．煉上

SB磁 竪住培 長力.彰 ,i .4 X 3.8 焼（カマトか） 13056が切る．砥石

S細 翌穴住釈 不蟄方彫 2.7X2A 小影 渭Iこ切られる

S8010 緊穴1繹 方杉か 3.6X2,4- カマドr-t 西壁ll1J平．上暉，頌恩

S8011 翌穴lt!>l 方形 5.0X-1.8 

S8013 翌）t住野 1; 杉 6.、lX6.0 絋況 ・カ->flt 邸．鉄i曹

SBOU 竪穴ft,!!; 方杉 3.4X3.I ヵマドM S8015を切る

SBOIS 翌穴1碑 惰P.l彩 2.9ズ2.9- SB014•0i3に切られる

S8016 翌住 長方形 3.6X2.8 カマドt-t

S8017 翌穴1碑 方杉 3.5X3.4 燎土．カマドか SE0:19に切られる、鉄揮

SB-013 拐立註述物 I 2.7X2.7 京西憬 (2閏：< 2111!). 方位N25'W

Sll019 !&1'住m 長方形 5.0X3.6 カマド付 ば石

S細 竪火紐 方影 3.3><3.Z カマド付 S8021を切る，上餓餃謬

s珈 I 竪穴f主居 ，；影 3,2X? 58020に切られる．土鰹

S如 塁立往建物 6.0X4.5 r佑It棟 (3間X2叩 .1; 位l/15"¥V Sll()54とり）り合う

Sll023 揖立柱這杓 S.4X3.9 附北棟 (311!1X2illl), ガ位Nl3'W S8014・S8015を切る

SB昭 竪穴住居 艮方杉 l.2X3.6 

S細 磁立皿杓 • .5X3.G 附北棟 (3111]X2 間）． 方位~12·w S1!017を切る

S細 揖立柱注物 2.8X2.7 琳-It!皇 (2閏xII日）．ガ位N62'E

SK027 土纂 不竪,ft 2,0Xl.2 

SKOW 土賓 長碑 I t.8Yl.5 

3畑 溝 ばぶJ0.6 東酉- Jll~tlこ讀＜瓜曲

S0031 溝 ば約I.ヽI 東~1- iji-ll;lこ屈曲

S0031 清 は約O.G 東洒— i11北に紐lill

SE匹 I 井井戸戸
n影 0.7><0.7 SE034を切る

SE匹 円影 0.7X0.8 SE033に切られる

SEOOS ll•f' 円影 0.7~0.7 

SK036 土積 円影 l.8X 1.5 

' SK037 」4賓 け円彰 l.9Xl.7 

SE碑 井戸 惰円彰 I. I x0.9 

~ 井F 惰1り彰 2.3X 1.5 S8017を切る 歎搾

SF.:Oヽo 井戸 惰l'I影 1.SXI.I 

SDOH 溝 o.s 雨北直舷清

SD04?. 溝 “約0.8 if1屯直線ill
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11 迫踏の慨要

遺構番号 種別 形態 法黛(m) 摘 要 時期

S叩 3 潰 饂約0.8 東,~-iti:tに屈曲

S凶 9 1111 MFJ0.4 1東洒ー内和に屈曲 I 

SDい5 置 ば約0.6 lli北量I篇溝

S叩 6 濃 に約，4 1li北曲線讚

SJ四 7 翌穴呻 方形 5.0><•.6 ヵマドft

58048 竪穴住居 方形 ヽ1.LX◄ .0 カマド付

50050 攘立註見藷 5.4l'3,9 ffi,tl: 棟 (3111l><?ll!J. 方位N18'W

S0051 鷹立注紐掬 4.2X3.3 m:t諫 (3問)(i閻),}Jt/1.NlTW 

SBお2 羅立註&Ill 1.8X3.3 Jfl; 記械 (3111JX2間），力位Ns・w

S8053 虚立1.t建掬 4,8X3,3 東西棟 (3lllfX21111), 方位so・w 5B004を切る

$B054 頂立柱晟9舅 4.8><3.3 東洒棟 (31111><2111), ガ位N66•W Is紐と日雑う

5B055 証立注鰹掬 L8X3.6 Ill北棟 (3閏X2間）.)i位Nll'W SBO郎を切る

Sll056 虞立柱姐掬 5,•X3,9 東棟 (3閏X2閲）． 方位N邸 w 5B008を切る

Sll057 璽立柱緯物 3.8XJ.3 iii北棟 C3111lx2閏）,); 位Nll'W

ー 429-



大久保三本松迫筋

＂＇ 遺 構

1. 奈良 ・平安時代の遺構

(1) 竪穴住居跡

SBOOI竪穴住居跡 (Fig.4) 

潤査区西北部に位笛する。 1主居跡の南側約平分は削平されており．品も残りのよい-It虹部分

でも虫高は10cm程度しか残っていない。北壁と某洒jilij壁下に部分的に周溝が巡っている．束壁

偏には炭化物混じ＇）の焼土の拡がりが兄られ，腋際の周溝がその辺りで途切れていることから

も，カマドが存在していたことが推定できる。西北糀は一段而<"(ti}り出している。床面は全体

に堅く締まっているが柱穴は兒つからなかった。出土遺物は．北東部床面上からはは完形の

須患器の五， 中央祁床而上から：I・. 師若の査が/1.¥土した．

S8002竪穴住居跡 <Fig./4) 

5B001の束側に1-..:召する。平頂i形は東西に長い歪んだ長方形を呈し，北烈の中央部と来槌のや

ゃ酎寄りのところの2箇所にカマドが沿られている。北側のカマドは明確な袖をもち．ほぼ同

じレベルで通道が111びるが，東側では焼土のひろがりはあるが袖は確認できず，燻道は先に向

かって深くなる，本遺跡では竪穴住居跡のカマドは殆どが北側に付設されていることから兄て，

東側のそれは本米的なものではなく． 二次的なものと息われる。北側カマドの中からは上師岱

片のほか鉄鎌残欠が出土しなまた， ~t壁のカマドの束側一部と米のカマドの北側及び西唸際

には溝が巡っている。柱穴は不明である．住届跡中央西寄りに深さ30cmの：ぼ貸状の揺り込みが

あり，須忍器杯の口絃部片とフイゴ羽日片が出：l：した。また，P.1・P. 2はいずれにも焼土と土

若片が詰まっていた。その他の返物は，鉄i冑，瓦片が出上した。

S8003竪穴住居跡 (Fig.5) 

SB002の東備に位置する。平面形はほぼ正方形で.-It堕の中央部に姓道をもつカマドを付設し

ている。主柱穴は不明である．カマドからは1.5mの涯道が伸びてその先端に一段深い小穴があ

り，中位から甕が出土した。カマド本体は竪穴の北壁ら外側へ突出して築かれており ．両脇の

袖に当たる部分には板状の石を 1個ずつ据え付けている。カマド内からは 1佃体分の甑のほか

土師沿片が出土した。土師おの中には焼上がこびり抒いたものがあるなど，カマドの構築材,::

利用された可能性がある土若も 兒られる• Ii.ill? 漬は北照カマドの一部だけ巡る。ほぼ中央部に

は深さ約30cmの土漿状の堀込みがあり..!:tali悩の.i;2個体分が出土した。北東部の上犠状堀込
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大久保三本松遺跡

みには焼土が混じっており，カマドに関係した施設と考えられる。また，その北西隅からRl-3

債体の手捏土苔が出土しており．住居内祭祀が行なわれていたことを示している。

S8007竪穴住居跡 (Fig.5) 

潤査区の丙偶中央部に位芯する。平面形は長方形かと推定するが． 東端部を後世の溝に切ら

れ．堕高もわずかに 5cmほどしか残っていない。床面は全体によく踏み固められているが． 束

側の溝に沿った床iliiだけは締まりを欠く。釆側のやや面寄り床面上で赤く焼けた火床翔を確認

した。主柱穴不明。土師苔の甑把手部分が出土した。

S8008竪穴住居跡 (Fig.6) 

S8007住居跡の西側に近接し， S13056掘立柱娃物跡に上而を切られている。平面形は南北にや

ゃ及い長方形を呈し，各辺の中央部が内側に入り込んでいる．主軸はN6• £ で，他の住居跡と

違い束に栢いている。西壁と怜I壁下に部分的に溝が巡っている。4t壁中央部寄りの小火で炭と

焼土を，その来！品の床面で焼土の拡がりを確認した。このことから，カマドは北峡側に設けら

れていたと考えられる。出土遠物は小菰であるが，須忠岱の忘台付さ坪片 ・甕庭部，土師岱の

小形甕片、その他，砥石などが出土した。

S6010竪穴住居跡 {Fig.6) 

調査区西南部に位沢する．拙削によって住駈蹄の洒半分を切られている。束登の南閑寄りに

壁よりも外側に突出したカマドを11する。袖は確認できなかったが，カマド内には焼上と灰が

残っていた。また，カマドの南側には深さ30cm弱の掘り込みがある。主柱穴不明。出土遺物は

須恵器及び土Cili器の小片のみである．

S8011竪穴住居跡 (Fig.7} 

覇査区の西南部，SB007住屈跡の雨側に位沢する.'1'面形は正方形を呈する。西壁側は拡張に

よる結果か，狭い段がある。住居跡の中央とその西側には．深さ約30cmのJ.:痰状の堀込みがある。

但し遺椒内には．灰や焼土などの形跡がなく ．炉に当たるものかどうかは確認できなかった．主

底 I;I辺2.6cmの方形にmかれ．床面から一50-60cm深く揺られている.o'.l',J.:遺物は小岱で，

須慰器の'?..t)ヤ・甕n緑部)',・.±t.ili苫の甕口緑部9ヤなどの他に，鉄棉4点，不明鉄製品Jヤ1点がある。

S80!3竪穴住居跡 (Fig.8) 

調査区の束側南寄りに位限する• 本;n跨の中でI;;ヽI&も大形の竪穴住居跡で， 1炭述替えられ

その際に拡張されており，拡張後の貼床 Fで当初の柱穴及びカマド跡の焼上面を検出すること
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大久保三本松迫跡

ができた。

拡張前の住居跡は．拡張の際に部分的に境されているが．東西5.2m.南北4.8mで，北壁中央

部に煩道をもつカマドが設けられている。煙道は少なくとも Im以上伸びていたと名えられ杭

張後の住屁路の咤外側で検出した．燒床而と焼上の拡がりは北壁の延長線内に収まるようであ

る。各壁下には， i団0.l-0.2m(J)洩い揺り込みが巡る。カマドの西側には深さ約0.4mの掘り込

みがあり，また，市(Jlllにも深さ約0.3mの土炭状の掘り込みが兒られた。主柱穴は拡張前の主柱

穴より内側にやや歪んだ長方形に配匹されている。この住居跡に伴う遺物は，床面から..tt.ili沿

の甕口緑片が1点だけ,'.h±した．

拡張後の住居跡は．東西6.4m,m北6.0mの）i形を呈し，北壁の東寄りに袖をもつカマドを付

設している．カマドは袖がなさ0.2m粒皮残存し，焚PO.Gm,奥行0.65mを測る。カマド内には

甕を転用した支脚が完形で据え付けられたままの状態で残り．その周辺部からは，須慰若をは

じめとする多くの這物が出土し， 中には瓦）ヤも混じっていた。床面はほぼ水平で控下に埓を袂

るようにして栢約0.3m.深さ0.15-0.2111のしっかりした溝状の掘り込みが一周している。この

溝状の堀込みは．住居跡求南閑から徐々に深さを増して住居外に伸び，さらに悶査区外に絞い

ていることから，排水を0的とした施設であったと名えられる．束南隅には， 2段掘りになっ

た深さ0.75mほどの大形の癌込みがある． →t注穴は 1辺3.6mの方形に配困されている．

$8014竪穴住居跡 (Fig.9) 

SB013tl湘澤の来隣に位沢し， 5B015住居跡を切り， S8023批立柱建物跡に」こiliiを切られる．

東西3.4m,ili北3.lmの方形プランで，東壁中央部にカマドを布する。北喰下には部分的に灌が

巡っている。注なされるのは南壁にかかる小穴 2個で同様の小穴がSB016・S8017・SBOl9住

居跡でも見られることから，住居の上民構造と何らかの関迅があると名えられる。束挟中央の

カマドの両袖は灰臼色粘土で築かれており ．奥壁が外應にやや膨らむ。カマド内からt師呂の

甕片が出土した。

S8015竪穴住居跡 (Fig.9) 

SBOl4及びS8023住居跡に切られる。東西の壁はほぼ平行して直線であるが，北貶が外側に脳

らんだ形をしている。南壁は残っていない。東西2.9mで住店跡としては小形である．主柱穴は

不明。カマドの存在を幾わせる焼土面や灰も検出できなかった。出七迅物としては須忠若の長

顆壷片置，土師，&ヤの甕口緑片のほか瓦片がある。 SB013/J',土の土師器溢片が当住）絹跡出土のも

のと接合した。
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大久保三本松遺跡

S6016竪穴住居跡 (Fig.9) 

S8013住居跡の北側に隣接する。平面形は束酉に長い長方形で，北壁の中央付近に姪道付きの

カマドを付設する。カマドは北壁の中央部から長さ1.2mの煙道がわずかに下りながら伸び，先

端部で一段深くなってから上に抜ける。壁の延長線上より0.4m奥のところで．住居跡側に傾い

た状態で完形の土暉器甕が出土した．カマドの西債の小穴には焼土が混入していた。また，住

居筋中央部には深さ0.2mの浅い掘り込みがある．南怯にはS8014でも見られたような 2個の小

穴が並ふ主柱穴はP.1-P. 4であろう。

SB017竪穴住居跡 (Fig.10} 

岡査区中央部に位醤し．束側をSE039井戸跡に，また．上面をS8025掘立柱建物跡に切られて

いる。平面形は 1辺約3.4mの方形を呈する。 SE:039井戸跡に大きく切られているため全容は判

らないが．拡張の結果によるものか，束壁の北隅に一部段が残る。中央部北寄りには深さ約20

cmの方形の堀り込みがあり，粘上を貼って床をつくっていた。カマドに関しては．束虹の南側

一帯に焼土と粘土の広がりが認められ,SE039井戸跡に切られている部分にカマドが存在して

いたと名えられる。また．雨壁に沿ってやはり 2個の小穴の存在が認められた。遺物としては，

焼土と枯土に浪じって須思器の返片．土tili~の甕片が出土した。

S8019竪穴住居跡 (Fig.10) 

駒査区南側に位蛮する.SB020・SB021住居跡と接近して存在するが，直接の切り合い関係は

ない。西側床面は後世の溝に切られる。東西に長い隅丸長方形を呈し，北壁の東寄りにカマド

を付設する。カマドは地山を削り出して袖を造り，住居跡の外側に燻道が伸びる。煙道の先端

部廷長上には小穴がある。カマド正面の床面ヒではカマドの構築材に使用されたと兒られる赤

く焼けた小礫が残っていた。また，住居跡北束の隅ではかなりの羹の粘土の堆積が見られた。

カマド東側のP.1には煉土と土沿が結まっていた。住居跡南区のところで大形の砥石が出土し

ている。

S8020竪穴住居跡 (Fig.11) 

S8019住居跡の東側に近接しており.S8021住居跡を切る。1辺約3.2mの方形を呈し．束虹

の雨寄りにカマドを設けている。カマドは壁の外側に突出し．袖の残存は認められなかった。

突出部は2段になっており ．住居内でさらに 1段深くなっている。床面のあちら.:.ちらに焼土

や粘土が散在していた。主柱穴は検出できなかった。遺物としては．須忍器蓋土師器坪 ・皿

などが出土したほか，土錘 6点がある。
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S8021竪穴住居跡 (Fig.11) 

S8020住居跡に：It側をり）られ， 1悧側は洞査区外へと絞く。束壁も削平されているため立ち上り

が判らず．ほぽ西壁のみ残存する。西区の長さは3.2mである。焼土面は認められず，主柱穴不

明.j:~ili器の坪及び土錘等が出土した．

S8024竪穴住居跡 (Fig.11) 

潤杏区の東南部に位沿する。京洒4.2m.南北3.6mで，束西にやや長い隅丸長方形を呈する．

壁店はわずかに数cmはどしか残っていない。また，床面は多くの小穴が後世に掘り込まれて荒

らされていた。-It咽の一部には溝が巡っている。主柱穴はP.l-P.4と凡 られるがやや歪んだ

位芯関係にある。南壁際で炭化物を検出したが焼土面等は認められなかった．迫物は土師器の

細片が小泣出土した程度である。

S8047竪穴住居跡 (Fig.12) 

濁査区の西北部に位沼する。西南部を溝SD031によ って切られているが．全体に残りは良いほ

うである．平面形はガ形を呈し．北茂の中央部にカマドを付設している。カマドは袖が択褐色

の枯質土で造られており ．焚I:!紺0.6m,奥行0.5mを測る。カマド床は住居床而より若干在んで

おり，カマド内には焼土．炭化物が多く混入していた。カマドに向かって右側の袖上からは須

忠器の邸台付き坪が出土した．隈際には断絞的に溝が巡るが．南束閑から住屈の外方に細い溝

が111,びているのは.SR0130兎跡でも兄られたような徘水機能をもつものと考えられる。また．

同じ南凍隅には深さ0.2mの掘り込みがあり．士師径の皿が完形で出土した。主柱穴はP.1-P.

4で． ）辺2.4111の平行四辺形の形に配業されている。

S6048竪穴住居跡 (Fig,12) 

SB047住居跡の東側に位設し，1辺が4,0mほどの方形を呈する。溝SD043・SD044が住居跡

内を横切って荒らしている。カマドは北壁中央部に設けられている。住届の外側に突出してい

るように兄えるのは後世の攪乱によるものであろう。カマドの袖は主に黄褐色粘俄土で築かれ，

如 ：I輻O,Gm,奥行は推足で約0,4mを測る。焚口部分は若F窪んでいる。カマド東側に土器の集

中が兄られた。土絹i器の小形甕 ・鉢などが出土している。
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(2) 掘立柱遠物跡

S8004掘立柱建物跡 (Pig.13) 

濶査区中央部の西寄りに.3棟の掘立柱建物跡が西(Jりの柱筋を通して並ぶ。S13006以外は述も

えが行なわれている。$B004では3棟の最も北側に位四し.2問X2間の総柱建物である。柱穴

の断面からは1回の建替えが認められ.P.1-Pりは最初の柱穴であり．桁行を縮めて大きな掘

形のp.J-p. 9柱穴に臨蟄えが行なわれている。P.10-P. 11の存在が気になるところであるが

西開にそれに対応する柱穴が見つかっていないため，さらに建替えが行なわれたとは判じがた

ぃ． 建物の規1莫は当初が梁行~.Om X桁行4 .6mで，建替え後は梁行3.0mX桁行3.6mとなる． 桁

行方位はいずれもN62'Eである。確認できた当初の述物の柱痕径はp會 4およびP.5で径10cm弱，

他で15cm-20cmであった。

SBOO嘩立柱建物跡 (Fig.13} 

SB004llii立柱建物跡の南側に位潰し、西側の梁行を揃えた 2間X2ffりの総柱述物で，娃抒えが

1回行なわれている。P.8に相当する柱火は兒当らない。当初の建物の規梃は桁行3.6mX梁行

3.3m, 姪秤え後に梁行3.3mX桁行3.3mとなる。桁行方位はいずれの時期もN6l"Eである．

P. 4から土師若のJIIl底部がi点出土した。

S8006掘立柱建物跡 (Fig.14) 

SBOOS掘立柱建物跡の南側に位芯し．西隕の梁行を摸えた2IUJX 2間の総柱建物である．柱穴

には直掘りと 2段掘りとが兄られる。I'.5だけがこく浅い。娃物の規模はlrHT4.8mX梁行3.6

m, 桁行方位はいずれもN6o・Eである。P.2とP.5を除く各柱穴で径J5cm-20cmの柱痕を節認

した．逍物はからP.2から上師器片が2点出上した。

S8018掘立柱建物跡 (Fig.15) 

洞査区中央部南寄りに位醤する 21目X2問の総柱建物である。南北に1叫持ち柱を持つ。柱穴

掘形は1'1形で.ft0.5111前後．深さ0.35m-0.65m.規段は桁行2.7mX梁行2.7m.棟持ち柱llll4.5

m, 桁行方位はN2aW。追物はP.10から土師器の甕11紘部片 ・杯片守が出上した。

S8022掘立柱建物跡 (Fig.15) 

閥査区東側中央部に位臨する。1屈形，規探ともに本迫跡では載も大形でしっかりした揺立柱

娃物粉である。3lh1 X 2間の南砥棟である。掘形は円形で索揺りのものと 2段揺りのものとが

あり ．径は0.5m-0.9m.深さ0.45m-0.7m。全ての柱穴で径15cm-20cmmの柱痕を確認し
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＂遠惰

た。 P.2・P. 3はP.l・P. 4よりも20cm程外側へ.P.8・P.9はP.7・P.10よりも15cmほど外側

へずれる。規揆は揉行桁行6.0mX1.5m.桁行方位はNJ5'Wである。迫物はP.」・P.5・P.9か

ら土師若の杯及び甕の破片が出土している。

S8023掘立柱建物跡 (Fig.14) 

SB023の南憫に位沢し.SB014・SB015住届跡を切る。3lh1X2間の泊北棟であるが. p 2と

P. 3, P. 8とP.9との柱r』に他の柱穴より小形で浅いP.11・P. 12が存在し，令部で12本の柱穴

からなる。柱掘形はほぽ円形で．径0.3m-0.6m,深さO.lm-0.5111の索揺りが殆どである， P.

1・P. 4・P. 5では柱穴に向かって徐々に深くなる屈込みが存在する。炭荻は桁行5.4mX菜行3.9

m, l1r行方位はN13・wである。追物はP.1・P. 9から土しIi岱の杯片等が出土している，

S8025掘立柱建物跡 (Fig.16) 

ぶl査区中央部に位氾し，SB017住届跡を切り,SF:039井戸跡に切られている。 3間x2 flllの市

北棟である。柱掘形はほぽ円形で，索掘りが殆どである。規模は桁行4.SmX菜行3.6m,桁行方

位はNl2'Wである。遠物はP,8から土師益の甕口i東部片が出土している。

S8026掘立柱建物跡 (Pig.16) 

調査区南側中央部に位匹する 2IUりXl間の建物で，柱掘形は楕円形で径0.6m-0.95m,深さ

0.4m-0.7mで，索揺りと 2段掘りとがある。規揆は桁行2.Smx梁行2.7111,桁行方位N62'Eで

ある。遺物は出」：していない、＇

S8050掘立柱建物跡 (Fig.17) 

関査区南西部に位武する。一部は近世の溝で削平されている．面側が岡査区外になるが， 3 

間X2ftttの10本柱建物と推定される．柱掘形は榜IIJ形の索揺りである。規模は桁行5.4mX梁行

3.9m, 桁行方位はNlS'Wである。 P.4・P. 6から出土した須思岱の面台付き杯が互いに接合し

•た。また， P. lから鉄i約が11.':Hl¥土しな

SB051掘立柱建物跡 (Fig.17) 

調査区小央部付近に位芯する. 3間X2間のifj北棟で10木注建物である。柱掘形は惰円形で

径は0.3m-0.45m.深さO.lm-0.45mである。規設は桁行4.2mX鯰行3.3m.f行行方位はNJr

Wである。 P.5・P. 7・P. 10から土師器の杯 ・炎片，須忠岱の杯片が出土した。
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S8052掘立柱達物跡 (l~ig. 18) 

潤査区中央部付近.5B052掘立柱建物跡の北側に隣接する。3間X2 lllJの南北棟で10本柱娃物

である＂柱掘形は惰円形で．径は0.3m-0.55m、深さ0.Jm-0.3m. 規校（が行行4.Smx梁行3.3

rn, 桁行方位（が5・w.P. l·P.3 • 1'.S · P.10からt師器の坪．哀Jヤカ'l.ll土．

S8053掘立柱建物跡 (Fig.18) 

潤査区中央部からやや西寄りに位装し，SB004揺立柱建物跡と蓋複する。注穴の切り合いから

兄て， S8004揺立柱建物跡よ りb新しい.3lmx 21u1の東西棟である。東北隅の柱火は挽乱のた

め検出できなかったe柱揺形は円形も しくは惰円形で径は0.3m-0.6m.深さ0.2m-0.5mであ

る。規快は桁行4.8mX梁行3.3111,桁行方位はN80℃である。柱六から遺物は出上しなかった。

SB054掘立柱建物跡 (Pig.19)

潤査区東側に位悟し.S8022拙立柱建物跡と筐複するが．柱穴の切り合いはない。3間X2問

の東西棟で10本柱の建物である。柱掘影は楕円形で．径0.3m-0.5m,深さ0.15m-0.35mであ

る 。 規段は梁行3.3mX桁行~ . Sm, 桁行方位はN66'Eである。遺物はP.3・P. 4・P. 10からJ.:

師器の杯片．須息迷の杯片が出上した．

S8055掘立柱建物跡 (Pig.19) 

劉査区中央部やや西寄りに位醤し，SB006掘立柱廷物跡を切る.2 mix 311りの南北棟で.P. 2 

に相当する柱穴は攪乱のためか，検Illできなかった。10本柱の述物である．柱揖形は惰円形で

もしくは不整形を呈し，径0.3,n-0.6m,深さO.lm-0.4mである.~板は桁行1.8mX鯰行3.6

m, l行行方位はNU-Wである。追物はP.7から土1¥ili益の甕片が出土した．

S8056掘立柱建物跡 (Fig.20) 

潤査区西側に位沢し,S8008仕居跡を切る。 3問X2間の東西棟である。柱揺形は楕円形で，

径0.3m-0.5m.深さ0.1-0.Sm・規段は1行行5.4mX梁行3.9m,桁行方位はN85'Eである。迫

物1:tP.Iから土師器の甕片が;I.I土した。

S8057掘立柱建物跡 (Fig.20) 

濶森区中央部付近に位口する。3IUlX 2 IUJの南北棟で， 8木柱の辿物である。柱掘形は惰P:J

形で，径0.2m-0.5m,深さ 0.25m-0 . 5~mである。 規模は桁行3 .8mX梁行3 . 3m, ffr行方位は

NJrWである．
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(3)土壌

SK027土墳 (f'ig.21} 

割査区西北部に位蛮する．複数の堀込みからなる土演状の遺構で，不整形を呈する。汲深部

で深さ0.45mを測る。底而から土師器の忘坪 1俯体分．高台付きi:r,1個体分が出土している。

SK029土墳 (Fig.21) 

潤査区北側中央部付近に位冠する。閑九長方形の複数のJ.:擦である。艮釉J.8m.短軸l.Sm,

深さ0.5mを測る。床而はほぽ水平で．浙面逆台形を呈する。追物は出七しなかった。

SK036土凛 (Fig.21) 

1/,1資区の中央部やや束寄りに位ばする円形の土援である。掘形は）L味をもった碗形を呈する。

規校は長紬1.9111.短軸1.7m,深さ0.55mを測る。遺物は出土しなかった。

(4) 井戸跡

SE033井戸跡 (Fig.22) 

調査区西側のラインに一部かかって位潰し， ST~34と切り合う．平面形はPl形で． 上面の揺形

がやや外IHIさとなり，下段は桧々にすぽまりながら平坦な底ををつくる。規板は下段で直径0.7 

m, 深さI.Om程度である。井戸枠等の施設はもたない。

SE034井戸跡 (Fig.22) 

SE033井戸跡よりも一段沃く，平面形は円形を呈す，揺形はSE033と同様に徐々にすぽまり．

底は平坦となっている。井戸枠等の施設はもたない。

SE035井戸跡 (Fig.3) 

調査区西側にあって.SE033・SE033井戸跡に近接する。平面形は円形を呈し索枇りの井戸跡

で．直径は上面で0.7m,底面で0.5m,深さは斜めで,0.6m在である．

SE038井戸跡 (Fig.22) 

調査区ifi側の東寄りに位辺する．平而形は惰円形で円柱状の揺形となる累掘りの井戸跡であ

る．直径は0.9mX1.lm,深さ1.4m.井戸枠等の施設はもたない。
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大久保三本松滋跡

SE039井戸跡 <Fig.22) 

関査区中央部付近に位臨し，S8017住居跡を切る。西側の立ち上がりは綬やかで大きく開いて

いるため，当初は土濱と考えたが，深さから判断して井戸防とする。径は上而で2.3mX1.5m,

深さ1.4mを油lる.:I: 師器を主に多謹の迫物が出土した。土師沿は甕 ・杯 ・皿 ・内照碗等，須忠

呂はごく小黛ながら甕 ．歪 ・棗がある。また..:I: 沿以外に瓦 ・鉄i卑が出土している。

SE040井戸跡 (Fig.22) 

即査区東側に位設する。片側だけが2段揖りとなる井戸跡で，平而形は榜Pl形である。規模

は上面でI.SmX l. lm, 下段でl.lmX0.9m,i翠さ1.4mを測る。井戸枠等の施設はない。

(5) 溝跡

S0031溝跡

悶査区西北閑に位置する。罰、究区外から東に伸びて きたこの溝は，$B047住居跡を切り ，そこ

で直角に折れ．術に10m程のところで途切れる．遺物は糸切り底の土師吾杯片が出土している．

S0041溝跡

SB014・SB015住居跡の南に位沢し．詞査区外に伸びる。途中で5B013住居跡から仲ぴる溝と

合流する。 S8015住居跡から1l¥土した須恵沿の長類盗と同一個体と息われる破9すが本溝か ら出

土しており.SD041溝は5B015住居跡の排水溝的な施設と考えられる．

S0042溝跡

洞査区東側に位沢する。南北方向に直線的に伸びる。北端は削平によって梢滅し，南傭は潤

査区外へ続いている。長さ37m。輻約0.8m,深さ約0.3mである。

その他の溝跡

S0031は絣が狭く蛇行しながらも方角部をつくり．北から面へ下る。 北側ではSD043と並行し

ており，同時期の何らかの排水溝かと見られる。SD032も同様に方角部をもつ幅の狭い溝であ

る。 SD046は洞査区北側で一部のみ検出した小溝で， S0041と近似した方向に走るようである。
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遺 構
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Fig. 23 溝筋祈両図 (1/20) 
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lV 遺 物

（概要＞

縄文時代から平安時代にかけての迫物が出土した• そのうち主体を占めるのは奈良 • 平安時

代である．縄文時代の近物では早期 ・!lij期および中期の土器と石社が採集されたが．遺構がI引

確でなく｀点数もわずかである。但し， 1点のみではあるが，ほぼ岱形の全体が復元できる前

期灼畑式の甕が出土しており．佐賀平野では・rt'.Jllな沃料といえる。弥生時代の迫物では若干の

上岱 • 石器とガラス小玉数烹と管玉 J 点古墳時代では 6世紀頃の須忠器および土師紐の破片

が若干採品された程度で，やはり明確な遺構は検出されなかった。

奈良 • 平安時代の遺物では，竪穴住居跡や土漿字から 8枇紀を中心とした須忠.. ~. 土師器の

II常谷若が翌窃に出：tした他， J:錘数点フイゴ羽n2点，鎌 1点が見られ，束方の嘉瀬川近

くに位営する肥前国府周辺の集硲との関係が注目されるところである。

以下，時代顛に説明するが，打製石益については時期を1り1確に分けがたいものの．多くは縄

文時代の石沿と考えられることから，縄文時代の内に一探して図示する。

l 縄文時代の遺物

(1)縄文土器 (Fig.24) 

1-10は深鉢の破片。いずれも明確な追構に伴うものではない。

1は外面一部を汲い条痕で節 り，9也ナテ。 2は外面につまみ出し突帯を数条巡らせて只森条

痕を施し．内面も条IJなで悶整する。 3-6は1J紐部を外反させ．太い沈線と位I)突文の糾合せが

口繰部では内面にも及ぷ. 7は益而に沈線で惰円形を描き外側に直I)突艇縄文を施す。 8は外而

に太い縄文. 9は外而に細かい縄文を施す。10は平底の甕庇部．

11は沿畑式の深鉢.14'部は下膨らみで丸底. IJ訟部はやや外反気昧に立つ。外面に祖い沈線

文を施し'IJ枯部IAJ面に2列連続剌突文. n特部に押圧文を飾る。滑石粉粒が多<i且入し．褐

色で外面全体にに煤が付苦する。底部をそっくり欠失しており．捜甕に利用されていた可能性

がある。 1こ1径18.6cm.硲高25.7cm.

時期はl・7が早期の塞ノ式 ・2がnol期の品式B, 3 -6及び11が前期の杓畑式でも新しい

段階のもの， 8・9は瀬戸内系の船元式とみられる．

(12!1番分ー登録番・'.})

l -88001678 2 -88001673 3 -87006281 4 -88001438 5-87006281 6 -87006278 

7 -88001677 8 -88001邸19 -88001678 9-88001675 10・88001612 ll-88001612 
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Fig. 24 縄文上呂 (2/5)
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(2)石器

a 打製石器 (Pig.25・26) 

石鏃 12-25はいずれも遺楕検如1,に出土した。石材は12・14・15・21・24・25がサヌカ

イト．他は黒瞭石である。12・13は袂りが深く. 12は鍬形媒.14・15は1!!1基式， 16・17は小形

で袂りが深くつくりはT寧である。18-20は小形の凹基式で.19・20はとくに小型であ0,21-23

は平墓式あるいは甲基式にちかく .23は小形鉗l片煤。24・25は両面に"JJ部調整を施して分厚く ，

制作途中のものか．

（図番号一登錢番 •.~・）

12・88001639 13-88001630 14-88001642 15-88001636 16-88001629 17-88001628 

18-88001631 19-88001632 20-88001635 21-88001647 22・88001627 23-88001636 

24-88001646 25-8S0016絡

石匙 ・削器・掻器ほか 26-33はいずれb遠構検t」'，中に出土 したサヌカイ トの桑lj)ヤ石紐．

26は縦長匁l片で，基部をつまみ状につく り．片側側紐のみ）ヤ面に鈍い刃部をつ くりかけてい

る。27石匙は横長桑IJ片の両面から二次岡整で弧状刃部をつくる。基部と側端I',・方をわずかに欠

<, 28石匙は薄い縦長剥片の片而のみに細かな刃部潤竪を施す。

29-31は削臥 29は鋭利な先端をもつ縦長刹｝ヤの）ヤ面両側粒と反対面の一部に刃部悶整を施

し,30は一方の側ほ1打籍に鋭利な刃部をつくり，図の屑部には鈍いガを付けて図の上方n部に

ノッチをもつ。31は彰)}¥・の弧状緑部の1ヤ面に細かな刃部をつくるが．打面調整叙を残し不整形

である。32は掻西と兒られ，図の下方斜紐の片j(ijに鈍い刃部調整を施す。33は小形の楕円形掻

沿で．図の下の」：下両端に片面のみ刃部関整を施す。

（図番-i::・一登保番，;；・）

26-88001657 27-88001651 28-88001665 29-S8001656 30・88001649 31・88001663 

32-88001654 33・88001650 

b 磨製石器 (Fig.27) 

石 斧 34はパチ形の小形石斧。項部に小さな平坦をつくり全面をT寧に研府して仕上げて

いる。刃部には使用による細かな刃こぽれが見られる。石材は玄武岩か。全長11.7cm. 刃紐5.8

cm. 遠構検出而出：I:。35はやや扁平な蛇文岩製の大形石斧。全体に不整形ながら両而はT寧に

研磨している。刃部には大小の刃.::1まれがある。折机して'I'分以上を欠失する。刃島1;8.0cm。遺
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Fig. 25 石鏃 (2/3) 
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Fig. 26 打製石沿 (1/ 2) 
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構検出面出土。 （図番号一登録番号） 34-88001653 35-88001652 

磨石 36は棒状磨石の残欠。 石材は火成岩である。先部は使用により丸く磨り減っている。

幅5.5cm,遺構検出面出土。 （図番勺ー登録番号） 36-88001653 

石包丁 37は石包丁の未製品．周緑及び両面を粗く研踏して形を笠えているが，刃部はまだ

つくられておらず，穿孔については不明である。制作途中で虎さされたものであろう。石材は

は暗灰色の枯板岩である。残存最大幅5.7cm。遺構検出面出土．

（図番号一登録番号） 37-88002694 

2. 奈良•平安時代の遺物

(1) 須恵器・ 土師器

須恵器 ・土師器が比較的まとまって出土した遺構を中心に，概要を述ぺる。個々の資料の詳

細はTab.2に寄られたい。出土した遠構は竪穴住居跡を中心とするが， SB003,SB013, SE-039 

で比較的多嚢に出土した以外は全体として点数が少ない。

S8001 (Fig. 28} 

須思器および土師呂坪溢が出土した。38・39は天井部が低くつぷれ．口蘇瑞部が稜で立つ。

S8002 (Fig. 28} 

須恵器坪および土師器の杯 ・碗・甕 ．甑が出土した。須忍器坪40は口緑部がやや急に立つこ

とを思わせる。甕は丸底気味のやや不安定な平底。唯一全体の判る甑46は若長が比較的低く．

把手は曲がりが少ない。

S8008 (Fig. 28) 

須恵缶杯 ・甕底部および土師器坪が出土した。須恵呂坪47は体部が浅く急に立ち，甜台がや

や底部の内債に入る。 49は大形土師器坪で.~体部間に甜台が付く。

S8001 (Fig. 28) 

須恵器杯の葦 ・身および土師呂の杯・甕 ．甑片が出土した。須恵沿は，杯盗50は天11沼部が后

平にちかくつぷれ．身51は底部やや内側に高台が付く 。甕54は口紐部が 「く 」字形に折れ，体

部は外面にハケメを残し．内面をヘラで削って癌く仕上げている。

S8003 (Fig. 29) 

土師器の坪蓋 ．碗 ．鉢 ・甕 ．甑および手捏土沿が出土した。 57は須恵器を意琺したつくりで

一応盗としておく。甕は口3液部が｛本部からやや急に外反して開くものが多く、底部は小形甕で

は丸底と平庇とがある。甕67は底部が平屁と思われ，内面ハケメ．外面ヘラナテで仕上げてい
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IV 遺物

る。カマド内から出土した。甑701之体部が絞く膨らみ口紘部が外反する。 71-73は杯を坂した

いわゆる祭祀土器か．手捏の糾製品である。

SB013 (Fig. 30・31) 

上師おの杯滋 ・身 ・甕 ・甑および須恵沿の片、近 ・杯身 ・皿 ・甕 ・壷が出J.:した。 SB013は竪

穴住店跡を抱張して 2時期に分かれるが， これらの遺物は主に拡張後の時期に属す。土師器の

杯溢74は大形で天井部が丸味をもち．坪には体部が浅く丸底状の77-79が兄られる。80は内外

面ヘラミガキの大形杯である。甕には大形から小形まで各種が揃っており ．中形 ・小形では丸

駁気味， Cl緑部は大きく外反するものと短く外反するものとがある．須恵西は杯身のうち大形

の94は体部が外に大きく I捐いて底体間に低い高古をもち．小形96では体部が急に立ち上がって

底部のやや内O!fに低い為台が付く ．泌99は休部口がつよく張り．小さなn紐部が短く立ち上が

る。100-103は胴部が直線的に内張って消が稜をなして底部との境に店台をもち，長類がIJ緑

部に向かって綬く開く。

5B014 (Fig. 28) 

カマド内から出土した甕54のみ図示しておく。

SBOIS (Fil(. 31) 

須忍西の坪査 ・身 ・壷 ・高序，および土師呂の杯笠 ・杯 ・碗 ・甕 ．甑が出土した．須恩袷坪

窒は天井部が平坦で，105は口は部が短く立ち扁平なつまみを bつ．須恵器蛮107は胴部が稜を

なして張り .fl!; 胴間に高台が付く。須恵硲古坪108は脚部が直線的に立ち上がり裾が短くはね

る．土師器は， 109が大影の杯溢，打・noは必体間に沿治が付く。 Illは丸底の碗．甕は口縁部が

大きく外反して開く 。115・116は甑の日緑部及び把手。

SBOl6 (Fig. 32) 

須忠召杯苔 ・身および.:t:r.ifi西の碗 ・甕がII',土した。須恵沿杯117は1本部が浅くやや急に立ち，

窃古が邸部内側に入る,.1.:r.n1甕120は丸底ながら安定した底部で．外面にヘラケズリ施す。

$B017 (Fig. 31) 

須恵？が不および土師岱の坪 ． 痰が出tした。須忍岱J.f124は体部が急に立ち，土師沿i~は125

では体部が大き<ill線的に外に開き，126は底体間にやや高く伸びる高台をもつ。上師岱甕127

は体部がよわく張り．口紐部が大きく外に開く．

SB019 (Fig. 32) 

須思沿灯及び土師器の杯 ・近 ・泊j坪 ・甕 ・甑が出土した。須思器坪128は高台が駁部のやや内

憫に入る。土師苫は.17-129は体部がl勺湾しながら立ち上がり.130は須思若様で一応滋としてお

く。土師苫甕135は丸底気昧ながら比較的した底部であまり締まりのない体部から口粒部が屈

1Jり気味に開く。 132は：ヒ師器の品杯脚部， 1361れ屈か．
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S8020 (Fig. 32) 

須思沿のfti/.l・杯身 ・甕および土ti匹の坪 ・皿 ・甕が出土した。須恵料は杯溢137が小さな

つまみをもち口紐端部が稜で立つ」不tl-138は体蔀が深く直線（内に立ち上がる。土師器は，杯140

は体部は直線的に1'1•び．大形.1(-141は体部がやや深く直線的に立ち上がり．底部のやや内側に低

い窃台が付 く．皿143ほf本部が底部からよわく屈曲して直線的に開く 。甕はf本部の張りが少な

＜．口緑部が大きく外に,inさ，外面ハケメ ．内iliiヘラケズリ．

S6021 (Fig. 33) 

土師器の杯 ・甕 ・祇が出：I: した．坪148は体部がやや深<ii'.(線的に開いて立ち上がる．

S8047 (Fig. 33} 

須思苔J:f,及び土師諾の杯 ・舷 ・鉢がIll土した。須恵沿¥152は体部がやや急．に直線的に立ち

上がり ．底9仰 I]ちかくに砧古が付 く。土糾;;.iは杯153が不安定な平底，盤154は体部が短く立ち

J:.がり ，内外面ナテ仕上げ．鉢155は九底を思わせる9本部から Cl絃部が綬く 1開＜．

S8048 (Fig. 34) 

J.:t.ili器の甕 ・甑が出土した。甕は156が1.1紐部を級く大きく外反させ．小形の1581計本部が直

に立ち不安定な底部をもっ,lllil60は底部が邸にすぽまる。

SK027 (Fig. 33) 

土師笞の杯・高杯が：:I', 土した．杯161は大形で体部が不明瞭に折れてやや1柑湾気昧に立ち上が

り，庇部の内側に入って低い高台が付く 。162は坪部に対して脚部が小さくやや不安定。

S0028・S0030・S0031・S0041 (Fig. 3<1) 

溝跡tJ•,土の須恵沿 ・土師器には、須恵召tr,166や臆169のように古墳時代に遡る追物が混入す

る。163は体部が綬＜祈れて立ち上がり硲台が低く 外に張る。新しい時期では話台がj¥)j<ィ,1,び

て張る土師沿坪170が混じる。

SE039 (Fig. 35) 

須思若の杯逍 ・盗，土師器の杯 ・皿 ・槃 ・喪が出・I:した。須忠牡杯盗173は口紐部が玉緑状を

なして稜で立つ。土師岱は,lT-175は体部が深く直線的に立ち上がり .ll.~ 体!HJの窃台がやや外に

張る。 IT-177-179は体部が内湾して深く ，ヘラミガキを指し，和台が窃く張る。坪180~183は

i本部がやや深<fi俎線的にIJIJく。 llll!.tl84が不安定な平底， 185!が本部が浅く大きく 外に開き， 186

は脚台が外につよく張る。甕は外面にハケメを残し，体部の張り ，n緑部の開きが多様である．

以上のこれら迫物の時期については．遺構別に見て幾分の浪入はあるが．竪穴住居跡では，

SBOl7・S8021のように 8世紀後半に Fるかと思われるものもあるが，他の多くは 8世紀前半

- •1"• 頃中心とすると名えられる。SK027土痰はa・世紀前半.SE039井戸跡は9世紀前半．溝跡で

は古墳時代の須忠西がi且入するなど迫物に糾があるが，9世紀を中心とすると思われる。
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IV 遺物

Tab. 2 須思む ・土師器観寂表
闊書り下反数字は遠わ豆l;l~,I}

図番勺・ 出土地点 社極 法且Cnl 形態 ・呻の特徴．その他

埠-38 SBOOI 瑣思む 口flil5.l 天井石は低く， DD部,.ナ;--c玉籍状をな十．低くつふ""ごぷ珠つまみをし

87磁2•3 No I 杯 召iO;2.l っ．天）『紀へうケズ＇）．貫灰色

39 S8001 須患呂 口径20.2 ＊影の葺．天井部から体応がなだらかに下り,Cllj鄭が小さな玉駄状をな・j・

S7磁 241 N•2 “ 
l:IIIJj 2.2 っよみを欠失十る．内外面ナテ．砂位を含IJ.明るい橙褐色．

4 0 
S8002 

須恵乙
Cl径12,6

fl'船ヽ $Ii(線的に1i11いた後 n絨罪がやや外反する．日11115内外駈ナヤ・ l;llf;>

細 1405 杯董 位を含む．灰褐色．

d I S細 上MID 口得IJ.< 体部はju,.J:から内笥しながらぶく立ら上がる．外面ヘラケズ,,,r:, は澤およ

碑 1'03 壇土,,, 鈎 召;a;• •• び内面ナテ．砂鯰を含む．姐褐色．

4 2 
S細

土醐呂
迂往10.<

小診甕．底氾は不安定な平llで“‘ ‘・ 妊外面f.t近へ9ケズ •J. !.l内面ナチ．

86001<0.t 聟 ti{; 位を含む．況鳩色．

• 3 SBOOZ .t食iiお
n径18.G

体郎1,;,まり影が張らず. fl は邸1~,ぷ況から紐＜品1111して外反しながら大き

8S001401 ，，マド内 甕 (Iii(. 体日外liliはヘラ状工凡ナャ，伯ナテ．秒9えを含む．褐色．

4 4 
$8002 

土糾呂
底1Ji4.0

庄郎1がやや石に定な平狂．体帽r:niiへうケズリ,I'! 面9ヽ ケ，，．旺郎外直ナ

88001407 甕 -r. 狂Ill!付近に煤がけ行する．砂位を含tr.褐色．

• 5 
SBOO? 

上 ;;s
伐応 2.9

庇ll'IU不安定な平!le.庄郵｛お近は外111ヘラケズ1/,l'lil.iへう状工Rナデ．砂

8幽 uoo 甕 拉を含む．外illil~褐色，内j/j褐色．

4 6 Sil如 :l:tfi5 0行応.1 ほ孔1よ広く !'lilt,! い肌口l!Jt餃的低く．日緑部がわずかに外反..,. 位やや上

認0014位 K•2 Iii 沼;!1;21.9 に由1がりの少ない尼,fをbつ。'*部外凶ヘラケズ＇） ，内直ヽヽケノ．浪褐色．

• 7 
Sil切8

社I恵B 口社11.2 体謡jj怠に立ち上がって 口繰おがわずかに外反ナる．底おのやや内鴨に入っ

SS001423 

“ 
沿瓦 3A て低い瓦古が付く.ltl~lllといり外面ナテ．外面茶灰色. I~ 而茶褐色

4 8 
SB碑

痢恵召
銭圧 2,5

l:\llllll:JL!l気-~で不安．外体忠Iれ旺郎f-1-i丘ヘラケズリ，底外1lliおよび内ili-1-

88001424 q. デ．灰色

9ヽ S8006 土閾5
伐贔 3.6

不安定な平底をしつ大ll.'!'1'.体榔外面ナt'.内面は岨＼•ヘラミガキ． 砂拉を

8Sll01<27 項土•I• q: 含c,,外iii褐色．内而靖褐色．

5 0 
SBOII 

須恵召
『9径15.2 B烹It鴨＜．天井細は低くつよれる．口絨お付近ナ'I'.買褐色．

総001429 片董

5 l 
SBOll 

頚思む 体祁は庄郎から不問誼9こ折9して立ち上が＇），低いな f;がf令く。内外鉗ナテ．

88001434 ff. 灰色．

5 2 
SllOIL 

j; 綺呂
休鵠li:11.@からやや浅く立ら上がる 砂泣を含(1.陪褐色．

88001'32 

｀ 5 3 
SBOll 

坦石
n径13.◄ 小形賣.nil絋外反む9えを含t.r.褐色

88001430 交

5ヽ SB01, 土問駐
n抒22.l

体日は口が棗らず下彫み気蛛で.n繰部は「():?,影につよく屈曲.lf: 郡外

SSOOJ.183 ，，マド r~ 甕 il!iハケメ ， 内西へうケズリ• IJ給組ナた体償外1面に煤ftt,.11/1貿褐色

5 5 
S8011 

.ti,a:; lllltlGli 「く 」 字にちかく罰贔して開く．体1..1:tr~m配ヽケメ• ll繰郎,;.,.

88001ヽ133 甕 デて外面，，，体却ちかくが突書状に殻り上がる．外而需褐色．内面褐色．
I 

5 6 
SBOII 

土店む
岨いへうケズリ稟豆。砂位を含lr.褐色

88001437 甑把手

57 
Sll003 

土闊呂 呻 15.SI'"遠 朽I吠彩．虹としておく.'}!井部は九みをしち，不明111な役をおいて

認001,IZI 憂 占嘉 4.7 IJ紐謬が凸ぬ的にIll<.天升却へうケズ,;, 倫ナう‘• 砂拉を含11.11.1色

411 



大久保三木松辺団

図番号 HI土地点 呂種 法量cm 形態 • 関整の特徴．その他

58 
S8003 

土J.tG n往14.7 体繹は不安定な紅饗と一体化して高く立ち上がる．外面はヘラ状工具ナう',

88001<20 閾 呂高 5.0 内漏ナう’・組砂粒を含IJ.檀褐色．

59 S8003 土繕0
口径21.9

体鑢f:I内涛しながら立ら.t.がり,D縁郎下にはナデによるかすかな突搭を巡

88001411 壇土、ヽI• 鉢 らせる.tiff邸は渭く外に反わる．内外iliiナ,Y,即砂位を含む．也褐色．

60 
SB003 

土,:i;
0毯27.6

体応上位からn樟忠は外反気に大きく1111(.内外面ハケメ．砂粒を含む．

認OOIH8 鉢 褐色．

6 l 
S8003 

土鐸石
〇径19.6

体郎rよ煩りがなく上位でやや緯まり.a繰が綬く外反する．内外面ナチ．

邸001410 甕 砂を含む．褐色。

6 2 S8003 土臼
口掻16.8 IJII: 郎が反転するように大さく外反する．細砂拉を含cr.褐色嶋

88001<的 壇 'I' 甕

6 3 
s枷 3

土糾呂
口径16.8

口繰岱が級（外反し.II-郎の彊りを息わせる。内外証ナテ。 118砂拉を含む．

88001419 墾 褐色．

6 4 S8003 土絨ii5
a径.◄ 0緑郎が大さく外反する．砂拉を含tt.褐色．

88001408 壇土,1, 甕

6 5 S細 土絲お
口径11.8

口緑部が反転するように大さ（外反し，体謬は上位で丸く膨らtr.@拉を含

88001<!5 ヵマド内 賽 む．外iii褐色．内面昂褐色．

6 6 
S8003 

土師呂
口径況.s

口緑船が親く外反し，体郷の鴻りを思わせる．内外iiiナた砂位を含む．褐

88001446 甕 色

6 7 S!3003 :t鰤0
星月差27.9

体葡は上1とで咀り，下位に向かって急に-r1nる．平底か．外面へ，，状.J.'.A

碑 1'16 ヵつド内 甕 ナテ， l'!iiiiハケ"・む位を含む.1臭褐色．

68 
Sll003 

土糾召
底往 6.8

平底で，体祁,~内笥しながら立ち上がる． 体郎外翫ヽヽケ~. 内孤ナデ．外面

88001417 賽 靖褐色．内illi剛褐色

69 SB郎 土傾己
残高 2.2 体翻は不安足．庇徳外繭ヘラケズリ，内illiナテ．細砂位を含tr.la褐色“

88001414 心.,.甕

70 SB的3 土輝臼 口餞23.2 旺孔はへう切り，体槃はわずかに内寓しながら立ち上がり口紬部やや外｝又．

87006240 ヵマド内 恢 呂!1;20.2把手欠失．体部外函'Flドはへう状工具ナデ.f直ナテ．砂位を含o.投褐色彎

7 l S8003 土鵠呂 口径 5.3
手位土a.綱紗杖を含"・ 褐色．

lr/OOG2,s 汝＂ 杯彩 l)ifi 2.3 

7 2 58003 土闊甚 口径 4.6
手復土'"・嗣砂拉を含c,,渇色

870062•16 ""2 杯形 呂高 1.9

7 3 Sll003 土118 口Iii3.9 
年捏土Ii.紐砂はと含む．褐色

s;o06247 N.3 序影 む高 1.9

) . 土緯笞
0径19.6

大形董．天芹郷から体邸にかけて丸(,C緑部は短く汲をなして立つ.,, 緑

88001462 
SIJOl3 

量 鄭内外1,1・テ’• 砂位を含む．褐色．

7 5 
S8013 

上繕召
塁ll!i4.3 

体鑢Jj~郎とIV,庫な籍をなさず急1こ立ち上がる．外w,;g部から体薗1渾へ

880014臼 ll' うケズり．他ナテ．砂位を含む.If褐色．

7 6 
S8013 

土鯰己 IJ径lヽ.8
底範は丸く不安定で.r, 給郡が短く立つ．内外溺ナテ．紗粒を含む。褐色．

8800U鵠 ff 0高 3.2

7 7 
SROI3 

土闘渇5 D径13.2 体悪It屁郎と明確な復をなさず直繊的に111いて立ち上がる．外mil!ll!部付近

8SOOl461 ti' 呂高 3.2 ヘラナテ，は・rテ.6'位を多く含む．罹褐色．
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図番号 /lit地点 岱穐 法 cnl 形態 ・詞整のt;';徴，その他

7 8 
SBDt3 

土閾召la径13.0 ば体おI.I-体化して九なを bち．不安定な平底をつくる．内外面ナチ．砂拉

88001159 “匹;er,3.8 を含む．贔褐色．

7 9 S8013 北ぷ己 Cl在14.3庄体証I~一体化して丸珠をもち."'安定な平出をつくる．内外面ナチ．砂位

870(匹 ~•2 q: 召店ヽ.8 七含む.Ill色

a o S8013 土乙 0径19.5 大影杯．体鬱は1勺笥気昧立ち上がり．底戴のやや内閲10入って外に間{~古

87006公切 11≫1 ff. こ応 5,7 が付く．底外面はヘラケズIJ,ICヘラミガキ．砂Rを含む。磁褐色．

8 l 
SBOl3 

土“召
ll様20.0

体諮1よ張りがなく• ll繰紐1よ序＜＊さく外反する．体郡はクfiliハケ;,内頑

88001•<3 甕 ヘラケズ＇）で一むヽ ケヽノ, ll緑墨ナテ.~ 拉を含む．褐色．

8 2 
5B013 

土傾笞
"往26.2

体紀は張りが少なく.ll絨却は大さく外／又する＂体部内趾へうケズ ').はナ

87006230 甕 デ．紗れを含む．買褐色．

8 3 
SBOl3 

3亙臼
tl径Z5.0

体紀は上位で丸く遇り.OIi鄭が短くia曲する．体郎外iliil:IUIくナテ．内,Ii

87006234 聾 ヘラケズリ.i:Jlt湛ナテ．砂＇とを含 tr.褐色で黒斑あり．

8ヽ
Sll013 

土J~lil n往220 体筍rょ弧りが少なく．ロヽ＊紐l!!llrlllL'C')c$(聞く．｛拿御内頑へ9 ぅ~ズリ ．

87006229 甕 . Iヒ・rテ．砂位を含む．褐色，

8 5 S-0013 土暉四 呻⑳．゜I不安定な平狂で体郎が惧りを btcずに立ち上がり.o紬l'lllがかすか1:1,tをな

鈴00"191四 0 直 臼応IS.6 してぽく外反．体慾外;n;ヘラグズ'}.内面ナ元砂校を多く含む．茶褐色．

8 6 S8013 .t暉召 ロ積16.8 不安定な平狂で体紺が濃りをしたずに立ち上がり.D籍llilがl1!llllして＂＜．

切0062お 紬 8 甕 召高l2.S 紅侶外面へうケズリ．伯ナテ．砂拉を含む．ほ褐色．

87 
S8013 

土r.,1, 丸みをもっ体邸から0給部を庸くナチてが冠(l~れる．内外iliナチ.Ill砂9立

87006233 甕 を含,.,,喝色で晃斑あり．

88 
S0013 

上暉；；；
＂往 !S.O 小形甕• Cl紬約が殺く外反する．内外1日ナテ．砂餃を含tJ.畠褐色．

81006231 甕

89 
$BOl3 

土t.fl!I
日抒ll.G

小形甕.[I絨田はrliilliに積をなして緩く外反する． 体部外藷ハケ,.内面へ

臨 OWi 甕 うケズ＇）． 砂位を含む．外面息灰色．内面貨褐色．

9 0 
S8013 

土rヽ苫
丸底で．内外幽ナた外面にヘラ記号あり．砂位を含む．褐色

87006238 甕

9 I 
SBOl3 

土ぼむ

細 01479 匠花手
へうケズり属望．

9 2 
50013 

j; 暉呂 ll社23.5 庇1l.はヘラ切り，体記はあ土り向かず立ち上が1),0樟部が綬（外反する．

61006241 甑 Zlli1121.,; I! 予欠失。内外薔ナテ． 砂位を含む,111渇色で果滉あり．

9 3 S8013 須息四
n社14.0

体戴t;t怠に立ち上がってti鯰郎やや外反．体配内外jfliナデ．外面貰褐(!l.内

製 01468 地15 杯 ilii灰色．

94 
Sli013 

須恵呂 口往17., ＊影rt.14'笥ll直線的に閤さ，口繰隠外反.tl: 体l:1l1H1節に低い高台がN・<.

細 1,170 I{- 巳岱 5.0 I~ ・聟・トテ.I? 灰色

9 5 
58013 

須患召
11tll3.8 体鄭はか十かに外反昧気恥にこち 1,がる．体部ナデ.¥'I灰色．

細 1<69 杯

96 
$1刃IJ

須翠日 ロ穫12.4 体卸1:2に立ち上がってnl贔部やや外反,Ill船のやや1引l1llに入って高台が立

釦0062A9 杯 岱高 ，1.2 っ．体お内外五ナテ.Ila外面ヘラケズ.,.灰褐色

97 
S1l013 

螂呂 天j~駕は低くつぷIt.Oil峰部が積となして屈く立つ．天井船へ9ケズ,,.

細 w, “直 偉ナデ．灰色．
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大久保三本松迫跡

図魯t 出土地点 岱種 法祉cm 形態 • 閲整の特徴． その他

9 8 
SIJ<>J3 

細 1{13
|Jl!I 須忠呂 器lliI 9 体罰It庇紀から棧をなして屈曲し．直線的に短（間＜．内外面ナ'i'.灰色．

99 S8013 須児侶
ロ穫 8.<

嗣111unがつよく蛋り.a頸昴が短く直立・旧郭は内illiに1;:i.i;,円文桟し．外

細 01<171 l<o.9 蓋 面平行??キi:i.a緯岱ナテ．外繭賀駅色．内而9紅灰色．

I O 0 S8013 紺恵a
0穫13.6

ll!lfJlmがつよく扱り，口預部が外反しながら艮く ii•びて口峰駕が短く外に

87006臨 ~•5 憂 闇く。 Ort(釦ナテ．灰褐色で．願繹内ii!iに「1然釉がかかる．

I O I 
S8013 

牙1恵と
nnn.s D紐部は大きく陀さ，嗜郎に突帝.mi細内外面ナテ．アズキ色．

86001435 甕

1 0 2 S8013 須逗召
紐往」0.5

体部は直緯的に立ら上がり．ほ体1111111却で古台が外に棗...嘉外面から［本郎

S70062SG No.6 蛋 下位へ9ケズt),fi1・ デ．灰褐色．

I O 3 S80!3 須凰口 底径12.2 体配はIllと五粧的に立ち上がり月位でつよく品1自し．底f-1'出Ill部に1,.'it;がつ

87006蕊1Na9 盃． 胴穫25.8 <. l:f外illiから体忽下位へ9ヶズリ．池ナデ．迅褐色．

I 0ヽ
SBOl5 

須巳呂
n径20.4

Jjj平な天井郎から体繹がやや怠に下る．っ2みを欠失する．天井謬ヘラケズ

880014鴨 “葺 り.(diナテ．買灰色

IO 5 
SBOIS 

珀恵和 ロ1Ji13.3天1Fl.ilは低くつふれて体釦IかなI~らかに tり.ll紐郎が短く折れて立つ..Iii 
8$001499 杯董 匹芯 1.9 平なつまみがHく．天JI葺ヘラケズ'}.'Iiナチ．灰名色．

I O 6 
5601S 

瑣哀召
n釦 2.8 体船"直編約に開いて立ち上がふ体侶内外而ナテ．灰褐色．

細 1502 年

IO 7 
SBOIS 

瑣患呂 &程,9.5 体邸1!11がなだらかに下ってからつよく凪1111 し， 底f~III直1 部に高台が立つ．
懃 01'197 壷 刷径18.8 狂外爾から体甜下位ヘラケズ,,.! 亀ナ'r.沃褐色

l O 8 
SllOJS 

紺患己
残往 6.1 li11高祁がく折れてm<.内外面ナデ．灰褐色。

認001501 潟が

I O 9 
S8015 

土絲呂
口径zo.o大形返.; 尺井認l:t低くつぷIt.(i; 紺は短く2に下る．天井謬へうケズリ，傭

880014哀l 17-¥!l ナテ．＂紗位を含む, llllll色

l I 0 
S以15

」;9母召
底径13.5

狂体胴曲駕で況台がつよく外に汲る．底外囮からI~部下位ヘラケズリ.1!1-r 
細 14S7 恥 デ．即砂拉を含む．生褐色．

111 
S8015 

士闊召
口径16.6 体紀9よ丸く深く立ら上がる．体船内外面ナデ．砂Iよを含む．履褐色．

細 01ヽ,ss 嗣

1 1 2 
SBOl5 

土1-'1$
0{!27.2 

体気は上ftで九珠をit<,,Cl絃謬屈曲せずに大さ（外反すら IJjjj既I'近内

88001493 甕 外illiナf'.紗粒と令む．褐色．

l l 3 
SllOIS 

上紆四
011¥泣 .8

ll綽郎は内西9こ棧をなして外反• D緑郎内外繭Tテ．紗位を含む．外価駐掲

8SOOU91 甕 色．内曲褐色．

I I 4 
S8015 

土tflS
n径22.4

体部は上にで丸昧を持ち.n緑部糾由せずに大さく外反する．口は郡付近J~
細 1m 甕 外面ナテ．紗拉を含む．褐色。

I I 5 
SBOIS 

」ヵるこi
fllj. •I.G 

やや内符~•tに立ら上がり．日紐l111でわずかに外反する. fl-郎外illiヘラケズ

瑯 01496 翫 '),'奮ナテ．砂位を含む．橙褐色．

I I 6 
5B015 

士r.llO
ヘラヶか）四整.m砂拉を含む．浜褐色．

8SOOl490 駈把手•

l J 7 SllOlG 狐恵呂 r., 程12.5体槃はり1誼ヽ こ屈ill!して直線的に渭さ，紐邸の内側に入って右台が立つ．内外

871)(舜？ 遭上•I• q. $;Q; 3.S illiナチfillf,灰褐色
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JV 遺物

1:i<1番り・ 出土地点 臼種 法微cm 形態 • 関整のt,?微 ． その他

l l 8 sno16 ±繹お Oll 9.l 体釦！よ•l• fil.で1l1鳴して口絨部が直立穴珠に立ら上がる．内外面ナテ仕上げ．

81006251 .... 1 筍 ar.r. s.9 岱形やや歪む．砂位を含む．明褐色．

l l 9 
S1!016 

北絹呂
n緑的は大さく外反して開｛．口“鵠ナデ．ぽ！砂れを含む．褐色．

880015郎 甕

l 2 0 S8016 上傾名 Ull!S.3 氏葺は広く ， 体卸は2に立ら上がって上位でやや笥まり口け郎が餞く外,~.

870062~2 t,->tf'I 甕 臼高16.1体釦外面へうケズ＇ ）．内訊ヽケノ後ナデ．底外砧ナテ．紗拉を含tr.渇色

ssooI 12 sol 1 I S8016 
土閥8

不安定な’ド狂.11外面へ9ケズ,,./'Ii眉ナテ．砂粒を含む．鸞褐色．
甕

1n  
Sll017 

瑣患岱 u往14,8 体釦l:t低くつぶIt,ll繰郎が俎(lれにて立つ．天井謬から体細にかけて外瓜

87006252 杯置 B高 2.5 ヘラケズ,,.内Iiiナテ．駅褐色

l 2 3 S8017 須恵岱
O!H9.3 

体量は111:(l!Iさ，lllj繹が3ill:状に短く立つ．っ3みを欠央する. l~llll内外

88001509 此 l ”•董 iiliナテ．訣灰色

l 2 A 
$8017 

須感己 暉 I体置u呻 Iこ屈FILLして直線的に立ち丘り，m都のやや内1111こ入って石台が

SSOOJSU q; 10., 立つ,ll! 外袖へ9ケズ）`．伯ナ.,._灰鳩色．

l 2 5 S8017 土傾苔 n径12.4 体高1が引誼9こ訊1薗して直線的に旧＜．内外直ナデtt上げ．立ち上がり.IJ紗

8700621< 悩 I 外 S/!11 3.4 位を含o.橙褐色．
I 

l 2 6 
S8017 

土絹8
ば往 8.0

磁WillヽII紐でぶ古がややぶ<Illさ気味に立つ.iI外面に板l.l&を残し内外iili

88001510 'l' ヤた砂位を少し含t,.内憬で.tトilli段褐色．

,n  S8017 土JJ召
n径26.$

体郷は上位でやや緒まり.n絨配が大さく外反して聞く ．体罰外i紀ヽケメ．

68001511 No3 甕 11lllliへうグズ,,.0紐謬内狐iハケノ後ナデ．砂粒を多く含む．貿褐色編

L 2 8 
S8019 

須恵召 駁体屈曲部で低い高台が付さ．体謬が直紐的に立ら上がる．底外illiヘラ切り

88001518 ~ 'し..~, ぽiナテ．灰色．

l 2 9 SBOl9 土,,u
日高 3.4

体佗f埠部からやや不剛位に印曲して立ち上がる。 w部内外西ナチ．紗位を

S8001517 遭土•I• ll' 含む．出色．

I 3 0 5B019 土岱 l体約rt低くOO<.t~ 慾内外函ザ・砂校を多く砂．褐色．
88001526 凄・ヒ,1, 沐董

1 3 1 S8019 士f』a 0111,1.、天井郭I.I丸く ，わずか1:1ヌをなして体部が内潤汎味に立つ．天井縞外iliiヘク

87006251 壇上,,, 'I'~ 石嘉 i.3 ケズ1/か.f、.,.ャ．砂位を含t:.I!! 褐色．

I 3 2 
SBOl9 

J;r,f呂
残高 4.6

出flillサ篇状に伸び．褐がう ,,,.状に郎＜．詞郎は外圃憎押さえ．内圃・rデ．

asoo1;z, 砿ll 砂と合n.茶褐色.

L 3 3 
S80l9 

土乙
残冨 3.5

不安定な平狂． 辰鵠は内外iiiへうナ;•. 体鉗外Jli,ヽケ，，．砂粒を含t:.買橙

88001515 襄 色．

I 3 4 $8019 土幼呂
111!29,g IJ給綿1:1本部から綬く外反してI'll(.内外ili-t-ヂ．砂位を含む．褐色．

88001認 環土,1, 復

I 3 5 S8019 土輝召 n径21.4 不安庄な平狂で．体繹1;中位でやや啜り日給廓がt暉l気北にI'll<.!+:郎1;外

88001514 カマド1り 甕 呂,11,26,0 而机い9 ケヽI,内而ナテ.lllll: 什近は外五ヘラナデ．砂泣と含む．閉褐色．

I 3 6 Sll019 上紅a
＂径 12.8 〇絨祁はf這からj((線的に間（．内外面ナヤ．も>ttを含ll,褐色．

88001521 カマド内 l!'iか

137,SBOZO 珀恵呂 U径l5.2体昂はなだらかに聞さ.r:11)鄭に，Rをもっ．つまみを欠失する．夭11郡へう

8S001• 四 環土小 “遍 残高 2.2 ケズり．偏ナデ．灰色．
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大久保三本松遺筋

図番丹 出土地点 凸植 法litcm 形態 ・岡整の 特 徴．その他

l 3 8 sno20 須恵岱
Dむ16.4

体名は深く立ら上がり．口棟冥でかすかに外反する．体罰内外面ナデ．灰掲

88001542 環土中 ll' 色．

l 3 9 SllOZO ；叫 体謬は不安定ながらわずかに平坦面をつくり．体謬下半が丸く汲る． 内涵に

認001$?7 N0.6 平行文出て板窯 外訓靖灰色.Iり泊i冑灰色．

1 4 0 S8020 :1:/Ji!S omu  体illll:!l:船から2に屈白して直編的に立ち上がる．底外面へう切り霧し後ナ

87006公 N0.6 “ 
z;;p; 3.9 テ.(diナテ．細砂位を含む．橙褐色．

lヽ l s11020 士閾じ 口粍17.2 体鵠liltf.lから急r:ll!曲して心脇的に；；；＜．虫綿のやや内閥に入ってえい高

S6004381 N0.6 坪 召l!i5.6 台が付く．既外面へ9切り鳳し後ナゲ 伯ナ，，，• 細む位を含む．渇I!!.

l 4 2 S80⑳ 土綽呂
召高 2.9

体11111.tlllllから心に屈曲して立ち上がり．口緯瓢でやや外反する．底外囮ヘ

88001,33 橿土,1, m ラケ切り霞し．泊ナデ．砂11~含む．外涵畏襴色．内面褐色．

l 4 3 S細 .ti;J岳 ti程切.3体部は旺部からlilllllして直編的に闇いて立ち上がる．既外illfへう切り亀し．

細 im NO.S Ill Gil:i 2.8 他ナテ．砂位を含む．茶掲色．

Iヽヽ
S8020 

土~,u
口積2• .• 

体部は上位でやや捻まり• ll械紐が該く外反する．体紀は内而ヘラケズリ．

ssooms 聾 内面の一彗に9ヽヶn を残して r•ナt'.旧I砂位を含む.111褐色．

I 4 5 
S細

土師召
口径19.2

D紬節はややSに大き（外仄． 体綿は内而ヘラケズ＇）．外 illil!一嘉にヽ ケヽ日

認001恕 甕 を残してナデ．砂位を含む。躇褐色

I 4 6 S細 上Iii!$
日抒.25.0

D馳邸は2に大さく外反する． 体i111は内面ヘラケズ，,.外llliハケQ,ii嗽 を

88001530 咆土中 聾 合tr.買褐色．

147 s助20 土綽＆
口往23.2

体郎l!..t位でやや締まり.m東部が緩く外反する．体郭は内面ヘラケズ,,.

細 1怨 NO.< 虔 内illiの一鑢にヽ ，ヽ，目を残して饂ナデ． 砂位を含む．褐色．

I 4 8 
SB-021 

土1籟呂 0程」2.3 体郎は旺紀から窮曲してやや内清気味に立ら上がる• II外面はへうら切り霞

87如 75 杯 む;!l;3.4 し後へうケズ'I,他ナた躙砂位を含む.llt褐色◆

I 4 9 s珈 1 土f-'111
むぶ 2.9

体郡は底郎からIll曲してやや外反潤れ味に立ち上がる。 内邸内外面ナデ・編

880015~3 現土中 序 砂位を含む．剛褐色．

l ~0 S8021 土闊呂
日往23.5

口U廓は短く外J;,.,内外面とも口緑藁付近にヽヽケ目を残す．細砂位を含む．

細 1544 環土中 甕 僅褐色．

I 5 I 
SD021 

上傾匹
把手は短く上向．体紅外面,..,.ヘ9ケズ,,.f也ナ'I'.e>位を含ti.褐色．

87006239 l'i 

I ~ 2 Sll0<7 須忠呂 n径11,3 体笥は＆綿から崩曲して2に直緯的に立ち上がり.&体l!1曲置に石台が付い

87006248 NO.I '1' 15;111 U てやや外1:張る．庇外面ヘラブズ,,. {Rナチ．灰褐色．

I 5 3 SB0,7 土 呂 ~f.llは不安定な庄藻から不明設に11!曲して立ち上がo. !;,iiiが荒れており1111

細 1598 ヵ・>t付近

“ 
望不鱒,.砂拉と多く含tr.~I寄褐色．

I Sヽ Sll017 土,au口径23.6 体l!'llii!I部から屈rUrして虹く立ち上がる．内外躙ナデ．田砂校を含む．橙褐

870062お N0.2 璧 157.112.6 色

l 5 5 S8047 土は;i;
口狂27,2

体籾ltJl.みをもって立ら上がり.D綽郎が糧く外反して11!1(.休祁は外iiiヘ

認001697 h?t/寸迂 鉢 9ケズリで一瓢に9 ケヽ目を残し．内w;ナテ． 砂粒を多く含む．茶褐色≪

1 5 6 
S8048 

土,..む
a径21.8

ロ絨鴇1:1朝顧形に大さく外反する．体部外直に9 ケヽUを残し．口緯部内外l11i

88001600 虔 ナデ.6'粒を多く含む．貿褐色．

I 5 7 
S6048 

;f;lif呂
llf:ltl9.9 

体郎Ii旺船で2にナ,:まり， IJ縁印が援く大きく外反する．体部内外ilj,ヽケ

88001599 甕 o. a縁翻ナテ．砂位を含1.1.茶褐色で暴衷あ？．
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IV 遺物

悦番サ 出土地点 笛植 法保cin 影態 • 関笠の符徴，その他

l 5 8 
S8048 

土t.tl5 aftlG.3 寂紀は不安定な平氏で体郭I!細に直に立ち．口絨邸がぼく外反する．体鄭

87006沈4 聾 る双11.1 内面へ9ケズIJ.IAナ;-.砂位を含む.Ill褐色．

l 5 9 
SBO•IS 

土給己
n径16.0

体忠ll..t位でかすかに張り，n緑祁が讀く外反する．体ffl;, ll縁約と t内外

S7006磁 聾 1lliナデ• 砂位と含む．鳩e
I 6 0 S8048 土llfi:t

庄径10.0
丑flはへ,Qlり． 体繹は1位で急にす1::る．体郷内面9 ヶヽa.外面ナ.,,,

88001426 壇土中 甑 砂位を含fl,~, 褐色．

I 6 I SK027 土闊 n褐20.1 大影沐.w記は出輻から不哨＂に屈直 Iして碑的に立ち上がり．体部やや内

87応,273 N0.7 .. 石;e;5.7 叫に比い謀白付さ・ 11外iiiヘ9ケズ,,.低+-r.砂位を含む．哨渇色．

I 6 2 SK027 土f,fl, a径13,9 杯郷は体部が内汽しながら立ち上がり，低い院状国郎から棺が短く間<.I'う

8700硲 9 N0.2 芯杯 岱~S.• 外面ナ乞砂粒と含む．僅褐色で懸斑あり ．

I 6 3 S0028 土鯰甚
“径10,4

体船1!!1:却から不哨誼にm1fllして立ち上がり．体部やや1勺111で低いぶ七が外

880015ヽ8 裡;t•J• ~ につよく遵ふ底外面ヘラケズ,,.傭ナテ．砂位を含む．茶褐色．

I 6 4 50028 土糾と 口往15.< 底約l!Uぽ丸底で体部がi!'(に立ち．ロヽ和郡が議く外仄する．屁外,,;ヘラケズ

87如泣 種•l• 甕 召応11.6 ,,. 体部は外,m,ヽケロ技t'7',内面ナテ．砂Rを含c,,Ill褐色．

I 6 5 
S!>03-0 

:t闊己
n径20.』

体部は没く下位で2にすぽまり. aば鄭l;l l~illiにIIをなし屈611 して外反. I年

660015'9 甕 謬は外illlヽ ケヽA.内面ヘラケか,.紗はを含む．茶褐色．

I 6 6 
S0031 

捐恵S
ロ丑 9.0

w部fj浅く,loちあがりがつよく内傾する.! 料部．口“誌内外訓1・デ．灰褐

碑 1555 .. ~ 色．

I 6 7 
S0031 

·t~ 邑
底径..2 'l;U: に不望形で．底郎は糸切り鴫し。 Iり1褐色．

碑 155-1 •i 

I 6 8 
50031 

土“岱 [I紐紀i:r糾置からやや急に1ll曲して外反．体囀1内i1Jil1)1l縁部ちかくにハヶa

細 )553 甕 残る．細砂れを合む． 貿褐色．

I 6 9 
SOOIJ 

須這召
lll1119.2 

胴部IJ」：位でつよく 横に張って膨らみ．顕認直行． 底苺ちかくで燎成後に·~

8'1磁 288 Jil 償からの~n.あり．外illiクク キn、内illiナヤ,@位を含む．駅褐色．

I 7 0 
SI氾 I

j; 虹器
底往 g3 

底11-IAIHI網9こ石く外に開く祐台が付（．底外面に板目虞を残し．偉ナテ,Ill 

細 1592 坪 紗れを含む．賞橙色疇

I 7 I 
SDOU 

土暉呂 口Ii継は休祁から讀く外反tる．体田外面へ9状,:具ナデ，f亀ナデ．砂粒を

細 01596 恒 含tt.茶褐色．

I 7 2 
S00<1 

士暉呂
n径16.4

体聞は上位でつよく罐まり．口は郷は不剛燎9こ屈111J.体部は内外漏ともヘラ

細0159•1 甕 状工具ナデ．砂拉を含む．茶褐色

I 1 3 
SE039 

須烹占
ams.3 

平坦な天井茄から体巴がなだらかにl'?.口紐郎が短く祈れて立つ．っよみ

邸001581 杯董 欠失天111111へ9ヶズ,,.はナテ．褐色．

l 7ヽ
S邸刃

須患凶
虫程17.6

庄聟r:広く ，体郎が哨餃9こ滋曲して立ち上がる.a外面は婚滅のための臼竪

88001滋 量 不明．鳩ナテ．灰色

1 7 5 SE姻 心 HJ nttl7,S 体忍は直鰍的にほく立らヒがり ．迂体屈曲紐で石台がやや外に憫って立つ．

8700腔61 揖：t中 J;f 呂;l!i7.7 底外illiヘラケズ，） . Itナテ田砂位を含む．明褐色で罹夷あり．
• C 

I 7 6 SI磁 9 :t.t.JZI 
必託 8.5

とそw屈曲部で石古がilt.に立つ．底外1ヽヘラケズ，I.(diナ元砂粒を含む．茶

S8001滋 甕土巾 J,- 泣色．

I 7 7 
S以 9

土綽召
n径15.7

体記は深く内潤気1中に立ち上がる．名台付さか． 体葡内外面へうミガキ．砂

88001おl fl' Itを殆ど含まず· '"茶褐色で内~l.
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大久保三本松迫終

図番:;- 出土地点 器種 法貸cm 形鯰 ・閃翌の特徴，その他

I 7 8 
SE039 

土臼母
庇径 s.s

体祁l;t底紀から不町泣1こ屈曲して11'.ちKがり，駈体屈Ill都で岱い石古がやや

88001訪7 J(. 外に張る．底外惰iヘラケズ •1. rtナデ．砂紅を含む．茶田色．

I 7 9 SE039 土闘a
ば径 S.3

体譜は立即から不可茂に11!11!1して立ち上がり．底fや屈曲閑で高い高古がやや

88001認 嗜ヽI' ll' 外に弧る.il外面ヘラケズ •J. Illナデ．紗IH含む．貨褐色で内烈．

I 8 0 SE039 U漏a＂径 12.6 体罪u底詑から直船的に店く立ち上がる.lll: 外面へ9ケズリ，（也ナテ,(H砂

87姻拗 凄土ヽI• )f l:li!li 3.5 位を含(j,IりII!'!色．

I 8 I 
SE039 

上輯召 n径12.S 沐邪fil?即から外反気なに石く立ち上がる.!>! 外証へうケズリ．他ナテ.Ill 

SiO郎M >l' 呂右 3.5 砂位を含む。ぼ褐色．

I 8 2 SE039 ±“召 n杯13.3 体諄は丘都から直線的に立ち上がる．既外iliiへうケズ,,. : ヽナデ．砂泣を合

S,Olll四 壇土. •I • q: 石高 3.2 む．灰褐色

I 8 3 SE039 J;鱗る n径l?.4 体＂は底細から紅綽的に立ち 上がる．紐外函へうケズ'/.I負ナ.,-.砂位を含

87006~2 坦:J:小 Ji' 3高 3, ◄ tr. 撹褐色

I 8 4 
SE039 

上“召
ll径12.7

紐郷は不安之な平底で．体卿が'"厭なIll曲をなさずに関いて立ちJ,がる.(t-

88001磁 m 高内外illiナテ．砂位を含tr.l¥ll茶褐色．

l 8 5 SE039 土“呂 ll往1,.2
体絡は没く直貌約に大さく間（．内外面ナテ．細砂校を含む.JI/I褐色．

870郎蕊 填土下，'II m 臼応 1.9

I 8 6 s四39 土緬四 n登14.7 体茄は外反 しながら浪く大さ (1111さ．配状の布古が外につよく張って立つ．

860042n 星 K下Ill 江台皿， 己高 6.7全面ナデヒIf.fl'J砂位を含む．汲茶褐色

l 8 7 
SE039 

上紅乙
Offね.6

やや不安定な平庄から体郎が短(J!!.に立ら上がる。全西ナデ仕J:.11.躙砂U

S80015鉛 岱 を含む.'II茶褐色．

I 8 81甲 39 ヒ鯰呂 紐 I体祁l.t殆ど棗りがなく．口Ii部が不剛鷹⑫1111して1!11(."'甚外而9 ケヽ目．

S800li;70•.l.±01° 甕 1l . 7 I勺面iへうケズ ＇）．紐砂粒 を含"・褐色．

l 8 9 SE039 上絨匹
D径ZI.、1:11,(置は体船から緩く外反 して開く.f柑郎,,;必ヘラケ;(IJ,砂腔を含む.11/1 

88001紐 壇±•I• 甕 茶褐色．

I 9 0 
S細 9

土toll召 径 体缶1よ横1こつよく張り．口1ゑ鱈が短く屈臼1する．体邸la外面ハケ1'1.内面へ

ssoo1m 聾 1l 18.5 ，，ケズ＇｝．む位を多く含む．外面哨褐色 ．内面茶褐色．

I 9 I 
S11.039 

上伍呂
n程？．？

体l¥ll:t上位でややつよく惧り， n.-忠がほく謹く外反する.Iや謬は外illi,ヽケ

88001! 函 甕 fl, 内鉦ヘラケズ,,.口紐臼ーお1こハケ1l残る．砂粒を多く含む．茶褐色．

I 9 2 SE039 土鉢召
n狂Z7.2

n樟llilfjfl'節から緩く外反して大さく関＜．体墨は外面ハケ目．内而ヘラケ

85001S'll 壇上•Iヽ 甕 ズリ．砂位を多く含む．褐色．

I 9 3 S以39 上“呂
ll在26.2

n紐閾liC柑細から屈仙して間<.C*l1は外jjj,ヽケn.内面ヘラケズ＇）．紗位

S6001S67 ,,.:1:,1, 甕 と多く含む．握褐色．

l 9 4 SE0:19 土t、石
n径捻.s

n紐節は体茄から不閉泣1こ折れて外反．体郎外繭ハ，，ti,I'直ヘラケズ,,.

88001583 •.I上•I• 聾 riu駕ナ元砂較を含t,.茶褐色．

I 9 51年 9 土 a ILL'£ にらかい瞑子の“部．肛製付近は外面9 ヶヽa.内面ナれ砂位を含む．

8S001572 環土•I• 災 茶褐色．煤が付精する．
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IV 辺物

(2)瓦 (Fig.36) 

平瓦と丸瓦が数点/h・tした．本遺跡の西方には大願寺硯寺．束）iには肥前U府があり．いず

れからか待ち込まれたものであろう．

196平瓦は両側縁をヘラで•り)I), さらに上方両fりをわずかにヘラで切り裕としている。表面に

はわずかに布日を残してナデ．痕面は縄目をほぼ完全にナテ消している。焼成は須恵器質で祇

＜．灰褐色を呈す。紐20.6cm。S8013裡；T中から出土した。197平瓦は両側鯰をヘラで切り．表

而にかすかには布El痕を残すが．両面ともほぽ完全にナデiiりして仕上げられている。焼成不良

で軟質．質褐色を呈す。幅22.7cm, S6015埋土中から：I', 土した。 198平瓦!:tj)ijf舅紐をヘラで切

り，表面はかすかには布l:I痕を残しながらナテ．裏面には格子ククキ目をそのまま残す。焼成

は将通で上師召質． 鉗褐色を品す,5B015埋J:中からIll土した。

199丸瓦は 1点のみ遺楕検：ll面からi.I.I土した。哀1hiに格子ククキ目が一部伐るが．焼成が軟質

で詞整は不明諒である。淡褐色を旦す。

（図番号一登録番号） 196-87006291 197-88001613 198-8800161'1 199-87006293 

(3)土錘 (Fig.37) 

符状の上錘で、周りをナデて両端を糾lく仕上げている。長さは1.5-7.Scmと不揃いで．太さ

はl.&m前後である。細砂粒を多く合み．色配l(;tPJI褐色から暗褐色まで様々である,200-205は

58021からまとまって出土.206はSB021から出：tした。

（図番分ー登録番令）

200-88001619 201-88001620 202-88001621 203-88001622 204-88001623 205・88001624 

206-88006276 207-88001618 208-88001625 

(4) ふいご羽口

羽 I~は2点が出土した。

209は筒状で．外iliiはヘラで縦方向ナデ，内面は心枠を抜き取ってつくる。先溢部は熱を受け

て暗灰色に焼け，諾面にスが見られるとともに． 一部に自然釉がかかっている。砂粒をあまり

含まず．貿褐色を呈す。残存部の故大外径6.5cm.遥気孔径2.4cm.辺構検：J•, 面出土。 210は羽

nの細片で， S8002住駈跡のカマド内からIll土した．呂厚l.7-2.0cm,火熱を受けて摂く焼(t

ている。 （図番岱ー登録番分） 209-87006289 210-88001617 
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990’ i- I 

亡二二〗

疇
199 

196 

197 

~ 198 

10cm 

Fig. 36 瓦 (I/2) 
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IV 遺 物

戸
此

伯爪爪口爪
①叫①

203 。202。200

.9

,

.

 

,＇店襲

0201
爪屈

乙_____ , 

205 

①
207 

畠）
206

.Q 
I) 

゜208 

Fig. 37 土錘 (I/2) 

10四

•999 

＇ 

a
 

臼
□

1
9

l 

209 

。
IOco, 

Fig. 38 ふいご羽ll(1/2) 
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大久保三本松辺跡

(5)砥石 (Fig.39) 

211は図の表而と左側面が他用されている。ただし表面は平沿ではなく，不定ガ向に溝状の研

陪痕が残る．石材は明るい赤褐色の火I成岩を紀Illする.J!J. さ約 6cm,S8008住居跡から出土し

た。212は板状の小形砥石で 4面を使用．中央部は厚さ約1.3cmほどにすり減っている。砂岩製

で， S8013住居跡出：I:。213は大形の砥石で、裏表両而と両側絃を1史川している。図示したfliiで

は1り度をわずかに秤えて 2 つの研磨面をもち， 一部に条梃が残る。 砂岩製． •取大長26.1cm. 厚

さ約5cm, SB019住居路から/JI土した。

（図番号一登録番号） 211-87006295 212-87006296 213-87006297 

，
 

c. u
 

211 

胤

口 212 

／ーし

゜Fig. 39 砥 (2/5) 
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N 遺物

(6)鉄器 (Fig.40) 

214は曲り鎌の残欠で,SB002住居跡のカマド内から出土した。刃部は直線的であるが．守ず

先端で急に曲がる。先部約2分の 1が残存する。残存長5.4cm.刃輻2.4cm,背厚約0.2cm.

（図番号一登録番号） 214-88001626 

214 
0 2.5cm 

Fig. 40 鎌 (I/I)
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切畑遺跡



切畑遺跡 I. 遺跡全貸航空写真（東酎から）

2. 遺跡全気航空芥真（西面から）



切畑遺翔

I. a区洒北北儒全伐（南から）

2. SB031付近（東から）

3. $D140付近（東から）



ニ~ー
歪

切畑遺跡

I. 酋側全袋（北JI(から）

2. S8090竪穴住l.!iff.付近（北東から）

3 . )1(0~ 全分（洒から）

4̂
 

L

上

亀



切畑遺跡 I. S8013竪穴住居跡（南東から）

2. S即 19・S8023翌穴住届跡（北西から）
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と心＄ざ

門

lfll 

4
a
 

；囀
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心., , 
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G
 .~ 

切畑遺跡 I. SB022竪穴住店跨<Ill東から）

2. SB024竪穴住居踏（北洒から）



切畑遺踏 J. S8031竪穴住居跡oti東から）

2. S8051竪穴住居杯（北東から）
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い
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、rヽ ＇ヽ

｀ i ""'こ:-:・ :ヽ,.... 
贔`＇ 切畑遺跡

l . S8078・S8079竪穴住居紐（西から）

ぷ`ゞ｀
、► • 

2. S8056翌穴住居銃（隋東から）

3. SB056竪穴住居跡床面土邑除去後 ~,. 
,/'/', '✓ （南西から） ，＇  

． 
,.、... ,7:. .,a,: ,•p, ・
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切畑遺蹄 I. S8084竪穴住居跡（南から）

2. S8085翌穴住loll終（北凍から）



切畑辺跡 I. S8113翌穴住／社跡（東から）

2. S8123竪穴f]'./l}跡（北束から）
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切畑迫跡 I. S8143竪穴fl店翔（北東から）

2. S8149・S8157竪穴住居跡（北から）



り）畑泣汁

I. S1<009.1.: 城(~t~(から）

2. S1<025 I: 球（北西から）

3. S1<067・SK068N名（北求から）



PL. 12 

tJJ畑遺％

I. 51<029 I場~(111東から）

2. SK064」こ城（北西から）

3. SKOi2・SK073・SK092 l:J貨

（北西から）



切畑遺跡

l. SK082土漿（北JI(から）

2. SK083土被（北JI(から）

3. SK094・SK095・SK096土濱

（西から）



切畑遺跡

I. SK115土濱（南から）

2. SK115土濱投弾出土状況（南から）

3. SK117土凛（西南から）
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l. SK099 I: 漿,,mりから）

2. SI<IIS I; 賓(1間（から）

3. S1<1421: 疫（東から）
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切llll這跡

I. SK148」ガ貴（北,"iから）

2. SKl59 I: 披(i!j東から）

3. SK16:1 I尋．城（北から）



切畑遺杯

J. SDOl<lt1/(11iカ・ら）

2. $D014清 l:ltlltli1f1i(ifi東カ・ら）

3. SDOl4清l'i-Jこ沿出_L:状況
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11111b 烹
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切畑遺粉 I. a区古墳群全景<m西から）

2. a区古墳群全炊（東から）



ヽ•

.... 

Ru”9 

切畑辺l"1' I. STOOJ,1,JJ'l,fj';',(tfiから）

2. STOOi占J(l{i'i,<東から）



切畑遺踏 I. ST002古墳全気（南西から）

2. ST002古墳石寇（南西から）



りJ畑遺跡 l. ST003古墳全投<mから）

2. ST003古墳全性（市から）
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疇
り11111遺跨 I. ST叩4,'iJJ!石宅(Iii東から）

2. S'1'004占ll'l石'iH11ii1りから）



切畑遺糀 1. S8018竪穴住店跡（洒から）

2. S8018竪穴住,..,鯖床lfii遺物除去後（東から）



“ 
0゚ 

り）畑遺趾 I. SB021竪穴U,居跡(i♦i東から）

2. S8021竪穴住居跡カマド（南束から）



切畑遺跡

1. S8063竪穴住居銃（北から）

2. SB063竪穴住居M(東から）

3. SB063竪穴住居跡カマド付近

(JI(から）

呵
;:;;i 

a• 
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切畑遺筋 I. S8075竪穴住/&跡（西から）

2. S8075竪穴住屈跡北辺土芯群（洒から）
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切畑遺跡 I. S8078竪穴住le跡 (1♦i西から）

2. SBJOI竪穴住居蹄（北から）



切畑遺跡 I. S8090竪穴住居翔(iii東から）

2. 5B090竪穴住居翔カマド(jfjjlljから）
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切畑道踏 I. S8103竪穴住居跡（北から）

2. S8103竪穴住届粉カマド（凍から）



切畑遺跡

1. 5B106竪穴住届跡（北から）

2. 5B106竪穴住居跡カマド(JI(から）

3. SB106竪穴住居跡カマド（北から）
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切畑遺餅 1. S8108竪穴住居跡（南から）

2. SBU9竪穴住居跡（北から）



切畑遺踪

l. S8116竪穴住糾跡（東から）

2. SBIJ6竪穴住屈終カマド(Jl(から）
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切畑道跡 1 . S11124竪穴住居跡（北から）

2. $8124竪穴仕はカマド（西から）
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切畑遺跡 I . S8078・S13079竪穴住居跡（北から）

2. SBJ.11竪穴住居跡（北東から）



切灯If遠跨

1. SK026土燐(ffJ東から）

2. SK077土被(JI(から）

3. SKJl9土痰（北から）
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切畑遥路

J. SDI26i昇（北から）

2. SD126溝束011(西から）
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切畑遠躇c区

I. SKOOJ・I: 城（北から）

2. SKOOI土挟集石餘去後（北から）

3. SJ004視杭廷（北から） ＇ 
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切畑遠餅c区 1. s1<002土濱（北から）

2. SK003土痰（北から）
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切畑遺跡石召 12-25石議 34-37石斧．石包T
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猿嶽 A 遺跡



猿嶽A遺跡

I. 遺跡全怜（祠査前）（東から）

2. 遺跡全狭（四査後）（東から）





猿撮A遺踪

I. STOOi古，J'l原禁(1t1から）

2. STOOi古墳全舟（市西から）

3. STOOi古墳墳丘土層<rll西から）



猿嶽A遺騎

I. STOOi古項石:il(北西から）

2. STOOi古墳石;is(南西から）

3. STO-Ol古項玄r・1部（北凍から）



猿嶽A遺跡

1. ST002古墳原批（南から）

2. ST002古墳全袋（南西から）

3. S1'002古項JJ)丘：tM(南西から）
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猿嶽A這蹄

I. ST002古IJ't石室柑i石(fり洒から）

2. ST002古IJ't石京閉咆（南西から）

3. S1'002古墳石奎閉塞（北束から）
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猿i&A遺跡

1. s・r、002古墳石屯（北酉から）

2. ST002古項土西Ill土状況（南西から）



絨汲A遺跡

I. ST003古ltlf?.れ飛（束から）

2. ST003古墳全禁（西から）

3. ST003古墳全袋（東から）



桟嶽A遺筋

l. ST003古墳丑¥~ci(itiから）

2. S'f003古項閉塞部土屑（西からl

3. ST003古墳閉塞（西から）



猿紙A遺跡

I. ST003古墳石宅（面から）

2. ST003古墳玄門部（東から）



猿嶽A遺跡

1. STOOS古墳原依（面から）

2. STOOS古墳J,¥l溝(iii東から）

3. ST006古墳令穀（西から）



猿嶽A返蹄

I. ST006古墳遺物出」；状況

2. ST006古墳這物111:1.:状況

3. ST006古項遺物ll¥:I:状況



猿嶽A遺跡

I. STOOG古墳石室（市から）

2. ST006古墳石産(i!!iから）

3. ST006古墳玄門部（東から）



猿嶽A迫跡

I. ST007古項令条（南から）

2. ST007古旧石室(1りから）

3. S1'007古l!t閉塞（東から）
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絨嶽Aili:跡

1. STO雌頃令梨<iii東から）

2. s・1、008古）l¥石査(rffll(から）

3. STOOS古）l¥閉塞（北東から）
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舷紙A遁除

I. SK009.:I: 撰(iりから）

2. SK009土挟遺物出ゴ：状況（南から）
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猿嶽C・D遺跡



猿汲C・D遺抹

I. 遺跡全•；；1 （西から）

2. C迫跨近・屎(J+lから）



猿嶽C・D遺跡

I. STOOi古墳全洪（南から）

2. STOOi古項近J;t(~iから）

3. STOOi古墳石室<mから）



猿嶽C・D遺％

1. STOOi古墳土層（南から）

2. STOOi古墳土層(111から）

3. ST002古Ill全袋（西から）
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猿嶽C・D遁踏

1. ST003古墳全況（北から）

2. ST003古墳石宅（南から）

3. ST003古項西備周沿内

追物11¥;l:状況(itiから）



依汲C・D遺跡

I. ST004古墳全岱（函から）

2. STOOS古墳全保（南から）

3. STOOS古頃1丑il<ifjll(から）
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猿該C・D遺跡

I. ST006古頃石宅(if,から）

2. ST007古墳全致（東から）

3. S1'007古墳石:i,(南から）
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猿級C・D遠踏

1. STOOS古墳全岱（北百から）

2. STOOS古墳石至・（北西から）

3. ST009古墳全袋（南から）



猿儀C・D遺跡

I, ST009古墳石宅（北から）

2. STOIO古Ill石室（北から）

3. STOii古i.n全栞（北から）



絨i≪C・D遺躇

I. STOL2古項石宅（北から）

2. ST013古墳石室（洒から）

3. ST014古111石完(iiiから）



猿嶽C・D遺跡

I. STOl5古墳石蛍（北から）

2. ST016古墳全舟（西から）

3. ST020古墳全岱（北東から）



猿嶽C・D遺路

I. ST020古墳石室(JI(から）

2. ST024古墳石窒（北から）

3. ST025古墳石室（西から）
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猿簸C・D遺跡

I. ST025古墳石室（北から）

2. ST026古項遠保（洒から）

3. ST026古lJ'I全穀（北から）



紋浪C・O遺跡

l. ST026古）月石衰（東から）

2. ST026古墳蘊道内遺物出土状況

(lf.iから）

3. ST026古JJtlJ¥fi.遺物出土状況

（南函から）
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絨汲C・D遺跡

I. ST026古墳西側l_l't丘土吊

(lliから）

Z. S1'026古1.n東側項応I:層近殺

（南から）

3. ST027古項9反依(,tiから）



猿嶽C・D遺跡

I. ST027古項全袋(ill~から）

2. ST027古項令共(Illから）

3. ST027古用全緊（東から）
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猿磁C・D迫肱

I. ST027古墳羨道部（石斉内から）

2. ST027古墳沃道部（東から）

3. ST027古墳奥墾
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I. ST027;l,IJlltltr.1li側土州

（東から）

2. ST027;l;IJIIJ'ttで．内側上H

暉から）

3. ST027古ttll.tl.fc北憬 1:/rl

（東から）
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猿嶽C・D遺路

1. SBO碑立柱建物（丙から）

2. 5D029溝（北から）
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鈴熊遺跡



鉛熊遺跡

I. 四査区遠・は（丙から）手iiりは西原遺肱

2. 岡森区遠穀（術西から）
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鈴熊逍路

J. 遺踏全岱（束から，さらに洒の岡査区は西1,(遺跡）

2. 這跨全衆潤査後（西.l:空から）



鈴熊迅跡

I. SJ013甕棺~(北から）

2. SJOl3甕棺墓（東から）



鈴熊遺跡

I. STOOi, り頃全令t曲査前

(ffill(から）

2. STOOi・002・003・004古墳

全岱硲土除去前（市から）

3, STOOl古項全保盛土給去前

（南から）
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鈴熊遺跡

I. STOOi古墳全洪盛土除去後

(iiiから）

2. STOOi古m石室全岱(j!ljから）

3. STOOi古項玄奎奥壁（西から）





鈴熊遺跡

1. STOOi古項石至l柑迫物出土状況

（北から）

2. STOOi古墳周溝B区士岱!ll:I:

状況（北北西から）

3. STOOJ古墳u;J溝B区土おIll」;

状況（北J!(から）



鈴熊遺鯰

l. ST002古墳全洪岡査前

（南から）

2. ST002古墳全俎 l:&j:絵去jj,j

（南束から）

3. ST002古墳石宍令誤(ftjから）
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1. ST002古頃ふj,ii全依（東から）

2. ST002古墳奥堕（東から）

3. ST002古墳玄玄右側曳

及び鉄硲出土状況（市から）



鈴熊遺跡

I. ST002古項JJ'IJi:A区廷石状況

（南西から）

2. ST002古墳全共盛土除去後

(r柘iから）

3. ST003古墳全景闘査前

（南束から）



鈴熊遺跡

I. ST003古墳全錢盛土除去前

（酎から）

2. ST003古墳石去全棗（東から）

3. ST003古墳石至奥登（南から）
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鈴熊遺跡

l. ST003古1n玄1"1部（北から）

2. ST003古墳周溝A区土器出土

状況（市から）

3. ST003古墳全素鍼土除去後

（南から）



鈴熊遺跡

I. ST004古墳全景盛土桧去前

（南から）

2. ST004古填全快益土除去後

(ifjから）

3. ST004古1,11墳.tr.益土状況

<mから）



鈴熊遺跡

I. ST004古墳玄室内玄r・1011

（西から）

2. ST0-04古墳墳丘土屈（東から）

3. ST0-06古墳全禁（市から）



鈴熊遺跡

I. ST006占JJI主体部検II¥状況

（面から）

i. ST006古項主9本部{~石状況

（北から）

3. STOOG古墳主f本部(:Iしから）



鈴熊遺路

I. STOii古墳石棺（南から）

2. STOii古墳全素（東から）

3. STOii古墳石棺溢石絵去後

<mから）
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鈴熊遺跡

l. STOJJ古lJ'tj糾l¥:f:状汎

（南から）

2. SC007箱式石棺姦（洒から）

3. SC008箱式石棺磁（東から）



鈴熊遺跨

1. scoos筍式石棺慕（束から）

2. SC009箱式石棺総蘊6除去前

（東から）

3. SC009箱式石棺慕査石除去後

（東から）



鈴熊遺跡

l. SC009箱式石棺慕錢出土状況

2. SKOIO:I: 漿土沿出土状況

（西から）

3. SKOIO土濱(ftiから）



鈴熊遺踪

I. SKOl4土狭土岱出土状況

（北から）

2. SK016土狭土器出土状況

（北から）

3. SKOt6・1:l賢土器llli:状況

（北から）



鈴熊退践

I. S0012溝状遺構（南東から）

2. SX0!5敷石遺構（北から）

3. SXOI5敷石遺椒 （東から）
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鈴熊遺跡

1. Aトレンチ全繁（北東から）

2. 8トレンチ全梵（市から）
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鈴熊遺跡縄文土活 1. SJOl3 3. 3勺集石
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県曙石原る・（右下のI点石の幅13.5cm)
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大久保三本松遺跡遺粉から東方を望む



K久保三本松遺梼

I. 大久保三本松遺跡全依

0りから）

2. 大久保三本松迫鉢周辺地形

([りから）
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大久保三本松遺踪

1. SBOOI住/.i;跡(j¥jから）

2. 5B002住屈踪（市から）

3. $B002住居跡北壁fJllカマド

（南から）



大久保三本松遺跡

I. SB002住居跡東繋側カマド

（西から）

2. SB0031七居跡(iljから）

3. S8003住居跡カマド（南から）
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大久保三本松遠跡

I. S80071~ 屈跡（北から）

2. S8008住居跡（南から）

3. S8010住居跡()I(から）
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I. S8011住居跡（北から）

2. SBOl3住居跡（南から）

3. S8013住居跡カマド（南から）
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大久保三本松遠跡

I, S8019・S8020・S8021住居跡

（面から）

2. SBOl9住居路（南から）

3. 5B019住居路カマド（面から）
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2. SB024住居跡(111から）

3. S80470'./l≫ll'(itlから）
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大久保三本松遺跡

I. S8047住居跡カマド(,tiから）

2. S8047住居跡土器/JI土状況

（東から）

3. S8048住届跡(Illから）
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大久保三本松遺跡

l. S800渾立柱姪物踪（束から）

2. S改碑立柱建物筋（北から）

3. SBOI暉立柱建物跡（北から）



大久保三本松遺跡

I. S8022狐立柱姐物胚（詐］から）

2. S8023揖立柱娃物蹄（北から）

3. S802暉立柱娃物跡（北から）



大久保三本松遺跡

1. S8004掘立柱紐物P-9:f・./flllli面

(illから）

2. SB022掘立注娃物P-7土層断面

（南から）

3. 5B002揺立柱埠物P-5土層断面

(fljから）



大久保三＊松遺跡

1. SK027土擦(ffjから）

2. SK027上濱土岱出：I:状況

（南から）

3. SK029土城（南から）



大久保三本松遺跡

1. SK037土被（北から）

2. SE033・S邸34井戸跡(JI(から）

3. SE035井戸跡（西から）
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大久保三本松遺路

I. SE038井戸跡（北から）

2. SE039井戸踪土層断面（東から）

3. SE040井戸跡（術から）
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.•. 



PL.21 

5
 

• 
4
 

6
 

7
 ，

 
10 

大久保三本松遺跨

縄文J.:沿

11 



PL. 22 

4 " A A 12 13 14 15 16 

17~ ~ ~ ' e1 

. ! け＇24 25 

ao 

28 

.33  

p
 

37 

大久保三＊松遺跡

石岱石蝶 12-25

石匙 ・削器 ・1蚤・?JI!か 26-33

忠製石斧 34・35 

石包r37 



39 

蘊一.. , 

46 

、-ヽ•
で

58 l'ふ蘊 65 

E:J 71 

72 

70'((<• ;!'911膠'73

大久保三本松遺跡 ・l: 傾笞 ・須恵苫 I S8001 38・39 

S8002 41-46 

S8003 閲-73

PL.23 



PL. 24 

77 

＼
 

78 79 

60 'L~ ,~ ヤ じ: ・---sa 

84 ~ --—~ コI' 85

濯
ロ―

•‘ 

86 ... ら ，r.¥.- 92 

大久保三本松遺跨 i.: 輝召 ・須忍答2 S8013 75-92 



100 

~ 

饗
愚=

マ ー

｀ 

ー、

大久保三本松遺跡

土鉦西 ・須患笞3

S80!3 100-103 

S8016 117-120 

S8017 122-125 

PL. 25 

'o 

120 

123 



PL. 26 

' 炉這噌奮

囀

ヽ

・-・-・・-、`

ー、:,....---~-

135口縁

• 

144 

ld8 

I-
、に

丸 ー・ー：石一、．＇ゞヽ. f ./, ' ヽ I

- c_ 、ぎ~~-
. ......:-

● → •. 

大久保三本松遺跡

土師岱 ・須忍岱4

S8019 133・135 

s即20 137-144 

SB-021 148 

141 



｀ 、-

-...... 

｀ 
・" 

185 

~ 

../ rL. 

大久f呆三本松遠跡

土師岱 ・須恵お 5

SE039 175-193 

ヽ

PL. 27 

176 

179 

1貶l



PL. 28 

161 

169 

170 

凍~

SX027 161・162 

S0041 169-170 

S8047 152-154 

S8-048 157・158 

大久保三本松迫踪 土師沿 ・須忠岱 6

“ 
：ヽ

乱
172 

158 



PL. 29 

196表 196裏

198 199 

大久保三本松遺跡 瓦及採 196-199 



PL.30 

テ一~

l t~j 
211 

212 

~ 

＇ 
直-
薗

｀ 209 

＇ ’
 ．

 
200-208 

人久保三本松遺紐

その他の11¥..tiふ

砥ii 211-213 

t饒 200-碑 214 

匹 214



佐買M文化財調査糾告杏第116集

切畑遺跡
九州横断自動車道関係
埋蔵文化財発揺糾査報告抒

⑯ 

平成5年 3月28日 印刷
平成5年 3月31日発行

編集佐賀県教育委員会文化財課
発行 佐賀市城内 1丁目 1-59 

印刷大同印刷株式会社
佐賀市天神IT目1番32号




